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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。






本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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本書はＧＡ文庫「織田信奈の野望　２」と、ＧＡマガジン　Vol.4掲載

「織田信奈の野望　潜入！　姫武将だらけの長良川温泉」を大幅に加筆・修正したものです。







　　　巻ノ一　信のぶ奈な、求きゆう婚こんされる







　時は戦国。

　処ところは尾お張わりの国、清きよ洲す城の城下。

　尾張を統べる姫ひめ大名・織お田だ信奈は、うつけうつけと囃はやされていた。

　しかしそのうつけぶりは敵を油断させるための擬ぎ態たいであったのか、はたまた実は世間の余人には到とう底てい理解できぬ時代を超こえた天才姫武将であったのか、歴史に名高き「桶おけ狭はざ間まの合戦」において「人間、二十年、下げ天てんの内をくらぶれば」と「敦あつ盛もり」の一節を舞まい踊おどり、十倍近い巨きよ大だい戦力を誇ほこる駿する河がの大大名、「海道一の弓取り」今いま川がわ義よし元もとの本ほん陣じんめがけて遮しや二に無む二に突とつ撃げき。猛もう将しよう・柴しば田た勝かつ家いえを筆頭に家臣団一丸となって、精強誇る今川軍を完かん膚ぷ無なきまでに一いつ蹴しゆう。上じよう洛らく途と上じようであった今川義元を組くみ敷しいて降こう伏ふくせしめ、あっぱれ、天下盗とりに名乗りを上げたは尾張のうつけ姫こと織田信奈。

　ところが、この信奈、いろいろ思うところあるらしく、意外に吝りん嗇しよく家か。

　桶狭間の合戦に勝ったとはいえ、織田家家臣団の暮らしはいっこうに上向かない。

　現代日本の高校生だったのが、いかなる理由か突とつ如じよ戦国時代に迷い込み、桶狭間で義元本陣の位置を突つき止とめるという大たい功こうをたてて足軽から侍さむらい大将に大出世したはずのわれらが「サル」こと相良さがら良よし晴はるも、相も変わらず「うこぎ長屋」で一いち汁じゆう一いつ菜さいの質素な暮らしに甘んじていた。




　季節は夏。

　早朝だというのに、せんべい布団の上で目覚めると良晴は寝ね汗あせでぐっしょり。

　自じ称しようロングスリーパー。せめてあと一時間は寝ていたかった良晴だが、背中が汗でびっしょり濡ぬれている上に妙みように生温かく、とうとう目を開いて唸うなり声ごえをあげた。

「暑いなぁ～。クーラーないのかよ、クーラーは」

「……すぅ、すぅ、すぅ」

　目を開くと、天てん井じように家来の忍にん者じや・蜂はち須す賀か五ご右衛え門もんがぴたりと張りついたまま眠ねむっていた。

　五右衛門は、荒あらくれ者ものの川賊集団・川かわ並なみ衆しゆうを率いるちんちくりんの少女忍者。舌足らずで、三十文字以上の長なが台詞ぜりふをしゃべるとかむという癖くせを持っている。

　五右衛門はちょっとしたなりゆきで良晴の一の家来となっているのだが、いくら「畳たたみの上で寝ろ」と言っても「拙せつ者しや、天井で十分でござる」と言って聞かない。

「天井で寝るな」と言うと、今度は「それでは土の中で眠るでござる」と言いだし、忍法土遁の術を使って庭に自分を生いき埋うめにしようとする。

　それで良晴は仕方なく、五右衛門に天井で寝ることを許可している、のだが──。

　こうして「すぅすぅ」と瞼まぶたを閉じたまま天井にくっついている五右衛門を見ると、

（寝ぼけて落ちてこないかな……）

　と、気が気でない。

　しかし、良晴の安あん眠みんを妨さまたげているもう一人の同どう居きよ人にんのほうが、もっと問題だった。

　信奈から「桶狭間」の恩賞（？）として派は遣けんされてきた、浅あさ野の家の娘むすめ・ねね。

　数えで八つの子供だが、おりこうで口が達者。

　信奈は「美少女といちゃいちゃしたい」と言いだした良晴めがけて、このねねを義理の妹としてよこしてきた。しかも、良晴が女の子に手を出さないように見張れ、とねねに言いつけてある。

　信奈め、いったい俺にどんな恨うらみが……と憤いきどおる良晴だが、ねねはすっかりやる気で、「兄さまの女おんな癖ぐせの悪さを直しますぞ」と小さな鼻を鳴らしながらどこへでもついてくる。

　現代から戦国時代に何かの間ま違ちがいでやってきた良晴、「せっかくの一人暮らしなんだから、女の子とどんどんいちゃいちゃしよう」と気合いを入れていただけに、そんなこまっしゃくれた妹が邪じや魔まで邪魔で仕方がなかった。

　それでも、寝ている時だけは年相応にかわいいのだが──。

「……暑い原因がわかった。ねねが、俺の背中にくっついているからだ」

　子供は、やたらに体温が高い。

　良晴が寝ているうちに、鼻提灯ちようちんを出しているねねが首に手を回してきて背中にぴとっと張りついていたために、くっつかれた良晴の体温まで上じよう昇しようしてしまったのだろう。

「……ぐぅ、ぐぅ、ぐぅ。兄さま、女遊びは禁止ですぞ……」

　夢の中でまで、良晴の唯ゆい一いつの楽しみを妨ぼう害がいしているようである。

「ええい、離はなれろ」

「ぐぅぐぅぐぅ」

「……は、外れねぇ……」

　それにしても良晴の背中は、ぐっしょり。

　汗が、なにやらほかほかと温かい。

（いくらねねが張り付いているとはいえ、ひどい寝汗だな……）

　……。

　良晴は、気づいてしまった。

　あれっ？

　もしかして、これは──。

　汗では、ない!?

　まさか──。
















「って、ねねーっ!?　お前、おねしょしたなっ？　俺さまの背中におねしょを──」

　ぱちっ！

　良晴の背中におぶさっていたねねが、大きな目を開いて、そして、

「……ふ……え？」

　寝ぼけながら、丸い指で目をこすりはじめた。

「ふ、え、じゃねえー！　お前、寝ながら俺の背中をおまるか何かと間違えたなっ、またまた漏もらしたなっ!?」

「……[image: う゛]……」

「いいか、ねね。お前、もう八歳だろ。いいかげんにおねしょ癖ぐせを治せ！　寝る前に『暑い暑い』と井い戸ど水みずをガブ飲みするからこういうことになるんだ。今日という今日は、兄としてみっちりお説教してやるからな──！」

「……[image: う゛]……[image: う゛][image: ぅ゛]……」

『[image: う゛]』から始まる日本語って、何かあったっけ、と良晴が首をかしげていると、

「……[image: う゛][image: あ゛][image: あ゛][image: あ゛][image: あ゛][image: あ゛][image: あ゛]～～～!!」

　ねねが、大声で泣き出した！

　割われ鐘がねのような声が、良晴の鼓こ膜まくを直ちよく撃げき！

「[image: う゛][image: あ゛][image: あ゛][image: あ゛][image: あ゛][image: あ゛][image: あ゛]～～!!!!!!」

「おうっ!?　なんという音波攻こう撃げきっ!?」

「[image: あ゛][image: あ゛][image: あ゛][image: あ゛][image: あ゛][image: あ゛][image: あ゛][image: あ゛]～～～～～～！！！！！！！！！」

「ぎゃーっ！　ねね、俺が悪かった！　許せ！　ちょっと、きつく言いすぎた！」

「……これではおちおち眠れないでござる、相良氏うじ」

　天井で目を覚ましてしまった五右衛門が、赤い瞳ひとみでギロリと良晴をにらみつけてきた。

　忍者たるもの、何日でも眠らずにぶっ続けで活動できる代わりに、ひとたび休息を取ると決めればそれこそ死んだように熟じゆく睡すいし、目覚めると定めた刻限が来るまではたとえ枕まくら元もとで大たい砲ほうが轟とどろこうが法ほ螺ら貝がいが吹ふき鳴ならされようが容易には目を覚まさぬと言われている。

　そんな忍者の五右衛門ですら「うるさいでござる！」と涙なみだ目めになって起きてしまうくらいに、ねねの放つ音波攻撃は強きよう烈れつだった。

「ぶ[image: わ゛][image: ぁ゛][image: あ゛][image: あ゛]～。[image: あ゛][image: に゛]ざ[image: ま゛][image: に゛]、[image: お゛]ご[image: ら゛][image: れ゛]だ～!!」

「俺が悪かった！　ねねちゃん、機嫌なおして！　ほらほら、洟はなをかんで！　鼻水なんかたらしていると、尾張一の美幼女が台無しだぜっ!?」

「だ[image: い゛][image: な゛]じ……？　び[image: え゛][image: え゛][image: え゛][image: え゛][image: え゛][image: え゛]～」

「うわ～っ！　いったいどうすれば泣き止むんだ～!?」

「忍者刀で喉のどをかききれば、ぴたりと黙だまるでござる」

「馬ば鹿かっ死んじゃうだろっ五右衛門っ！　それより布団だ。濡れた布団を庭に干して乾かわかさないと！」

「あっ、逃にげるつもりでござるな相良氏！」

「後を頼たのむ五右衛門！」

「せせせ拙者、子供の扱あつかいは苦手でござる！　ずっこいでごじゃるよ、ちゃがらうぢっ！」

　五右衛門がかんだ！　と突つっ込んでいる場合ではなかった。

　一刻も早く、泣きじゃくるねねの音波攻撃から自由になりたかった。

　フリーダム！

　良晴は慌あわてて布団を担いで、庭に飛び出した。

　しかし庭では、お隣となりさんの前まえ田だ犬いぬ千ち代よが、

「……毎朝毎朝、うるさい……」

　寝間着の胸元がはだけておへそが丸出しになった姿で、朱しゆ槍やりを担いで突っ立っていた。

　胸は蕾つぼみのようにちっちゃいとはいえ、前田家当主・前田犬千代利とし家いえ、そろそろ花も恥はじらう可か憐れんな乙女おとめになりつつある年とし頃ごろであった。

　自分では「犬千代はまだ生き娘むすめ。おぼこい」と謙けん遜そんしているが、現代のアキバあたりならそれこそ狂きよう喜き乱らん舞ぶされそうなきわどい姿であった。

　良晴は目のやり場に困って、思わず半ば裏返った声をあげた。

「おいっ！　犬千代っ？　お前、半はん裸らだからっ！　ちゃんと服を着ろっ」

「……むせきにん。良晴が、脱ぬがせたくせに」

「って、何の話っ!?」

　犬千代は、寝ぼけている！

　しかも、安眠を妨害されたせいか、夢の中で良晴が狼ろう藉ぜきでも働いたのか、激げき怒どしているようだった！

「……せきにんを、取らせる」

　ぶんッ、と朱槍を突き出されて、あやうく串くし刺ざしにされかかる。

「犬千代さああんっ!?　目を覚ましてくださーいっ！」

　ブリッジでからくも逃げながら、良晴は思った。

　織田家中って、ほんとうに騒さわがしいなぁ……と。




　そんな騒がしい朝を経た良晴と犬千代は、城に出仕する前に清きよ洲すの町へとおつかいに出た。

　夕べ信奈から、来客を接待するので美お味いしい「ういろう」と「八丁みそ」と「たまり醬じよう油ゆ」を買ってくるように、と言いつけられていたからである。

　尾張名物のういろうは、信奈が弟の信のぶ澄すみや小こ姓しようの犬千代を餌えづけする際にいつも使っているおやつで、ようかんほど甘みがなく、後味もさっぱりしていて、良晴もけっこう気に入っている。

　しかし。

「八丁みそと、たまり醬油か……」

　清洲の町まち中なかを犬千代と並んで歩きながら、良晴は首をかしげていた。

　隣の犬千代が、抹まつ茶ちや味のういろうを頰ほお張ばりながらつぶやく。

「……どちらも美味しい。良晴は、苦手？」

「苦手っつーか、どっちも味が濃こいんだよなぁ」

　八丁みそは、三み河かわ岡おか崎ざきは八丁村の特産物。見た目からして、ずいぶんと赤いみそである。

　味も濃い上に、良晴が親しんできた米みそと比べると甘みが少なく、けっこう苦い。

　どういうわけか尾お張わりの人たちは、この八丁みそをいろいろな食材にぶっかけて食べるのが好きらしく、食くいしん坊ぼうの柴田勝家などはかき氷にまでみそをかけてぱくぱく喰くらっている。

　良晴は一度「うわ、みそ味のかき氷かよ。気持ち悪いなぁ」とうっかり本音を漏らして、怒おこった勝家に捕つかまって首を折られかけた。

　たまり醬油は、尾張で流は行やっている濃ゆ～い味の醬油だ。良晴はお刺さし身みを食べる時くらいにしか使ったことがなかったが、尾張の人たちは何でもかんでもたまり醬油をどぼどぼとぶっかけて食べる。勝家などはかき氷にまでたまり醬油を以下略。

　尾張の食しよく卓たくにのぼる調味料と言えば、八丁みそが七割、たまり醬油が三割である。

　清洲に住み着いた良晴は「なんでこいつら、こんなに濃い味が好きなんだ」と辟へき易えきしているのだが、どうやらいわゆる普ふ通つうの「醬油」、つまり「濃口醬油」と「薄うす口くち醬油」は、この時代ではまだ発明されていないらしかった。

「このお店がお勧すすめ。安くて新しん鮮せんで、味が濃い」

　犬千代は、「酢す鍵かぎ屋や」という看板を掲かかげた店に良晴を案内した。

　建物の奥はみそや醬油などを陳ちん列れつしている食料品店で、建物の手前側は甘いおやつやあつあつの麵めん、さらには最近流行の「茶」を出してくれる茶ちや店みせというめずらしい形態の店である。

「安くて新鮮なのはいいけど、味が濃いのかよ？　俺は、薄口のほうが……」

「……黙って買う」

　ぎゅー、と頰ほおをつねられた。

　前田犬千代。

　小こ柄がらだが、指の力は半はん端ぱなく強かった。

「わかったわかった。でも、どこかで聞いたことのある名前の店だな……」

「酢鍵屋は、尾張中に店てん舗ぽをたくさん構えている。どの商品も安くて新鮮で味が濃いので、若い町娘たちの社交場」

「なるほど。現代風に言えば、女子高生のたまり場ってわけだな」

　犬千代が、店主の瞳をじーっと見つめながら「……」と無言を貫つらぬき相手が根負けするのを待つという荒あら業わざでおおいに値切ってくれたので、信奈から貰もらった予算が少し余った。

「まだ時間があるな。茶店でういろうを喰って帰ろうぜ」

「……良晴は、女の子に声をかけるつもり」

「まあまあ。いいから、いいから。白！　黒！　抹茶！　あずき！　桜色！　五色のういろうをまとめておごってやるぜ！」

「……うぅ。断れない……」

　五色まとめて食べられる！　ういろうに目がない犬千代は瞳を潤うるませて、「はぁ、ふぅ」と幸せそうなため息をついた。




　二人は、茶店の片かた隅すみに腰こし掛かけてういろうを頰張りながら、往来を眺ながめた。

　清洲の町は、当主の信奈が東の強敵・今川義元を倒たおして捕ほ虜りよにして以来、いよいよ栄えている。

　ずっと尾張の人々を悩なやませていた今川の脅きよう威いが信奈の勝利によって除かれたおかげか、道行く人たちの表情もずいぶんと晴れやかだった。

　戦国時代とはいえ、やっぱり平和が一番だなぁ、と良晴はつくづく思う。

　信奈が天下を統一すれば、戦乱の世が長く続いているこの日ノ本から戦がなくなり、全国どこの町でもこんなふうに平和を謳おう歌かできるようになるのだ。

「いいねえ、いいねえ。若くて元気な女の子が大勢いるねえ」

「……良晴の隣にも、一人いる」

「え？　犬千代って元気っ子か？」

「……いちおう。たぶん」

「おっ。あの侍さむらいの一行は……？」

　良晴が指差した先には、立派な侍の一団がいた。

　白馬に乗った黒くろ髪かみの凜り々りしい青年武将がおそらくは大将で、その前後に侍はべっている若侍と少女侍たちがお付きの者なのだろう。

　お供の面々も美形と美少女で固められているが、なんといっても大将格の若い侍の目元は涼すずしく睫まつげは長く肌はだは白く、それはもう凜々しいこと。

　昔話に聞く「牛うし若わか丸まる」こと若き日の源みなもとの義よし経つねとは、このような姿であったろうか。

　さっそく町娘たちが周囲に集まって黄色い歓かん声せいをあげている。

　おかげで、町娘たちは誰だれも良晴の存在に気づきもしない。

　まあ、たとえ気づかれたところで「サルだわ」「信奈さまに飼われているサルが町中に出しゆつ没ぼつしているわ」「ういろうで餌づけしちゃダメ！」と物めずらしそうに騒がれるだけなのだが。

「ちっ。あの白馬の侍、すげぇイケメンだな。男の俺さまの目にも、まるで後光が差しているように見えるぜ」

「……池麵……？　酢鍵屋の麵は、きしめん」

「頭も切れそうだし、信澄よりもモテそうだ。きぃ、うらやましい！」

「……きしめん」

　それにしても、この侍の一団、尾張では見慣れない旗印を掲げている。

　亀かめの甲こう羅らが、三つ重ねられていた。

　そして、良晴と犬千代の耳に飛び込んできた、紅こう顔がんの若大将とそのお供たちが交わす会話の内容は──。

「若わか殿との。尾張のうつけ姫ひめは、山やま猿ざるのような格好で町をふらついているそうですよ」

「水もしたたる若殿のお姿を一目見れば、少しは女らしくなるかもしれませんが」

「ふん。織田信奈がどのような娘であろうが、どうでもいい」

　涼しい声だった。

　しかしその若大将は、まるで信奈に男としての興味を抱いだいていないようだった。

「若殿の魅み力りよくの前には、尾張の山猿もころりと参りましょうな」

「あのうつけ姫と結けつ婚こんしたら、若殿もさぞ苦労するでしょうね」

「政略結婚は戦国の世の習い。女など、いちいち愛さねばよいのだ」

「若殿は、女泣かせですからねぇ。何人の女が捨てられて唇をかんでいることやら」

「戦国で覇はを競い合う女など、みな哀あわれなもの。せいぜい利用させてもらうだけさ」

　なんだよ、ムカつく連中だな……と良晴が声を漏もらした。

「の、信奈を山猿扱あつかいするのはともかく、女の子全ぜん般ぱんをバカにするようなあの言いぐさは許せねーな！　の、信奈がバカにされてることは全然どうでもいいんだからなっ！」

　目の前を通り過ぎていく一行の旗印を眺めていた犬千代が、目を細めながらぼそりとつぶやく。

「……あれは、『三盛り亀きつ甲こう』。織田家の侍ではない」

「もしかして、信奈がこれから接待する客なのか？　あんな尊そん大だいな連中が？」

「……違ちがうと思う。三河名物の八丁みそをたっぷり準備させたということは、姫さまは眼鏡めがねたぬきを接待するはず」

「眼鏡たぬき？」




　眼鏡たぬきとは、三河は岡崎城から清洲へやってきた、松まつ平だいら元もと康やすのことだった。

　用件は、信奈と不戦同盟を結ぶことである。

　松平元康。

　後に「徳とく川がわ家いえ康やす」という偉えらそうな名前に改める願望を密かに胸に秘めているこの苦労人の姫大名は、尾張の織田家と駿する河がの今川家との間に挟はさまれた三河の小大名・松平家の正統後こう継けい者しや。

　しかしながら、幼い頃ころに今川家へと人質に出されたり、信奈の父・織田信のぶ秀ひでにさらわれたり、さらに今川家へ売られたりと、踏ふんだり蹴けったりな半生を過ごしてきた。

　桶おけ狭はざ間まの合戦の折には今川義元の忠実なパシリとして織田方を攻せめていたのだが、「義元敗れる」の一報を聞くやいなや戦場から逃にげ出して岡崎城へと舞まい戻もどり、「義元？　誰ですかそれ」と言わんばかりにちゃっかり今川家からの独立を宣言。

　この敗戦の折に尾張と三河の間で立ち往生して駿河へ戻れなくなった今川軍は四散。主君と軍勢をともに欠いた駿河の今川家は、いまや甲か斐いの武たけ田だ信しん玄げんに攻め滅ほろぼされるのを待つばかりなのだ。

　元康はもともと（たぬきを始祖と崇あがめる松平家の伝統で）たぬき耳とたぬき尻尾しつぽの飾かざり物ものを身につけているのだが、この変わり身の早さで「まさか性格までたぬきだったとは」とささやかれる始末。

　ちなみに松平元康、ひどい近眼なので南なん蛮ばん渡と来らいの眼鏡を愛用している。

　何かと着用アイテムの多い姫大名であった。




　お昼過ぎ。

　清きよ洲す城の大広間に、尾張当主の織田信奈、三河の松平元康、接待役を仰おおせつかった前田犬千代と相良良晴の四人が勢せい揃ぞろいした。

　強敵・今川義元を降こう伏ふくさせて破は竹ちくの勢い。ご機き嫌げんな信奈は、重要な外交の場だというのに湯ゆ帷子かたびらを片かた袖そで脱ぬいで腰こしにひょうたんをぶら下げ、肩かたに種たね子が島しまを担いだ「うつけ姿」で登場。

　斎さい藤とう道どう三さんとの会談で見せたような麗うるわしい姫さま姿を久々に見られると思っていた良晴は少々落らく胆たんしたが、「べ、別に信奈がどんな格好をしていようが俺には関係ないんだからな！」とツンデレな独り言をつぶやいて内心の落胆をなかったことにする。

　そんな良晴を見て見ぬふりしながら、信奈は座布団の上に腰を下ろして元康の肩をぽんぽんと叩たたいた。

「久しぶりね、竹たけ千ち代よ！」

　竹千代こと松平元康は、信奈の幼なじみ。

　ご機嫌な信奈は大好物の「なごやこーちんのてばさき」をはむはむと丸かじりしながら、上機嫌で元康を出で迎むかえた。

　ちなみに信奈独どく占せん物の「なごやこーちんのてばさき」は、「小さいてばさきをいちいちかじるのは面めん倒どうだわ」という信奈の命令によって鶏にわとりの品種改良が進められ、今ではもも肉のフライドチキン並のサイズに大型化している。ということは鶏本体のサイズってまさか牛なみ……と良晴などは密かに恐おそれている。

　信奈のお目付役・丹に羽わ長なが秀ひでがこの場にいたら、「同盟交こう渉しようの場では正装してください。空気が読めていません、八点」と辛からい点数をつけるところである。

「[image: う゛]、ぶ、ぶ～。[image: お゛]久しぶりでず、吉きち姉ざ[image: ま゛]～」

　ういろうに八丁みそをたっぷりと塗ぬって食べていた元康が、姉貴分の信奈にぺこりと頭を下げてにっこりと微笑ほほえむ。

　しかし、なぜかその声が妙みように乱れ、ちんまりと頭に被かぶっているたぬき耳が「ふるふる」と小刻みに震ふるえていることを良晴は見み逃のがさなかった。

「犬千代。なんで元康はあんなに震えてるんだ？」

「……眼鏡たぬきは織田家に囚とらわれていた頃、来る日も来る日も幼い信奈さまの一の家来としていじめられ……こほん。かわいがられていた」

　幼かった信奈さまは眼鏡たぬきをみつけると「たぬき妖よう怪かいだー！　たぬき鍋なべにしてやるー！」と口くち癖ぐせのように仰おつしやい、しょっちゅう眼鏡たぬきを縛しばって木の枝からぶらさげていた……などと、しれっとした顔で説明する犬千代もちょっぴり恐ろしかった。

「めちゃくちゃするなぁ。俺が暮らしていた世界なら、大問題だぜ」

　それが信奈さま独特の愛情表現、気に入った家来にはどうぶつの名前をつけてくださる、とうなずく犬千代。

「つまり元康は織田家に誘ゆう拐かいされたあげく、ガキんちょ信奈のパシリをやらされていたのか。絵に描いたような不幸体験だなあ」

「……たぶんその頃の恐きよう怖ふを、体が覚えている。だから、うちの姫には逆らえない」

　良晴は、元康にちょっぴり同情した。

「竹千代。わたしの小こ姓しようと飼いザルを紹しよう介かいするわ。こっちの子犬のようにかわいい女の子が前田犬千代で、いけすかない目つきの悪い生意気なサルのほうが自じ称しよう・相良良晴。頭の打ち所が悪かったらしく自分を人間だと思い込んでいるけど、遠えん慮りよなくサルと呼んでいいわよ！」

「そうですか～。私は松平元康、あだ名は竹千代です～。よろしくです～」

　一いつ瞬しゆん、良晴と目を合わせた元康の視線が泳いだような気がしたが、良晴は気づかないふりをして「あ、どうも」と頭を下げた。

　良晴が現代日本からこの戦国時代にやってきた時、たまたま織田軍と今川軍が戦う戦場に良晴は転がり落ちていた。その際、今川義元の命令を受けた元康にそっ首を落とされそうになったことがある。

　だが、その時の良晴は正体不明の謎なぞの雑ぞう兵ひようだったし、久々に良晴と再会した元康は良晴の顔を覚えていないようだった。

　まあ、仮に覚えていたとしても都合が悪いので知らぬふりをするのが元康かもしれないのだが。

　続いて、犬千代が小さく頭を下げる。

「……前田、犬千代」

「犬千代さんは覚えています～。私が吉姉さま（信奈の幼名）の手で縛り上げられてあやうくたぬき鍋にされかけると、いつも私をこっそり川に突つき落おとして助けてくださいました～」

「……犬千代は、親切」

　もうちょっと穏おん便びんな助け方はなかったのか、と良晴は思った。

「吉姉さまのおかげで、私は三河で独立できました～。これからは尾お張わりと同盟し、吉姉さまの妹分として末永く仲良くしていこうと思います～。っていうか、恐こわくて逆らえません～」

　独立したとはいえ、三河は相変わらずの弱小国。

　しかもすぐ東には、今川義元の旧領・駿河を吞のみ込んでさらに強大になろうとしている武たけ田だ信しん玄げんの大軍団が控ひかえている。

「甲斐の虎とら」武田信玄は、「越えち後ごの龍りゆう」上うえ杉すぎ謙けん信しんと並んで最強と称しようされる戦国武将。
















　その赤備えの甲こう州しゆう騎き馬ば軍団には、神がかりの軍神・上杉謙信を除いては、誰だれ一人ひとり太た刀ち打うちできないのだという。

　もちろん、武田信玄は弱小・三河の松平家を「今川のパシリ」ぐらいにしか思っておらず、武田への従属を誓ちかうというのならともかく、元康と対等な同盟を結ぶつもりなどはないのだった。

　だから元康としては信奈と同盟する以外に、三河の独立を保つ術はないのだ。

　天下統一を目指す信奈のほうも、三河を対武田の防ぼう壁へきとして利用し、そのすきに西へ──美み濃のを奪うばって京の都へ進軍しようという計画なのだ。天険の要害・稲いな葉ば山やま城じようを擁ようする美濃は強国で、信奈に東側の戦線を構える余よ裕ゆうはない。

　それに──。

　元康が味方陣じん営えいにいてくれると、尾張の人間ならみんな大好きな「八丁みそ」を安値で調達しやすくなる！

　幼なじみの二人は、もともと仲が良いだけでなく、戦国大名としての利害も一いつ致ちしていたわけだ。

　もっとも、互たがいに一国の主という立場である。

　多少の意見の相そう違いは、当然ながら存在した。

「竹千代。三河全土をあんたに支配させてあげてもいいわ。ただし、八丁村だけわたしに譲ってくれない？」

「き、吉姉さま～。八丁村を取られたら、三河特産の『八丁みそ』を作れません～。三河の経済は、八丁みそだけで持ってますというのにぃ～」

「だから、わたしにくれって言ってるんじゃないの」

　いったいどこから「だから」なんて言葉が出てくるんだよ、信奈って基本的に厚かましいよな……と良晴が犬千代に耳打ち。

「そそそれだけは～。八丁みそなしには、家臣たちを食べさせていけませ～ん！」

「……わかったわよ。ただし、尾張の商人には八丁みそを安値で売るようにね。今後は、尾張との境にある関所で八丁みそに関せき銭せんをかけちゃダメよ！」

　関銭、つまり関税を撤てつ廃ぱいして八丁みそを安い値段で尾張に輸入させろ、という意味である。

「ふぁい～。八丁村を取り上げられないのでしたら～」

　かなり強引な交渉だったが、八丁みその値段が安くなった！　というだけで信奈はひとまず満足したらしい。

　なにしろ、何にでも八丁みそをかけて喰くう勝家に代表されるように、尾張人のみそ好きは凄すさまじいのだ。

　これで軍兵の食費にかかる予算を削さく減げんできるわ、とご満まん悦えつ。




　こうして──。

　東は元康が受け持ち、西は信奈が受け持つということで、ここに尾張と三河の同盟締てい結けつはとんとん拍びよう子しで成った。

　信奈はお気に入りのジャンボ「てばさき」をもぐもぐと頰ほお張ばりながら、「いよいよ時が来たわ」とばかりに微笑んだ。

「これで、犬とサルとたぬきが揃そろったわね！　美濃の鬼おに退たい治じへ向かう準備は完かん了りようよ！」

　瞳ひとみをきらきらと輝かがやかせながら、元気いっぱいにそう宣言する信奈。

「ねぇ聞いてる、サル？　東国は竹千代に任せて、わたしたちは全軍で美濃を攻せめ取り、そして京へ向かうのよ！　これでいよいよわたしの天下盗とりも見えてきたわ！」

　ちっ、いくらにこやかに微笑んでみせたって信奈なんてちっともかわいくなんかないんだからな！　と心中で毒舌を吐はきつつ、良晴がさりげなく突つっ込む。

「待て待て。桃もも太た郎ろうの鬼退治伝説では家来として犬とサルと、そしてキジが必要なんじゃないのか？」

「うるさいわね。キジもたぬきも似たようなものじゃない」

　信奈が、淡あわい色の唇くちびるをとがらせて良晴をにらむ。

　こうしてすねたように不ふ機き嫌げんになってみせる信奈姫ひめの仕草もどこか愛らしい、などという犬千代の寸すん評ぴようを良晴は認めない。

　良晴曰いわく、信奈は「自分のものは自分のもの、家来のものも自分のもの」と思い込んでいる手に負えないガキ大将である。

「だいたい、あんた家臣のくせに偉えらそうなのよ。なんでわたしにタメ口きいてるのよ」

「そっちこそ、もっといい恩賞をよこせ。誰だれのおかげで桶おけ狭はざ間まで勝てたと思ってるんだ？　さっさと、尾張一の美少女を俺に紹介しろ」

「ハァ？　天下一の美少女があんたの目の前に座っているじゃない。これ以上、誰を紹介しろって言うのよ？」

「うるせぇ。お前は顔だけだ、顔だけ！　俺の審しん美び眼がんは厳しいんだ。外見だけじゃなく、心根も美しくないとダメなんだよ」

「あら、わたしは顔だけじゃないわよ。脱ぬいでも凄すごいんだから。疑うのなら、見せてあげよっか？」

　ちらり、と胸を覆おおう見せブラ（？）を指で外しにかかる信奈。

　小ぶりだが、形のいい白い胸が一瞬、露あらわになりかかった。

「げほげほげほっ!?」

　良晴は、思わずむせかえった。

　しかしもちろん信奈がほんとうに見せブラを外してくれるはずもなく、指を差されて大笑いされてしまった。

「あーはははは！　バッカねえ、冗じよう談だんなのに真っ赤に照れちゃって！　この信奈さまが、家来のサルなんかに肌はだを見せてあげるわけないでしょう！　バッカねえ～！　打ち首にしたくなっちゃうくらいにバカなんだから！」

「う、う、うるせえ！　もうお年とし頃ごろなんだから、そういうきわどい冗談はやめろっ！　恥はずかしくねーのかよっ？」

「ふーんだ。人間の殿との方がたに肌を見られるのは恥ずかしいけれど、雄おすとはいえサルなんかに見られても別に恥ずかしくないわね。しょせんは異種生物でしょう？」

「ああそうかい。じゃあ、もっと見せろ！　その見せブラを外してやる！　だいたい、どうして戦国時代の人間がブラジャーみたいな布を胸につけてるんだよっ？」

「ちょちょちょちょっと、何すんのよっ！　さささサルっ、何よそのいやらしい手つきはっ？　調子に乗るんじゃないわよっ!?」

「うるせー！　お前がねねをそそのかして俺さまにいつまでも彼女を作らせねーから、最近の俺はもうれつに欲よつ求きゆう不ふ満まんなんだー！」

「ちょ。待ちなさいよ!?　なによ、ほんとにサルになっちゃったのっ？」

「そうとも、俺はサルだ！　女日照り続きで、身も心もサルになったんだー！　ウッキー、ウッキー、ウッキッキー！」

「ひっ!?　──犬千代っ！」

「……良晴、そろそろ黙だまる」

　ぎゅ～～～。

　照てれ隠かくしなのか、それともほんとうに信奈の白い胸元に興奮して我を失ったのか、主あるじの信奈に襲おそいかかろうとした良晴。しかし、犬千代の指に臑すねをつねられると同時に「いてえええええええ～」と悲鳴をあげてひっくり返った。

　さらに、怒いかりに髪かみの毛を逆立てた信奈が良晴の側頭部めがけて勢いよく足を振ふり下ろしてくる。

「この、バカザル～！　二度と主においたできないよう、お仕置きしてやるんだからっ」

「待て、待て待て！　足を振り上げるな、見えるぞ！」

「きぃ～！　どこ見てるのよ、まだお仕置きが足りないようねっ！　この変態！　エロザルっ！」

「だから、待てとゆーにっ！」

　同盟会議そっちのけで、いつ果てるともなく畳たたみの上で繰くり広ひろげられる主従の攻こう防ぼう。

　元もと康やすは呆あきれたように、

「あの～。この二人、いつもこんな調子なんですか～？」

　と、犬千代におそるおそる尋たずねた。

「……そう。犬も食わない大ゲンカ。清きよ洲す城の、名物」

「おサルさん、すごい度胸です～。吉姉さまをあんなに怒おこらせて、よく首が飛びませんね～」

「……じゃれあってるだけ。仲良し」

「あなどれませんね～、相良サル晴～」

　松平元康の頭脳にはじめて、「相良サル晴」の名が刻み込まれた瞬しゆん間かんであった。




　さて、表向きは幼なじみの仲良し二人、その実は限りなくご主人さまと家来のたぬきという関係に近い〈清きよ洲す同どう盟めい〉がめでたく成立したその日その時、信奈の意表を突つく訪問者が清洲城の門を叩たたいていた。

　それは誰あろう、先刻茶店「酢す鍵かぎ屋や」の前を通りかかったあのいけすかない貴公子とその家来たちであった。

　急な客人に会うことなどめずらしい信奈だったが、顔色を変えた小こ姓しようがあわてて取り次いできて、その訪問者の名を信奈に告げたために、

「今すぐ、ここに通しなさい」

　と大きな瞳をくりくり動かし、心なしか動どう揺ようしながらそう言った。

　まだ大広間には〈犬・サル・たぬき〉の三人衆、犬千代と良晴と元康がいるというのに、不意を衝つかれた信奈は三人を下げることも忘れて新たな客人を招き入れた。

　そして、その突とつ然ぜんの訪問者が単身、大広間に姿を現した。

　この戦国時代では比ひ較かく的てき大おお柄がらな部類に属する良晴よりも頭ひとつ抜ぬけて背が高く、長く伸のばした黒くろ髪かみと睫まつげが女の子たちの目をひく色白の美少年侍ざむらいである。

　うっかり美しい女と見まがうばかりのその見事なまでの美少年っぷりに、おおー、と元康＆犬千代の動物コンビが思わず歓かん声せいを上げた。

　しかし、この男が道々家臣たちを相手に信奈を軽く見てバカにするかのような発言をしていたことを、実はこうみえても主君想いの良晴は忘れていない。

「誰だよ、お前」

　思わず口に出していた。

「これは失礼。私の名は、浅あざ井い長なが政まさ。近江おうみは小お谷だに城じようより、はるばるやってきました」

　涼すずやかな声で、つややかな黒髪の美少年侍──浅井長政が自己紹しよう介かいした。

　そのまま、信奈の正面にすっ……と優ゆう雅がに正座して、礼れい儀ぎ正しく頭を下げる。

「織田信奈どのに一目お会いしたく、無礼は承知の上で身分を偽いつわって尾お張わりへ入り、清洲城まで参上つかまつりました」

　完かん璧ぺきなまでの礼儀作法を身につけているあたりは、さすがは京に近い畿き内ないの大名といったところか。その一挙一動がいちいち優雅で、信奈に向けて「私は美形の貴公子にございます」と全身で主張しているかのように見えて良晴はどういうわけか気が気でない。

「きぃ、なんて余裕ぶった野や郎ろうなんだ。無む駄だに劣れつ等とう感を刺し激げきされる」

「んもう、静かにしていなさいよサル。浅井長政といえば、若くして北近江一帯を支配する有名な戦国大名じゃない。そして、ちょうどこれから同盟を申し込もうとしていた相手だわ」

　おぅ、そうだった。

　浅井長政──。

　良晴が戦国ゲームによって得た知識では、この浅井長政こそは畿内（関西地方）の経済大国・近江の北半分を支配する戦国大名・浅井氏の若き当主。

　良晴が（戦国ゲームをプレイしているうちに）覚えたところでは、織田信長は美み濃のを奪うばって京へ向かう際、この浅井長政と同盟を結び盟友となるのだ。

　なぜなら、京への通り道に当たる北近江を味方にしておかなければ、美濃から京へと軍勢を進めることができないからだ。

　しかし、（浅井長政って、のちのち織田を裏切る男じゃなかったか？）と戦国ゲーム仕込みの知識を振り絞しぼった良晴は、いよいよ目の前で涼やかに笑っている美少年貴公子・浅井長政が信用ならない。

　町の茶店で偶ぐう然ぜん耳にした、長政の信奈評──。

（戦国で覇はを競い合う女など、みな哀れなもの。せいぜい利用させてもらうだけさ）

　今こうして優雅に微笑ほほえんでいる貴公子然とした長政の口から飛び出した言葉とは、到とう底てい信じがたかった。

（つまりは、裏表がある男だ。たぬきっぽいけど信奈を本気で姉と慕したっている元康と違ちがって、長政は信奈を政治に利用できる駒こまとしか考えていない）

　そう思うと、信奈にこいつを余り近づけないほうがいい、と心の中で警けい戒かいしたくもなる。

　半ばはほんとうに信奈を心配していて、半ばは長政へのやっかみだが、良晴自身は気づいていない。

「何をぼーっとしてるのよサル。これで、心置きなく美濃攻ぜめができるのよ？　おめでたいと喜びなさいよ」

「そうか。近江は美濃の西に隣りん接せつしている国だ──いよいよ〈美濃の鬼退治〉に必要なキジが自分からやってきた、ということか？」

「ええ、そういうことね」

　信奈どの、私はキジではありません、と浅井長政が涼しげな声でやんわりと釘くぎを刺さした。

　そして、自分の胸に手を押し当てながら、信奈を優しげな視線で射すくめる。

「私の幼名にしてあだ名は、〝猿さる夜や叉しや丸まる〟と申します。信奈どの。これからは私のことを、お気軽に〝サル〟とお呼びください」

　がばっ！

　良晴が跳び上がって、浅井長政に抗こう議ぎした。

「ちょっと待て！　キャラが被かぶってる！　サルは、俺！」

　日ひ頃ごろ、信奈に「サル」と呼ばれるたびに「俺は人間だ！」と怒りだすわりには、いざニセモノが現れるとそれはそれで納得いかない良晴だった。

「はて。面白いことを言われる御ご仁じんだ。私は、伽きや羅らをかぶってなどおりません。本日、身につけております香かおりは白びやく檀だん」

「ああ。その癇かん癪しやくザルは気にしないでちょうだい、長政どの。餌えさに中あたって頭が弱っているところなのよ」

「御ぎよ意い」

　なにが白檀だよいちいちキザな野郎だ、と良晴は長政をにらみつける。

　長政は「ふん」と鼻先で良晴を笑い飛ばし、興味なさげに顔を背そむけた。

「で、今日はわたしに何の用なのかしら？　直接清洲まで来たということは、よほどの重大事を持ちかけるつもりなのでしょう？」

「いかにも。東の脅きよう威い・今川義元を除かれた信奈どのが、いよいよ義父・斎藤道三のかつての居城、稲いな葉ば山やま城じようを攻め盗とろうとなされることは誰の目にも明らか」

「もちろんよ」

「その後は、やはり京へのご上じよう洛らくを考えておられるのでしょうね」

「ええ。美濃を盗ったらすみやかに上洛して、天下に号令を下すの。今さら、わたしの野望を隠すつもりはないわ」

　くすり、と長政が笑みを漏もらした。

　何をやらせてもいちいち格好いいのが、いよいよもって良晴のかんにさわる。

　この男、信奈さまを見つめるたびに目から〝男前光線〟を放っている……と犬千代。

「さても剛ごう気きな姫ひめ君ぎみだ。となれば、近江の北半国を領するこの私、猿夜叉丸と不戦同盟を結んでおきたくなるのも必定」

「あら、近江を踏ふみつぶすつもりかもしれないわよ？」

「南近江を支配する六ろつ角かく家はともかく、わが浅井家は天てん険けんの要よう害がい・小谷城を擁ようし、私に家か督とくを譲ゆずった父・久ひさ政まさも健在にて家臣団の結束は強く、そのうえ近江兵は精強。もしも敵に回せば、ご上洛の計画実現が大おお幅はばに遅おくれましょう。まして、万一にも美濃の斎藤義よし龍たつと私が結べば、美濃攻こう略りやくもままなりません。ゆえに、信奈どのは何がなんでも私を味方につけようと考えておられるはず」

　ふふん、と信奈が微笑んだ。

　頭の回転が速い信奈には、自分同様に頭が良い武将を好む癖くせがある。いちいちわかりきったことを説明しないで済む分、話が早いからだ。

「その通りよ、いずれこちらから同盟を申し込むつもりだったわ。そちらも南近江の六角家とは長年の敵対関係。あんたも、幼い頃には六角の人質になっていた時代もあったそうね。わたしの手を借りてでも六角を叩き潰つぶしたいところでしょう？」

「ええ、その通りです。それゆえ、こうして直接清洲まで参りました」

　くそっこの二人、けっこう話が合ってるぜ、なんだかわからないが腹が立つ、と歯がみする良晴。

　見苦しいから静かにする、と犬千代に臑すねをつねられてしぶしぶ沈ちん黙もく。

「デアルカ。長政！　わたしのもとへ来たということは、そちらにも織田家と同盟を結ぶつもりがあるということね？」

「ところがわが父・久政は新興勢力の織田家よりも、古くから付き合いが深い越えち前ぜんの朝あさ倉くら家との友好関係を続けたいとの由。その上、近江を奪い合う仇きゆう敵てき・六角家を滅ほろぼす気き概がいもわが父にはなし」

「ふうん。ずいぶんと出来の悪い父君を持ったわね」

　先代・浅井久政の時代、浅井家は南近江の六角家に臣従させられていた。六角での人質時代を経て家督を継ついだ戦上手の長政が六角と手を切って再び独立した、と犬千代が良晴に小声で解説する。

「すでに浅井家の当主はこの私、猿夜叉丸。小谷の城で茶会や連歌に興じて無む為いに歳月を過ごすには、私はまだ若すぎます。組むならば老いたるかつての名門よりも、天下盗りの野望を隠かくさぬ若き英えい雄ゆうと。以前よりそう考えておりました」

「つまりは長政、あんたも私の天下盗りに協力してくれるってわけ？　そこの竹千代のように」

　きらり、と長政が切れ長の目を光らせて、言った。

「あなたに噓うそは通じない。正直に申し上げましょう。私は、信奈どのに協力したいわけではありません」

「ふん。じゃあ、どうしたいの？」

「ともに轡くつわを並べて天下を盗ろう、と持ちかけに来たのですよ」

「同じことでしょう？」

「いいえ。あくまでも、〝ともに〟天下を目指すのです。信奈どの──私は、あなたをわが妻としてもらい受けにまいりました」

「「ぶはっ！！！！！」」

　信奈と良晴が口に含ふくんだ熱いお茶を互たがいの顔にぶっかけたのが、ほとんど同時だった。

　さすがの信奈も、顔を赤くしたり青くしたりの、大パニック。

　男から求きゆう婚こんされるなど、生まれて初めての経験だった。

　思わず立ち上がったり、（はしたないかしら）と柄がらにもないことを考えて今度は正座で座り直したり、湯ゆ帷子かたびらの片かた袖そでを上げて今さら見せブラを隠そうとしたり。

「けけけけけ、結けつ婚こんってこと？　それって、わたしに求婚してるってことっ!?」

「ええ、その通りです。尾張と近江を代表する美男美女の夫婦になりましょう。しかも、互いに天下盗りの野望を抱いだいている。これほど似合いの夫婦はおりますまい」

「そそそそんなこと、いいいいいきなり言われても、ここここ困るのよっ！」

　ちらり、と良晴のほうに視線を送りながら、信奈が裏返った声で悲鳴をあげた。

　指先は畳たたみにぎゅっと押しつけられて、そして「の」の字をかきかきと書きまくっている。

　犬千代と元康が、（……たいへん……）（びっくりです～）と顔を寄せてひそひそ話。

「そそそそれって、わわわわたしに惚ほれたってことなの、長政っ？」

「いえ。惚れたはれたは、庶しよ民みんの言うこと。私は浅井家当主、あなたも織田家当主。かほどの大たい身しんに生まれついた以上、愛なき政略結婚は世の習いですよ」

　イケメンの口から放たれる、突つき放はなしたようなクールな言葉が、かえって乙女おとめの心をくすぐりまくる、と良晴はさらに身もだえする。

「わわわわたしは、そのっ、政略結婚とかそういうのはっ……」

「これは、切れ者の信奈どのとも思えぬご発言。お互いにもう、子供でもあるまいし」

「わたしはっ！　旦だん那な様にする男はっ！　自分で選びたいのっ！　自分が好きになった男の人と結婚するのっ！　それがわたしの夢よっ！」
















「ほう。それでは信奈どのには、すでにどなたか心に定められた殿との方がたが？」

　あたふたと慌あわてる信奈に対して、長政は女の子を口説き慣れてるのか、いたって涼すずしい表情。余よ裕ゆうしゃくしゃく。

「たとえば、そこでもがいているもう一いつ匹ぴきのサルどのにほれておられるのかな？」

　かあああっ、と信奈の全身が真っ赤にゆであがった。

「ちっ……違ちがうっ！　こっ、こいつはただの家来だからっ！　主と足軽あがりの家臣の間で結婚とか、そんなのあり得ないんだからっ！　ぜんぜん、ほんとに、こんな奴やつどーでもいいんだからっ！」

　なぜか畳をがりがりと爪つめでかきむしっている良晴の頭をげしげしと蹴けりつけながら、信奈が素すっ頓とん狂きような大声で喚わめき散らした。

「いてえな、何すんだよっ!?」

　良晴、これにはカチンと来た。

「別に愛なんてないんですけどね」と平然と言い放つような男にちょっと求婚されたくらいで大照れに照れて慌てふためく信奈など、見たくはなかったのだ。

「男前に求婚されたくらいで暴れるなよ、モテない女なのがバレバレだぜ！」

「ああああんたこそ、黙だまって見ていないでなんとか言いなさいよっ！　主の貞てい操そうの危機でしょっ!?」

「ふんっ。しょせん足軽あがりの俺さまが口出しできる問題じゃねーからなっ！」

「なによっ、反対しなさいよっ！　あんたほんとは焦あせってるんでしょっ!?　それとも、こんな水もしたたる男前を相手にしてはかなわないから逃にげだそうとか、そーゆー情けないことを考える男だったわけっ？」

「は、はんっ！　なんのこったい!?　なんで、この相良良晴さまが逃げ出さなきゃならねーんだっ？　そもそも、何がかなわなくて何から逃げるんだよっ？」

「だ、だからあっ、あんたが喉のどから手が出るほどに欲しがってる天下一の美少女が、この浅井長政に横からかっさらわれかけてるのよっ？　黙って見ちゃおれないでしょっ？」

　夏の暑さも手伝ったか、長政が物めずらしそうに見ていることも忘れて、二人の口ゲンカはぐんぐんヒートアップ。

「待てよ、おい。誰だれが天下一の美少女だって？」

「わたしよ！　わたしに決まってるじゃないのっ！」

「はぁ～？　だいたい、足軽あがりでサルの家臣なんぞ、ぜんぜんほんとにどーでもいいんだろっ？　自分のこと〝天下一の美少女〟だなどと本気で言い放てるほどに気位の高い姫ひめさまなんだから、それらしい相手と結婚すりゃいいんじゃねーか？」

「なっ……何よっ、かわいくないわねえ！　素直に『信奈さまが他の男と結婚なんて……やだやだやだ！』と泣いてじたばたしなさいよっ！」

「なんだよそれ!?　誰がそんな真ま似ねするかっ！」

「しろっ！　しなさいよっ！　額を畳にこすりつけるくらいに土下座して、それだけはご勘かん弁べんください、とお願いしなさいよ！　さもないと、長政と結婚するわよ！」

「はんっ！　べべべ別に、どどど、どーでもいいぜ！　好きでもなんでもねえって公言している男にころりとたぶらかされたとしても、要はお前がバカ女だったってことだろーが！」

「せせせ政略結婚は戦国の世の習いなのっ！　わたしは一国の大名よ！　惚れたはれたで誰かと結ばれるような気楽な身分じゃないのっ！」

「ああもう。みっともねえんだよ、うろたえるなよっ！　それでも天下の織田信奈かよっ」

　いずれ浅井長政は同盟を破り、織田家を裏切るはずだった。

　しかし、良晴が戦国ゲームで覚えた〝未来〟の知識を信奈に教えることは固く禁じられているのだ。

　それだけに、良晴はもどかしい。

　理由を告げずに「やめろ長政とは結婚するな」と言えば、身分もわきまえずに嫉しつ妬としていると解かい釈しやくされて信奈を調子づかせるし、いや実際に激しく嫉妬しているのだが良晴自身はそんな自分の分不相応な気持ちを認めたくない。

　そもそも、信奈は主君、自分は家臣ではないか。

「ああそうっ！　そうなのっ！　あんた、わたしがねねを妹として送り込んであげた意味がぜんぜんわかってないようねっ！」

「よくわかってらあ！　独り身の俺を女日照りにして苦しめるためだろーがっ！　お前はそーゆー女だ！　いやっ！　女の子の皮をかぶった、鬼おにだ！」

「……そ、そうよ、その通りよっ！　わ、わ、わかってるじゃないのっ！」

「ふんっ！」

「ふーんだっ！」

　そこからは、互いに「きーっ」と歯をむき出し合ってのつかみあいになった。

　近江おうみの貴公子・浅井長政が目の前に座っているというのに、前代未聞の大げんか。

　犬千代が仕方なく、

「……こうなったら、姫さまが良晴を打うち倒たおすまで戦いは終わらない。お返事は、またいずれ、こちらから」

　と長政に切りだし、そして長政もさわやかに了りよう承しようした。

「お年とし頃ごろの姫さまに突とつ然ぜん求きゆう婚こんしたのは、私の勇み足だったようです。しばし時間が必要でしょう、よいお返事をお待ちしています」

「……待たせる」

「そうそう、犬どの。失礼ながら、美み濃のの攻こう略りやくには手間取りましょう。大切な未来の妻のためです、私でよければいつでも喜んで兵を貸しますよ」

　女とみまがうばかりの美び貌ぼうといきなりの求婚、しかも「愛などない。政略結婚です」と冷たく言い切るという大だい胆たんな行動で、すでに色いろ恋こいにうとい小こ娘むすめ・信奈の心はがっちりつかんだ。

　まるでそういわんばかりの余裕の笑みを口元に浮うかべながら、浅井長政は清きよ洲す城を後にした。




　暴れる良晴を徹てつ底てい的てきに打ちのめしているうちに、かんじんの長政が帰ってしまっていた。

　そのことに気づいた信奈は「サル、あんたのせいよ！　話がこじれたらどーすんのよっ」とぷりぷり怒おこりだし、頰ほおを膨ふくらませたまま寝しん室しつへと引っ込んでしまった。

　そんな信奈の後を、慌てて犬千代が追いかけていく。

　……。

　広間に残された元康は、精せい根こん尽つきて屍しかばねのように動かない良晴の頭をつんつんと指で突きながら、こうつぶやいた。

「サル晴さん、サル晴さん。生きてますか～？」

　うつぶせに倒れていた良晴は、かろうじて半身を起こすと、首を縦に振ふった。

「……どうにか、な」

「よくぞ、吉姉さまとの漫まん才ざいであの場をごまかしてくださいました～」

「あの場を、ごまかす？　せっかくの縁えん談だん交こう渉しようを、めちゃくちゃにしちまったような……」

　にんまり、と元康が口元にたぬきっぽい笑みを浮かべた。

「吉姉さまは、いずれ上じよう洛らくのために通り道となる近江の浅井と同盟するおつもり。しかし今浅井と同盟を結べば、国力の強い浅井家のほうが格上になっちゃいます。しかも、浅井家はわざわざ織田と結ばなくてもやっていけるのに対しまして、京を目指す吉姉さまには浅井との同盟が必ひつ須すです」

「ああ。だから、長政も信奈に『自分の嫁よめになれ』などと居い丈たけ高だかに言いだせるんだろ？　信奈は断れないだろうからな」

「今結婚すれば、吉姉さまは今後もずっと長政の下風に立たされます～。しかし美濃を併へい合ごうできれば、国力の上で吉姉さまのほうが圧あつ倒とう的てきに有利になります。そうなれば、仮に結婚しても立場は上ですし、長政と結婚せずに同盟を結ぶことだって可能になるはずです～」

「なるほどな」

「ですから、長政の手を借りず独力で美濃を盗とるまで、吉姉さまは返事を引き延ばしたかったのです～」

　それでいきなり俺にかみついてきやがったのか、と良晴。

「それならそうと、俺に目で合図でも送ればいいのに」

「途と中ちゆうから、すっかり本気になって怒っていました～」

「どうしてあいつは、俺の顔を見るたびにいちいち怒り出すんだ？」

　元康が、こくり、と小さくうなずく。

「幼なじみの私にはなんとなく察しが付いていますが、サル晴さんにはお教えできません～」

「なんでだよっ!?」

「それは秘密です。いざという時の切り札になるやもしれぬ情報ですもの。ふ、ふ、ふ～」

　元康ってやっぱり腹黒たぬきだなあ、と良晴は思った。




　元康と別れた後、良晴は全速力で走って城を出て、清洲の町を後にしようとしていた浅井長政主従を追いかけた。

　余裕しゃくしゃくで信奈を口説いていたいけすかない長政に、せめて一言くらい言ってやりたかったのだ。

「やいこらっ！　待ちやがれっ！」

　若わか殿との、斬きり捨てましょうか、と長政の家来たちが殺気だった。

　しかし、長政は馬上で涼しい顔。

「もうひとりのサルか。この猿夜叉丸に、何か言いたいことでも？」

「……くっ……！　あのなぁ、信奈はああ見えても恋とかそーゆー道には全然うぶなんだよ！　別に好きじゃないけど自分と政略結けつ婚こんしろ、なんて言われたら混乱するに決まってるだろうが！」

「やれやれ。私にやっかみかい？　家臣にすぎない君が、いくら彼女を想っても結ばれるわけもなかろうに」

「そそそ、そういうんじゃねえよっ！　せめて……せめて、好きです、くらい言えないのかよっ!?　信奈に失礼だろうがっ！」

「そんな噓うそをつくほうが、よほど彼女に対する礼を失することになると思うがね。戦国大名の家に生まれついた以上、彼女だってほんとうに好きな男となど結ばれるはずがない、とあきらめているさ」

「なんだって!?」

「信奈どのも言っていただろう。それが戦国の世の習いなのだよ、サル面めん冠か者じやくん。大名ともなれば、家同士の利害関係が何よりも最優先。色恋で婿むこを選ぶなどは足軽ふぜいのやること。ましてや天下の統一という果てしない野望に憑つかれた信奈どのに、女としての幸せなどつかめようはずもない」

「そんな。そんなはずは──」

「やれやれ。君はどうにも子供だ。惚ほれたはれたは、『家』を背負わぬ庶しよ民みんのやること。武家はただ子を成すだけではなく、先祖伝来の『家』を守る義務がある。ある程度身分が高い姫ひめ武将の婿むこは、家格と身分が釣つり合う相手でなければならない。ことに姫大名はそうだ。自分と同格の大名か、家臣であれば同族の血を引いた一門衆とでなければ夫婦にはなれないのだよ。姫大名祝言の掟おきて、とでも言うのかな。姫大名が好きな相手と結けつ婚こんできるとなれば、身分血筋にかかわらずあらゆる男に姫大名を口説き落として国を乗っ取る『下げ克こく上じよう』の機会と野望を与あたえてしまうからね。それでは国が乱れる」

「なんでだよ。男の大名ならば、『世よ継つぎが必要だ』という理由で、身分が釣り合わない相手だってその気になれば側室にしてしまえるというのに。姫大名に対してだけ、結婚条件が厳しすぎないか？」

「そこは男と女の違ちがいさ。姫大名が複数の殿との方がたを側室に迎むかえたりすれば、生まれてきた世継ぎの父親が誰だれかで揉もめて内乱になるだろう？　誰が子供の父親であるか、証明する術がないのだから。まあ他にも姫大名の結婚に制限が設けられた理由はあるだろうがね──自ら家か督とくを継ついで姫大名となった時から、信奈どのは女としての幸せなどとっくに放ほう棄きしているんだ。それが、この世の常識なんだよ」

　長政は、馬上から良晴を見下すように、冷れい徹てつに言い放った。

　サル面冠者くん。

　二に兎とを追う者は一兎をも得ず、というだろう。

　信奈どのは利口者、そのくらいの計算も覚かく悟ごもとっくにできているよ。

　心の中では、私と祝言を挙げるしかない、とすでに結論を出しているはず。

「つまりは、彼女が君とどつき漫才をして遊んでいられるのも、あとわずかというわけだ。たかが侍さむらい大将にすぎぬ君には、どうすることもできない。せいぜい一刻でも長く、サル面冠者を演じて姫を喜ばせてあげることだな──」

「て、て、て、てめえ……！　そ、そ、そこまでわかっていて……の、信奈に『愛はないが政略結婚しよう』なんて言い放って……な、な、なんとも、思わないのかよっ!?」

「最初から突つき放はなしてやったほうがいい。もしも信奈どのが、天下を望みながら恋にも生きようなどと甘い夢を見ているのであれば、早くあきらめさせてやったほうがいい。それが、大人の優しさだよ。中ちゆう途と半はん端ぱにかないもせぬ噓っぱちの夢を見せてやろうとするなど、私にはできないし、するつもりもないね」

「う、うるせえ！　お、俺はなぁ！　信奈の夢をかなえてやると誓ちかったんだ！　あいつが天下も恋もどっちもあきらめないって言うのなら、俺は──天下も恋も、どっちもあいつの手に入れさせてやるんだっ！　せめて、せめてお前が信奈を心から愛すると約束すれば──！」

「悪いが、私は信奈どのを愛していないし、今後も、愛さない。なぜならこの私も、天下を望む野望に憑つかれた者だからな──が、信奈どのの心を籠ろう絡らくする術くらいは心得ている。これからあの姫にはせいぜい私のために諸国を切り取り続けてもらうさ」

「……て……てめえっ……！」

　馬上の長政に殴なぐりかかろうとした良晴を、長政の取り巻きの家来たちがいっせいに押し包んで、往来の真ん中へと蹴けり倒した。

「君は、まるでガキだ」

　長政の良晴を見つめる視線が、急に厳しいものになった。

「まさか、本気であの姫と君が結ばれる可能性があるとでも思っているのか？」

「そ、そんなこと、考えてねーよっ！　お、俺が言っているのはだなっ、あくまでも……」

「尾お張わりの相良良晴といえば氏素性も知れぬ風ふう来らい坊ぼうと聞く。そんな君が由ゆい緒しよ正ただしい織田家の姫ひめ君ぎみを嫁にできるはずがなかろう。そんなことになれば、多くの家臣団も領民も、そして世間の声も、信奈どのを『ほんもののうつけ』と見放すだろう。それこそ、信奈どのの身の破は滅めつとなるぞ」

　長政の言葉は、圧倒的に、正しい。

　しかし、それでもなお、許せなかった。

（君は決して彼女とは結ばれない）という長政の言葉に自分が言いしれぬほどの衝しよう撃げきと悲しみを感じたという事実を、良晴は認めたくなかった。




　夕刻、泥どろだらけになったまま良晴はうこぎ長屋へ戻もどり、お隣となりの犬千代の部屋にあがりこむと信奈のその後の様子を尋たずねた。

　しかし、

「……ふぅ、はぁ」

　と犬千代はため息をつくばかり。

「悩なやみ事ごとでもあるのか、犬千代？　それとも、ういろうのことを考えてたか？」

「……今のは、姫さまの物まね」

「似てねぇなあ」

「……むっ」

　犬千代が指を突き出して臑をつねりに来たので、良晴は素早く身をかわした。

　ごろごろと畳たたみの上を転がって、腹ばいのまま安全地帯を確保する。

　犬千代は追つい撃げきをあきらめて、うこぎ汁じるを煮に始めた。

「……姫さまは、浅井長政と結婚するか否か、とてもとても迷っている」

「信奈自身の気持ちはどうなんだよ。長政に惚ほれたりしてんのかよ？」

「……姫さまは、ご自分の恋の話については何も語られない。だから、どういうお気持ちなのかはよくわからない」

「長年信奈の小こ姓しようをやってるお前だ、予想くらいはつくだろ？」

「……良晴にはこの件について何も語るな、と言われている」

「なんだよおおおおおおっ!?　俺を無視すんのかよおおおおっ、あんの女かわいくねえっ」

　ごろごろごろ！

　腹はら立だち紛まぎれに犬千代の部屋の畳を転がりまくった良晴。

　玄げん関かんから上がり込んできた狒ひ狒ひジジイに、ぐいと腹を踏ふみつけられてやっと停止した。

「おうっ!?　いてえじゃねえか、爺じじい！」

「ふぉっふぉっふぉっ。たかが男一人が紛れ込んできたくらいで、そなたらしゅうもないのぅ。小こ僧ぞう」

　今は信奈のもとに身を寄せた隠いん居きよ爺じいさんではあるが、かつては美み濃の一国を有していた〝蝮まむし〟こと斎藤道三だった。

「お嬢じようちゃん。ちょっくらお邪じや魔まするぞえ」

「……構わない」

　一代の策士・道三は油売りから身を起こし、美濃一国を切り取った戦国大名。

　しかし老ろう齢れいには勝てず、血がつながっていないと噂される息子むすこ・斎藤義龍との戦に敗れて美濃を失い、尾張に亡命した。今は「天下を盗り、戦乱の日ノ本を再び統一する」という夢を義娘の信奈に託たくして自らは政治に口を挟はさまず、毎日茶会に興じていた。

　なにしろかつては織田家と戦い続け〝美濃の蝮〟と恐おそれられた梟きよう雄ゆうだけに、尾張家中ではひときわ身を慎つつしまなければならない立場なのだ。

　その道三がうこぎ長屋に姿を現したのは、これが初めてだった。

「ここに来るとは何かよほどの用があるんだな、爺さん」

　良晴が、正座して道三の前へと身を乗りだす。

　犬千代が無言で道三に茶を出し、道三は静かにその湯飲みを受け取った。

「いやいや。ワシはもう隠いん居きよじゃからな。織田家にとっては、たいしたことではない話よ」

「茶飲み話か？　俺は今、浅井長政のせいでカリカリきてるんだ。明日あしたにしてくれねえかな」

「ふぉっふぉっふぉっ。近江おうみの浅井長政が信奈どのに求きゆう婚こんしたという噂うわさ、すでに清きよ洲す城下に知しれ渡わたっておるぞい」

「早いな」

「おおかた、長政自身が言いふらさせたのであろう。美男美女のお似合い夫婦が誕生よと、信奈どのが返事をするより早く婚こん姻いんを既き成せい事じ実じつにしてしまう腹づもりよ」

「……ちっ。黒いぜ。女をくどき慣れてる男の手口だな」

　それよ、と道三。

「どれだよ、爺さん」

「猪ちよ突とつ猛もう進しん、考えるよりも先に信奈どののために突っ走るそなたが、今回は妙みようよのう」

「俺？　俺の、どこが妙なんだよ」

「信奈どのは今、一世一代の決断を迫せまられておる大変な時。なのに、そなたは犬千代どのの部屋でみっともなくぐちをこぼし、すねて畳の上にふて寝ねしておるとはのう。陽気が取とり柄えの相良良晴らしくもないぞ」

　良晴は、困ったように頭をかいた。

　そうは言われても、浅井長政の言葉は冷徹だが理り屈くつはいちいち正しく、自分一人がだだっ子のように「イヤだイヤだ」と喚わめいているだけなんだ……と、内心でつぶやいている。

「ええい。それよ、その、苦にが虫むしをかみつぶしたような浮うかぬ顔はそなたらしくないとワシは言いたいのよ」

「……その通りだ、爺さん。しかし信奈が誰だれと結婚するかなんて、あいつが自分で決めるべきことだろう？　下したっ端ぱの家来にすぎない俺が口を挟む問題じゃない気がしてさ……しょせんは、身分違ちがい」

　くわっ！

　斎藤道三、眦まなじりをつりあげ、激しく良晴を[image: しつ]しつ責せきした。

「──この、大おお馬ば鹿か者ッ！」

　良晴の体が、道三の言葉が発する風ふう圧あつに圧されて三センチほど後退していた。

「おわっ、びっくりしたっ!?」

「小僧！　お主はのぅ、すねていじけておるだけじゃ！」

「だ、だから、なんで俺がすねなきゃならねーんだよっ!?」

「下っ端じゃから信奈どのの問題に口を挟めぬ、じゃと？　しょせんは身分違い、じゃと？　ならば、お主が大きくなればよいだけのことではないか！」

　道三は、手にした扇おうぎで良晴の肩かたをぽんと叩たたいた。

「このワシとて、京の油売りから身を起こして大名になりあがったのじゃぞ！　長政に何を吹ふき込まれたか知らぬが、今は下げ克こく上じようの世じゃ！　よいか小僧！　人間に、生まれながらの身分などないのじゃぞ！」

　じゃから、力が足りぬ身分が足りぬと嘆なげく前に、お主自身が大きくなればよいのじゃ、と道三は何度も唱えた。

「俺が、大きく……？」

「そうじゃよ。相良良晴。そなたは未来の日ノ本から、信奈どのを支えるためにやってきたのじゃろう？」

「……ああ。俺がこの戦国時代にやってきたほんとうの理由はわからねー。でも俺は、少なくともそう考えている。同時代人には理解されない天才に生まれついちまって、先ばかり見ているあいつを支えるために遣つかわされたんじゃねーか、ってな」

「ならば、これより始まる美濃盗とりにて、誰も文句を言えぬほどの大功をたてい！　織田家の誰もがそなたを家中一の忠臣と一目置くほどの、大おお手て柄がらをな。ならば信奈どのも、誰に遠えん慮りよすることなくそなたを引き立てられるであろう。堂々たる部将となってみせよ！」

　……誰もが認める、堂々たる織田家の部将に。

（そうなれば、あるいは、もしかしたら──）

　胸の内側からわき上がってくる熱い想いを、良晴はぐっと抑えた。

「部将──つまり自分の家臣団を抱かかえて信奈から一城をも任される、そんな大それた身分に一足飛びに出世しろってのか、爺さん？」

「そうじゃ。その時こそお主は臆おくすることなく、正々堂々と信奈どのに進言できるはずじゃ。浅井長政との結けつ婚こんなどはとりやめい、とな」

「しかしな」

「聞け、小僧。浅井長政はあの通りの美男子ゆえに女に愛されるが、六角家の人質時代に心でも閉ざしてしもうたのか、自らは決して女を愛さぬ。今まで次々と六角方の武将の妻娘を籠絡しては、利用するだけして捨てておる」

「……なんだってっ!?」

「そのような搦からめ手てを駆く使しして、長政は六角家からの独立を果たしたのじゃ。戦国大名としてはなかなかの者じゃが、どうやら男としてはどこか欠けつ陥かんがあるようじゃ」

　どき。

　どきどきどき。

　良晴の心臓の鼓こ動どうが、跳はね上がりはじめていた。

　やはり、茶店で偶ぐう然ぜん耳にしたあの会話は、長政の本心を語っていたのだ──。

「ゆえに今後も長政と信奈どのの間には、いや、長政の心には、信奈どのへの愛は生まれぬであろう」

　ずきん、と良晴の胸が痛んだ。

　道三は、なおも語る。

「政略結婚は戦国の世の定め。ことに姫ひめ大名である信奈どのにとっては、結婚は勢力を拡大するための切り札とも言える。公人としての信奈どのが持つ天下統一の夢を追うためには、年とし頃ごろの女の子としての夢などは犠ぎ牲せいにせねばならぬ。当然のこと」

　しかしな、と道三。

「天下という大きな夢のためにもうひとつの、かけがえのない夢をあきらめる。しかしそれではあの子に生しよう涯がい、さびしい想いをさせることになるじゃろう。たとえ天下を盗ったとしてもじゃ。お主ははたしてそれで良いのかの？」

　唇くちびるをかみながら、良晴は強がった。

　自分に言い聞かせるように、言った。

「……しょうがねえだろ。それが、戦国の世の習い……天下と恋こいを両方手にするなんて無理だって、長政も言っていたしな……」

　しかし、その言葉が本心でないことは、誰の目にも明らかだった。

　良晴の声が、悔くやしげに震ふるえ、うわずっていたからだ。

「小僧よ、今のワシに言えるのはここまで。後は、そなた自身が選ぶがよいぞ」

　道三はそれだけを言うと、犬千代の屋や敷しきを辞した。




　道三が去ってからも、ずっと良晴は正座の姿勢を崩くずさず、身動きひとつしないままだった。

「……良晴。うこぎ汁ができた」

　心配した犬千代が、くいくい、と袖そでを引いてきた。

「なあ、犬千代」

「……今夜の汁しるには、南なん蛮ばん渡と来らいの唐とう辛がら子しを入れてある。美お味いしい。ねねも呼ぶ」

「信奈と長政の結婚話、お前はどう思う？」

「……もちろん、反対」

「だよなあ。お前から、信奈に〝反対だ〟って言って結婚を止めてくれないか」

　犬千代は、首を横に振ふった。

「……無理」

「え？　どうして？　それじゃあ、勝家や長秀でもダメか？」

「……良晴が言わないと、たぶん止められない」

「なんでっ？」

「……姫さまの〝夢〟をほんとうに理解している家臣は、良晴だけだから」

　犬千代が、良晴の瞳ひとみをじっと見み据すえながら、そうつぶやいた。

　乱れに乱れた天下を統一し、日ノ本を植民地化しようとしているらしい南蛮諸国を相手に対等な関係を築けるような、そんな強い国を創る。

　そして、この丸い地球の上に広がる七つの海を大船で渡って、まだ見ぬ広い〝世界〟をその目で見てみたい。

　それが、信奈の夢。

　それに。

　それに、信奈には、もう一つのささやかな夢が、あったのだ。

　長政を相手に、信奈はこう言っていたではないか。

「わたしは、旦だん那な様にする男は、自分で選びたい」

　と──。

　姫大名たるものの発言としては子供じみていて非常識なのかもしれないが、笑って聞き流すべき言葉なのかもしれないが、慌あわてた信奈が思わず漏もらした本心なのだ。

　あの想いも、信奈が密かに抱いだいている、偽いつわらざる夢。

　だったら、そんな信奈に意に沿わぬ政略結婚をさせて「天下のためには恋など捨てろ」と言い放つ長政のもとに一生縛しばりつけることなど、やはり良晴にはできなかった。

　許せなかった。

「わかったぜ、犬千代」

　俺はきっと、あいつの夢をかなえてやるために、この世界に来たんだ。

　ほんとうは違うのかもしれねえが、俺が自分でそう決めたんだ。

　信奈にも、そう誓ちかったんだ。

　柄がらにもなくあれこれ悩なやんじまったが、道三の爺じいさんと犬千代のおかげで、やっとそのことを思いだせた。

「ありがとうな、犬千代！」

　良晴は犬千代の手をぎゅーと握にぎると、目を輝かがやかせながら大きく頷うなずいていた。

「俺は、美み濃の盗とりの戦で織田軍一の大功をたてる！　一足飛びに織田家を代表する部将格に大出世して、織田家を今よりももっとでかくして、信奈と長政の結婚を止めてやらあ！　だいいち〝世界〟を目指すあいつの旦那は、もっと器がでかい男でなくちゃあな！」

「……犬千代も、協力する」

「そうと決まれば、正々堂々邪じや魔ましてやる！　長政を邪魔してやるぜえ！　さっそく長政が女たらしの悪い男だという噂うわさを、清きよ洲す城下にばらまいて……！　見ていやがれ長政！　うひ、うひひひひ……！」

　ぎゅっ、と頰ほおを犬千代につねられた。

「……良晴、見苦しい。先に、美濃を盗る」

「わかってる、わかってる！」

　良晴は、頰をぎりぎりとつねられながら、首をかしげていた。

　あれっ？

　なんで俺、信奈の結婚話を破談にすると決めたとたんに──。

　こんなに、うきうきしているんだろう？

（そうか。自分がモテてると勘かん違ちがいして調子に乗っている信奈が結婚しそこねて行いき遅おくれになるのがすげぇ楽しみなんだな。そうに違いない！　俺にねねをよこしてさんざん彼女作りを邪魔しているあの女に、今こそ仕返しの時！　俺の彼女作りを邪魔する限り、あいつの結婚話も流してやるぜえええ！　〝人を呪わば穴二つ〟だ！　ざまみろ！）

　そんな無理矢理な理由を捻ひねりだして「ふっふっふっ」と悪人づらでほくそ笑む良晴を、犬千代は（悩んだりすねたり笑ったり悪人顔になったり、今日の良晴はすごくヘン）と興味深げに見つめていた。







　　　巻ノ二　竹たけ中なか半はん兵べ衛え、登場







　浅あざ井い長なが政まさとの縁えん談だんが持ち上がった信のぶ奈なだったが、返答は美濃を盗った暁あかつきに──ということでとりあえず判断を保留した。

　長政と結婚するにせよしないにせよ、こうして返事を保留しておけば美濃攻ぜめの邪魔はされるまい、という高度な政略ではあるのだが、どうも信奈本人はあまりこの縁談に乗り気ではないらしい。

　なにしろ、求きゆう婚こんなんて生まれて初めてされたので、どう反応していいのか決めかねているようなのだ。

　だがしかし、美濃攻めで大手柄をたてるまではこの件に我関せずと心に決めている良よし晴はるの顔を見かけると、ついつい、

「同じサルでも、うちのサル介と近江おうみの猿さる夜や叉しや丸まるさまでは男ぶりといい評判といい大おお違ちがいね。あーあー、やっぱり結婚しちゃおうっかな～」

　と憎にくまれ口ぐちを叩たたいてしまう。

　そうなると、いつもの癖くせで、

「へへん。結婚でもなんでもしろ！　ただし、できるものならな！」

　と良晴も応戦。

　そのたびに、信奈の機き嫌げんがどんどん悪くなっていくのが誰だれの目にもわかる。

　家臣の丹に羽わ長なが秀ひでや柴しば田た勝かつ家いえたちは気が気でない。

　そんな折、いよいよ清洲城の大広間に主だった家臣団が招集をかけられた。

　会議で何が話し合われるかは、すでに周知の事実。

「本格的に美濃攻こう略りやくを始める」

　この一事であった。

　集まった面々は──。




「いよいよ天下盗りのおおいくさが始まるんだなっ！　あたしの腕うでが鳴るっ」

　筆頭家老、豪ごう放ほう磊らい落らく、良晴の見立てではＧカップを誇ほこる柴田勝家。

　あだ名は『六りく』。

　もともとは「権ごん六ろく」という幼名だったらしいが、平らだった胸がふくらみはじめるお年頃になったあたりで「ゴンロクなんてかわいくないっ」と当人が猛もう烈れつに嫌いやがって、「六」と名を改めたとか。

　おっぱいだけでなく、槍やりをふるっても尾お張わり最強武将。

　信奈の弟・信のぶ澄すみつきの立場から、念願だった信奈直属の部将に栄えい転てんしたばかりで、いつにもましてやる気まんまんだ。

　ちなみに、好物はみそ煮に込こみうどん。みそ味ならかき氷からういろうまで、何でもイケる口らしい。




「稲いな葉ば山やま城じようは斎さい藤とう道どう三さんどのが設計した難なん攻こう不ふ落らくの山城。攻略は容易ではありません。三十三点」

　信奈の小こ姓しようあがりの若い部将、丹羽長秀。

　信奈にとってはお姉さん代わりで、常に温厚。笑顔を絶やさず、滅めつ多たに私情を挟はさまない控ひかえめな性格。

　地味ながら織お田だ家になくてはならない存在で、家中では「米こめ五ご郎ろう左ざ」と称しようされている。織田家にとっては、まるで米のように欠かせぬ重要な人材だという意味だ。この呼び名からもわかるようにあだ名は「五郎左」なのだが、信奈は長秀を呼ぶ時に小姓時代の呼び名であった「万まん千ち代よ」を愛用している。

　なぜか、なにごとにも得点をつける癖がある。

　長秀らしくこれといった大好物はないが、嫌きらいな食べ物もないそうだ。




「ははははは！　この勘かん十じゆう郎ろう信澄にまかせてくれたまえ！」

　津つ田だ信澄、通称勘十郎。

　信奈の実の弟で、「尾張一の美少女」の誉ほまれ高い姉に似た顔立ちの御おん曹ぞう司し。

　趣しゆ味みは、親衛隊の女の子たちを集めてご陽気に遊ぶこと。

　花魁おいらんに扮ふんするのが得意で、つまりは女形をやらせれば下手な女よりも色っぽい。

　かつては謀む反ほん常習者だったが、今では信奈のよき片かた腕うでとして働いている──ただし、風流を解する伊だ達て者ものではあるが武将としての才覚はからきしないので、武者修行も兼かねて荒っぽい柴田勝家の与よ力りきとなっている。

　そのせいか、いつも生傷が絶えない。

　好物は、ういろう。幼い頃ころに、信奈にういろうで餌えづけされたのがきっかけらしい。

　いずれ天下に勇ゆう躍やくした際には、那古野のういろうを全国区のお菓か子しに育ててみせる、と意気込んでいる。




「……帰り新参・前まえ田だ犬いぬ千ち代よ。姫ひめさまにご奉ほう公こうつかまつる」

　現役小姓の前田利とし家いえ、あだ名は犬千代。

　信奈の妹分。寡か黙もくだが意外と気は強い。

　また、体は小こ柄がらだけれども、ど派手な朱しゆ槍やりを得物とする。

　信澄の家来を斬きった一件でしばらく出しゆつ奔ぽんしていたが、「桶おけ狭はざ間まの合戦」の際になぜか虎とらの帽ぼう子しをかぶったかぶきものとなって戻もどってきた。

　それまで地味キャラだったのが突とつ然ぜん華はな々ばなしくかぶいて現れたので、織田家家臣団は騒そう然ぜんとなった。

　いったい、放ほう浪ろう時代に何があったのか。

　犬千代自身は「自分探しの旅をしているうちに、自分を見失った」と評している。

　たぶん食うや食わずで野原をさまよっているうちに半ば猛もう獣じゆう化したのでしょう、とは長秀の犬千代評。

　すでにご存じの通り、清洲のうこぎ長屋では良晴のお隣となりさん。

　現代日本から何もわからぬままにこの世界に流れてきた良晴を、なにくれともなく面めん倒どうみてくれている。

　良晴にとっては、実に頼たよりになる同どう僚りようである。これであと少しでも胸があったら……（良晴・談）。

　好物は、やっぱり信奈からご褒ほう美びにもらえるういろう。




「大功をたてて、そして、長政との縁談を邪魔してやる！」

　目をぎらぎらさせながら不ふ穏おんな台詞せりふを口にしているのが、我らが相良さがら良晴。

　通つう称しよう、サル。

　現代日本の高校生だったが、何かのはずみでこの戦国時代の尾張にやってきてしまった。

　普ふ通つうならパニクったり落ち込んだりするところだったが、天性の図太さと戦国ゲーム好きという趣味が幸いして、「俺さまは未来から来た男！　信奈を助けてやらあ！」と一人でやる気まんまんに。

　彼を戦場で助けて命を散らした木きの下した藤とう吉きち郎ろう（本来、豊とよ臣とみ秀ひで吉よしになるはずだった男）になりかわり、戦国ゲーム知識を駆く使しして織田信奈に天下を盗とらせるのが自分の使命、と勝手に決め込んでいる。

　夢は、やはり藤吉郎の志を継ついで、天下一の美少女といちゃいちゃすること。

　那古野めしは嫌いじゃなかったが、こうも毎日みそばかりではさすがに苦手になってきた。

　現在の目標は、自分の才覚で稲葉山城を盗って大出世し、その口で「長政との結婚はやめろー」と信奈に茶々を入れること。

　本人はいろいろと理り屈くつをつけているが、端はたから見ていると自分と信奈の身分の違ちがいも忘れて長政に嫉しつ妬としている男というふうにしか見えない。




「さてと。ワシが築き上げた稲葉山城は、そうそう簡単には落とせぬぞえ」

　信奈の義父となって尾張に亡命中の、斎藤道三。

　狒ひ狒ひジジイ。通称〝蝮まむし〟。

　京の油売りから身を起こし、一代で美み濃のを奪うばい取り戦国大名として名乗りを上げたが、一国一城の主となった時にはすでに老ろう境きよう。

　天下盗りの夢を、尾張のうつけ姫・織田信奈に託たくして「美濃譲り状」をしたためたが、美濃を尾張の姫などに渡わたしたくない義理の息子むすこ・斎藤義よし龍たつに謀反され、長なが良ら川がわで討ち死にするところだった。

　本来の歴史ならすでに長良川で死んでいるはずの道三を救ったのが、相良良晴。

　良晴は「道三の爺さんがこっちにいるんだから、美濃はすぐに盗れる」と楽観しているが、肝かん心じんの道三はさっきから渋しぶい顔で扇子せんすを閉じたり開いたり。

　すでに還かん暦れきを過ぎており、寄る年波には勝てず、尾張に来てからはめっきり体も弱っている様子で、あまり無理はさせられない。だがその一方、かつて蝮と呼ばれた梟雄ぶりは影かげをひそめ、義娘の信奈がかわいくて仕方がないといった好こう々こう爺やぶりを見せている。

　今回の戦では清きよ洲すで留守を預かってもらうことになるでしょう、とは長秀の見立て。




「甲か斐いの虎、日本最強の甲こう州しゆう騎き馬ば軍団を率いる武たけ田だ信しん玄げんの勢力が急激に膨ぼう張ちようしているわ。何年も美濃の攻略に手間取っている余よ裕ゆうはないのよ！」

　そして、尾張一国を統べる織田家の当主、織田信奈。

　あだ名は吉きち。

　うつけ姿で町を遊び歩くこともあるが、ひとたび正装すれば誰もが目を見張る尾張一の美少女。

　桶狭間の合戦で駿する河がの大大名・今いま川がわ義よし元もとを破って以来、その威い光こうは日ノ本全土に轟とどろき、今もっとも勢いのある戦国大名として注目されている。

　若くして、父・織田信のぶ秀ひでが病死したために姫でありながら家か督とくを継ぎ、「天下盗り」すなわち乱れに乱れた戦国の世を平定するという壮そう大だいな野望を抱いだいて西に東に奮戦中。

　南なん蛮ばん文化が大好きで、宝物は宣教師からもらった地ち球きゆう儀ぎ。

　いつも、種たね子が島しまを持ち歩いている。

　日ノ本を平定した暁には、南蛮を相手に回して七つの海を渡る大冒ぼう険けん──そんな、現代人の良晴以外には決して理解できないであろう大きすぎる夢を抱いている。

　大好物は、なごやこーちんのてばさき。

　しかし、近江の浅井長政に求婚されてからというもの、どうにもそわそわしていて落ち着きがない。

　特に、ケンカ相手の良晴を前にすると、ムキになって結婚話を持ち出して盛んに挑ちよう発はつを繰くり返かえす。

　おおかた良晴どのに止めてほしいのでしょう、とは長秀の談。

　しかし、良晴は何やら意地になっているらしく、（大おお手て柄がらをあげるまでは口出ししねえ）と決め込んでいて、表だっては長政との縁えん談だんに反対しない。それがまた（なに余裕ぶってんのよ、わたしが誰と結婚しようがどうでもいいって思ってるわけ？）と信奈のカンに障るようで、日を経るごとにどんどんどんどん不ふ機き嫌げんになっていくのがありありと分かった。




　そんな織田家中の重臣たちが集まって（良晴はまだまだ末席にかろうじて呼ばれる下したっ端ぱだが）、ついにこの日、美濃国攻略の大号令を主君の信奈が正式に下したわけである。

　信奈は、ジャンボてばさきをかじりながら美濃の地図を足下に広げ、家臣団に「美濃を奪うわよ」と宣言した。

「正義は、織田方にあり！　蝮からの美濃譲り状もこちらにあるし、義父である道三を再び稲葉山城に帰き還かんさせてあげたいという立派な大義名分もあるわ。斎藤義龍は、父親である道三を追い落として美濃一国を奪い取った不忠者よ」

「しかし、美濃の国人たちは斎藤義龍どのを正式な主として認めております。なかなか結束は崩くずせますまい。二十点」

　と、長秀。

　道三が、茶をすすりながら凄すごみのある声で述べた。

「そもそも美濃は、主君の土と岐き氏からこのワシが奪い取ったのよ。義龍はワシが育てたとはいえ、かねて正式な美濃の守護であった土岐氏の嫡ちやく流りゆうと噂されておった。美濃の国人たちにとってはワシこそが不忠者。そうおいそれとは防衛線を破れまいて」

　そう。斎藤義龍は、道三が追い出した美濃守護・土岐氏の正統後こう継けい者しやを自称している。

　道三はかつて土岐氏の家臣だった。ある日、恩賞として主君の愛妾・深み芳よし野のをもらいうけて自らの妻とした。この深芳野が道三のもとで義龍を産んだのだが、日時を逆算すると義龍は道三の子ではなく土岐氏の血をひく子である、と美濃では公然の噂となり、道三もそれを認めていたのだ。

　美濃を奪い取る際に、道三は美濃の国人たちを納得させるため、「土岐氏の御曹司」を自分の後継者として立てたわけだ。

　もっとも、その道三一流の政略も、「やっぱ美濃はかわいい信奈ちゃんに譲ゆずるよーん」の一言ですべて台無しになり、道三は義龍に美濃を追われたわけなのだが……。

「ワシと義龍は昔から不仲でのぅ。なにしろあやつは、若い頃は美男とうたわれたワシとは大おお違ちがい。身長六尺五寸でぶくぶく太った達磨だるまの如ごとき大男、まるで相撲すもう取りじゃ。ワシはのう、美形が好きなんじゃ！　美濃の主は、信奈どのをおいて他にはおらん！」

　この狒狒ジジイがもうちょっと義龍と仲良くしていれば、こんな面倒な手間は……と良晴は思ったが、顔には出さない。

「六尺五寸とは言うけど、蝮。斎藤義龍は意外と美濃の国人たちをまとめて、うまく国を治めているのよ？」

「そりゃあ先代のワシは独断専行で次々と改革を進めたために、国人どもの評判が最悪だったからじゃ。改革を中止して奴やつらの機嫌をとれば、誰だれでも名君とおだてられるものだわいて、信奈どの」

「ふうん。改革ね」

「信奈どのも清洲で実験的に行っておるではないか。新たな町作り政策をの」

「ああ、『楽らく市いち・楽らく座ざ』ね。そういえば、あれって蝮が最初に始めたのよね──うまくいってなかったみたいだけど」

「うむ。ワシは『座』のような旧勢力の既き得とく権益を次々と潰つぶして、誰でも自由に商いができるように取りはからおうとしておったのじゃ。ワシは商人出身ゆえ、商いを発展させてこそ国も発展し民も安らかに暮らせるようになると体で知っておったからな」

　座とは、寺社や守護大名、国人などと結びついた古い商工業者たちの組合で、市（商売）を独どく占せんしている中世的な組織である。座の特権を奪う政策が「楽市」で、さらに急進的に座そのものを廃はい止ししてしまう政策が「楽座」だ。

「でも、座から税や賄わい賂ろを取るのをやめれば、座と癒ゆ着ちやくしている国人の収入は減るわ」

「左様。それが、旧勢力と癒着し利益を貪むさぼっておった美濃の国人どもには業ごう腹はらだったようじゃな」

　それをあの義龍は元に戻しよった、特権的な座を復活させて自由な商いにわいていた民を再び締しめ付つけておるのじゃ、これではせっかく発展した井いノの口くちの町が再び活気を失ってしまうわい、と道三は手厳しい。

　一時は自分の後継者にと期待していただけに、義龍の凡ぼん庸ようさが我が慢まんならないのだろう。

　いつの時代も、先進的な改革は、多数を占しめる守旧派の反対を受けるものである。

「そもそものう。かように乱れた日ノ本を国としてひとつにまとめるためには、日ノ本のどこででも自由な往来が保証され、自由な商いが可能にならねばならんのじゃよ！　座の解体は言うまでもないが、国境の関所などもすべて打うち壊こわさねばのう！」

　ぐきっ！

「蝮、腰こしが妙みような具合に曲がってるけど、大だい丈じよう夫ぶ？」

「……げほげほげほ。ちと、気合いを入れすぎてしもうたかのう。おおお、腰が……」

「しかし道三どの。稲いな葉ば山やま城じようも、城下に広がる井ノ口の町も、あんたが全部設計して作ったんだろう？　ってことは、奪う方法だってちゃんと考えてるんだよね？」

　と、楽観的な勝家。

「教えてくれないか、道三どの。一見難なん攻こう不ふ落らくの稲葉山城にも、弱点があるんだろ？」

「それがのう、勝家どの。なくもなかったがの、今は──」

「い、今はなんだよ？」

「──今の稲葉山城は、落ちぬ。このワシの智謀をもってしても、落とす術がまるで見つからぬのじゃよ。かの甲斐の虎・武田信玄でも、あるいは越えち後ごの軍神・上うえ杉すぎ謙けん信しんをもってしても、現在の稲葉山城はまず落とせぬであろうな」

「な……なんだって────!?」

「蝮、ほんとうなのっ？」

「これは一大事です。十二点……いえ、三点です」

「……どうしよう、良晴」

「犬千代、とりあえず慌あわてよう！」

「……わあ、わあ」

　一同が、騒そう然ぜんとなった。

　みんな、道三がいるから大丈夫！　と美み濃の攻こう略りやくをなんとなく簡単に考えていたところがあったからだ。

　稲葉山城は、斎藤道三自身が設計して作り込んだ山城。

　井ノ口の町を一望できる雄ゆう大だいな金きん華か山ざんそのものを天然自然の要害にして、尾お根ねの各所に防衛設備を設置し、山頂すなわち城の本丸は現代の単位で言えば約三百三十メートルという高さを誇ほこる。

　その上、山の北側には長良川が、尾お張わりとの国境となる南側の平地には木き曽そ川がわが流れ、他国からの軍勢を防ぎ止める天然の堀ほりとして機能している。

　しかも、城下に広がる井ノ口の町もまた、いざ敵が攻せめてくれば防衛施し設せつとして機能するように才さい人じん・道三が巧こう緻ちを尽つくした設計を施ほどこしていた。

　織田家は、先代・信秀の時代から何度も何度もこの稲葉山城を攻めてきたが、ことごとく斎藤道三の悪あく魔まじみた智謀と、そして町と川と山とが一体となった難攻不落の天然の要よう塞さいとによって退けられていた。

　ことに、信秀が大敗を喫きつした「加か納のう口くちの合戦」では、斎藤道三が縦横に動かす軍勢によって信秀の軍はちりぢりに四散し、五千の兵をことごとく失い、信秀一人がかろうじて単たん騎きで尾張に逃にげ帰かえってきたという。

　そんな敗軍の記き憶おくしか持たない織田家中の面々が「今度こそ美濃は盗とれる」と自信を持って思い込めたのは、かつての強敵・斎藤道三が今や信奈の義父として自軍にいてくれるという一事をもって初めて可能だったわけなのだが……。

「考えてもみよ、勝家どの。そもそも、ワシが自分の手であの城を落とせるのであれば、長良川で義龍ごときを相手に無ぶ様ざまな負け戦などしておらぬわい」

「そ、そう言われてみりゃ、その通り……で、でも、いくら手勢が少なかったとはいえ、道三どのは長良川でどーして義龍軍にボロ負けしたんだ？　いくら息子相手だからって、情に流されて手を抜ぬくあんたじゃないはずだろ？」

「その通りよ。実はのう……」

「じ、実は？」

　痛む腰をとんとんと叩たたきながら、道三が種を明かした。

「……今の義龍のもとには、このワシをはるかに超こえる天才軍師がおってのう。悔くやしいことにワシは、どうあがいてもそやつにはかなわぬのじゃ」

「天才軍師？」

　そんなの美濃にいたっけ、いやいや道三どのが軍を独裁していたはず、と勝家たちが顔をつきあわせて首をかしげる。

「美濃に天才軍師が隠かくれていたなんて……わたしも聞いた覚えがないわよ、蝮まむし」

「ふぉっふぉっふぉっ。誰も知らぬのも無理はない。実際、きゃつはこれまで世に出ることを嫌きらってずっと隠れておったんじゃからな……その者の名は」

　竹たけ中なか半はん兵べ衛えだな、と良晴が正解をさっさと言い当ててしまった。

「こらっ、小こ僧ぞうっ！　せっかくワシがここまで話を引っ張って盛り上げたというのに……うおおお、腰がっ腰が痛むっ!?」

「知ってるの、サル!?」

「知ってるも何も、戦国の歴史に名高い大天才軍師じゃねーかよ！　その智謀はアイテム補整なしでも最強の98だ！」

　またサル語だわ、『愛あい手て夢む』とは何かしら、むむっ人物に点数をつけるのは私の役目ですのに、と一同がひそひそ話。

「あ、あれれ。竹中半兵衛は〝今いま孔こう明めい〟と称しようされているんじゃなかったのか？　なんで、誰も知らないんだ!?」

「あたしはしらないよっ！」

「……いまこうめいさんって、誰？」

「サル、あんた実は美濃から来た間かん諜ちようなんじゃないの？」

「おいおい最後のはひでぇだろ、こらっ信奈っ」

「無礼ね！　気安く呼び捨てにしないでよ、このサル介っ」

「無礼はそっちだろっ」

　道三が笑った。

「ふぉっふぉっふぉっ。さすがは織田家中、智慧第一と称される小僧じゃ。その通り、竹中半兵衛は人前に出ることを極度に嫌う性格で誰にも知られておらぬが、ワシは密かにあれを〝臥が龍りゆう〟と呼んでおった」

「臥龍──伏ふせている龍。『三国志』に登場する伝説の大軍師・諸しよ葛かつ亮りよう孔明がそう呼ばれていたな。やっぱり、半兵衛ってのは孔明なみの天才なのか？」

　サルのくせに中国の古典に詳くわしいなんて生意気だわ、と信奈が口をへの字に曲げた。

「そうじゃ。この日ノ本には、実は二人の天才軍師が隠れておる。この二人を味方にできれば、天下はたやすく盗れるであろう。まずは美濃の竹中半兵衛が〝臥龍〟、こやつは雲を得ればたちどころに天へと昇のぼる早熟型の大天才児よ。もう一人が〝鳳ほう雛すう〟──鳳おおとりの雛ひなじゃ。不器用な性格ゆえに育つのに時間はかかるが、成長すればそのわき出る智謀はまさに鳳の如しとなろう。そやつが播はり磨まの……」

「黒くろ田だ官かん兵べ衛え、だな。爺じいさん」

　うおおおっワシ秘蔵の隠しネタが次々と小僧に暴かれる！　と道三が悔しげに呻うめいた。

「良晴どのよ。そなた、まさに織田家中の〝智慧第一〟じゃのう！」

「いやいや。どっちも戦国ゲームで見知っている有名武将だっただけさ……そこまで褒ほめられると逆に申し訳ねえ。つーか遊びまくっていただけなのにはずかしい」

「ぬう。げに恐おそるべきは、サルの国に伝わるという幻まぼろしの巻物〝戦国芸げい無む〟よ」

　俺はサルの国から来たんじゃねえ！　と良晴が吠ほえた。

「そうよ、たまたまサルの国が進んでいるだけで、こいつが智慧第一なわけがないじゃない。蝮、竹中半兵衛という軍師はそんなにすごいの？」

「それはもう。とりわけワシや信奈どのにとっては、相性最悪の強敵なのじゃよ」

「どういうこと？」

「さて。信奈どのに説明しても、はたして理解してもらえるかどうか……ワシらのような合理主義者にとっては、容易に信じがたい異い能のうの持ち主でのう」

「異能の者……胡う散さん臭くさいわね」

「竹中半兵衛はのう、ただの軍師ではのうて、陰おん陽みよう師じじゃ。すでにこの国からあらかた失われた、古式ゆかしい軍略を知っておる」

　陰陽師って平安時代の昔に京で流りゆう行こうしていた、占うらない師しの類じゃないの？　まだそんなのがいたわけ？　と信奈。

　由ゆい緒しよ正ただしい室町以来の守護大名には、未だに戦の日取りを陰陽師の占いによって決めさせるという者もいるらしい。お抱かかえの陰陽師に命じて、敵対する勢力に「呪しゆ」をかける者も少なくない。

　だがしかし、新興勢力の戦国大名である斎藤道三と織田信奈は、そのような非科学的な軍法など一いつ顧こだにせず、むしろ陰陽道だの易えきだのといった旧きゆう弊へいなシステムに行動を制限されている旧勢力に対して、いつ何時でも主君の閃ひらめきのままに迅じん速そくに兵を動かせるという自軍の利点を駆く使しし、何よりも速度を重んじ、これまで戦に勝ってきた。

　それだけに、道三が「天才」と褒めそやす竹中半兵衛が陰陽師などという中世的な存在であることを聞かされた信奈は意外だった。

「時代は南なん蛮ばんよ。そんな古めかしい軍師なんて、わたしの敵じゃないわ。どうせはったりなんでしょう」

「論より証しよう拠こ、一度手合わせしてみればわかるぞい。ただし、首を取られるかもしれぬぞ」

「やってみなけりゃ、わからないじゃない！　いいわ、ただちに美濃へと出しゆつ陣じん！　竹中半兵衛とやらがどれほどのものか、わたしがこの目で確かめてあげる！」

　信奈は颯さつ爽そうと立ち上がり、ただ一人で駆かけだしていた。

　いつもこうだ。

「待てよ、一人で勝手に出陣するんじゃねえ！」

　良晴と犬千代が、慌てて後を追う。

　だがしかし。

　この時、良晴は、（桶おけ狭はざ間まの時のようなわけにはいかないだろうな……）という不ふ吉きつな思いにとらわれていた。

　その上、留守居役を務める道三に呼び止められて、こんな助言まで貰もらってしまった。

「小僧。信奈どのはおおかたは敗れるじゃろう。信奈どのには内ない緒しよで、ワシに川並衆を五十人ばかり貸してくれぬか」

　良晴は、素直にうなずいていた。




「義父・道三が奪うばわれた美濃を奪だつ回かいする」

　信奈率いる総勢千の尾張勢は夜や陰いんに乗じ、木曽川を浅あさ瀬せから粛しゆく々しゆくと渡わたり、一いち路ろ美濃領へと侵しん入にゆうした。

　目指すは、斎藤義龍が籠こもる稲葉山城。

　ぱらぱらと美濃兵たちが迎げい撃げきに打って出てきたが、そのことごとくを信奈軍は道々撃げき退たいしていった。まさに当たるべからざる勢いで破竹の進しん撃げき。

　尾張兵といえば東海最弱、主君の信奈はうつけ姫ひめ──。

　少し前までは、誰だれもがそう侮あなどっていた。

　しかし桶狭間の合戦で奇き跡せき的に勝利した信奈勢は勢いに乗っており、意気地がないことで知られていた尾張兵たちも、

「うちの姫さまは、うつけどころか、実は英えい雄ゆうだったぎゃあ」

「見たかえ聞いたかえ。桶狭間へ向かう夜、討ち死にを覚かく悟ごなされた姫さまが歌い舞まった『敦あつ盛もり』の泣けること、泣けること」

「それはもう、えもいわれぬ美しさだったらしいみゃあ」

「あの麗うるわしい姫さまのためなら、たとえ火の中水の中、だみゃあ」

　と、めずらしく戦意にみなぎっていた。

　いつの時代も、男は可か憐れんな女の子に弱いものである。

　もちろん先手は、織田軍一の勇将・柴田勝家。

　中軍に信奈自ら率いる親衛隊と長秀・犬千代。

　後ご詰づめには「尾張最弱」とささやかれる津田勘十郎信澄。

　日ひ頃ごろは勝家の与よ力りきを務める信澄だが、精強な美濃勢との戦ではものの役にたつまいと案じた信奈が、弟を後詰めに回したらしい。

　この信澄の部隊に、相良良晴も加わっていた。

　まだ馬にうまく乗れない良晴、馬上で五ご右衛え門もんの背中に張りついている。

「なんで、俺が後詰めなんだよ！　今度の戦では一いち番ばん槍やりをと気合い入れてたのに、きぃ悔しい」

「仕方ないでござる、相良氏にはもう少し馬ににゃれていただかないと、ちんぱいでみていりゃれないでごじゃるよ」

「まったくだ。せっかく侍さむらい大将に出世しても、戦場で馬を乗りこなせねーんじゃ意味ねえなあ」

　さてさて木き曽そ川がわも無事に越えたし、敵兵たちも蹴け散ちらしたし、このあたりで一いつ泊ぱくして英気を養やしないたいものだね、と馬を並べた勘十郎信澄がご陽気に笑った。

「甘いぜ信澄。お前らのお父上・信秀公も、敵地で野や営えいを取って休もうとした隙すきを道三に突つかれて壊かい滅めつさせられたんだろう？　敵に隙を見せぬよう、遮しや二に無む二に突とつ撃げきしねえと」

「お父上は、美濃の蝮に一いつ杯ぱい食わされたのさ。その道三はぼくたちの背後で清きよ洲す城を守ってくれているし、目下の敵である斎藤義龍は道三に比べれば御しやすいさ」

　なにしろ六尺五寸の大男、総そう身みに知ち恵えが回りかねるというものさ。それにひきかえ、このぼくの華きや奢しやな体のかっこいいことといったら。まさに尾お張わりの貴公子。はははは。

　まったくこいつは能天気だなあ、と良晴は思った。

「おや。霧きりが出てきたな……やあこれは深いぞ、サルくん」

「こんな夜よ更ふけに、妙みようだな……これじゃ前進を続けるのは無理かな」

　中軍の信奈も、いったん進軍を止めるつもりになったらしい。

　先せん鋒ぽうを行く柴田軍の動きが止まり、長なが森もりと呼ばれる地点で全軍が一時停止した。

　すでに目の前には井いノの口くちの城下町が迫せまっており、稲いな葉ば山やま城じようを擁ようする金きん華か山ざんまではあと少し。距きよ離りにして、四キロといったところだ。

　だが、視界を夜の闇やみと霧とに塞ふさがれ、今や三十センチ先ですらほとんど何も見えなくなっていた。

（そういえば、道三と義龍が争った「長良川の合戦」の時も、こんな深い霧が出ていたな……）

　良晴は、妙な胸むな騒さわぎがした。

（あの時は、深い霧のおかげで道三の本ほん陣じんにこっそり迫ることができたんだっけ。俺はついている、と思っていたが……もしかして、あの霧が、偶ぐう然ぜん出ていたものではなく、道三に縦横な采さい配はいを振ふるわせぬために人じん為い的に起こされていたものだとしたら……）

　バカな。

　自在に霧を操る魔ま法ほう使つかいなど、魑ち魅み魍もう魎りようが跋ばつ扈こしていた平安時代ならいざ知らず、この近世まっただ中の戦国時代にいるはずもない。

（戦国ＳＬＧの最高傑けつ作さく『織田信長公の野望』にも、そんなＲＰＧめいた魔術コマンドは登場しない──戦国の合戦の勝敗は、兵力と武装と大将の能力で決まるのさ）

　良晴はそう自分に言い聞かせた。

　ところが──。

　いっせいに、四方八方から鬨ときの声こえが上がった。

　森から、土手から、集落から、伏せていた美み濃の兵たちがどっと繰くり出だしてきて、銅ど鑼らを鳴らしながら織田軍に襲おそいかかってきたのである。

「しまった、伏ふく兵へいだ！」

　ジャーンジャーンと銅鑼を鳴らしながら続々と飛び出してくる伏兵、これはまさに『三国志』のスーパー軍師・諸葛孔明の得意技である。

「どどどどういうことだいサルくんっ!?」

「美濃勢が弱すぎると思ったぜ。連中はわざと負けて、俺たちをこの長森におびき寄せたんだ！　おそらくここは、伏兵に四方を囲まれた死地だ──深い霧のために、信奈もここが伏兵を配するに絶好の場所だと見み抜ぬけなかったんだ」

「くけぇ───っ!?」

「うわっ耳がしびれるっ!?　甲かん高だかい声で叫さけぶなよ信澄っ」

「これは織田家の人間の癖くせさっ！　たいへんなことになった、姉上にご注進しないとっ……」

「もう、総そう崩くずれがはじまってる！」

　敵は、文字通り、いたるところから出現した。

　東から西からジャーンジャーンと銅鑼が鳴らされ、度ど肝ぎもを抜ぬかれた尾張兵たちは浮うき足あしだち、槍やりを捨ててでたらめに潰かい走そうしはじめていた。

「あああ……！　信じられない、今川義元を破った尾張軍がこんなにもろく崩くずれるとは!?　あ、あ、姉上をお守りしなければ、姉上を！」

「落ち着け、俺が信奈のもとへ行く！　信澄、お前はなんとしても手勢を落ち着かせて、後詰めの務めを果たせ！　伏兵に気を配りつつ、尾張への敗走路を確保するんだ！」

「流れが緩ゆるい河かわ田だの浅瀬へ姉上たちを誘ゆう導どうするんだな、わかったサルくん！」

「姫のもとへ行くでござる、相良氏」

　五右衛門が、良晴を乗せたまま馬を走らせた。

　忍しのびは、夜目がきく。

　この闇と霧の中でも、正確に信奈率いる中軍のもとへと一直線に駆けて馳はせ参さんじることができた。

　しかし良晴が信奈のもとへ辿たどり着ついた時には、すでに全軍が潰走状態となっていた。

「どうなってるのよ！　何なのよこの霧は、邪じや魔まくさいわね！」

「信奈、竹中半兵衛の策にはまったんだ！　このままじゃ逃にげられなくなる、潔く退たい却きやくしよう！」

「この程度の伏兵なんか、打うち払はらってやればいいのよ！」

「いやっ伏兵はまだまだ出てくるっ」

「どうしてっ？　もう終わりでしょっ!?」

「半兵衛は、まだ各地に手勢を伏ふせている！　この霧が邪魔をして、お前の判断力を鈍にぶらせているんだ！」

　ジャーン、ジャーン。

　信奈が言い終わるよりも早く、第二、第三の伏兵が続々と飛び出してくる。

「ちっ……わ、わたしは陰おん陽みよう師じみたいな胡う散さん臭くさいあやかしのものなんて信じないんだからっ！　この霧は偶然よ、偶然！」

「負まけ惜おしみは、生きて清洲に戻もどってからにしようぜ！」

「ままま負け惜しみじゃないっ！　サルあんたどっちの味方なのよっ」

　美濃勢の追つい撃げきは、壮そう絶ぜつだった。

　信奈たちがようやく伏兵を振り切ったと思ったとたんに、第四、第五の伏兵が白い霧の中から飛び出してくる。

　槍を手にした柴田勝家と犬千代が血路を開いて信奈をようやく安全地帯へ逃がしたと思ったら、またしても銅鑼が鳴って第六、第七の伏兵が襲いかかってくる。

「姫、これは『十じゆう面めん埋まい伏ふくの計』です！　このままではお味方は壊滅、零れい点てんです！」

　日頃は温厚篤とく実じつな丹羽長秀も、おのが甲かつ冑ちゆうを敵味方の血に染め、鬼おにの形ぎよう相そうで槍を振り回しながら叫んでいた。

「十面埋伏の計!?」

「唐から国くにの古いにしえの軍師、程てい昱いくなる者が得意とした必殺の計略です。敵勢を取り囲むように四方八方に伏兵を配し、小勢を正面に出して敵をおびき寄せ……」

　なによそれいんちきだわ、諸葛孔明の策じゃないじゃない、と信奈が口を尖とがらせた。

「おそらくは、古今東西の兵法に通じた軍師が敵方に。噂うわさの竹中半兵衛でございましょう」

「万千代！　わたしは、桶狭間で勝ったために調子に乗りすぎていたってこと？」

「いえ、この霧が無くば姫は敵の伏兵に気づかれていたはず。こたびはお味方のご不運です」

　長秀が果か敢かんに槍を振るいながら信奈を慰なぐさめるが、信奈は馬上で淡あわい桜色の唇くちびるを強く嚙かみしめて肩かたを震ふるわせていた。

「ともかく、清洲へ生きて引き揚げるのよ！」

「御ぎよ意い」

「サルっ、あんたもぼやぼやしていないでわたしを守りなさい！」

「誰がぼやぼやしているかよ！　頼たのむぜ五右衛門、霧には煙えん幕まくで対たい抗こうだ！」

「承知つかまつったでござる」

　身分格式など知ったこっちゃない良晴が、主君・信奈の御ご前ぜんだというのに忍びの者を一いつ緒しよに連れていたのが幸いした。

　五右衛門は八方めがけて〝たどん〟を投げまくり、煙幕を張って伏兵たちの目をくらました。

　さらに──。

　この時、稲葉山の南に連なる瑞ずい龍りよう寺じ山さんの山さん麓ろくに、織田方の手勢が灯す松たい明まつがどっと繰り出された。

　この松明の群れを見た美濃勢の国人たちは、

「すわ、織田方の奇き襲しゆう部隊が空き城同然となった稲葉山城へ向けて駆かけている」

　と慌あわてたらしく、ちりぢりになって逃げていく織田勢の追撃を中止した。

　桶おけ狭はざ間まで信奈が敢かん行こうした電でん撃げき的な奇襲作戦を再現されることを、警けい戒かいしてのことであった。

　だがしかし、この瑞龍寺山の松明、実は美濃の地理に長じた斎藤道三が前もって配置していた陽動部隊。

　その内実は蜂はち須す賀か五右衛門を親分と仰あおぐ川かわ賊ぞく・川並衆。わずか五十名の手勢が、手に手に松明を掲かかげて大部隊のふりをしていたのだった。

　火付け泥どろ棒ぼうなんでもござれの川賊連中、「お祭まつり騒さわぎだぜ」とばかりに瑞龍寺山の山麓をあかあかと照らして奇き声せいを上げる。

　十面に埋伏された伏兵のうち、止とどめとなるべき第八弾だん以後の伏兵は打って出ることなく、残りの伏兵勢もみな稲葉山城の守りへと急きゆう遽きよ引き返し、ここに織田勢は九死に一生を得た。

「どうなってるの？　あの援えん軍ぐんはなにっ？」

　逃げながら信奈はいぶかしんだが、五右衛門とともに併へい走そうする良晴は事情を話さない。

　こたびの竹中半兵衛との戦は負けるだろうと道三が予想していたことを、信奈に知らせたくなかったのだ。

　今川義元を破って得意満面、自信満々だったところを竹中半兵衛に鼻っ柱をへし折られて歯がみしている信奈に、さらなる余計な負担をかけたくはない。

　この窮きゆう地ちを脱だつする千せん載ざい一いち遇ぐうの機会に、信奈は清きよ洲す城を目指して逃げに逃げた。




　清洲に帰陣した後、次第に美濃勢の実情がわかってきた。

　やはり斎藤義龍はこれまで人目を忍んで隠かくれていた天才軍師・竹中半兵衛を強引に招しよう聘へいし、采配を任せて美濃兵を指揮させていたようだ。

　恐おそるべき「十面埋伏の計」も、半兵衛が進言したらしい。

　各所各所に多くの伏兵を配置して動かさねばならない複雑精せい妙みような用兵だけに成功を危き惧ぐする者も美濃にはいたそうだが、半兵衛はいとも簡単に「十面埋伏の計」を実行してのけたのだ。

　もしも美濃勢が川並衆の偽兵の計に騙だまされていなければ、信奈たちは「十面埋伏」の伏兵勢に退路を断たれて完全包囲されていただろう。

　そうなれば、はたして無事に清洲へ撤てつ退たいできていたかどうか。

　とにかく、まるで半兵衛に子こ供ども扱あつかいされたようで、誇ほこり高たかき信奈は腹の虫が治まらない。

「これじゃ合戦というより、まるでお遊びじゃない。もてあそばれたんだわ！」

　雪せつ辱じよくに燃える信奈は、足を踏ふみならしながら「今夜もう一度夜討ちをかけるのよ！」と一同に宣言したが、長秀の「みな半兵衛への恐きよう怖ふもあって疲つかれきっております。最低一週間は兵を休ませねばなりません。二十点」という諫かん言げんによって臥が薪しん嘗しよう胆たん、忌いま々いましげに「なごやこーちんのてばさき」を骨ごとほおばりながら一週間を耐たえた。




　その間、良晴は足あし繁しげく道三のもとへ通って「どうすれば半兵衛に勝てるだろうか」と相談してはみたものの、道三も、禿はげ頭あたまをつるりとなでて唸うなるばかり。

　この南なん蛮ばん文化が日本に入り込んでいる戦国近世に、中世的な陰おん陽みよう道どうという古式ゆかしい呪じゆ術じゆつを駆く使しする竹中半兵衛は最強無敵のチートキャラだ。合理主義者の信奈とは水と油。まさに天敵。

　一週間、良晴は寝ねている間も唸りながら稲いな葉ば山やま城じようを落とす方法を考え続けた。

　その間に、近江おうみの浅井長政から「援軍を出しましょうか」との誘さそいが何度か信奈のもとに来た。

　むろん、長政との結けつ婚こんが条件である。

　これは事実上、長政の勢力に尾お張わりが吸収されることを意味していた。

　信奈はことごとくその誘いを断り、自力で美濃を盗とると使者に向けて宣言した。




　だが、しかし、天才軍師にして最強の陰陽師、竹中半兵衛の智謀の恐ろしさはこの「十面埋伏の計」で終わりではなかったのだ。




　臥薪嘗胆の一週間が過ぎ、再び稲葉山を攻せめる時が訪れた。

　もう、偽兵を動かして退路を開くという手は使えないはずだった。義龍だけならば同じ手でもう一度くらいは騙せそうだが、今度は半兵衛がそれを許すまい。

　それゆえに、信奈も勝家もそして良晴も、決死の覚かく悟ごである。

「みんな、今回は行軍する路みちを変へん更こうするわ。美み濃の勢が兵を伏せられない平原を進むの！　細さい作さくをこまめに出しながらね」

　細作とは、斥せつ候こうのこと。主に乱らつ波ぱがその任務を担当する。

　この二度目の美濃出兵では、信奈は思い切って部隊編制を変えてきた。

　先せん鋒ぽうが、誰だれあろう尾張最弱・勘十郎信澄。

　感激した信澄が、

「姉上！　この信澄、姉上の期待に応えて見事先鋒を務めてみせまする！」

　と気合いを入れれば、信奈はしれっとした顔で、

「半兵衛がどんな罠わなを仕し掛かけてるかわからないから、あんたに先行させることにしたわ。〝死に兵〟ってやつよ」

　と弟を生いけ贄にえにするかのような発言で信澄を慌てさせる。

「夜の闇やみは危険だわ。今回は、朝あさ駆がけよ。朝日が昇のぼっていれば、敵の伏ふく兵へいに注意して進めるわ」

　信奈は、前回の戦の倍となる二千の兵を集めて夜明けとともに清洲城を出発。

　織田軍は木き曽そ川がわを渡わたる際に、再び河田という地点から渡った。

　木曽川は急流ではあるが、河田のあたりは浅あさ瀬せになっていて、馬でも武者でもどうにか渡れるのだ。

「もう、十面埋伏なんて通用しないわよ！　万が一伏兵にかかっても、どうせ戦では使えない勘十郎の部隊が壊かい滅めつするだけなんだから」

　酷ひどいことを言う姉もいたものだが、もちろん本気で言っているわけではない。

　先頭に立つ弟を気き遣づかい、細作を次々と周囲へ派は遣けんして伏兵を注意深く探たん索さくしながら、そろりそろりと進軍しているのだ。

　渡と河か終しゆう了りようと同時に、信奈は周囲の平原に手当たり次第に火をかけさせた。放火が趣しゆ味み……だからではない。

「念のため、あたり一帯焼いちゃうの！　半兵衛が絶対に兵を伏せられないようにね！」

　先鋒の勘十郎は伏兵対策の囮おとり部隊。やや離はなれて勝家が中軍の第二軍、信奈は最さい後こう尾びの第三軍を率い、それぞれ四方からの敵に対処できる守りの陣じん形けい「方ほう円えんの陣」を敷しいてゆっくりと進んでいく。いつも戦場で猪ちよ突とつ猛もう進しんする信奈にしてはめずらしい。もしも脇わきや背後から伏兵が現れたら、すかさず各部隊で包み込んで殲せん滅めつしてしまうという鉄てつ壁ぺきの構えだった。

　しかし、すでに織田軍最大の武器である「速度」がこの時点で殺されてしまっていることに、信奈はまだ気づいていない。




　稲葉山城を目指して進んでいた先鋒の勘十郎は、うろたえていた。

　またしても、どこからともなく立ち現れた白い霧きりが周囲を包みはじめ、視界を遮さえぎったのが伏ふく線せんだった。

　湿しつ気けがひどく、草むらを燃やそうとしてもうまく火がつかない。

　気がつけば、城へと向かう道を逸それ、無数の大石が高く積み上げられた石せき塔とうがずらりと立ち並んだ妖あやしげな湿地へと入り込んでしまったのだ。

「な、なんだい、ここは？」

　いくら鈍どん感かんな信澄とはいえ、この石塔の迷路と化したおぞましげな空間に迷い込んでしまっては、本能的に危険を察知せずにはいられない。

　だがしかし、石塔の渦うずの中にひとたび入り込んでしまった信澄、自分が入ってきた場所がすでにわからず、このままでは出るに出られない。

　ここは、石塔によって巧こう妙みように作り上げられた迷路なのだ。

　そう気づいた時にはすでに、後続の尾張兵たちが怒ど濤とうの如ごとく石塔の迷宮へとなだれこんできていた。

「たたたたいへんだ、このままではこの迷路に姉上たちまで引き込んでしまう！」

　信澄は右往左往、しかし東も西もわからず、どこを向いても同じような姿形の石塔が不気味に立ち並び、信澄ががむしゃらに馬を走らせれば走らせるほど自分がどこにいるのかがわからなくなる仕掛け。

　その上、いつの間にか迷路の奥へ奥へと引き込まれているらしく、行軍を邪じや魔まする足下の泥どろはますます柔やわらかく深くなり、馬も満足に進めなくなってきた。

　どうやら敵はこの木曽川沿いの湿地に石塔の迷路を組んで、行軍するぼくたちを捉とらえたらしい……と思うと、信澄はもう絶望のあまり半泣きに。

「ああ。道に迷って姉上たちを死地に引き入れてしまうなんて。ぼくは、なんてバカなんだ！」

　すでに石塔の迷路に入り込んでしまった五右衛門と良晴の主従コンビ、そして姉の信奈が信澄のうろたえぶりを見かねて声をかける。

「あきらめるな、信澄！　こういう迷路はな、壁かべにそって移動し続ければいつかは脱だつ出しゆつできるんだ！」

「そうよ勘十郎、あやかしの手品には種も仕掛けもあるに決まってるんだから！」

　信奈は重臣たちを一いつ箇か所しよに集めて、馬上で脱出策を練ることにした。

「万千代！　なんなのよ、この石塔の迷宮は？　これも竹中半兵衛の罠だというの？」

「はい。これこそおそらく、かの諸葛亮が得意とした〝石せき兵へい八はち陣じん〟。別名を〝八はち陣じん図ず〟とも言います」

　長秀は、唐国の古典『三国志』に詳くわしいらしい。

「いよいよ知力１００を誇る諸葛亮孔明の計略がここで登場か。未来の世界でも、竹中半兵衛は『今孔明』と呼ばれていたんだぜ」

　と良晴。

「姫ひめ。このままでは、木曽川に流れる水を八陣内へ引き入れられましょう。さすればお味方はみな、なすすべもなく溺おぼれまする。零れい点です」

「どこが出口かわかる、万千代？」

「この石塔の迷路には、おそらく奇き門もん遁とん甲こうの理に従い休きゆう門もん、生せい門もん、傷しよう門もん、杜と門もん、景けい門もん、死し門もん、驚きよう門もん、開かい門もんの八つの入り口がもうけられておりましょう」

「奇門遁甲ってなに？」

「唐国の兵法で、我が国の陰陽道の元となった学問ですね」

「ふーん。あやかしの術の源流ってわけね……いちいちむかつくわね、竹中半兵衛」

「八門のうち、杜門と死門から入れば命はないと言われておりますが……おそらく、我らはすでに死門より突とつ入にゆうしてしまっているはず」

「何が死門よ、そんなのどう考えたって迷信だわ！　とにかく、壁に沿って進めばいつかは出口に……」

　どば────。

　信奈が言い終わらないうちに、どこからともなく水が溢あふれてきて、人馬を腰こしまで浸つからせた。

「なによ、なんなのよっ!?」

「木曽川の水を引き入れられました。我が軍の状じよう況きようは、一点です」

　水位が、みるみる上じよう昇しようしてきた。

　このままではみんな溺れ死んでしまう！

　良晴も、逃にげる策が浮うかばない。

　まさか、大昔の中国で諸葛孔明が使った石兵八陣を、戦国日ノ本の竹中半兵衛が使っていただなんて……。

（確か『三国志演義』では呉の陸りく遜そんが石兵八陣に迷い込んで、おぼれ死にしかけたんだっけ。あの時は、孔明の舅しゆうとの爺がなぜか陸遜に出口を教えてくれたんだが……）

　この陣の中にいきなり竹中半兵衛の舅の爺が現れて、敵である織田軍になぜか出口を教えてくれるなどという都合の良いイベントは起こりそうにもなかった。

　そうだ、忍にん者じやだ！

　忍しのびのもの。乱波。素すつ破ぱ。

　ドロンと煙えん幕まくを張ってガマガエルの上に乗った姿で参上し、分身の術を使い、その勇姿はまさしく戦国時代の魔ま法ほう使つかい。

　五右衛門なら──五右衛門なら、なんとかしてくれる！

「ごごご五右衛門！　お前、陰陽道とか奇門遁甲に詳しいかっ!?」

　ひょい、と石塔の陰かげから五右衛門が顔を覗のぞかせた。

「拙せつ者しやは蜂須賀忍びにござる。忍びの道とは、さようなまやかちのじゅつではごじゃらにゅ。あくみゃでも、おにょれのごたいのみをきょうきといたち──」

「かみすぎて、何を言ってるのかわかんねー！」

「うにゅう。蜂須賀流忍にん法ぽうとはあくまで現実に即そくした技の体系だと言っているでござりゅ」

　なるほど、と良晴は頷うなずいた。

　つまり、種も仕掛けもある、理り屈くつつきの技を駆使するのが忍者。

　煙幕は袂たもとから取り出した「たどん」を爆ばく発はつさせてるのだし、分身の術は素早く動いて残像を見せて一人が複数いるように錯さつ覚かくさせているのだし、驚きよう異い的なジャンプ力は日々の修行によって身につけた肉体的な力なのだし、投げた手しゆ裏り剣けんが曲がって飛んでくるのは野球のピッチャーが投げた変化球が曲がるのと同じで空気の抵てい抗こうや大地の引力を利用しているのだし、だいいちほんものの忍者は巨きよ大だいなガマガエルに乗ったりはしない。

　そして、そういう現実世界の理屈では割り切れない正しよう真しん正しよう銘めいのあやかしの術を使うのが陰おん陽みよう師じということなのだ。

「うああああー！　こそこそ罠ばかり仕掛けてないで、出てこいっ！　竹中なんとか！　あたしと槍やりで勝負しろー！」

　涙目になった勝家が天を仰あおいでわぁわぁ騒さわぐが、出てこないだろうなあと良晴は思った。

「少しは知ち恵えを使えよ勝家。そもそもお前を相手に槍で勝てるような豪ごう傑けつが陰陽師になってるわけねえだろ？」

「うるさーい！　こんな理屈に合わないやられ方、あたしは納得できなーいっ！」

「姉上！　この敗軍は、先鋒を仰おおせつかっておきながら、むざむざ全軍を迷路に迷わせましたこの信澄の責にござります！　お先にわが腹を十文字にかき切って……」

「やめなさいよ勘十郎。あんたが切腹したって何も解決しないでしょ？」

「だって溺でき死しは切腹より苦しいそうですよ姉上！　うわーんっ！」

　一同が騒ぐ間にも、水位はどんどん上昇していく……。

「みんな、うろたえないのっ！　憎にっくきは、蝮まむしには仕えなかったくせに六尺五寸などに仕える竹中半兵衛！　おかげで、攻こう撃げき目標の稲いな葉ば山やま城じようにすらたどり着けないなんてっ……」

　信奈は度重なる屈くつ辱じよくに歯がみしながらも、家臣たちを励はげまして回る。

　なにしろ、伏兵に襲おそわれた前回はまだしも、今回は石の罠に塡はめられて、まともに戦もしていない。

「なにがなんでも生きて清きよ洲すに戻もどるのよ！」

「もうダメです、姉上～」

「あああああたしの頭がもうちょっと良かったらっ！　申し訳ありません、姫さま～！」

「みんな、聞きなさい！　半兵衛に勝つためなら、大おお盤ばん振ぶる舞まいよ！　稲葉山城を盗とったものには、なんでも恩賞をあげるわっ！　どんな恩賞でも思いのままよ！」

　ういろう三年分……。

　犬千代がゴクリと生なま唾つばを飲み込む隣となりで。

　マジかよ、どんな恩賞でも望むままかよ、と良晴の目がギラリと光った。

「その言葉、ほんとうだなっ!?」

「失礼ねサルっ、武士に二言はないわ！」

「このままじゃどうせ死ぬんだからとヤケになって、出す気のない不ふ渡わたり手形を乱発しているわけじゃないんだなっ!?」

「悔くやしいけど、こんな無茶で不合理な敵はわたしの手には負えないもの！　何が〝八陣図〟よ！　蝮が言ったとおり、理り詰づめで勝つわたしの戦い方とは相性最悪だわ！」

「姫。陰陽道には陰陽道なりの理があると申します。もちろん、われらの常識とは異なる理屈なのでしょうが──不合理の一言で切り捨てれば、本質を見失いましょう」

「そういう軍学講義は清洲城に生きて帰り着いてからよ、万千代！」

　よーし、と良晴が腕うでをまくった。

「なんとしても俺がみんなを生せい還かんさせてやるうううう！　恩賞だあああっ！　望みのままの、恩賞だあああああっ！　約束は守れよ、姫さまっ！」

　良晴のやる気ブースターが、点火された！

　火事場のバカ力とはよく言うが、この時良晴の頭の中には、「火事場のバカアイデア」とでもいうべきものが閃ひらめいたらしかった。

　良晴は、心中で叫さけんでいた。

　そもそも出口なんて探す必要はねえ！　相手の土俵で相撲すもうを取るから負けるんだ！

　ここは、俺たちのやりたいようにやって押し通る！

「掘ほれ、掘るんだ五右衛門！　石塔をかたっぱしからひっくり返して、足場を作れ！」

「にゃるほど。八陣そのものを、みんなで倒たおしてしまうのですにゃ」

　いきなりかんでるのは、五右衛門もちょっと焦あせってきているかららしい。

「その通り！　八陣図の理屈がわからなくても、八陣図そのものをブチ壊こわしちまえばそのうち出られる道理だろっ！　壊すついでに、溺れぬように壊した石の山で足場を作る！　まさに一石二鳥！」

「良晴どの。驚おどろくほどに単純で粗そ野やですが、知恵者半兵衛の裏をかいた見事な作戦です。八十五点」

　長秀がうなずくと同時に、勝家が刀を抜ぬき放はなって振ふり回す。

「何も考えずに壊すだけなら、このあたしに任せておけー！」

　がん！

　ごん！

　どごん！

　どっがーん！

　勝家の繰くり出だす大太刀が、まるでボウリングのピンのように軽々と石塔を倒していく。

　阿あ修しゆ羅らのごとく暴れまわる勝家を見ていた兵たちも、みな慌あわてて槍を繰り出し、石塔をかたっぱしから崩くずしにかかった。

　犬千代も「……すっきりしそう」とぼそりとつぶやいて、担いだ朱しゆ槍やりをぐるぐると回転開始。

　この様子を眺ながめていた信奈は、呆あつ気けにとられていた。

「出口がわからないからって、まるごと叩たたき壊すなんて……めちゃくちゃね」

　まるで、「この卵を立てる方法はないだろうか」と出題されて、「卵のお尻しりを割って平らにすれば立つ」と平然と解答したコロンブスのような、ずるいといえばずるい良晴の解決策であった。

　出題者の意図を無視して、用意された正解へはまるで向かわず、腕わん力りよくで勝手に裏口を作って堂々と脱出してしまうような、そんな破は天てん荒こうな解き方だった。

　将しよう棋ぎで負けそうになったからって、盤ばんを丸ごとひっくり返してしまう、そんなでたらめ。

　さすがは、本能だけで生きている男。

　一方、信奈は陰陽道なんて信じないと言いつつも、半兵衛との知ち恵え比くらべをやっている気になってつい八陣図の迷路の出口を見つけることに夢中になってしまい、「石せき塔とうの迷路そのものをことごとく叩き壊せばいい」というインチキ解答にたどり着けなかった。

　信奈は悔しまぎれに口をへの字に曲げながら勝家が作った石の足場に上り、つよがった。

「い、いい気になるんじゃないわよ、サル！　あくまでも、稲葉山城を盗ったら恩賞自由、なんだからね！　こんなの手て柄がらのうちに入らないんだから！」

　五右衛門と一いつ緒しよになって泥まみれで石塔崩くずしに興じていた良晴が、さっそく合いの手を入れる。

「お前って、ほんとにかわいくねーな！　少しは俺さまの知恵に感動しろよ！」

「ふーんだ。こんなの、人間さまの知恵じゃないわよ！　理性を放ほう棄きしたサル知恵よ！　結局あんた、迷路から脱だつ出しゆつする道なんて見つけてないじゃない！」

「うるせー！　いいかっ、稲葉山城は必ずこの俺さまが奪うばい取る！　その時には〝恩賞自由〟の約束を忘れるんじゃねーぞっ！」

「えっ？……わ、わかったわよ……」

「天下盗りも、好きな男と結けつ婚こんしたいっていう夢も、どっちもあきらめるな！　俺が両方かなえてやる」

　恩賞を忘れるな、と剛ごう気きに叫ぶ良晴の両目が異様にぎらぎら燃えていることに気づいた信奈は、めずらしくもつい良晴の勢いにたじろいで、そして頰ほおをほんのりと染めた。

　浅井長政との縁えん談だん話に、憎にくまれ口ぐちを叩きながらも良晴が実は柄にもなく焦って慌てていることを、信奈もちゃんと知っていたのだ。




　石陣の迷路そのものが完全に破は壊かいされ、織田勢が間かん一いつ髪ぱつで激流に吞のまれることなくどうにか帰き還かんの途とに再びつくことができたこの時、信奈は馬に揺ゆられながら小声でつぶやいていた。

（もしかして……あのサル、恩賞としてわたしをよこせ、って言いだすつもりかも）

　だとしたら、どうしよう。

　一度口にした約束は撤てつ回かいできないし、でも、いくらなんでもわたしとサルとじゃ身分が違ちがいすぎるし……。

（ほんとにサルが稲葉山城を盗れば、一足飛びに部将に抜ばつ擢てきできるけど、でも……それでも家臣は家臣じゃないのよ。そ、それに、どこの誰だれだかもわからない奴やつだし、同じサルでも猿夜叉丸の浅井長政とは見た目も出自も月とすっぽん、比ひ較かくにすらならないわけだし……で、でも、あれで案外、頼たよりがいはあるかも……わたしの命を何度も助けてくれたんだし……あ、あ、あいつの夢は、天下一の美少女といちゃいちゃすることなわけで……って、ああもうっ！　なんで、わたしがこんなこと考えなきゃならないのよっ！）

　信奈が（しまった）と恩賞の大盤振る舞い宣言を後こう悔かいしてもじもじうろたえていることに、この時、後方で勝家と「手柄一番はどっちだ」と言い争ってどつき漫まん才ざいをしていた良晴は気づいていなかった。




　再び清洲城に舞い戻った信奈は、翌朝、家老の柴田勝家と丹羽長秀を呼び出した。

「ううぅ、サルごときについて姫ひめさまが我らに相談だなんて」

　サルめ姫さまに好かれている、ひいきされている、と勝家はますます良晴への怒いかりを倍増させる。

「さて、今度はどのようなケンカをいたしましたか？」

　一方、長秀は常識人で、奇き想そう天てん外がいな信奈と良晴の発想力にはついていけないが、それでもこの主と風変わりな異界からの新参者に信しん頼らいを置いている。

「ケンカじゃないの……あいつ、美み濃のを盗ったら恩賞自由の約束を忘れるな、って鼻息が荒あらいのよ……」

「なるほど。以前天下一の美少女を恩賞に与あたえると約束しながら、姫は相良どののもとへ幼いねねどのを贈おくりましたな。家族のいない相良どのにとっては愛らしい妹ができたのは良きことでしたが、しかしながらあれではほとんどだまし討ちです。十三点」

「そうなの……今度はちゃんと恩賞よこせ、ってうるさいの」

「ほう。またしても天下一の美少女をよこせと言っているのでしょうか？」

　ぽっ、と頰をほんのり桜色に染めながら、信奈が小声でつぶやいた。

「……わからないけど……もしかしたら、わたし、サルに結婚を申し込まれるかも……」

　こほこほこほっ!?

　げほげほげほげほっ！

　温厚な長秀も、勝家と一緒になって啜すすっていた茶を噴ふいた。

「いや失敬。いくらなんでもそんな恩賞には無理があります。姫は由ゆい緒しよある織田家の当主、相良どのは姫の家臣にして出自不明の風ふう来らい坊ぼう。結ばれる道理はありますまい、零点です」

「あ、あ、あのエロザル～！　とうとう、織田家乗っ取りの野望を露あらわにしたなぁ！　おのれ不ふ埒らち者、あたしが斬きってやるっ！」

「待ちなさい、六。もしかしたら、って話よ。まだ、そうじゃないかなって疑ってるだけよ」

「姫。いかなる根こん拠きよで、相良どのにそのような疑いを？」

「そうです、姫さま！　サルがそのような野心を抱いだいていると仰おつしやるその疑ぎ惑わくの根拠は」

　畳たたみに白い指でうねうねと「の」の字を書きながら、信奈が口ごもりつつも説明する。

「……ええとぉ。わ、わたしと長政の縁談を、とても嫌いやがってるみたいなの。サルってほら、口ではわたしのことかわいくないとか乱暴ものとか言うけど、実はわたしのためにあれこれ尽つくしてくれてるじゃない？　あのね。天下盗りも、好きな男と結婚したいっていう夢も、どっちもあきらめるな！　俺が両方かなえてやる……なんて凜り々りしい顔で言いだすんだもの。そ、それって、もしかしたら私に『俺の嫁よめになれ』って言ってるんじゃないかしら……なんて……だ、だとしたら、もう恩賞自由って約束しちゃったし、今度はもうごまかせないし、さ、サルがほんとに美濃を盗っちゃったら、ど、ど、どうしようかなって……ぶ、武士に二言はないわけだしぃ……」

「姫、それは相良どのの下げ克こく上じよう疑惑を追つい及きゆうしているのではなく、ただのノロケ話です。十二点」

　どんっ！

　柴田勝家、眦まなじりを怒りに吊つり上がらせて腰こしの刀を抜くと畳に突つき立たてて、「がばっ」と立ち上がった。

「ゆ、ゆ、ゆ、許せないっ！　ひひひ姫さまの、こんなへろへろに照れ照れなお姿を見せられるとはっ……！」

「……ま、まだ求きゆう婚こんされたと決まったわけじゃないのよ、六？　あくまでも、疑惑」

「サルめ～、戦には強いが色いろ恋こい沙ざ汰たにはとんとうぶな姫さまの心を、心を奪い取るつもりかぁ～！　長政よりもあいつのほうがはるかに危険だ！　斬るッ」

「もう。わたしの飼いザルを勝手に斬っちゃダメだって言ってるでしょう」

「そうですよ六どの。相良どのも今や立派な侍さむらい大将。斬り捨て御ご免めんというわけには参りませんよ」

「……わ……〝わたしのサル〟っ!?　もはや二人の仲は、そこまで……？　きいいいいい～っ！　あな悔しや！」

「え？　何を言ってるの、六？」

　だがしかし、信奈が恋する乙女おとめのような蕩とろけ顔で妄もう想そうしている方向には、なかなか事態は転がらないのである。







　　　巻ノ三　竹たけ中なか半はん兵べ衛え争そう奪だつ戦せん







　人間にも戦国武将にも相性というものがある。

　現実主義者の信のぶ奈なは、竹中半兵衛のような陰おん陽みよう師じタイプが大の苦手らしかった。

　ならば陰陽軍師の竹中半兵衛が美濃を守っている限り、信奈は稲いな葉ば山やま城じようを盗とれない。

　このままでは浅あざ井い長なが政まさと祝言を挙げて北きた近江おうみの援えん兵ぺいを借りなければならず、そうなればこれから信奈がいくら天下統一のために奮ふん闘とうして領土を切り取ってもそれらの領土も天下もことごとく長政のものになってしまう。

　しかし信奈が独力で美み濃のを併へい吞どんできれば、北近江のみを領有する浅井長政よりも織田家の国力のほうがはるかに上回る。さすれば、信奈が長政と結婚せずとも、対等の立場で同盟を結ぶことが可能になるはずだった。

　そう、良よし晴はるががむしゃらに目指している恩賞とは、

「長政と信奈の結婚を取りやめさせる」

　これだった。

　いくら天下統一のためだからって、信奈に愛のない政略結婚なんかさせたくなかった。

　あいつには、いつだって、自分の思うがままに、自由に生きてほしい。

　戦国大名・織お田だ信奈としての夢だけじゃなくて、一人の女の子としての幸せも追いかけ続けてほしい。

　そうでなきゃ、信奈が信奈でなくなってしまう。

　長政に「欲よく張ばりにも程がある。背負うもののない気楽な身分に生まれた子供の意見だな」と笑われようが、だからって何が悪い、俺のこの気持ちは絶対に間ま違ちがっていない、と、ほんとうに思う。

「たとえ信奈に嫌きらわれようが、出過ぎ者と[image: しか]しかられようが構わねえ！　この結婚話、俺が絶対に阻そ止ししてやる！」

「……犬いぬ千ち代よも同じ気持ち」

「俺たちはこれから半兵衛に接近する。そして半兵衛を織田家に誘ゆう降こうするんだ。ありていに言えば優ゆう秀しゆうな人材の引ひき抜ぬきだ、ヘッドハンティングだ！」

「……がんばる」




　──と、いうわけで。

　ここは美濃国。金きん華か山ざんこと稲葉山城の麓ふもとに広がる、井いノの口くちの町。

　良晴はお隣となりさんの犬千代を連れ、素す浪ろう人にんに化けてこの敵国の城下町へ密かに潜せん入にゆうしていた。

　信奈に無断で独断専行、目的は竹中半兵衛を味方につけることだった。

　信奈にいちいち「半兵衛を調略していいか」と伺いを立てに行くのも時間が惜おしいし、万が一にも「イヤよ。サルの国から来たあんたなんかに、人間さまを調略できるわけないでしょ」などといやみを言われてしまっては話がこじれる。

　二人が敵国の井ノ口までなにごともなく到とう着ちやくできた陰かげには、五ご右衛え門もんと川並衆の野や郎ろうどもの働きがあったことは言うまでもない。

　さて井ノ口に着いた良晴と犬千代の〈犬けん猿えんの仲良し二人組〉は、いきなり長なが良ら川がわ沿いの茶店『鮎あゆ屋や』を訪れた。

　五右衛門の情報通り。

　この日この刻こく限げんこの鮎屋で、

『竹中家仕官面談』

　が開かい催さいされている真っ最中だったのである。

　いよいよ正式に斎さい藤とう家に仕官することになり稲葉山城への初出仕が明日に迫せまる竹中半兵衛だが、郎ろう党とうに腕うで利ききの侍がおらず、新たな家臣が若干名必要となったという。

「浪人のふりをして竹中半兵衛の家臣となり、俺の熱き魂たましいの説得で織田方に寝ね返がえってもらう。完かん璧ぺきだ。完璧な作戦だぜ」

「……犬千代は、茶店に入るお金がない」

「任せておけ！」

　良晴のお給金は、月三十三貫文。

　侍大将というそれなりの身分にしては安いが、これは信奈が極きよく端たんに吝りん嗇しよくなためである。

　だが、良晴は戦国ゲームで覚えた利り殖しよく方法をそのまま実行していた。

　五右衛門に命じてこまごまと米の売り買いを続けているので、懐ふところはほどほどに暖かい。

　本来、尾お張わりの外で物の売買をしようとすれば、国くに境ざかいの関所で関せき銭せんを取られる。

　たとえば尾張の米を美濃の井ノ口へ持ち込む際には、美濃の関所を通らねばならず、斎藤義よし龍たつや美濃の国人の懐に一定の関銭が入るという仕組みなのだ。

　商業を発展させるために関銭を取らない大名といえば、東海ではかつての美濃の主・斎藤道どう三さんと信奈ぐらいで、たいていの大名は関銭で荒あら稼かせぎしている。

　で、この関銭が高いので、本来ならいくらこまめに米を売り買いしても赤字になる。

　しかし川並衆の連中は関所を通らず、忍しのびと野盗だけが知っているけもの道を通って国境を越こえるので、関銭を払はらわずに済むのだ。

　だから、各所で米の売買をこまごまと繰くり返かえすだけでも、けっこう儲もうかる。

　信奈にバレたら大目玉だが、「金がなくちゃ飯も喰くえねえし仕事も進まねえ」と良晴はお気楽に居直っている。

　その点、愚ぐ直ちよくな犬千代はいつもひもじい思いをしている。

　織田家を出しゆつ奔ぽんして放ほう浪ろうの旅を続けていた時には、食うものすら見つからずに野山をさまよい、半ば野生動物化していたらしい。

　犬千代の胸がいつまでもぺったんこなのも低タンパクな「うこぎ汁じる」ばかり食べてるせいだ……と思うと、良晴は「うっ、不ふ憫びんな」と涙なみだを禁じ得ないが、犬千代に心中を悟さとられたら臑すねをつねられるので笑顔を崩くずさない。

　というわけで、良晴は竹中家への仕官を志す貧びん乏ぼう浪ろう人にんたちでごったがえしている大広間席を通り過ぎ、最上階の特等席に陣じん取どった。金がある、と主張することで面接ポイントを大おお幅はばに稼かせげるはずだった。

　すでに半兵衛は浪人たちをどこかから眺ながめているかもしれず、ここは豪快に飲んで食ってお大だい尽じんぶりを発揮するべきところ。

「よーし犬千代。今日はごちそうをたらふく食おうぜ！」

「……お金、大だい丈じよう夫ぶ？」

「任せておけ、わはははは。清きよ洲す城下ではおおっぴらに使えねぇが、俺には秘密のへそくりがあるんだ。信奈には内ない緒しよだぞ」

「……泥どろ棒ぼう……？」

「違ちがう違う！　れっきとした商いで稼いでるのさ！　関所破りは繰り返しているがな！」

　犬千代が、大ぶりの朱しゆ槍やりを構えて立ち上がった。

「……関所破りをひっとらえる」

「待て待て！　破ってるのは敵国方の関所だけだ！　信奈は関銭を取らねぇからな！」

「……許す」

　再び、犬千代、着席。

「美味いものをいっぱい食って、勝かつ家いえみたいに胸を大きくしろよ！　おっぱいをでかくするためには、うこぎばかり食ってちゃダメだ。タンパク質と脂し肪ぼうを摂とらなきゃな！」

「……関かん白ぱくが死亡……？」

「違う違う。肉や魚や牛の乳を食えば、胸が膨ふくらむって言ってるんだ！」

「……噓うそつき。牛の乳なんか、飲めない。良晴は、犬千代をからかっている」

「いやいやいや。俺が暮らしていた世界では、女の子たちはさかんに牛乳を飲んでいた。だからみんなけっこう胸が大きかったぜ？」

「……牛の乳……臭くさそう……」

　どきどきどき。もしかしてほんとうに牛の乳を飲めば平らな胸が勝家みたいに……でも臭そう……そもそも、乳なんて赤ちゃんの飲み物……犬千代は赤ちゃんじゃない……ああでもこの平らな胸は確かに赤ちゃん時代のまま。

　乙女の欲よく望ぼうと不安の間で犬千代の心は激しく揺ゆれた。

　しかし、傍はた目めには、じーっと無言で正座しているようにしか見えない。

「いいから、さっさと鮎を食おうぜ、鮎を」

　次々と井ノ口名物の鮎料理が席に運ばれてくるのを見て、犬千代も「ぐぅ」と平らなお腹を鳴らしはじめた。

「……いただく」

「鬼おにの信奈もいねえし、今日はどんちゃん騒さわぎだ！　わはははは！」

「……美お味いしい。もぐ、もぐ」

　ひょいぱく、ひょいぱく。

　日ひ頃ごろから（お魚もっと食べたい）と渇かつ望ぼうしていたのだろうか、あるいは栄養を摂れば胸が大きくなるという期待ゆえか、犬千代は頭から鮎をかじって次々と丸まる吞のみしていく。

　前田犬千代。

　無口だが、食いっぷりは豪ごう快かいだった。

「……ふぅ……はぁ……鮎、美味しい」

「お前って、気持ちのいい食べ方するなあ。ういろうで餌えづけしたがる信奈の気持ちが分かってきたぜ」

「……もぐ、もぐ」

「ほーらほらほら。犬千代～。鮎をやろう、鮎を」
















「……ぱくっ」

　犬千代が釣つれた！　と良晴。

「もう一いつ匹ぴき、鮎をやろう～」

「……あ～ん」

「なんちゃって。これはお預けだ」

　鮎をひらひらさせながら犬千代の口から遠ざけると、

「……ぱく、ぱく、ぱく！」

　犬千代は、金魚のように口をぱくぱくさせながらその鮎を追いかける。

「──おもしろい！」

「……むかつく」

　ぎゅ──、と頰ほおをつねられた痛みで良晴は我に返った。

「……犬千代に餌えさをあげる暇ひまがあったら、そろそろ仕官面談に向かう」

「おう、そうだった！」

　ところで面談の席はどこだっけと立ち上がろうとしたところに、見かけない親父おやじがお座ざ敷しきに割り込んできて会え釈しやくしてきた。

　身なりは、なかなか良い。

　美み濃のではかなり高い身分の侍らしかった。

　顔つきは狷けん介かいそうだが、良晴と犬千代に敵意があるというわけでもなさそうだった。

　どちらかというと、腰こしが低く、愛想が良い。

　が、笑顔の裏で腹に一物ありそうな親父でもある。

「お若いの、半兵衛に仕官するために来られたのかな」

「おう、おっさん。俺は天下の素浪人・相良さがら良晴、こっちは弟の犬千代だ。あんた竹中半兵衛について知ってるのか？」

「……妹の犬千代」

「よく知っているとも」

「……い・も・う・と・の犬千代」

　親父は、犬千代が差し出してきた鮎料理を遠えん慮りよなくたいらげながら、しゃべりはじめた。

「わっちは、半兵衛こと竹中重しげ虎とらの叔お父じでな。父母をはやくに失った半兵衛にとっては育ての父じゃ」

「へえ。あんた、偉えらいお侍さむらいなのか？」

「わっちの名は安あん藤どう伊い賀がの守かみ守もり就なり。西美濃三人衆の筆頭にして斎藤家の元家老じゃが、今では楽らく隠いん居きよの身よ──なにぶん、わっちはかつて道三どのの片かた腕うでだったのでな」

　西美濃三人衆を遠ざけて東美濃の国人どもを重用する義龍どののもとではわっちの返り咲ざきは難しい。だが、幸いにもわが一族には切れ者の半兵衛がおった。半兵衛は誰だれに仕える気もなく晴せい耕こう雨う読どくの暮らしをしておったが……。

「ここは一族のため、半兵衛に出世してもらおうというわけよ」

　半兵衛は日本随ずい一いちの大陰おん陽みよう師じだが、それゆえに「兵を率いれば主君の斎藤義龍よりも力量は上」「あやかしの術師ゆえ家臣という枠わくには収まらない」といぶかしがる家臣も多い。そもそも、叔父のわっちが「蝮まむしの片腕」だの「毀き誉よ褒ほう貶へんこれあり反覆常無き御ご仁じん」と信用されてないのでな。暇をかこつわっちが半兵衛を操って美濃を奪うばい取るのではないかとの噂うわさも立っておる由。

「なんだよ。半兵衛の悪評の半分は、おっさんの性格のせいじゃねーか！」

「そこよ。明日はあの子の城への初出仕でな。しかし直属の家臣はおらずお供は驢ろ馬ばのような子馬が一頭だけ。決して侮あなどられぬよう、見栄えのよい侍や腕うでの立つ侍を侍らせてやりたいんじゃ」

「それで慌あわてて新規に家臣を召めし抱かかえることにしたわけか、おっさん」

「むろん、万一にも変へん事じあらば義龍の首を取れるような豪毅な侍であればなおよし」

「おっさん、そーゆー発言をするから怪あやしまれるんだろうが」

「いや万一の話じゃよ。だが……おぬしらは尾お張わり侍ざむらい、槍やり働きはいまいち期待できぬな」

　思わず、良晴は箸はしを落とした。

「どうして俺たちが尾張の侍だとわかった、おっさん？」

「その朱槍といい二人の派手な格好といい、美濃ものにあらず、尾張侍よ」

「めざとい親父だぜ。じゃあ、俺たちに仕官は無理か？」

「いや、雇やとうとしよう」

「マジでっ？」

「そちらの豪快な金の使い方が気に入った。槍働きも大切じゃが、銭の力も侮れぬ。道三どのも、これからは銭の力で国を盗とる時代じゃといつも言っておった」

　半兵衛は姿を見せぬままだったが──。

　どうやらこの安藤伊賀守が、鮎あゆ屋やに集まった新参者の品定めをしていたらしかった。




「さて、それでは半兵衛の部屋へ案内しよう」

　あれよあれよと仕官が決まり、二人は安藤伊賀守に案内されて半兵衛がいる奥の座敷に通された。

　妙みようだ。とんとん拍びよう子しに話が進む。

（安藤のおっさん、もしかしたら俺たちが信奈の家来だと見破っているかもしれねえな）

　罠わなにかけるつもりか、あるいは織田家とのつながりを作っておいて斎藤家と織田家の二ふた股またをかけようとしているのか。いずれにしても半兵衛に直接会わなければ調略誘降などかなわない。

　犬千代が、くいくい、と袖そでを引っ張って（あやしい）と視線で合図。

「虎こ穴けつに入いらずんば虎こ子じを得えずだ、犬千代」

　犬千代のお尻しりをたたいて、奥おく座ざ敷しきへ入る。

　そこには──。

　行商人の姿をした艶やかな美青年が一人、正座して待ち受けていた。

　この顔、どこかで見たことがあるような……。

「って、お前は浅井長政っ!?」

「貴様はサルッ!?　どうしてここに!?」

　お互たがいにまったく考えてもいなかった、尾お張わりのサルと近江おうみの猿さる夜や叉しや丸まるとの鉢はち合あわせ。

　わあわあ大変、とお座敷の料理をひょいぱくひょいぱく食べながら犬千代。

「お、俺は織田家を出しゆつ奔ぽんして今日から半兵衛どのに仕官することにしたんだ！　信奈みてえなうつけ姫ひめの下で毎日毎日ひょうたん投げられたり顔面踏ふまれたりする日々にはおさらばさ、へっへ！」

「……そうか。ちなみに私は浅井長政などという御仁ではない。近江商人・桝ます屋やの一子、猿夜叉丸。父の代より薬の行ぎよう商しようで財をなし、このたびお家から侍を出そうという話となり、嫡ちやく男なんの私が竹中さまにお仕えすることに」

「黙だまれよこら。水み戸と黄こう門もんかよ。何が薬の行商だ、お前は浅井長政だろーがっ！」

「浅井だか薊あざみだか知らぬが、断じてお人ひと違ちがい」

「だいいち、なんで近江商人が俺と顔見知りなんだよっ!?」

「顔は知らぬが、珍ちん妙みようきわまりない尾張のサルこと相良なにがしの噂は、わが近江にまで鳴なり響ひびいているのでね」

「きーっ！　ああ言えばこう言う！」

　安藤伊賀守が、いがみあう良晴と長政をわけながら宣言。

　実家に銭の倉が三つあるという近江商人の猿夜叉丸どの。そして豪快に遊ぶ銭を持っておられる尾張の浪ろう人にん・相良良晴どのと犬千代どの。

　わっちは、このお三方を半兵衛の家臣として雇うことに決めた。

「待てやおっさん！　あんた、金を持ってそうな順に雇っただろ！　はじめから銭目当てだなっ」

「……気のせいじゃ」

「それにそいつは近江の大名・浅井長政だぜ！　何を企たくらんでいるのやらさっぱりわからねえ、こんな奴やつを雇っちゃダメだ！」

　浅井長政が「ふ、ふ、ふ」と余よ裕ゆうしゃくしゃくでせせら笑う。

「何を根こん拠きよにそのような。そちらこそ織田家を出奔したとは真っ赤な噓。実は信奈どのの命令で半兵衛さまの暗殺でも企くわだてているのではありますまいか、サルどの」

「きぃ～！　この馬ば鹿か野や郎ろうが、信奈が暗殺なんて命じるかっ！」

「それはどうかな。信奈どのとやらは半兵衛さまの神算鬼謀な采さい配はいぶりにご苦労されているご様子──このままでは浅井家に輿こし入いれすることになると焦あせって、敵将の暗殺などという下策を」

　ごんっ！

　思わずかあっと全身が熱くなった良晴は涼すずやかに笑っている長政の顔面へと拳こぶしを繰くり出だしたが、ひらりとよけられて檜ひのき造づくりの大柱を殴なぐりつけていた。

「いてえええ、俺の拳が、拳がああああ!?」

「……良晴。少し落ち着く」

「それでは、わっちは下の階に集まっている貧びん乏ぼう浪人どもを解散させるとする。銭もない食い詰め浪人など雇ってもうまみがないからのう。じきに半兵衛が参るであろう」

　安藤伊賀守は、奥座敷での騒ぎを気にかけることなく、ひょいひょいと廊ろう下かを渡わたっていく。

「ああそうそう。命が惜おしくば、決して半兵衛を怒おこらせぬようにな。切れると何をしでかすかわからぬからな」

　……猿夜叉丸が浅井長政であろうともいっこうにかまわない、むしろ大だい歓かん迎げいであるかのようだった。

「あのおっさん、食えねえな……織田家と斎藤家を二股かけるどころか、浅井家まで天てん秤びんにかけてやがる。一番高く買ってくれる大名に半兵衛を売り込むつもりか？」

「……これ以上互いの詮せん索さくはよさないか、サル」

　長政が小声で話しかけてきた。男のくせに妙に吐と息いきが甘いのは、女たらしの香こう木ぼくでも焚たきしめて衣につけているからだろうか。どこまでも俺さまのモテモテハーレムの野望を邪じや魔まする野郎だ。良晴は思わず「ちっ」と舌打ちする。

「サル。どうせ貴様も私と同じく、半兵衛を誘降するために来たのだろう？　このままでは共とも倒だおれ、半兵衛の前では互いに近江商人と尾お張わり浪人のふりをしていようではないか」

「長政、お前にしてはいい策だな。その話に乗ってやろう……しかし半兵衛を味方につけるのはこの俺だ！　っていうかお前、信奈より先に自分で美濃を盗ろうとしてこんな真ま似ねしてるんだろう？　汚ねえぞ」

「私は、狙ねらった城と娘むすめは必ず落とす主義なのでね。信奈どのも、貴様のような小こ汚ぎたないサルにいつまでもつきまとわれて婚こん期きを逃のがすよりはさっさと私の奥方となったほうが幸せだろう」

「犬千代。朱しゆ槍やりを貸せ。やっぱ、こいつを刺さす」

「……良晴。ここは耐たえる」

　三人が喧けん々けんごうごう、顔をつきあわせて挑ちよう発はつ合戦を続けているそんな最中。




「お初にお目にかかる。いかにも、俺が竹中半兵衛重虎」




　いったいいつの間に現れたというのだろう。

　奥座敷のど真ん中に、白面長身の青年が一人、ごろりと寝ねそべっているではないか。

「うわああああっびっくりしたっ!?」

「この私が気配を感じ取れぬとは？　いつの間に？」

「……腰が、抜ぬけた」

　ついに姿を見せた、竹中半兵衛。

　おおむね、戦国ゲームで見てきたキャラのイメージ通りだった。

　年の頃ころは、三十歳いくかいかないか。

　もしかしたらもっと年下なのかもしれないが、年ねん齢れい不ふ詳しようである。

　まるで狐きつねのような細面に吊つり上がった長い目は、謎なぞに満ちた陰陽師にふさわしい。

　肌はだの色は透すき通とおるように白く、細身の体には浅黄の木綿もめん筒つつ服をゆったりと羽織っていた。

　ごろりと寝転ぶ半兵衛の脇わきには、二本の角が伸のびている一いちノの谷たにの兜かぶと。

　名軍師・竹中半兵衛の象しよう徴ちようともいえる武具である。

　良晴と犬千代そして長政に前後を取り巻かれても、半兵衛は知らぬ顔で寝転んだままだ。

「俺は相良良晴、そっちの頭に虎とらを載せてる子が弟の犬千代」

「……い・も・う・と・の犬千代」

「私は近江商人桝屋の一子、猿夜叉丸。しかし……半兵衛どのは実はおなごらしいと聞いていたが……」

「ふ、ふ、ふ。俺はこの通り、水もしたたる美男子だ。あなたと違ちがっていささか歳は食っておるがな……あてが外れたな、浅井長政どの」

「くっ、最初からすべてお見通しというわけか」

　長政は歯がみした。半兵衛がうら若い女性なら、自分の美び貌ぼうと男ぶりで心を籠ろう絡らくして寝返らせることができると踏んで自ら井いノの口くちまで乗り込んできたのだろう。

　しかし、もっと悔くやしげに歯がみしている男がここに一人。

「きぃっ。分かったぞ長政！　お前は今までもこうやってあちこちの家に入り込み、次々と女の子を騙だまして領地を広げてきたんだな！」

「猿夜叉丸だ。私は誰も騙してはいない。どの娘も私に抱ほう擁ようされると幸福そうにしていたぞ──信奈どのを抱擁でもしようものなら即座にお手討ちになるであろう不細工な貴様と一いつ緒しよにするな」

「待てよコラてめえ信奈に抱擁なんざしたら殺すからな！」

「ひとたび私が接せつ吻ぷんでもしようものなら、おなごどもはそれはもう桃とう源げん郷きようのここちに──」

「やっぱり槍やりを貸せ、犬千代！　ここで最終決戦だ！」

　信奈とやらを巡めぐるケンカはあとにしませんか、と寝たまま大あくびする半兵衛。

　出で立ちは風ふう雅がだが、かなりだらしがないらしい。

「その通りだけど、話に入る前に起きろよ半兵衛」

「俺はこれにてけっこう。起きると、くたびれまする。寝る姿勢は肝の臓に良い」

　どこかのＢＬゲームのイケメン声優みたいな声だな……と良晴は思った。

　長政はしばらく事態を静観する構えに入り、無言で奥座敷の片かた隅すみに正座し直した。

　半兵衛を誘降する次の一手を巡らせているのだろう。

「お三方。遠路はるばる、井ノ口までよくぞお越こしなされた。まずは、みたらしだんごと粗そ茶ちやをどうぞ」

　半兵衛が大たい儀ぎそうに手を叩たたくと、町娘姿の美少女が一人ふらりと部屋に入ってきて、だんごを山と積み上げた。頭に、オオカミの耳がぴょこんと飛び出している。

「おおっ。かわいい狼おおかみっ子だなぁ」

「……むっ。狼より、犬のほうがかわいい」

「その娘は、わが式しき神がみの『後ご鬼き』ですよ」

「式神って、安あ倍べの晴せい明めいが使役していたって言われているあの式神か？」

「左様。我が始祖・晴明公をご存じとは、意外と相良どのは物知りと見える」

「いやあ俺が暮くらしていた未来では安倍晴明が流は行やっててさ」

「ほう、未来人とは面白きお方だ。陰おん陽みよう道どうなどはすでに滅ほろびつつある古きものであると思っておったが、未来において流行るものなのか」

「大流行だよ。でも、どうして式神の後鬼が狼っ子なんだ？　そもそも彼女は人間なのか、それとも妖よう怪かいなのか？　ぜんぜん鬼には見えないけれど。っていうか尾お張わりには妖怪も幽ゆう霊れいもいないぜ」

　それは尾張は異い邦ほう人じんが行き交う港町にて人々の心が銭や商品に夢中であるからよ、と半兵衛は狐のような笑みを浮うかべた。

「え？　どういうことだ？」

「この世界の万物は陰と陽から成っておる。陽とは実体すなわち『物』。陰とは実体を持たぬ『気』だ。陰陽道をはじめとするいにしえの呪じゆ術じゆつで用いる呪しゆや言こと霊だまは、この気の力を操作する技よ。しかし今の世では陰の力は徐じよ々じよに廃すたれ、陽すなわち実体の力が圧あつ倒とう的てきなのだ。そしてこの、人間が増えるとともに気の力が弱まり物が持つ力が強まる流れは、不可逆的なものだ」

「むむむ。陽とは？　つまり、物質ということか？」

「おそらくお前の未来語で言えばそういうことになろう。平安王朝の時代では、今の戦国の世よりもずっと気の力が強かった。ゆえに、肉体という器を失ったのちも、死んだ人間の強きよう烈れつな怨おん念ねんは四散することなく呪というかたちでこの世に容易に留まったのだ。それが、怨おん霊りようや鬼や妖怪や幽霊よ。怨念を抱いだいた人間の魂たましいは死後容易に怨霊となり、人々に災いをもたらす。ゆえに坊ぼう主ずや修験者どもが法力を用いて、陰おん陽みよう師じが術を用いて、あるいは神社の神官どもが社に怨霊を封ふうじて、あの手この手でそれらを調ちよう伏ふくしあるいは成仏させねばならなかったわけだな」

「妖怪や鬼も、もともとは人間だったということか？」

「希に『物』や『植物』や『動物』が『付つく喪も神がみ』や『物ものの怪け』などになることもあるが、たいていは人間あがりだな。人間の念の力は強烈だからな──自らの怨念のために怨霊になった者もいたが、生前に時の権力者に逆らったために『人外』の名を、呪をかけられて生きながらに『憑つかれた』者たちもいた。大地の気が弱まった今の世ではもはや用いられぬが、人としての名を奪うばって人外の名を与える呪術はかつては強力であったからな。狐、狸たぬき、狼、猫ねこ、蜘く蛛も、烏からす、河童かつぱ、熊くま、犬、鬼など、人外の名を与えられた者の一族は村や人里から排はい除じよされて山の中や川辺での暮らしを余よ儀ぎなくされた。中には、ほんとうに自らの呪である動物の力を取り込んで、生きながらに半人半獣じゆうの存在となっていった者たちもいた。たとえば人が呪のろわれて生きながらに鬼になっていく過程では、半人半鬼の『生なま成なり』の姿を経る」

「狐憑きとか犬神憑きと言われるあれか!?」

「うむ。犬に憑かれたものは、犬神の一族に。烏に憑かれれば烏からす天てん狗ぐに。猫に憑かれたとある一族は本猫寺一族となった。後鬼は狼憑きよ。そしてわが陰陽道の始祖である安倍晴明公は、いわゆる狐憑きであったらしい。俺もこの面構えゆえに狐憑きと言われているがな」

「それじゃ、狸耳の飾かざりを頭につけている松平元康は狸憑きの一族なのか？」

「あれは狸を拝んでいるだけだ。何代目までかは強かった狸憑きの血が、代を重ねるごとに薄うすくなったのであろう。半人半獣の血は、大地の気が弱まるとともに年々薄まっている。生身の人間として半人半獣の血と力を保持できている一族は、今では大坂石山の本猫寺一族くらいであろう」

「石山にある寺は、本願寺じゃなかったっけ？」

「いやいや本願寺ではない。みな本猫寺と呼ぶぞ。当主が猫憑きだからな。ともあれ半人半獣の身であろうとも、この世の生命は肉体が朽くちれば必ず死ぬ。だが、強い呪と怨念を持つ者は死後も呪そのものとしてこの世に留まる──こうなるともはや人間ではない。肉体がないのだからな。死ぬこともない。呪というかたちによって縛しばられ塊かたまりとなった気が四散しない限りはな。それが怨霊や鬼と呼ばれるものどもだ。生前の人としての心と怨念が残っていれば怨霊、それらを忘れ去って呪そのものになればそれは鬼だ。また、動物に憑かれた半人半獣の者が霊れいになれば、見た目もその動物に近づく。これがつまり妖怪だな」

「ということは後鬼は式神なのか、それとも妖怪なのか？」

「どちらでもあるといえる。肉体を持たぬ呪だけの存在となったあやかしのものどものうち、陰陽師と契けい約やくして仕えているものを、式神と呼ぶのだ。つまり式神とはあくまでも立場の呼び名だ。中身は鬼、怨霊、妖怪なのだよ。ゆえに式神の扱あつかいを誤れば、術者自身がたちどころに身を滅ぼす。陰陽師自身の力によって、扱える式神の格も異なる。分不相応にもおのれの力を超こえるあやかしを召しよう喚かんして契約に失敗すれば、死だ」

　後鬼は無表情のままだんごを運び終えると「ぱたぱた」となぜか嬉うれしそうに狼耳を上下させ、すっ……と部屋から出て行った。

「うーん。そんな怖こわい子には見えないなー。しかも、めちゃくちゃかわいい。なにしろ獣耳には、人間の女の子とはまた違った風情がある。あれが飾りではなくほんとうの狼耳だなんて、萌もえるな」

「ちなみに、あれでも霊れい力りよくは強いぞ」

「待てよ半兵衛？　それじゃあ式神を大量に雇やとえば、俺さまは獣耳の女の子たちを従えるモテモテハーレムの主に!?　藤とう吉きち郎ろうとのおっさんの約束を果たせるってことか？」

「はあれむとは、酒池肉林の後宮のことか？　……はあ、おぬしのような男は初めて見るぞ」

　浅井長政がしれっとした顔で睨にらんできたので、良晴は「げふんげふん。今の発言はなかったことに」と咳せき払ばらいして、仕切り直した。

「半兵衛。式神を大量に雇って合戦に投入すれば、最強じゃないか!?　もしかしてお前、式神を織田家との合戦に投入していたのか？」

「横着を言うな相良良晴。大地の気は弱まったと言ったではないか。今の怨霊や式神は、一昔前のように紫し宸しん殿でんに雷かみなりを落として政敵を殺したり、丑うしの刻参りを行って憎にくい恋こい敵がたきを呪殺したりするような派手な真ま似ねはできぬ」

「むむむ昔はできたのかよっ!?」

「昔はな。だが、気の力は年とともに弱まっておる。特にここ数十年で一気にな。日ノ本中に人間が満ちあふれ、田畑を開かい墾こんし、銭の流通を増やし、ついには種子島のような南なん蛮ばんの兵器をも量産しはじめたからであろうな。この流れは一方向的なもので、逆行することはない。いずれは怨霊も陰陽師も消え去るのさ。だが、怨霊どもの力が弱まりながらも消しよう滅めつしきってはいないことが、乱世の原因のひとつともなっておる。都を守護する陰陽道の総そう帥すい・土つち御み門かど家などは都の防衛という任務を放り投げて若わか狭さへ避ひ難なんしたきりだ。それ故に今の都は怨霊に乱され放題となっているのさ」

「あんたの力はしかし、強いんだろう？」

「まあ、他の陰陽師に比べれば強いな。だが召喚できる式神の数と格とその力は術者の技量のみならず、その時代時代、その土地ごとの気の強さによって限定される。なぜならば身体からだを持たぬものは、呪のみの存在は、大地の気を取り込まねばこの世に顕けん現げんできぬし、連続して顕現できる時間も限られる。発現させるのに諸条件を要する気の力は、ただそこにあるだけで力を発現する実体には敵かなわぬ。そうでなければ陰陽師が天下を盗とっておるさ。しかも気の力は時代とともに減っている──もう『姫ひ巫み女こ』が『気道』を為なして『やまと国』を統治した神話の時代とは違う」

「……今の世は、平安王朝から中世へと続いた怨霊の世から、新しい人間の世に切り替わりつつある時代の転てん換かん期きってことか。そのために社会に混乱が生じているわけか」

「お前のサル語は時々わからんが、まあそういうことだ。この世界は、薄うす暗ぐらいあやかしと呪と怨霊の世から、いまや人間の世に変わりつつあるのだ。この百年に亘わたる戦乱は、いわば産みの苦しみよ」

　はたしてこの俺が今さら古くさい昔の世に美濃を返そうとしている斎さい藤とう義よし龍たつに仕えてやることに意味があるかどうかは疑問だな、だが理のみを信じ神仏を畏おそれぬと豪ごう語ごする織田信奈が俺を乗り越えられぬのではまだまだ人間の世など来ないということであろう、と半兵衛は笑った。

「南蛮の最新兵器を戦に導入しているにもかかわらず、信奈はあんたに、竹中半兵衛に手も足も出ない。陰陽師の力は弱まっているのだろう？　それなのに、なぜだ？」

「それはあくまでも俺の『兵法』の力、つまり軍配者としての知ち恵えの勝利であって、式神や鬼とは無関係さ。せいぜいが合戦の際に陰陽道の術を用いて多少の霧きりを呼び起こした程度よ」

「じゃあ、やっぱり強いんだろうが！　あの霧が伏ふく兵へい戦術や迷路戦術の決め手なんじゃねーか！」

「いや。霧などは術を用いずとも、天候を読めれば誰にでも扱える。織田信奈が桶おけ狭はざ間まで雷らい雨うをわがものとしたようにな。もっとも、俺は少々派手にやりすぎた。斎藤義龍とその寵ちよう臣しんどもが俺をすっかりあやしみ、竹中半兵衛の戦は面めん妖ようすぎると動どう揺ようする国人たちの統制が取れなくなったおかげで、俺は大魚を逸いつした。長良川では道三に逃にげられ、必殺の十面埋伏にも失敗したぞ。戦には人の和、主従の阿あ吽うんの呼吸が必要よ。軍師が立てた策だけでは完かん璧ぺきには勝てぬ。今の美み濃のには人の和がない。美濃と尾張の合戦は長引くであろうな」

「そうかな？　あんたはどうも、道三の爺じいさんや信奈を本気で殺しに来てなかったような気がするんだが……なにしろあれほどの負け戦を二度もやらかしたのに、織田軍の兵はほとんど死んでねえ。まるで竹中半兵衛は信奈を試して、戦国武将として育てようとしているかのような」

「そうかもしれぬな。『竹中半兵衛』は血を好まぬしな。お前はサル憑きにしては意外と愚ぐ物ぶつではないらしい。ふふふ」

「こらっ半兵衛！　俺はサル憑きじゃねえー！」

　半兵衛の話をじっと聞いていた浅井長政が「つまり半兵衛どのはあやかしの術を用いる古き時代の陰陽師の末まつ裔えいであり、同時に人の世の戦をも学んだ天才軍師でもあるということか……恐るべきお方だ。これは是ぜが非ひでも半兵衛どのを調略せねば稲葉山城は落とせそうにないな」とつぶやき、良晴と犬千代も思わず同意してこくこくとうなずいていた。

「しまった！　長政なんかに同意しちまったむきい！」

「まあともあれ、遠路ご苦労。皆みなの衆、八丁みそをたっぷりとかけただんごをどうぞ」

　言われてみれば気が利くことに、後鬼が持ってきたこのだんご、ただのみたらしではない。三河名物の八丁みそをたっぷり塗ぬってある。

　その上、美お味いしそうに湯気を立てているお茶までも、なみなみと器に注いである。

「俺の好物、飛ひ驒だ特産のみたらしだんごだ。飛驒は米があまり美味しくない。ゆえに、わざわざ米をだんごにして食べる者が多いのだな。ちかごろはこの美濃でも流行っておりまする」

　半兵衛が得意げにだんご講こう釈しやく。

「なぜなら稲いな葉ば山やま城じようは水の手が少ない山城。炊くのに水を使わねばならない米は籠ろう城じよう時に食えぬ、ゆえに手軽に食せる保存食としてみたらしだんごを数かず多おおく貯蔵しているというわけだ」

「いやぁ喉のどが渇かわいてたところなんだ、いただきますっ！」

「……だんご、美味しそう。ぱくっ」

　良晴と犬千代は夢中でお茶とだんごにぱくついた。

　那古野めしが苦手な長政は「私はちと、みそだんごは……」と眉まゆをひそめて口をつけない。どうして、尾お張わりの人間は甘いだんごに苦いみそを塗って食うのだろう。理解できない。

「長政も食えばいいのによ！　うめえ、うめえっ！　このお茶の微び妙みような生温かさが、疲つかれはてた胃い袋ぶくろにちょうど優しいお湯加減っ！」

「……めえ、めえ。みそだんご、ほろ苦くて美味しい」

　竹中半兵衛。かなりの変人だと聞いていたし、見た目は狐きつねの妖よう怪かいじみているが、どうしてどうしてけっこういい奴じゃないか。信奈に味方してほしいとの俺らの願いも、話せばわかってくれるかもしれねえ。

　良晴と犬千代がほくほく笑顔でうなずきあった。

　だが。

「くっくっくっ、あーははははっ！」

　うまいうまいとお茶を飲み続ける良晴、そして頰ほおにみそをつけてだんごを頰張る犬千代の二人を交こう互ごに指差しながら、半兵衛は人が違ったように大笑いをはじめた。

　京の公家風だった端たん整せいな顔が崩くずれて、口がばけもののようにニタァと大開きになっている。

　ぎょっ、と良晴と犬千代、そして長政が顔を見合わせる。

「あはははは。わが『十じゆう面めん埋まい伏ふくの計』と『石せき兵へい八はち陣じん』を破った尾お張わり侍ざむらいには期待していたが、この程度のいたずらにあっさり騙されるとはなんと愚おろかな！　げたげたげた！」

「って、半兵衛の顔が完全に狐化してるっ？　恐こわいっ、犬千代っ」

「……ひしっ」

　気がつけば、半兵衛の顔はすっかり狐に。とがった口元からは狐ヒゲ。尻しりからは尻尾しつぽ。

　ぱっくりと開いた大口からは、牙きばが見みえ隠かくれする。

　二人は震ふるえながら、抱だき合あった。

「面めん妖ような!?　まことの狐憑つきであったか!!」

　長政も思わず、刀の柄つかに手を添そえる。

「いいいいたずらって、ままままさかお茶とだんごに毒でも盛ったのかっ？」

「……そういえば……お腹、痛い……良晴」

「俺も、どんどん気分が悪くなってきた……！　喉に、妙みように後味がひっかかる……！」

「ただのいたずらだ、毒ではない」

　狐面づらの妖怪と化した半兵衛、ニタリと笑って体を起こした。

「陰おん陽みようの術でめくらましをしたまでのこと。そなたらがお茶だと思って飲んでおったのは、実は馬のゆばり。だんごに塗ったみそは、馬の糞ふん」

　げほげほげほっ！

「うげえええ～！　ななななんてもの飲ませやがる～！」

「……いっぱい、食べちゃった……犬千代は、腹を切る」

「落ち着け犬千代、腹を裂くんじゃねえっ糞だんごを戻もどせっ口から出せっ」

「……かほどの恥ち辱じよくを受け、生きて姫ひめさまに合わせる顔がない」

「落ち着け、当分の間信奈と間接キスしなきゃ済むだけの話だ！」

「……おええ。おええ……ダメ、吐はけない」

　よかった……食べなくてよかった……と長政は震えながら一人で安あん堵ど。

「げたげたげた」

「てめえぇ～、よくもこんな真似を！　俺は怒おこったぞっ」

　知らぬ顔のまま、狐顔の半兵衛が驚おどろくほどに長い舌をぺろりと出した。

「ほう。調略の使者が、俺を斬きる？　これは笑止」

「ぐっ……」

「相良良晴、浅井長政。その糞だんごを残らずたいらげて土下座すれば、俺は斎藤家を辞してそちらに仕官してやってもよいぞ。いかがする」

　長政がつぶやく。わわわ私は、ええと、ううむ。これさえ食べれば信奈も尾張も自分のもの。しかし……みそだって嫌いなのに、こんな……こんなものは……。

「いや待て、みそも糞も発はつ酵こう物という点では同じ。人が食ったものが腐くさっているか、食われる前の大豆が腐っているかだけの違いと考えれば……って、同じなわけがあるかっ！　わ、わ、私は、う、う、ううむ」

　長政は冷ひや汗あせを流しながら腕うで組ぐみし、だんごを前に果てしのない長考に突とつ入にゆう。

　良晴も頭を抱かかえて、「おぇっ」とえずきながら考える。

「もう俺はがつがつ食っちまったからな……毒を食らわば皿まで……で、でもよ、糞だと知ってしまった今となっては……口に入れた瞬しゆん間かんにまとめて全部戻しちまいそうだ……！」

　さあ──信奈のために糞だんごを食らうのはどっちだ？

　究極の選せん択たく！

　う、う、う。

「ええい！　尾張のサルなどに負けられるか……ご免めん！」

　野望のためならば！　意を決した長政がだんごの串くしを手にして、口を開いた！

　良晴は追おい詰つめられた！

「くそっ！　ここで俺が負けたら、信奈がこいつと結けつ婚こんしちまう……！」

　武士の体面も男のプライドもかなぐり捨てて糞だんごをたいらげ、いけすかない狐半兵衛に土下座するか、それとも、ああ、それとも。

（妖よう怪かい変へん化げ相手に糞まで喰くらって平伏するなんて、男のやることじゃねー！　で、でも、でも、ここで俺が頭を下げなきゃ、信奈が、信奈が……！　ええいっ！）

　良晴が迷いに迷っている様をみた犬千代、手元の朱しゆ槍やりをさっと握にぎって、いきなり半兵衛の胸めがけて踏ふみ込んだ。

「……えいっ」

　ぐさっ！

　こーんと一声鳴いて、狐半兵衛はもんどり打って倒たおれてしまった。

　なんというまねを！　だんごを放り出して、長政が狐半兵衛のもとへ駆かけ寄る。

「い、息が絶えている……！　貴様ら、やはり最初から半兵衛どのを暗殺するつもりで」

「……違う」

「いいい犬千代、刺さし殺してどーすんだよっ!?」

「……相手は妖怪変化だし……それに姫さまのためとはいえ、糞だんごを喰らって土下座する良晴なんて見たくない」

「だからって……！」

「……良晴」

「なんだよ!?」

「もののふには、頭を下げていい時と悪い時がある。同じ頭を下げるにしても、卑ひ屈くつになってはならない、矜きよう持じを捨ててはならない。そんなことをすれば良晴はもののふではなくなる。良晴は姫さまを心配するあまり、自分を見失っている」

　めずらしく頰を紅潮させて長なが台詞ぜりふをつぶやきながら、犬千代は倒れた半兵衛を槍で突ついて裏返したり持ち上げたり。

「言葉の意味は正しいが、お前も糞だんごを食わされた怒いかりで自分を見失っているように見えるのはなぜっ!?」

「……気のせい」

「しかもまだ息があるかどうか確かめたりして、けっこう執しゆう念ねん深くないっ？」

「……考えすぎ」

「どうすんだよっ、浪ろう人にんと偽いつわり半兵衛を騙だまし討うちにしました、って信奈に報告すんのかよっ？　信奈の評判ガタ落ちだぜっ？」

「……はっ。しまった」

　おかげでだんごを食わずにすんだのはありがたいが、私はしかとこの眼で見た、この一件を諸国に言いふらす、と長政。

「まずいぞ犬千代っ！　は、は、半兵衛を、い、い、生き返らせろっ！」

「……もしもし、半兵衛どの。つん、つん、つん」

　……。

　……。

　……。

「……槍で突いても知らぬ顔で返事がない。しかばねのよう」

「た、た、たぬき寝ね入いりをしているだけだっ！　これほどの陰おん陽みよう師じが、こんなに簡単に死ぬわけないだろっ？」

「……狐が、たぬき寝入り。傑けつ作さく。ぷっ」

「ウケてる場合じゃねえんだよっ！」

「……良晴。犬千代と一いつ緒しよに逃にげて、上かみ方がたで漫まん才ざい師しになる？」

「甘くねえ！　上方のお笑いは、お前が考えているほど甘くねえ！　十年早いんだよ！」

「……がーん」

　さて、どうしよう。

　犬千代と良晴が、仲良く頭を抱えて畳たたみの上にへたりこむ。

　長政も「しまった。これでは私自身も半兵衛暗殺に関わったようにしか見えないではないか！」と気づいて座り込んでいる。

　だがそんな三人がふと気づくと、狐半兵衛の死体がきれいさっぱり幻まぼろしのように消しよう滅めつしていた。

　代わりに、金色に輝かがやく小こ椎じいの花が一輪、畳の上にちょこんと置かれている。

「あ、あれれ？　どうなってるんだ犬千代？　半兵衛は？」

「……おかしい。畳に血が一滴もついていない」

「いたぞ、そこだ！」

　室内にもう一人いる！

　浅井長政、颯さつ爽そうと懐ふところの小刀を繰くり出して奥の柱へと投げつけた。




「……きゃっ……い、い、い、いぢめないで……ください……」




　腰こしを抜ぬかしたのだろう。

　柱の陰かげから、ころり、と小こ柄がらな女の子が前回りしながら良晴たちの足下へと転がってきた。

　ちんまりした犬千代よりも、ずっと華きや奢しやで小さい。

　黒目がちの瞳ひとみが大きく、まつげが長く、「子こ栗り鼠すのような」という言葉がぴったりの儚はかなげな少女だった、が、

「……いぢめないで……くすん、くすん」

　と泣き泣き、「大だい丈じよう夫ぶ大丈夫いじめないよ」と思わず条件反射であやそうとした良晴の眉み間けんめがけて「えい」と腰の名刀「虎とら御ご前ぜん」を抜き放はなちつつぶん投げてきた。

　危うくブリッジして身体をのけぞらせ、間かん一いつ髪ぱつ難を逃のがれた良晴、思わず悲鳴。あと、ちょっと漏もらした。

「うおおおおおっ!?　あぶねえええええっ!?」

　びくうっ！　と少女が身を縮めて、ますます怯おびえる。

「……あうぅ……や、やっぱりいぢめるんですね……いぢめたくなったでしょう……くすん、くすん」

「いやっ、いじめないからっ！　だから不意討ちはやめてっ！」

「こ……声が大きい男の人は怖こわいです、いぢめられます……ぐすん、ぐすん……」

「あああ悪かった、俺が悪かった。俺は怒ってないよ～。君の味方だよ～。怖くないから落ち着いて涙なみだを拭ふいて……さあ敵意のない証しよう拠こだ。君の刀を返そう♡　ほら握って♡」

　なんだか良晴の口調がいやらしい、と犬千代が眼を細める。

「どこがどう嫌いやらしいんだよっ？」

「……子供相手に、どことなく。そこはかとなく」

「考えすぎだよっ!?」

「……うぐぅ……わたしは、十四さいです……」

「ほら見ろ犬千代。この子はもう大人のレディだぜ？」

「……大おお殿とのの霊れい泥でい……？」

「くすん……ありがとう……とお」

「だから、いきなり泣きながら斬りつけてくるなよっ!?」

　犬千代が「危ない」と少女が手にした刀を取り上げた。

「……この刀は音に聞こえる名刀〝虎御前〟。ということは、この子が、ほんものの竹中半兵衛」

　犬千代が、こくり、とうなずいた。

　良晴と長政がいっせいに声をあげる。

「えええっ、この泣き虫の女の子がっ？　あの信奈が手も足も出ない──」

「天下に名高い大軍師・竹中半兵衛だと。信じられぬ」

　良晴にはまだちょっと信じがたい。確かにこの子は顔色が青白くて病弱そうという、史実に伝わる竹中半兵衛の特徴を備えている。だがそれにしても、ほんとうに……？　あの恐おそるべき「十面埋伏の計」と「石兵八陣」をこのべそをかいている幼い女の子が……？

「……はい、そうです……わたしが竹中半兵衛です。いぢめないで……くすん、くすん」

　長政は（庶しよ民みん顔のサルは子供になつかれやすいと見える。はたしてサルより先に半兵衛を籠ろう絡らくできるだろうか）と唸うなり、良晴は（やべえ、ねねより手がかかる）と慌あわてふためきとにかく半兵衛の頭をなでてなでてけんめいに半兵衛の警けい戒かい心を解こうとする。

　いよいよ手つきまでいやらしくなってきた、と犬千代。

「くすん。もうおいたはしません。ですから、いぢめないで……えいっ。ぺたっ」

「ドーマンセーマンのお札を俺の額に貼はるんじゃねえっ！」

「こーん！　竹中半兵衛の影かげ武む者しやこと前ぜん鬼き、ただいま復活にて候！　相良どの、お覚かく悟ご。がぶっ」

「ちょ。お前、さっきの狐きつね半兵衛じゃねーか！　いきなり式神を繰り出すなよっ!?　痛い、痛い痛い痛い！　血がっ？　俺の首筋から血がああっ!?」

「ほら……怒おこってます。やっぱり、怒ってます。しくしくしく……」

「こら───っ!!!!　お前が俺を怒らせてるんだろうが─────!!!!!!」

　うぐぅ、くすん、くすん……。

　こーん！　わが主を泣かせた罪を償つぐなっていただこう！　がぶがぶ！

　ちょ、ちょっと待ってくれ！　このままじゃ出血多量で……犬千代助けろ───！

　……子供にいじめられているのにどことなく楽しそうな良晴は、えもいわれずいやらしい。

「おお、半兵衛。その者らはそなたの家来じゃ！　そなたをいじめに来たのではない！　式を打って懲こらしめてはならぬ！」

　さっそくの阿あ鼻び叫きよう喚かん。恐れていた「半兵衛、泣いて切れる」という事態がいきなり勃ぼつ発ぱつ。

　階下の浪人たちを店から帰した安藤伊賀守が、慌てて割って入る。

「申し訳ない、良晴どの！　この子は幼い頃ころから病弱・気弱・ちびっ子といういじめられっ子の役やく満まん大だい三さん元げんともいうべき娘むすめでの！　初対面の相手に式を打ったり罠わなをかけたり不意打ち攻こう撃げきしたりして、相手が怒って自分をいじめる人物かどうかを試す癖くせがあるのじゃ！」

「普ふ通つうこんな災難にあったら誰だれだって怒るだろーが！　こらっ親父おやじっなんとかしろっ！」

「ぐすっ……怒ってます……いっぱい怒ってます……」

「わが主をいっそう泣かせたその罪、万ばん死しに値しますな！　こーんっ！」

「怒ってないよ半兵衛ちゃんっ！　怒ってないから前鬼を止めてくれぇ！」

「……騒さわがしい」

「いっそこのままサルが亡き者となれば信奈どのも……」

　安藤伊賀守が「そのだんごは糞ふんではない。れっきとしたみたらしだんごじゃ。茶も、ゆばりではないぞ。前鬼は人をからかうのが趣しゆ味みなのじゃ」と汗あせをかきながら、「ほんものの」半兵衛と「影かげ武む者しや」前鬼、そして明日あしたの稲葉山城登城にまつわる事情を説明した。

　もともと半兵衛は身体が弱く、故郷で晴耕雨読の暮らしをしていて、よほどの理由がない限りは斎藤家に仕えるつもりはなかった。気が弱くて人前に出ることを恐れただけでなく、美濃を奪い取った斎藤道三とその息子むすこ・義龍との確かく執しつや、半兵衛の育ての父・安藤伊賀守をはじめとする西美濃三人衆と東美濃の国人たちとの派は閥ばつ争あらそいに巻き込まれて、もともと少ない体力気力を損じることもすでに予想していたのである。

　その半兵衛が義龍のもとに仕えて軍師の仕事をしなければならなくなったのは、道三に反旗を翻ひるがえして美濃の実権を握にぎった義龍に「出仕せねば安藤伊賀守を謀む反ほん人とみなす」と脅おどされてのことだった。安藤伊賀守は道三派であったから、半兵衛があくまでも出馬を断れば義龍によって粛しゆく清せいされてしまうだろう。かといって美濃国主となった義龍と戦えば謀反になる。この世に謀反ほど義ぎ理り堅がたくて気が弱い半兵衛に似合わぬ、また不可能な行こう為いはなかった。

　それで半兵衛はやむを得ず、長良川の合戦から織田信奈との合戦に至るいくつかの戦いにおいて軍師として采さい配はいを振ふるった。

　だが、半兵衛自身は体調の問題や「人前に出るのが怖い」という問題もあったため、あらかじめ「十面埋伏」などの戦術戦略を詳しよう細さいに定めた上で影武者・前鬼に代わりに戦場に立ってもらったのだった。

　つまり半兵衛は幕内に居ながらにして遠く離はなれた戦場の兵を自在に動かしたのだ、まことの軍師よ、と安藤伊賀守は自じ慢まんした。

「だが半兵衛はあまりにも強すぎた。まこと神がかりの采配であったわ。その上、実は姫ひめ武将らしいという噂うわさがあったにも拘わらず男の、しかも狐顔の偽にせ半兵衛が戦場に現れたことで、いよいよ疑ぎ惑わくが膨ふくらんだのじゃ。もともと地元では、代々陰おん陽みよう道どうをなりわいとする竹中家は『狐憑つき』だという噂があったからのう。狐憑きの竹中家に、とほうもなく頭のいい神童がいるという。きっと狐の子に違ちがいない──と、人々のほうが先に半兵衛を恐れたのじゃ。これが、半兵衛が人前に出ることを恐れるようになった理由のひとつよ」

「そうか。もともとそういう噂があった上に、どことなく狐っぽい前鬼が半兵衛として登場し、しかも霧を呼んだり面めん妖ような采配で織田軍を破ったりしたから、これはもうほんとうの狐憑きに違いないと疑われたわけか。おっさん」

「昔からほんものの半兵衛と面識があるわっちら西美濃三人衆にとっては、半兵衛が狐憑きという噂は陰おん陽みよう師じを恐れる人々の立てた根も葉もない風聞じゃが、わっちらを排はい除じよしようともくろむ東美濃の連中はこの風聞を利用して半兵衛を害せんと企たくらんでおろう。長良川で追おい詰つめた道三どのを取り逃がしたり、十面埋伏の計が途と中ちゆうで頓とん挫ざしたりしたのも、すべては斎藤義龍どの自身が半兵衛の異能ぶりと狐憑きの噂を恐れ疑ぎ心しん暗あん鬼きに駆かられて迷い、その寵臣である東美濃の国人・斎さい藤とう飛ひ驒だ守なる男の讒ざん言げんを入れたためよ」

「讒言か。たしかに斎藤家は人の和に欠けているな」

「しかも飛驒守は度重なる讒言を責められるどころか、知ち謀ぼうの士であるといよいよ義龍どのの信しん頼らい篤あつく、勝ち戦を続けながらも道三を取り逃がし織田勢を二度ともほぼ無傷で退たい却きやくさせた半兵衛に裏切りの意志ありと確信しつつあるようじゃ。こたびの半兵衛登城の急な命令も飛驒守の入いれ知ぢ恵えであるという。わっちは、もしかしたら半兵衛が明日稲葉山城で害されるのではないか、幽ゆう閉へいされたり最悪の場合暗殺されたりするのではないかと恐れ、急きゆう遽きよ腕うで利ききの侍さむらいを募ぼ集しゆうしたわけよ。この場合、斎藤家とは無む縁えんな素す浪ろう人にんのほうが好ましかった。美み濃の侍ざむらいにはすでに半兵衛を排除せんともくろむ連中の息がかかっておる恐れがあるでな」

「そうか。登城の際の見栄えを良くするためじゃなく、幽閉や暗殺を防ぐための侍たちだったのか……道理で、半兵衛ちゃんが怖がっているわけだ……」

「むろん、他家から調略の使いがやってくれば話に乗って半兵衛を美濃から逃がしてやろうという計算もあったがな。しかし半兵衛自身が」

「……くすん。謀反はダメです……謀反は、不義です」

「この通り、謀反をなによりも嫌きらう子でのう。明日は登城する、義龍どのに影武者を用いた件を詫わびて申し開きをする、と言ってきかぬのじゃよ」

　浅井長政が「子細承知した。半兵衛どのの護衛は私にお任せあれ」と調子よくうなずき、良晴も「俺だって！」と声をあげていた。その声があまりに大きかったのでまた半兵衛が怯おびえて泣きだし、前鬼が「わが主を泣かせましたな！」と襲おそいかかってきた。この式神、半兵衛ちゃんに過保護すぎる！　と良晴は腕うでをクロスさせて前鬼の蹴けりを防ぼう御ぎよしながら思った。

「お三方！　明日の稲いな葉ば山やま城じよう出仕の際に半兵衛がきゃつらの罠に落とされぬよう、くれぐれも守ってやってくれい！」

　こんなにも気弱な半兵衛ちゃんを敵国に誘降なんてそもそも無理だろうが、このまま放ってはおけないな。「こーん」「けぇーっ」と狐のいななきを繰り出す前鬼相手にしばき合いのケンカを続けながら、しかしいったいこれからどうなるんだ、と良晴は嘆たん息そくした。










　翌朝。

　半兵衛主従は、稲葉山──別名、金きん華か山ざんを登っていた。金華山という愛あい称しようは、椎しいの花が咲さき誇ほこると山全体が黄こ金がね色いろに輝いて見えることから来ている。

　斎藤義龍の居城・稲葉山城は、この金華山そのものを天然の要よう塞さいとした巨きよ大だいな山城で、標高は約三百三十メートル。すぐ北には清流・長良川が流れ、東には恵え那な山さんと木き曽そ御おん岳たけ山さん。さらに西には伊い吹ぶき山さん・養老・鈴すず鹿かといった山々。城下町の井いノの口くちから南へ下ると急流・木き曽そ川がわが尾お張わり勢の進軍を阻はばむ天然の掘ほりとして機能してくれる。

　しかも、井ノ口の北東にそびえる金華山こと稲葉山城は、京の北東──鬼き門もんの方角を守護する比ひ叡えい山ざんに比すことができる。

「井ノ口の町を王おう城じようと見立てればまさしく〝背はい山ざん臨りん水すい〟。井ノ口の町と稲葉山城は、陰陽道の理にかなった王都といえます。天下を望む蝮まむしさまや織田信奈がこの城にこだわるのもわかりますね」

　新参の家臣たちに向けてそんな陰陽観光ガイドのような説明を続ける半兵衛は具ぐ足そくをつけず、浅黄の木綿もめん筒つつ服を羽織っただけの軽装。

「具足は重いですから。くすん」

　まるで驢ろ馬ばのような子馬の背中に足をそろえてちょこなんとお嬢じよう様さま座り。

「大きなお馬さんは怖いですから。くすん」

　いくら女の子とはいえ、これで侍さむらいを名乗るんじゃ侮あなどられても仕方ないな……と半兵衛が乗る子馬の轡くつわをとりながら良晴はつぶやいた。

「半兵衛ちゃん。背山臨水ってどういう意味？」

「ええと……町の近くに川がなければ、水に困るのでその町は発展しませんよね。とはいえ山がなくて平地ばかりだと、今度は防衛が難しくなります。ですから王都として発展する町の近くには、川と山の両方が備わっているべきなんです」

　なるほど。陰陽道や風水にも実はしっかりとした理り屈くつがあるんだな、と良晴は納得した。

　あの前鬼・後鬼と名乗る式神だけは面妖すぎて納得いかないが、目くらましのたぐいなのかもしれない……もっとも、式神が幻ならば首の嚙かみ傷きずが説明できなくなるが。

「きっ昨日は皆みなさんを試したりして、すみませんでした。反省しています」

　そんな良晴の首の包帯をめざとく見つけて「きゃあ」と小さな声をあげ、三人の新参者にぺこぺこと丁てい寧ねいに頭を下げる半兵衛。どちらが主かわからない。

「わわわわたし、昔からいぢめられ癖があって……わたし、おめん子こなんです」

「へえ～。半兵衛ちゃんって、おめ……子……えええええっ!?」

「きゃぅっ……おめん子で、ごめんなさいごめんなさい。くすん」

　良晴が「ええええええェ～!?」と戸と惑まどうが、おめん子とは美み濃の弁で「人見知りする子」という意味だと犬千代が通訳。

「そうなんです。初対面の殿との方がたがいぢめっ子かどうか確かめないと、わたし、おめるんです……くすん」

「お……おめるううううっ!?」

　犬千代が「美濃弁で、人見知りするという意味」と再び通訳。

「……良晴は何かいやらしい聞き違ちがいをしている」

「そ、そっかあ！　なぁに、いいってことよ！　半兵衛ちゃんはかわいいからな！」

　と、良晴。

「……よ、良晴さんは、わたしをかわいがるつもりですか……かわいがり、とは、つまり、大勢でいぢめることですよね？　家来たちでよってたかって、ぐすん、ぐすん」

「どこの相撲すもう部屋だよ!?　違うよっ！」

「違いましたか……怒りました？」

「怒ってねえってば。しかし半兵衛ちゃん。今まで斎藤家に仕えなかったということは、もしかして稲葉山城にはとても怖い奴やつがいるのか？」

「先代の蝮まむしさまが、とてもとても怖かったです……ぶる、ぶる、ぶる」

「なるほど。確かに、あの爺じいさんはおっかねえよなぁ」

「新しい国主の義龍さまは蝮さまよりはお優しいらしいです。でも、六尺五寸の大男なのでかなり怖いそうです……」

「見た目は許してやろうぜ、見た目は」

「すみませんっ！　……いぢめます？」

「いじめないってば！　半兵衛ちゃん、戦場に出るのはもっともっと怖いだろうによく仕官する決心がついたなぁ」

「……これ以上仕官を断ると謀反を疑うたがわれますし……尾張には蝮さまと第だい六ろく天てん魔ま王おうの織田信奈さま、怖い人が二人もいます。その尾張の軍勢が美濃に攻せめてくるなんて考えただけでも恐ろしくて夜も眠ねむれないので、どうにかして防がないと……ぶるぶるぶる」

　ああ、そういうことか、と良晴がうなずいた。

「……姫ひめさまも蝮どのも、無む駄だに悪名高すぎ」

　と犬千代。

「その点、近江おうみの浅井長政は義に厚い勇将として人気が高いときくが」

　これは長政。

「けっ、あんな女たらしのどこが義ぎ将しようなんだよ」

「黙だまれ、このみそ食らいの尾張ザル」

「うるせえ。女たらしの近江ザル」

　結構仲良し、と犬千代。

「「そんなわけがあるかっ!!」」

「あのう……相良どの、浅井どの。わたし、尾張にも近江にも寝ね返がえりませんから……寝返ったりしたら義龍さまに恨うらまれていぢめられます……特に尾張には蝮さまと織田信奈さまがおられますし、お味方するのは絶対無理です……ぐすん、ぐすん」

　ゲッ俺らの魂こん胆たんばれてる！　と慌てる良晴。

　貴様の声が大きいせいだ尾張ザル、と唸る長政。

　者ども、義龍さまの側近の連中に気をつけてくれよ、と列の最さい後こう尾びで腰こしを叩たたきながら安藤伊賀守が漏もらした。

「半兵衛に対してどのような陰いん謀ぼうを準じゆん備びしているか」

「……（ぴくっ）」

「だからおっさん、あんた口が軽いんだって！　もう登城すると決めたんだ、ここで半兵衛ちゃんを脅おどしてどうすんだよっ？」

「おう、そうじゃったそうじゃった。すまぬのう半兵衛」

「だいじょうぶです、叔お父じさま。金華山には栗り鼠すさんがたくさんいますから……かわいい……」

　小こ柄がらで物静かな半兵衛の頭の上や膝ひざの上には、次々と栗鼠が集まってくる。

「おはようございます栗鼠さん。餌えさの『ひまわりのたね』を持ってきました。栗鼠さんはいぢめないので好きです」

「……むっ。犬千代も、餌をあげたい……でも寄りついてこない」

「頭に虎とらのかぶり物なんか載せてるからだぜ。お前に接近すると餌にされると思ってるんだろう」

「……しょんぼり」

　栗鼠とはめずらしい。これは日ノ本にはいない獣けものなのではないか、と長政。

　安藤伊賀守が解説する。

「昔、蝮どのが明国から食用として買い入れた栗鼠どもが金華山に逃にげ出してな。それがこの二十年のうちに増えたのじゃよ」

　こんなにかわいい栗鼠さんを食用に……怖こわいです……ぐすんぐすん。またまた半兵衛が怯おびえはじめ、「おっさん！」と良晴が伊賀守を[image: しつ]しつ咤たする。この親父、どうにも考えなしにしゃべってしまう性格らしい。

「……登り終えた」




　この時代、まだ城には「天守閣」は存在しない。美濃国主斎藤義龍の居館は山の中腹にある。蝮・道三が建てた三層構造の館である。

　その城内では、竹中半兵衛の処しよ遇ぐうを巡めぐって家臣団がけんけんがくがくの議論を続けていた。半兵衛が狐きつね憑つきと噂される陰おん陽みよう師じの家系であること、男だという説と女だという説の二つがあり正体が怪あやしいこと、織田家および道三と通じており合戦で手心を加えたのではないかということ──すべて、西美濃三人衆の一族である半兵衛の出仕を快く思わない東美濃の国人たちが言いだしたことであった。

　とりわけ、義龍の懐ふところ刀がたなとも言える新宰さい相しよう・斎藤飛驒守なる蜥蜴とかげのような目つきの男が、西美濃三人衆と半兵衛を失しつ脚きやくさせるためにあの手この手を打って義龍の疑心暗鬼を駆り立て続けていた。

　なにしろ、政権交代によってせっかく摑つかんだ寵臣の座である。飛驒守にとっては、美濃一国の繁はん栄えいや国防問題よりも自分個人の栄達のほうが重要だった。敵対派は閥ばつである西美濃の半兵衛に活かつ躍やくされ、戦で大戦果をあげられるとまずい。ゆえに、人前に出たがらない隠いん者じやめいた半兵衛が義龍の前に姿を現さないことをこれ幸いと、さんざん半兵衛の悪評を立て続けてきたのであった。

　半兵衛のように人じん智ちを超ちよう越えつした異常な才能があり、世の大局を俯ふ瞰かんする視点を持ち、かつ人の世の醜みにくい出世欲よくや汚けがれた悪意、嫉しつ妬と、陰いん謀ぼうに耐たえられない繊せん細さいな姫武将にとって、絵に描えがいたような私し利り私し欲よくのみで国政を動かそうとする俗ぞく物ぶつ・飛驒守はおよそ理解しがたい存在でありもっとも苦手な相手だった。

　自分のように才だけがあって勇気がない心の弱い者が武家社会で目立てば、必ず悪意に満ちた者たちに足を引っ張られ陰かげ口ぐちを叩たたかれ怨おん念ねんに呪のろわれる……これが、戦国の武家として生きるには心の優しすぎる半兵衛が世に出ることを忌き避ひしてきた一因である。

「義龍さま。半兵衛の叔お父じ・安藤伊賀守は、道三の片かた腕うででしたぞ。しかも信しん頼らいのおけぬ男。半兵衛は、安藤と謀はかって道三を尾お張わりに逃がしたに違いありませぬ」

　義龍が美濃国主となり東美濃衆を重用しはじめたことで立場が苦しくなった西美濃三人衆のうち安藤伊賀は、半兵衛に随ずい行こうしている。あとの二人、稲いな葉ば一いつ鉄てつと氏うじ家いえ卜ぼく全ぜんは、あらかじめこの館に詰めて斎藤飛驒守に反論していた。斎藤飛驒守が、半兵衛暗殺の陰謀を進めようとしていたからである。二人とも頑がん固こ一いつ徹てつな親父おやじで、半兵衛を幼い頃ころから知っているので、義龍の不興を買ってでも半兵衛を弁護せねばと覚かく悟ごを固めていた。

「飛驒守！　長良川で道三どのを取り逃がしたのも、十面埋伏の計を中断して織田信奈を尾張に生せい還かんさせてしまったのも、合戦中に貴様が半兵衛の采配に疑いありと讒ざん言げんしたからではないか」

「その通りじゃ！　西美濃、東美濃といった国人の派閥争いを合戦に持ち込んだ貴様に責がある！　半兵衛に大手柄を立てさせまいと足を引っ張りおって！　おかげでわれらは織田信奈を討ち漏もらしたのじゃ、貴様は武士の風上にも置けぬ卑ひ劣れつな男よ！」

「そなたたちこそ黙だまれ、西美濃衆は信頼ならぬ。合戦場に現れた半兵衛はいかにも面めん妖ような顔立ちの男で、武家には見えなかった。あやかしのものに違いない」

　われらもあの男の頭に狐耳の影かげを見た、あれはまさしく狐憑きじゃ、みたらしだんごを「糞だんご」とたばかられて地じ獄ごくを見た、そもそも武士の世に怨おん霊りようだの呪しゆだのを扱あつかう陰陽師などもはや不要じゃと東美濃衆たちがどよめく。

「しかも！　地元では、半兵衛は女だという噂もある！」

「あの狐面の半兵衛は、偽にせ者ものだということだ」

「稲葉どの、氏家どの。もしも半兵衛が戦場に偽者を押し立てていたのであれば、いよいよ謀反が疑われますな。まもなく、半兵衛が登城すればわかること。は、は、は、は」

　飛驒守が細い眼をいよいよ細めながら哄こう笑しようした。稲葉一鉄が「ぐぬぬ」と悶もだえ、氏家卜全が顔を赤らめて飛驒守をにらみつけた。二人は、心優しい半兵衛は戦場で大勢の兵を動かし目の前で彼らを死なせることに耐えられないと知っていた。誰だれよりも合戦の采配に長けていながら、合戦を、人の命を散らすことを恐おそれ嫌う。そういう娘むすめだった。それで二人は、戦場で前鬼を影武者に立てることに賛成したのだった。

　だが半兵衛のそういう優しさが、かえって敵対勢力に攻こう撃げき材料を与あたえてしまった──飛驒守のような俗物は、相手が反はん撃げきしてこないと知るといよいよ図に乗って居い丈たけ高だかになる。

　六尺五寸の大男・斎藤義龍が、口を開いた。顔にたっぷりと肉がついて、まるでまんがの落書きのような顔つきである。だが、それは見た目だけのことで、頭は切れる。

　切れるがゆえに、血が繫つながらぬと信じる父・道三を尾張に取り逃にがして以来、義龍の疑心暗鬼は深まっていた。人はその心に疑いを抱いだくと、心中の闇やみに「鬼」が立ち現れる。いざこうして美み濃のを奪うばってみると、奪う以前よりもずっと激しい不安にさいなまれるようになっていた。自分が父を追って国を奪ったように、次は有能な家臣が自分を追放しあるいは暗殺して国をまた奪うのではないか、自分が道三に反旗を翻したためにこれから下げ克こく上じように次ぐ下克上が美濃では続くのではないか。そういう強きよう迫はく観かん念ねんに義龍は毎晩苦しめられていた。

　安藤伊賀守をはじめとする西美濃三人衆は、義龍の謀反につきあったとはいえ、もともとは道三の腹心たちである。ことに安藤伊賀はもともと軽けい忽こつな迂う闊かつ者で、信頼ならなかった。

　その安藤伊賀が育てた陰陽師軍師・竹中半兵衛はいよいよ信頼ならない。

　狐憑きがどうのこうのという口さがない悪評などは信じぬが、半兵衛が不可思議な采配であの織田信奈を二度までも破った天才軍師であることは疑いない。その気になれば自分を殺して美濃一国を容易に奪い取れる魔ま性しようの者ではないか。

　いかに有能でも、忠誠心を持たぬ家臣は不要。いや、有能であるがゆえに生かしておくのはかえってまずい。

　そうよ。親父どの……道三はさっさと儂わしを殺しておけばよかったものを。儂が無能だと舐なめてかかっていたのであろう、儂は親父どのの轍てつは踏ふまぬ、と義龍は決断した。

「竹中半兵衛。戦場に黙ってやってきて主君であるはずの儂に会わずに采配を振るい、そのまま勝手に己の領地へ帰っただけでも許しがたい」

　一同に向けて、言い渡わたした。

「よいか。もしも半兵衛が男ならば、安藤伊賀と同じ性根の持ち主であろう。稲いな葉ば山やま城じようを、美濃一国を奪い取らんとする野心の塊かたまりであろう。まもなくここにやってくる半兵衛が男ならば、裏切られる前に誅ちゆうする。斎藤飛驒、半兵衛を上意討ちする策を立てよ。いかに儂が美濃国主といえど、家臣をとがなくして斬きることはできぬ。体面が悪い」

「そうですな。半兵衛は滅めつ多たに人前に顔を見せず、出仕も渋しぶって来ましたな。つまりは気位が高いのです。ですので、不意打ちを仕し掛かけて怒おこらせましょう。登城すると同時に不意打ちで侮ぶ辱じよくして、半兵衛を激げき怒どさせまする。城内で半兵衛が腰こしの『虎とら御ご前ぜん』を抜ばつ刀とうすれば、謀む反ほん。その時点で上意討ちにしてしまえます」

「よかろう。どうやって侮辱する？」

「いきなり犬の小便でも引っかけてやれば、どれほどの臆おく病びよう者でも激怒いたしましょう」

　稲葉一鉄と氏家卜全が「飛驒守め、どこまで陰いん湿しつなのじゃ」と血相を変え、「半兵衛が女ならば!?」と義龍に迫せまった。

「女ならば、影かげ武む者しやを用いて儂を欺あざむいたということだ。即そく座ざに座ざ敷しき牢ろうへ幽閉し、強引にわが側室にする。それで身体からだのほうが二度と儂に逆らえなくなるわ」

「な、なんと」

「半兵衛は仮にも武将ですぞ、殿とのの家臣ですぞ。それをなんぞや手込めにしようなどと！　士道に反する恥はずべき行こう為いですぞおおお！」

「殿は、色の道に溺おぼれて士道を忘れるおつもりか!?」

「そうではない。儂は半兵衛なる者が信用ならぬのだ！　とりわけ、姫ひめ武将の心根などいっさい信用ならぬ！　儂は、さんざん己の美男子ぶりを利用して女どもを掌てのひらで転がし、下克上を果たしてきた親父どのとは違う！　儂は男武士を、武のみを信ずる！　稲葉！　氏家！　貴様ら二人は下がれ！　半兵衛が片付くまで、稲葉山城には来るな！　儂が許すまで、出仕しなくともよい！」

　ああ。半兵衛をもっと早く出仕させておけばこれほど疑われなかったものを、飛驒守なんぞの讒言など本人が出仕していればある程度は防げたものを、と稲葉・氏家の二人は孫ほど幼い半兵衛をかわいがるあまり彼女を大事に守りすぎてきた自分たちの甘さを悔くいていた。悔いながら、（あとは安藤次第じゃ。頼たのむ）と祈いのるような気持ちで退去していった。これ以上食い下がれば二人ともこの場で首が飛ぶであろう。




　待ち受ける陰謀を知らぬままに。

　ついに、半兵衛一行は義龍たちが待ち構える御ご殿てんへと連なる門を潜くぐっていた。

　一ノ谷の兜かぶとを被かぶった半兵衛が子馬に乗ってしずしずと門の下を潜ろうとしたその時、斎藤飛驒守はくぅんと鳴く柴しば犬いぬを抱だきかかえながら門の屋根の上に仁王立ちしていた。そして、半兵衛を激怒させる策を実行した。武士ならば絶対に激怒する恥ち辱じよくを与えたのだ。わん、と鳴きながら柴犬は小便を垂れた。半兵衛の頭上に、降り注いでいた。

「思い知ったか、わが主君に阿おもねる文弱の徒が！」

　半兵衛は一いつ瞬しゆんなにが起きているのか理解しかねたが、声の主を見上げると同時に「うる、うる、うる」と大きな瞳ひとみを潤うるませ、

「……きゃああああああ！」

　子栗り鼠すのように黄色い悲鳴をあげた。

　半兵衛の前方を固めていた良晴は「しまったあ、毒物かっ!?　半兵衛ちゃん!?」と叫さけびながら、半兵衛を抱き留とめて子馬の上から降ろした。

　安藤伊賀が「毒ではないようじゃ、落ち着け半兵衛。切れてはならぬ！　これは飛驒守の卑劣な計略じゃ、そなたはすでに門を潜ってしまっておる！　虎御前を抜ぬけばそなたは謀反の罪で上意討ちじゃ！」と半兵衛をなだめすかす。

「……うう、ううう。な、生暖かいです……くすんくすんくすん」

「ちきしょう、あの野や郎ろうを一発殴なぐってやりてえ！　しかし手を出したら謀反になっちまう！」

「……犬は悪くない……犬千代が屋根に登って、柴犬を取とり戻もどす」

　良晴と犬千代、そして安藤伊賀がすかさず半兵衛を庇かばったため、半兵衛がいぢめられた時の癖くせで虎御前を抜刀して飛驒守を攻撃するという最悪の事態は回かい避ひできたはずだった。思おも惑わくが外れた飛驒守も「ちっ。まさか子供だとは」と屋根の上で舌打ちしている。

　だがこの時、予想外の事態が起きた。

　半兵衛の後方を守っていた浅あざ井い長政が、烈れつ火かの如ごとく激怒したのだ。

「ここここれは、犬の小便ではないか！　前鬼の糞くそだんごは口だけのいたずらであったが、ほんものを用いるとは下げ劣れつな……女をいったいなんだと思っているのか。許せぬ！」

　と別人のような形相で叫び、抜刀していたのだ。

　ここに、斎藤飛驒守の計略が、成立してしまった。

「長政!?　なにやってんだよコラッ！　これじゃ向こうの思う壺じゃねーか！」

「し、しまった。糞だんごの悪夢が蘇よみがえって、つい……尾張のサルにたしなめられるとは猿さる夜叉丸一生の不覚！」

「つい、じゃねーよ！　そもそも、なにを今さら女の味方みたいな台詞せりふを！」

「うるさい、女を甘い言葉で口説くのが仕事である私の癖だ！」

「ええい、出合え出合え！　竹中半兵衛、ご謀反でござる！」

　この飛驒守の声を聞きつけて館内から斎藤義龍たち美濃侍ざむらいがいっせいに門前まで躍おどり出でてきた。

「こ、子供だと!?」

「やはり狐きつね顔の半兵衛は影武者だったか！　見慣れぬ屈くつ強きような侍を連れてきておるな！　儂を暗殺するつもりであったか！」

「この侍たちは明らかに美濃侍にあらず。よそ者どもですぞ、殿！」

「いいいいいえ違ちがいまする！　彼らは半兵衛の家臣！　決して織田家の面々でも浅井長政でもありませぬぞ！」

「安藤のおっさん、慌あわてて全部ゲロってんじゃねえええ！　だからあんた口が軽いんだってば！」

「なんじゃと、織田家の面々ッ!?」

「近江おうみの、浅井長政ッ!?」

「ええい安藤伊賀、やはり儂を裏切ったな！　半兵衛が子供とて見過ごせぬ！　全員討ち取れい！」

　美濃侍たちが、いっせいに半兵衛一行を包囲していた。半兵衛をなだめているサルはともかく、長身の美しい侍と、虎とら皮を被った小こ柄がらな姫武将の腕うで前まえは明らかに尋じん常じようではない。全員が抜刀して、半兵衛の首を狙ねらう。

「……ぐすん……ぐすん、ぐすん。い、い、いぢめ……いぢめられ……」

　混乱した半兵衛に、今度こそ真の危機が迫せまる！

　良晴も長政も犬千代も、あまりの急展開に声も出ない。

「いかん！　半兵衛が切れる！　家来ども、暴走を止めるのだっ」

　と安藤伊賀守が叫ぶよりも早く、半兵衛は「いぢめないでくださあああい！」と叫びながらドーマンセーマンのお札を乱らん舞ぶさせる。

「こーん！　我が主の恥辱をはらすべくこの前鬼、ただいま参上！」

「無礼者の群れと化した美濃侍に天てん罰ばつを下すため、後鬼も参上」

　狐と狼おおかみの式神二人組に続いて、続々と初はつ顔がおの式神たちが半兵衛を守護するために五ご芒ぼう星せいの陣じん形けいを作って出現する。

「さらに十二天将、騰とう蛇じや参上」

「同じく十二天将、朱す雀ざく参上」

「同じく、六りく合ごう参上」

「勾こう陳ちん参上」

「青せい龍りゆう参上」

「貴き人じん参上」

「天てん后こう」

「大だい陰おん」

「玄げん武ぶ」

「大たい裳もう」

「白びやつ虎こ」

「天てん空くう」

　手持ちのお札すべてをぶわっとまき散らした半兵衛が召しよう還かんした式神の数、空前絶後の実に総勢十四体!!!!

　すわ本物の謀反!!　といきり立っていた義龍たちは、今度はいっせいに顔色を変えて口々に悲鳴をあげ、「出たああああ！」「竹中半兵衛、あやかしどもを引き連れて謀反！」「稲いな葉ば山やま城じようを内側から乗っ取りにきたあああ！」「妖術を使うぞ、逃げろおおおおお！」と喚わめきながら館を放ほう棄き。

「これ待てい、わざわざ俺らが出てきてやったというのに少しはあらがわぬか！　こお──んっ！」

「我ら式神の姿に怯えて逃げるとは、甲か斐いもない人間ども」

　前鬼と後鬼はなおも山道を駆け下って義龍たちを追い回し、稲葉山城は上を下への大混乱。気がついた時には半兵衛主従と式神大軍団を除くすべての美濃侍が稲葉山城から逃げ出していた。




「うん？　もしかして、この城はわっちらのもの？　でかした半兵衛！」

　仕方なく無人の館にあがりこんで一服していた半兵衛主従のうち、最初に「稲葉山城乗っ取り」という既き成せい事実に気づいたのは安藤伊賀守。

　きゃあきゃあと泣いているうちにお城を奪うばい取ってしまいました？　ことの重大さに震ふるえ上がる半兵衛。

「わ、わ、わたし、そ、そういうつもりじゃ……あ、あああ。む、む、謀反してしまいました、いぢめられます……ぐすんぐすん……へくちゅん！」

「今の切れっぷりは仕方ないけどな。とにかく水を浴びて着き替がえろ、風邪ひくぞ！」

「……良晴。犬は悪くない」

「半兵衛どの。先にあなたを害がいしたのはあちらですし、たとえ行きがかりとはいえ主から奪ってしまったものは仕方がない。この稲葉山城を手て土産みやげに私──浅井長政に仕えませんか？　もちろんいじめませんとも。それどころか、あなたをいじめる悪い男たちからこの猿夜叉丸が生しよう涯がいお守りいたしましょう」

　いきなり半兵衛の小さな手を握にぎりしめ、こんこんとかきくどきはじめる長政。実に手慣れている。

「ちょっと待て長政！　何が『生涯お守りする』だ！　お前は信奈に求きゆう婚こんしてたんじゃなかったのかっ？」

「邪じや魔まをするなサル。戦国の大名たるもの、妻は何人いても構わぬのだ。それに、私の愛は無限大。いくにん愛する女性が増えようとも、決して欠けるものではない」

「お前、信奈には『愛はないけど政略結けつ婚こんしましょう』って言ってたじゃねーか！」

「サルめ、なんと愚おろかな。女という生き物をまるで知らぬな……」

「ああっ女を知らなくて悪かったな、きぃ悔くやしい！」

　長政は勝かち誇ほこったような笑顔で、良晴にこっそりと耳打ち。

「現実主義者でかつ天下統一の夢を追う信奈どのには、ああいう殺し文句がいちばん効くのだ。『大きな夢のために、小さな夢を捨てろ』という大人じみた言葉がね。しかし半兵衛どのは信奈どのとは真逆のつつましやかなお方ゆえ、『永遠の愛』という幼い言葉でくどくのが最善」

「要は、舌先三寸の言葉をその場その場で使い分けてるってことかよ！」

「いかにも。相手が見たがっている夢を言葉にして与えてやればよい。それがおなごに愛される秘ひ訣けつさ」

　あの、さっきから式神さんを通して全部聞こえてます……と半兵衛。

「しまった私としたことが……サル、貴様のせいだぞ！」

「半兵衛ちゃん。こんな女たらしに騙だまされちゃダメだぜ！　こら長政、半兵衛ちゃんから離はなれろっ！」

「貴様、私の邪魔をするつもりか？　今この稲葉山城を私が手に入れれば、美み濃のがどうしても必要な信奈どのは私と結婚するほかはなくなるというのに」

「それがイヤだから邪魔してるんじゃねえかよ！」

「何度言えばわかるのだサル。お前のような氏素性も知れない足軽あがりが大名家の姫ひめ君ぎみと結ばれる可能性はいっさいないのだぞ？　そんな身の程知らずな憧あこがれなど、まったくの無む駄だだと言っている」

　かあっ……！

　良晴の全身が真っ赤に染まった。

「おおおお俺は別にののの信奈が誰だれと結婚しようがぜんぜん別にほんとにどうでもいいんだからなっ！　た、ただ、長政！　てめえはいけすかねえ！　女の子たちを出世の道具扱あつかいしやがって！　それでも男かっ」

「ほう……武将・竹中半兵衛を調略しようとしていた御ご仁じんが、私がおなごをくどくのは許せぬとおっしゃる？　まったくガキの戯ざれ言ごとだよ、相変わらず」

「う……犬千代！　朱しゆ槍やりを貸せ、今度こそこの結けつ婚こん詐さ欺ぎ師しとマジで決着つけてやる！」

　ぐすんぐすん。お二人とも織田信奈どのを狙っているのはわかりましたからケンカはやめてください……わたしの取り合いでもなんでもないのが少しだけ悲しいです……と半兵衛がまた泣き出した。

「いや。私は確かに信奈どのは愛していないが、半兵衛どのは真しん剣けんに愛しているさ」

「おい長政！　噓うそをつけ噓を！」

「ふん。『信奈などどうでもいい』などと心にもない噓をつくサルに言われたくないな……信奈どのを私に奪わせまいと邪魔をしに来て、さんざん半兵衛どのの心をもてあそんでいるのは貴様のほうだ」

「きぃ悔しい！　俺がいつ半兵衛ちゃんをもてあそんだんだよっ!?」

「半兵衛どのが幸せになる千せん載ざい一いち遇ぐうの機会を摘み取ろうとしているではないか」

「お前についていって半兵衛ちゃんが幸せになれるわけねーだろっ！　稲葉山城目当て、信奈目当てのくせにっ」

　この二人の不仲は一方が倒たおれるまで終わらない……と犬千代。

　半兵衛が「わたしはどちらにもつきません」と念押しした。

「謀反なんて絶対にダメです。誤解を解くために義龍さまにお城を返して、わたしは故郷の菩ぼ提だい山やまに隠いん遁とんします」

　それは無理です、義龍たちはあなたと式神を恐おそれてこの城には戻もどりますまいと長政。

「あまり迷っている時間はありませんよ半兵衛どの。そのサルに調略されて尾お張わりへ降くだれば、おそろしい蝮まむしと信奈が待ち受けている。しかもきぃきぃうるさいみそザルつきだ。近江おうみに降ればこの猿夜叉丸があなたをお守りします──どちらが幸福かは、考えるまでもありますまい」

　しかし強引に半兵衛の肩かたを抱こうとした長政を、館に戻ってきた前鬼と後鬼が「こいつは噓ばかりついているな」「信用のおけぬ奴やつ」と尻尾しつぽで追おい払はらう。

　これだけ邪じや魔ま者ものが揃っているとなると、長政もそう簡単には半兵衛を籠ろう絡らくできない。

　長政は「安藤どのと少し話をしてきます」と言い残し、「近江と尾張、どちらに付くにしても半兵衛もこれで一国一城の主。わっちは好物の酒を飲み放題じゃわ」と宴えん席せきの酒をかっくらって泥でい酔すいしていた安藤伊賀守を引き連れて、二人で中庭へ出て行った。

　半兵衛は、「わたしが怖こわがりすぎたのがいけなかったんでしょうか」と戸と惑まどいながら畳たたみの上にへたりこんだまま。噂うわさ通りに体が弱いらしく、どうやら熱が出てきたっぽい。

「へくちゅん！　ずず……さ、さ、寒いです」

「……犬千代がお風ふ呂ろに入れる。良晴は覗のぞかないこと」

「の、覗かないってば！」

「……勝家のお風呂は覗くくせに」

「の、覗いてねえってば！　あのばいんばいんでたゆんたゆんのおっぱいを拝むべく、何度か挑ちよう戦せんしたけどなっ！」

　頰ほおをふくらませた犬千代に朱槍でぽこんと頭をたたかれて、良晴はがっくりと膝ひざから崩くずれ落ちた。




　……。

「はっ？　何時間失神していたんだ俺は？　もう夜じゃねーかっ？」

　再起動した良晴が館の庭へ飛び出すと、すでにとっぷりと日が暮れていて辺りは一面の闇やみ。闇。闇。

　そんな漆しつ黒こくの夜の彼方かなたから犬千代と半兵衛の顔がぼうっと浮うかび上がってきて、良晴は思わず「ひええ」と悲鳴をあげた。

「……良晴、驚おどろくのが早い。まだ何も報告していない」

「ぐすん、ぐすん。わたしが微び熱ねつを出して臥ふせっている間に……安藤の叔お父じさまが」

「……浅井長政にさらわれた」

「なんだって!?」

　犬千代の手には、長政が書き残した手紙が一通。その大意は、

『サルのいるところでは愛を語らえぬゆえ、ご無礼をお許しいただきたい──安藤伊賀守どのを返してほしくば、サルのいないところで今一度二人きりでお会いしたい。刻限は今宵こよい、四つ半。場所は長良川の中州──墨すの俣またにて。来ていただければ、叔父上をお返ししよう』

　慇いん懃ぎんなデートのお誘さそい文句だが、ありていに言えば脅きよう迫はく状であった。

「長政の野や郎ろう、半兵衛をくどけないと見てとうとう正体を現しやがったな！　一人で行っちゃダメだぜ半兵衛ちゃん！　今度は半兵衛ちゃんがさらわれるぞ！」

「くすん、くすん」

「……良晴と犬千代が墨俣へ行って長政を倒せばいい」

「とはいえ犬千代。あの親父おやじが人質になってるし、だいいち向こうだって待まち伏ぶせしてるだろうしな」

「……確かに、この闇の中に兵を伏せられたら危険」

　ぽん、と良晴がひらめいたように膝を打った。

「あっ！　そうだ半兵衛ちゃんには最強式神軍団がいるじゃないか！　式神どもを繰くり出だして長政を倒しちまおうぜ！」

「……くすんくすん。それがダメなんです……」

　半兵衛が、ふるふる……と首を横に振ふった。

　ええええっ？　と良晴。

「陰おん陽みよう師じが式神の召しよう喚かんや石兵八陣の建築などを行う際にはドーマンセーマンの護ご符ふが必要なんです。陰陽師たるもの、常に何枚か持っていなければならないたしなみなんですけど」

「まさか半兵衛ちゃん」

「はい。今朝の騒さわぎの時にうっかり手持ちの護符を全部使ってしまいました……」

「じゃあ、前鬼たちは？」

「護符の効力が切れて、すでに全員消えてしまいました。護符がないと再び呼び出すことはできません」

　三人ぽっちじゃ危険……と犬千代が声を漏もらす。

「お札をゲット……じゃなかった、調達する方法は？」

「護符そのものは紙に筆でドーマンセーマンの印を描けばいいんですが、式神を召喚できるようにするには晴明神社にて気を注入しなければなりません」

「晴明神社……って確か、京にあるんだっけ？」

「けほ、けほ……本ほん拠きよは京ですが、晴明神社は実は日ノ本の各国にあるんです。各国の晴明神社は安倍晴明公を祀まつるのみならず、陰陽師たちの気の注入や修行、情報交こう換かんの場としても活用されているんです」

「へええ。晴明神社ってつまりは陰陽師たちのパワースポットなんだな。しかも全国にフランチャイズ展開してたのか」

　良晴の南なん蛮ばん語は聞き流す、と犬千代。

「しかしそもそも、目に見えない気をどうやって護ご符ふに注入するんだ？」

「かいつまんで言えば、気とは、陰陽師や修験者たちが用いる呪しゆや、言こと霊だまや、怨霊や鬼や妖よう怪かいの根源となる力です。『龍脈』というものがあります。龍脈とは大地の下に眠ねむる『龍』の身体です。その龍脈の上に、たくさんの気が流れているんです。目には見えませんが、熟達した術者であれば肌はだで気を感じ取ることができます。もっとも大地に流れる気の量は、年々減少していく一方ですが」

「前鬼も気の力は弱まる一方だって言っていたな。えーとつまり、晴明神社と大地の龍脈が繫がっているってことかい？」

「はい。大地の割れ目である『龍穴』や、大地に根を張った老ろう齢れいの神木、あるいは巨きよ石せきから、龍脈を流れる気が伝わり漏もれいずるのです。自然を守りその漏れてくる気の力を用いるために、いにしえの人々は森や山や海辺に『神かむ奈な備び』つまり特別な結界を設けました。やがて、それらの気を効率的に集積し『名』という呪を与えて目的に応じて活用するために、『社』が作られるようになりました。それが神社のはじまりです。中でも安倍晴明公を祀る晴明神社は、陰陽師の護符作りに特化した神社なんです。なにぶん陰陽師しか訪れないので、今ではどこの晴明神社も廃すたれてしまっていますが」

「比ひ叡えい山ざんとか、仏教寺院にも同じ機能があるの？」

「そうですね。のちに仏教とともに伝来した寺院も、形式こそ違ちがえどその根本の役目は同じです。ゆえに日ノ本では、神仏は混合しているんです。ただ、自然の力を活用する神道よりも、厳しい修行によって自ら呪を操る力を会得せんとする仏教のほうが、より人間の技術に寄った体系です。密教はとりわけそうですね。修験道も、山の神を祀るいにしえの神道に密教の技術が融ゆう合ごうされたものです。それだけ自然が人間に開かい拓たくされてしまった後世においては自然から供給される気の力が落ちてしまい、それを技術で補わねばならなくなったということでしょう」

「なるほど……要は、そのへんの寺や神社じゃ護符は作れないってことかな？」

「はい。護符に気を注入するには、晴明神社でなければならないんです」

「でも安倍晴明ってたしか半分は人間だけれど半分は狐神なんだろう？　稲荷いなりじゃダメ？　お稲荷さんって、なぜかどこの神社にもあるよな？」

「くすん。稲荷ではダメです。たしかに晴明公は稲荷神の化身とされていますが、稲荷の祠ほこらにはまた別の機能があるんです。一口に神社と言いましても、それぞれ祀る神ごとに役割が細分化されているんです。陰陽師といえど、稲荷の祠から気を抜きだしてはならないんです」

「わかった。それじゃ、半兵衛ちゃんの行きつけの晴明神社へ急ごう！」

「美濃の晴明神社は荒れ果てていて人に存在を知られていませんが、大おお垣がきにあります。わたしの居城・菩ぼ提だい山さん城じようからほど近いところなのですが……」

「大垣か。待てよ、聞いたことがある地名だな」

　大垣といえば確か──戦国ＳＬＧの最高傑けつ作さく『織田信長公の野望』では西美濃に大垣城という名の支城を建てられたな、と良晴の頭から戦国ゲーム知識が飛び出した。

　だが半兵衛の話によると、大垣といっても町中ではなく、深い山中に神社はあるという。関ヶ原の近くで、近江との国境寄りだ。

　一方、長政が待ち受ける墨俣は、井いノの口くちから川を下ればすぐだ。

「つまり半兵衛ちゃん。今から大垣の晴明神社へ向かう時間はないってことか？」

「はい。浅井どのが指定した刻限から逆算すると……晴明神社へ行ってから墨俣へ向かうのでは、間に合いません」

「だが一人で行かせるわけにはいかない。賭かけだが、この三人で行くしかねぇか」

「……それだと、このお城が空っぽになっちゃいます良晴さん。留守が知れれば義龍さまが兵を率いて城を奪うばい返します……あの……ほんとうにいいんですか……？」

　どうしよう……と犬千代が眉まゆをひそめてつぶやいた。

「相良氏うじ、相良氏」

　屋や敷しきの床下から、聞き慣れた舌足らずな女の子の声。

　良晴は半兵衛たちから離れ、床下を覗くようにしゃがみ込んだ。

「五右衛門か。いたのなら、安藤の親父をさらわれるなよ」

「め、面目ござらぬ。拙せつ者しや、式神どもに追い回されて山中を逃にげまわっておりまちたゆえ」

「忍にん者じやが式神に追われる光景って、シュールだな」

「……相良氏。理り屈くつをこねて時を稼かせぎ、安藤氏をこのまま捨て置かれよ」

「なんだって？」

「さすれば半兵衛は浅井氏に遺い恨こんを抱き、相良氏にお味方いたちゅ。いにゃばやま城はちゃがらうぢのものに」

　以下、かみかみな五右衛門の台詞せりふを翻ほん訳やく。

　安藤氏を救出すると半兵衛に約束しつつ、救わずに済ませる策はいくらでもありましょう。

　拙者が屋敷に火を放ってしばらくここから出られなくするなり、半兵衛を眠ねむり薬ぐすりで眠らせるなり、あるいは催さい眠みんの術というものもございます。式を打てぬ陰陽師はただの小こ娘むすめ、忍しのびには敵かないません。

　安藤氏が害されれば、半兵衛は武門の名にかけて叔父の仇かたきを討たねばなりません。斎藤義龍は二度と半兵衛を用いないでしょうから、半兵衛にはもはや相良氏と手を組む一いつ択たくのみ。これで稲いな葉ば山やま城じようつまり美み濃のの国は信奈どののもの。美濃を奪った相良氏は信奈どのの覚えめでたく大出世。かつ、半兵衛の織田家への功績を鑑かんがみれば信奈どのと浅井氏の同盟はもはや不可能。信奈どのと浅井氏の婚こん儀ぎも解消できましょう。

「……ちゃがらうぢ、いかがでござる」

　嚙んで嚙んで嚙みまくりながら長台詞を終えた五右衛門が、「ふぅ」と闇の中で吐と息いきを漏らした。

　良晴は。

　一いつ瞬しゆんたりとも。

　その五右衛門の策に、心を動かされはしなかった。

「この俺に二度とそんな献けん策さくをするんじゃねえ、五右衛門」

　肩を怒らせて、五右衛門を[image: しつ]しつ責せきする。

「俺はな、木下藤吉郎のおっさんの志を継ついだ男だぜ！　日本全国のかわいい女の子の味方なんだ！　半兵衛ちゃんにそんな悲しい思いをさせられっかよ！　ここは稲葉山城を捨てて安藤の親父を助けに行く！」

　[image: しか]しかられた五右衛門は、喉のどをなでられている子こ猫ねこのような声で答えた。

「御ぎよ意いにござる。相良氏はそう言うと思っていたでござるよ。ふふ」

「わかってるならいちいち言うなよ──お前と川並衆の力、また借りることになるぜ」

「お任せあれ。しかし、信奈どのと浅井氏の婚儀はいかがいたちまちゅ？」

「……ぐ……な、なんとかなる……！」

「なりますかな？」

「だがな、信奈を巡めぐる長政との勝負に半兵衛ちゃんは巻き込めねえ！　長政の野郎とはいずれ俺さまが正々堂々決着をつけてやる！」

「やれやれ。全部の実を穫とろうというのは厚かましいでちゅな、相良氏」

　いつかはどれかを捨てることになりましょう、とつぶやきながら五右衛門は消えた。

　長政みたいなことを言うんじゃねえよと返しながら、（どのみち、俺が信奈を嫁よめにするなんて日は来ないのさ）と思うと良晴の心はずきずきと痛んでいた。

　半兵衛と犬千代が、立ち上がった良晴のもとへ駆かけつけてきた。

「あの……今、どなたとお話されていたのでしょうか」

「ああ、半兵衛ちゃん。忍者の五右衛門だよ。俺の友達っていうか、家族だ」

「乱波さんですか。や、闇に潜ひそみ敵に気づかれることなく忍びより、一いち撃げき必殺で葬ほうむり去さるという……こ、怖いです……」

「あっちはあっちで、陰陽師が召還した式神を怖がっていたみたいだぜ」

「……良晴。どうするか決めた？」

「おう、犬千代。半兵衛ちゃんは、義龍に手紙を書いて送りな。無礼を働いた斎藤飛驒守を誅ちゆうするために式神を召還しましたが義龍さまに謀む反ほんするつもりはありません。これから退去し、稲葉山城をお返しします──とな」

　そして俺たちはこれから、安藤の親父を奪だつ還かんする！

　良晴が拳こぶしを突つき上げると、犬千代が「……良晴は、かわいい女の子はみんな自分のものだと思っている」と笑ってるような怒ってるような微び妙みような表情で拳を重ね、そして半兵衛も、

「……あ、あ、ありがとうございます……！　良晴さん、このご恩は一生忘れません……！」

　と黒目がちの大きな瞳ひとみを潤うるませながら拳をおそるおそる二人に重ねようとした、だが、

「……あ……でも、良晴さんは織田信奈どののためにこの城が必要なんですよね？　信奈どのはこれ以上美み濃の盗とりに手こずると、浅井どのと政略結けつ婚こんさせられてしまうとか……」

　泣き虫ながらに知ち恵え者の半兵衛、良晴と浅井長政そして信奈を巡るだいたいの状じよう況きようはすでに察していた。犬千代からも、浅井長政との結婚話を巡る織田家の内情をこっそり教えられていた。

　半兵衛はただの泣き虫な女の子ではない。

　心の中には真の勇気、そして半兵衛なりの独自の美学を持っていた。

　その美学とは、一言で言えば「義の心」だった。

　半兵衛にはありあまる知略と采さい配はいの才があるが、自らなにごとかをなそうという野心はなかった。菩提山でひっそりと晴耕雨読の暮らしを続けられればそれでいいと思っていた。義龍のもとに出仕したのは叔父の安藤伊賀守に代わって家運を盛り上げようとしたためで、父代わりに自分を育ててくれた伊賀守に対して「義の心」で返すためだった。

　そもそも、半兵衛は生まれつきあまり体が強くない。今も、犬千代たちに悟さとらせまいと気き丈じように振る舞まってはいるが、ほんとうはまた微び熱ねつが出ている。

　何かをなそうとするまえに、きっと自分という存在はこの世からはかなく消えてしまうのだろう。

　幼い頃ころから、そんなあきらめもあった。頭がよすぎた半兵衛は、自分の限界をあまりに早々と悟ってしまったのかもしれない。

　しかし。

　己でなにかをなそうとする夢がない、我が欲よくがないということは、生きていても「この世に自分がいようがいまいが同じだ」という虚むなしさしか感じられないということでもあった。

　我欲のない半兵衛にとって、「我」のかわりに己を導いてくれる志こそが「義」だったのだ。

　半兵衛は今、敵国から自分とそして稲葉山城を奪い取るためにやってきたはずの良晴から、返しきれないほどの「義の心」を受け取っていた。

　良晴は、決して口には出さないが、おそらく主君の信奈に対して憧あこがれを──いやもしかしたら、もっともっと強きよう烈れつな感情を抱いだいているのだろう。

　奥おく手てで恋こいをしたことがない半兵衛がまだ味わったことのないような、強烈な想いを。

　ここで半兵衛を助けるために稲葉山城を手放せば、良晴はそれほどに想っている信奈をあきらめねばならないかもしれないのだ。

　ほんとうなら、式神を失い丸まる腰ごしになっている自分を斬きってしまってもいいものを。

　良晴も、良晴の仲間である犬千代も、「半兵衛を斬って稲葉山城を奪おう」などとはちらりとも考えていない。そんなことは、思いもつかないのだ。それどころか良晴は、主君の信奈と半兵衛の重みを天てん秤びんにかけつつ、目の前で困っている半兵衛を今助けようと、さもそれが当然のように決めてしまった。

　これほどの「義の心」を捧ささげられてしまった以上、半兵衛は良晴に「義の心」で報いなければならないと思った。

　たとえ、後世まで主君の城を奪い取った謀反人として語り継がれることになろうとも……。

　だから、小さな胸を張って、こう宣言していた。

「……手助けしていただくわけにはいきません。このお城は、良晴さんにさしあげます。わたしは、一人で墨すの俣またへ行きます！」

　しかし。

　良晴も犬千代も、笑顔でその宣言を却きやつ下かした。

　良晴に「クビを言い渡わたされるまで、俺たちは半兵衛ちゃんの家来だ。そんなに無理しなくていいんだぜ」と頭をなでられた時、半兵衛の双そう眸ぼうから涙なみだが溢あふれていた。

　怯おびえて流す涙ではなかった。胸の内側が急に温かくなり、くすぐったくて、なぜか心地ここちよかった。




　こうして。

　半兵衛主従は闇やみに潜む五右衛門をくわえて、夜や陰いんに乗じて山城を抜ぬけ出し、川並衆の筏いかだに乗って長良川を急行。

　一路、墨俣へと向かった。

　その間に半兵衛が飛ばした伝でん書しよ鳩ばとが井ノ口の町に隠かくれていた義龍の元へ届き、義龍たちがおそるおそる稲葉山城へ戻もどったことは言うまでもない。

　良晴は筏の上で弓を手に戦せん闘とう準備を進めながら、「信奈の奴やつ、怒るかなあ……」とつぶやいてみた。

　しかし、長政に信奈を奪われる光景を想像すると腸が引ひき裂さかれそうに辛つらいというのに、今こうして自分の膝ひざの上に小さな頭を載せて仮か眠みんを取っている半兵衛の寝ね顔がおを見るといささかの後こう悔かいもない。

（この子は、俺が暮らしていた二十一世紀にまで「今孔明」と褒ほめ称たたえられてきた日本一の天才軍師だぜ。知力98オーバーの竹中半兵衛だぜ。よりによってこの俺が、半兵衛を謀反人になんて出来るかよ。こんなかよわい女の子に仇あだ討うちの運命なんぞ背負わせられるかよ──藤吉郎のおっさんにも[image: しか]られちまわぁ）

　長良川を一気に下り、川並衆は中州の墨俣を筏の船団を率いて急きゆう襲しゆう。

　ところが──。

　安藤伊賀守も浅井長政も、不在。

　血ち眼まなこになって探しても。

　墨俣には、猫ねこの子一いつ匹ぴき、いなかった。

　川並衆を率いる副将・前野某なにがしが「ちきしょう！　一いつ杯ぱい食わされたぜ！」と忌いま々いましげに地じ団だん駄だを踏ふみ、「きゃあぁ」と怯えた半兵衛が良晴の背中にすすっと隠れる。

「……良晴。砂地の上に書き文字が」

　犬千代が指さした先は、草が生えていない砂すな浜はまになっていた。




『義ぎ理り堅がたい半兵衛どのは謀反人になることをいやがっておられるご様子。

　しかし相良良晴がいては稲いな葉ば山やま城じようを斎藤義龍に返へん還かんすることはできない。

　そこで私は一計を案じ、あえて裏切り者の役を買って出た次第。

　今いま頃ごろ、憎にくい私を討ち果たす口実を得た相良が半兵衛どのをかどわかしてこの墨俣を訪れていることでしょう。

　これで半兵衛どのは謀反人の汚お名めいを免まぬかれました。

　だがこれだけの騒さわぎを起こし、美み濃のに帰参するのは無理でありましょう。

　我が近江おうみに参られよ。

　安藤伊賀守は、半兵衛どのが我が家臣となった時にお返しいたしましょう』




「くそっ！　あいつは半兵衛ちゃんを調略できないと見て、稲葉山城を義龍に取り戻させるために俺たちを墨俣までおびき寄せたのか！　長政め、ただの女たらしじゃなかった……！」

「……たぶん、姫ひめさまと同盟するためなら何でもするつもり……」

「しかし信じられねぇ、長政があっさり稲葉山城を捨てるとは」

「……半兵衛さえ家臣にできれば自力で稲葉山は盗れると長政は考えている。それに、たとえ盗れなくても姫さまも盗れなければ同じこと」

「どうあっても政略結婚で織田家を吸収するつもりか。どうしてあいつはそこまで信奈に固こ執しつする？　好きでもなんでもねえくせに！」

　理で考えれば天下統一を志す自分にとって同じ志を持つ姫さまは最適の妻、そう考えているはず。犬千代はそうつぶやくが、広い世界を見み据すえる信奈の「天下」と長政の「天下」が同じであるはずがなかった。良晴はそう確信している。浅井長政は行動力もあり策さく謀ぼうにも長けているが、視野の広さ、器の大きさという点では時代を超こえた英雄である信奈には遠く及およばない。だいいち女に愛情も抱けぬのに、民を慈いつくしむわけがない。まして、南蛮諸国を相手に堂々と渡り合うなどという真ま似ねができようか。女たらしの術はヨーロッパの大だい艦かん隊たいには通用しないのだ。

　……。

　墨俣で呆ぼう然ぜんと立ち尽つくしていても仕方がない。

　良晴は長良川を今度はさかのぼって北へ向かい、いったん半兵衛を本領の菩ぼ提だい山やまへと送り届けることにした。義龍の手勢が半兵衛を討ちに来るかもしれないからだ。

　闇の彼方かなたにそびえる金きん華か山ざんを見つめながら、犬千代がぼそりとつぶやいた。

「……尾お張わり勢だけであの城は落とせない。姫さまはもう、浅井長政と結婚するしかない」

「まだだ、犬千代。俺はあきらめない。半兵衛ちゃんから譲ってもらおうなどと横着せずに、自力で稲葉山城を落とす策を考えるぜ！」

「……無理。そもそも姫さまは、野戦が得意。攻城戦は苦手」

「信奈は短気だからな。だが、まだ何かあるはずだ。何か策が」

　うおおおおお長政との結婚だけは絶対に阻そ止ししてやる！　と叫さけびながら、良晴はない知恵を振ふり絞しぼって船上で考えた。

　五右衛門が、鵜うたちを操って鮎あゆをとりながら、

「無理でござろう」

　と良晴の心を折る発言。

「祝言を止めたくば、しのごの言わずに半兵衛をおどかちて城を奪うばうちかなかったでごちゃりゅ」

「五右衛門、それでも俺は女の子を脅おどしたり騙だましたりしねえ。それがモテモテハーレム武将・相良良晴の生き様だぜ」

「その結果、信奈どのを失いかけているでござる」

「仕方ねえんだよ。俺はな、二に兎とでも三さん兎とでもまとめて追いかけるんだよ！　だいいち、人の命に順位はつけられねえ！」

「いやはや。相良氏は、女好きでござるな」

「五右衛門。そこは〝お人好し〟と言うところだろ？」

「いーや。女好きでござる」

「……ぐすん。ほんとうに、すみません」

　忍しのびや夜盗がおっかないのだろう。五右衛門と前野某から離はなれた位置に膝をかかえてうずくまっていた半兵衛が、また頭を下げた。

「気にするな半兵衛ちゃん。信奈の悲願は道三から譲ゆずられた美濃を取り返し、上じよう洛らくして天下に号令することなんだ。それで、浅井長政に足下を見られる羽目になっている」

「……良晴は足軽あがりのくせに姫さまが好き。だから美濃を自力で盗とって、長政との結婚を阻止しようとしている」

「こら犬千代っ！　だだだ誰だれがあいつのことなんて好きなもんかよっ！　俺はただっ、織田家の一家臣としてだなっ……！　浅井家の下風にはあいつを立たせられねえとだなっ……！　だいたい長政はあいつを好きでもなんでもないんだぜっ、ただの政略結けつ婚こんだなんて平然と抜かしやがって……信奈にそんな結婚させられるかよっ！　きぃ、妙みように体がぽかぽかしてきたぜっ！」

「……この通り、良晴は姫さまのことになると無我夢中。命も、厭いとわない」

「こら犬千代、半兵衛ちゃんに曲がった情報を吹ふき込むなっ」

「良晴さんにとって、信奈さまはとても大切な人なんですね」

　河の水面に映る月を眺ながめながら、半兵衛がつぶやいた。

「べっ、別にそんなんじゃねえよ！　俺はな、こう見えても忠誠心の塊なんだよっ！　信奈はワガママで傲ごう慢まんですぐに刀を抜ぬくどーしよーもねーうざい女だが、あれでも異世界からやってきた俺を家臣として取り立ててくれた奴だからなっ！」

　半兵衛は、赤くなって地じ団だん駄だを踏む良晴を眺めながら、小さな声で言った。

「……そんなに大切なら、誰の手も届かないところへ隠してしまえばいいんです。誰も姫さまを傷つけられないように、大切に大切に、お城の奥へと仕し舞まい込んでしまえば」

　半兵衛は、ほんとうはこう言いたかった。わたしだってほんとうは世に出たくなんてなかったです、世に出なければこんなふうに叔お父じさまをさらわれたり逃にげなければならなくなることもなかったんです、と。

「良晴さん。信奈さまがそんなに大切なら、隠してあげればいいんです。そして良晴さんが信奈さまの代わりに織田家を率いて戦うんです」

「それは違ちがうだろ、半兵衛ちゃん」

「……え？」

　河に映った月の影かげを眺める半兵衛の隣となりに、良晴は立った。

「半兵衛ちゃん。月は綺き麗れいだろう」

「……はい。綺麗です」

「月は、好きか」

「はい。人は怖こわいけど、お月さまは怖くないです」

「だからといって、月を誰の目にも触ふれない秘密の場所へ隠そうと思うか？」

「お月さまは隠せないです」

「たとえばだよ。もし君の陰おん陽みようの術で月をどこかへ隠せるとしたら？」

「……隠そうとは、思わないです」

「どうしてだ、半兵衛ちゃん」

「……夜空を照らすお月さまがないと、みんなさびしくなります。夜道が真っ暗になったら困りますし……いくら好きだからって、わたし一人で独ひとり占じめしていいものじゃないです」

「そうだな。それに月の奴だって、夜空にのぼって輝かがやいていたいはずだぜ。いつまでも新月の夜みたいに隠れていたくはないはずだ。だってそうでなきゃあ、月が月でなくなっちまう。暗い夜空を美しく照らし出せるという素晴らしい力を持ちながら、その力を使えないままに鬱うつ々うつと籠こもって過ごすなんて、月だって悔くやしいだろうさ」

　それと同じさ、と良晴は言った。

「あいつを手元にかくまっちゃ、意味ねえんだよ。あいつが、あいつでなくなっちまう。俺はな、あいつを天下に輝かせたいんだよ」

「……天下に輝かせれば、その輝きの裏に影が生まれます。多くの敵を作り、嫉しつ妬とを生み出します。良晴さんの大切な人は、もっと苦しむことになると思いますよ」

「そんなものは、俺たち家臣の手でなんとかすればいい。俺はな、あいつを守りながら、同時にあいつを輝かせるんだ」




　半兵衛は、この時、しばらく言葉を失って隣に立つ良晴の横顔を眺めていた。

（たった今……良晴さんに、わたしは、何かを奪われた）

　そんな、悔しいような、嬉うれしいような、複雑な感情が襲おそってきた。

　それは、義の心に火をつけられた、という感覚とも異なっていた。

　今まで半兵衛が知らなかった、熱い想い。義や忠や孝といった感情や信念や情熱のすべてをその中に宿し、しかももっともっと激しくまぶしいもの。

　しかし、口では、そんな気持ちと逆のことを言ってしまう。

「よ、良晴さんの言葉は矛む盾じゆんしている上に厚かましいです。子供の言いぐさです」

　精せい一いつ杯ぱい、バカにしてみたつもりだった。

　しかし、そう言われた良晴は瞳ひとみを輝かせながらうなずいている。

「そうだ。俺は、ガキだからな。まだ何もあきらめたくはないんだ。誰に笑われようが、大切なものを天てん秤びんにかけるような大人にはなれねえ」

　今度こそ。

　ああ。

　大切なものを、この人に奪われた。
















　半兵衛は、そう、確信していた。

　でも、口から出てくる言葉は──。

「良晴さんは、ほんもののおバカさんかもしれないです」

「かもな」

「良晴さんには、信奈さまの役に立つ特技がありますか？」

「……槍やりも馬も弓も苦手で、血も苦手だから采さい配はい振ふるうとか絶対無理。ただ俺は未来から来たから、歴史の知識がちょっとだけな」

「けほ、けほ……それがもしほんとうでも、良晴さんの行動によって歴史の流れはいずれ変わります。そうなれば良晴さんは信奈さまの役に立たなくなります」

「半兵衛ちゃん、寒いのか？」

「いえ、大だい丈じよう夫ぶです。それに今はわたしのことより、良晴さんのことです。あなたはきっと平和な世界で暮らしてきたんでしょう。戦国の世には向いていません。優しすぎて、そして無力すぎます」

「死んで、もともとだ。なんとかなるさ。俺は、何もあきらめねえ」

「でも。どれほど尽くしても、大名は大名。家臣は家臣です。たとえ浅井さんとの婚こん儀ぎの件をつぶせたとしても、良晴さんと信奈さまは絶対に結ばれないですよ？　ほんとうに、良晴さんはそれで……」

「……あの女と俺さまが結婚？　はは、考えたこともねえって……」

　そのまま。長い時間。

　二人は無言のまま、河面に揺ゆれる月を眺めた。

　そして、半兵衛はこっそりと、しかし良晴にだけは聞こえる声でつぶやいた。

　何度もためらった。しかし、今言わなければ、きっと……やっと見つけたばかりの自分の夢はここで終わるのだ。半兵衛は、生まれて初めて、心の底から恐きよう怖ふした。

　だから、自分の人生を変えてしまうその言葉を、口にしていた。




「わたしも──あなたを天下に輝かせながら、あなたを守ってあげたいです」




　竹中半兵衛は──。

　こうして、良晴の仲間になった。

（俺みたいな正体不明の男に、天才軍師・竹中半兵衛ちゃんが……!?　マジでっ!?　っていうか、なんでっ？　なんで信奈じゃなくて、俺に仕えてくれるって言い出したんだっ!?）

　信奈を浅井長政に奪わせないという俺の志──なんとかなるかもしれない！

　突とつ然ぜんのことに驚おどろいた良晴は「ありがてぇ」と悲鳴のような声を漏もらし、思わず幼い半兵衛の足下に土下座していた。

「頭をおあげください、我が殿との。これからは、殿のためにわたしの知略と陰陽の術を思う存分お使いください」

「いや違う！　半兵衛ちゃんは俺の家臣じゃねえ！　仲間だ！　家族だぜ！　だから、今まで通り良晴さんって呼んでくれ！」

「……くすっ。やっぱり、戦国武将なんて似合ってませんね。良晴さん」

　良晴は、何度も何度も半兵衛の前で頭を下げて地にこすりつけずにはいられなかった。

　俺たちが安藤伊賀守を必ず救出する。それまでは味方にも正体を伏ふせていてくれ、と約束を交わしながら。




　　　　※




　その頃ころ。

　稲いな葉ば山やま城じようの山さん麓ろくにある三層造りの城主の館には斎藤義龍とその家臣たちが返り咲ざき、さっそくの酒しゆ宴えんを開いていた。

　六尺五寸こと義龍、らくがきまんがのような雑な目鼻立ちの大男である。

　しかし意外と頭はさとく、かつて美男と呼ばれた名残なごりを持つ父・斎藤道三と自分は明らかに別の人種であろうと幼い頃から疑っていた。

　自分が実は美み濃のから追い出された守護大名・土と岐き氏の世よ継つぎであったことを確信するようになってからは、密かに「土岐氏再興」を目指して義父・道三を追い落とす計画を進めていた。

　美濃の国人から既き得とく権益を奪うばって独裁的な国作りを進める道三と、対立も繰くり返した。

（親父おやじどのは商人あがりゆえに、この国の古きしきたりの重さを知らぬ。儂わしは違う。儂は名門・土岐氏の嫡ちやく流りゆう。儂が家か督とくを継いだ暁あかつきには親父どのの改革をすべて反ほ故ごにし、いにしえの美濃の姿に戻もどしてやる）

　そう思い定めてもいた。

　そんな折、旧きゆう弊へいな義龍に愛想をつかした道三はいきなり「美濃は信奈ちゃんに譲ゆずるよーん」と色ボケ爺めいたことを言いだした。

　まだ桶おけ狭はざ間まで今川義元と戦う前だった信奈は、美濃でもうつけと評判だった。

　美濃の国人たちの多くが「うつけの信奈が美濃に来たら何をされるかわからぬ」と怯おびえて義龍側へついたため、義龍は長良川の合戦で道三を追おい払はらうことができたのだった。

　義龍は、満足そうにうなずきながら勝利の美酒をぐいぐいと一気のみ。

「よくぞ、半兵衛たちを退去させてくださいました。猿夜叉丸どの」

「昨日は半兵衛の調略に失敗したあげく、糞くそだんごまで喰くらわされかけましたのでね。なに、ほんの意い趣しゆ返がえしですよ」

　なんと。

　正体を明かした浅井長政が、涼すずしい顔で義龍の隣となりに座っているではないか。

「義龍どの。織田家との同盟を考えておりましたこの長政ですが、あのうつけ姫は優ゆう柔じゆう不ふ断だんでなかなか返事をよこさない。今後は、なにとぞよしなに」

「ふん。猿夜叉丸どのは、実は織田信奈に意趣返ししたいのではありませんかな？」

　六尺五寸、色いろ恋こいの道に縁がなさそうな雑な外見の男ではあるが、意外に頭が切れる。

「と、いいますと？」

「うつけ姫が尾張にくわえてわが美濃を自力で併へい吞どんすれば、天下に隠かくれもせぬ大大名となり、猿夜叉丸どのの妻になる必要もなくなる。むしろ猿夜叉丸どののほうが織田家の下風に立たされる。ゆえに、半兵衛が占せん拠きよした稲葉山城を織田家に奪われることを恐おそれ、半兵衛を自ら調略できぬのならいっそこの義龍に奪だつ回かいさせたほうが良いと計算されたのでありましょうな」

　恩を売ったつもりが、実はすべてお見通しだった。

　こんな雑な顔の作りのくせに六尺五寸め実は道三譲りの切れ者かと長政は内心驚いたが、涼やかな作り笑顔で受け流す。

「猿夜叉丸どの。半兵衛がおらずとも野戦さえ避さければわが稲葉山城に死角なし。うつけの信奈も、こたびの失敗で美み濃の攻こう略りやくをあきらめ、そなたに頭を垂れて助力を仰あおぐしかありますまい。すぐに夫婦めおとになることですな」

「ふん。そのときは私も稲葉山城の攻せめ手に加わることになりますが、よろしいのですか？」

「無論。織田家が半兵衛でも雇やとえば別ですが、この城は落ちませんからな」

「ふん、それもそうですね」

　私が安藤伊賀守を人質にして半兵衛を調略中だということは気づいていない、と長政は安あん堵どしながらほくそ笑んだ。もっとも、彼もその半兵衛がすでに良晴のもとにいることは知らないのだが。

　いずれは再び敵として相まみえるかもしれない斎藤義龍と浅井長政の両人は、互たがいにふくみ笑いをしながら酒を酌くみ交わし合った。

　昨日の敵が今日の友となり、さらに明日は再び仇きゆう敵てきとなる。

　これも、戦国の世の定めである。

　義龍の家臣たちが（いっそ長政をこの機に）と義龍に目配せするが、義龍にはその気はなかった。

　稲葉山城を奪い返せたのも長政のおかげだし、それに長政をここで討てば尾張のうつけ姫が意に沿わぬ祝言をあげさせられて悔くやしがる顔を見ることができなくなる。

（女のあしらいにたけた猿夜叉丸の嫁よめになってしまえば、あのわがまま三ざん昧まいなうつけ姫も身の程を知り、ただの女になる。天下盗とりなどという子供じみた夢から覚め、意い気き消しよう沈ちんして美濃をあきらめるであろうよ）

　らくがきみたいな顔の下で、義龍はそこまで読み切っているのであった。

　長政にとっては義龍が有能な戦国大名であることはむしろ、僥ぎよう倖こうと言える。

　軍師半兵衛がいなくても、義龍は織田勢から稲葉山城を守り通すだろう。

　これで、信奈は自分の前に膝ひざを屈くつするしかなくなった、と長政は確信した。尾張は労せずしてわが手に入る。その後、近江おうみと尾張とで西と南から挟はさみ込めば、さすがの稲葉山城もいずれは落ちるだろう。自ら使者に身をやつして稲葉山城に登った際に、長政は城の造りを細かく調べてきてもいるのだ。

（いい気なものだな義龍め。半兵衛が犬の小便を浴びせられた時にはつい我を忘れてしまったが、対信奈で利害が一致する間は利用するだけ利用してやる。用済みになるまでは、だ）

　戦国の世は、虚きよ々きよ実じつ々じつの化かし合いだった。

　天下という野望に憑つかれた長政にとって、この世には友情もなければ、男女や家族の愛などもない。持って生まれた己の美び貌ぼうを駆く使しし、様々な女を利用しては捨ててきたが、それとて美濃の蝮まむしこと斎藤道三の若い頃のやり方を真ま似ねたまでだ。

　戦国乱世の大名の家に生まれた者に、愛など不要。家族などしょせんは駒こま。

　げんに、義龍は義理とはいえ自分の父親を尾張に追放していたし、長政自身も無能な父・久政を強引に隠いん居きよさせて家督を奪っている。

　浅井長政、元服前の名は猿夜叉丸。

　北近江の新興大名・浅井久政の嫡ちやく子しだった猿夜叉丸は、幼少時より南近江の名門・六ろつ角かく承しよう禎ていに母とともに人質として囚とらわれていた。父・浅井久政は惰だ弱じやくで戦に弱く、妻子を差し出して六角承禎に臣従したのだ。

　猿夜叉丸は幼少時より美少年の誉ほまれが高く、六角家の女たちはみな彼に夢中となった。その趣しゆ味みがないはずの六角承禎までが何度も猿夜叉丸のもとへ通っては袖そでにされている、という噂うわさがあったくらいである。

　その若き猿夜叉丸が六角家の観かん音のん寺じ城じようを単身脱だつ出しゆつして、父親と浅井家家臣団のもとへ──小お谷だに城じようへ突とつ如じよその姿を現した時、小谷城は騒そう然ぜんとなった。

　猿夜叉丸は家臣団の前で、父親の前で、浅井家の再独立を唱えたのだ。

「皆みなの者。父上。私は決めました。浅井家は再び戦国大名として独立する。六角承禎などにはこれ以上臣従しないし、今後も決して屈くつしないと」

　覇は気きがなく浅井家を六角の飼い犬にまで貶おとしめた惰弱な父親と、若く美しくそして野心と怒いかりに満ちた嫡子の対決だった。

　家臣団はみな、歓かん声せいをあげて猿夜叉丸を支持した。

　父・久政はだが、猿夜叉丸に抵てい抗こうした。

「母親を観音寺城へと置き捨ててきたのか、猿夜叉丸」

「私が小谷城へ逃とう亡ぼうしたことを知った六角承禎がまもなく攻せめ寄よせましょう。これを叩たたき潰つぶして母上をお救いします。父上」

「そなたには異なる生き方もあったはずだ。浅井家はもう大名ではなくなった。強引に浅井の家を継つぐ必要などあるまい。なぜに修しゆ羅らの道を選ぼうとする？」

「私は六角承禎のような下劣な男に屈くつ服ぷくしたくないからです、父上！　人質暮らしなど二度と御ご免めん被こうむります！　浅井家が弱かったばかりに私はあの男に辱はずかしめられるところでした！　私は父上が持つ浅井家の家か督とくをいただきます。力をつけ、城を奪うばい、国を盗とり、誰だれにも頭を下げずに堂々と天下を生きていきます！」

「……猿夜叉丸。今のそなたに家督は譲ゆずれぬ。家督を奪うのならば、そなたはもうひとつの生き方を、己個人の夢を、捨てねばならない。それが浅井家の定めぞ。家督を奪うことは認めても、家の定めを破ることは認められぬ。破るのならば、朝倉家あるいは六角家から養子を取り家督を継つがせる」

「いいえ。家督はこの猿夜叉丸が。六角より養子など言語道断。浅井家の定め、父上のご意志は、守りましょう」

「どうしても浅井家当主となり、野望のために戦うというのか？　人としての愛も情も捨てると申すか」

「武を極め覇はを唱えようとする私には、情など無用。私はこの美び貌ぼうを天下盗りに利用するつもりですから。かつての斎藤道三がそうしたように、女どもを惑まどわせて国を盗ります」

「この父をおもんぱかって、強がるでない。後あと戻もどりはできぬぞ」

「後こう悔かいなど。忌いまわしい過去も屈くつ辱じよくもなにもかも切り捨てて、私は六角承禎を討ち、天下を奪います。最強の戦国大名になってみせます」

　家臣団には、この時にかわされた父と子の会話の真の意味は、わからなかった。が、猿夜叉丸と久政との間では、それは確実に伝わっている。久政が「家の定め」と呼ぶその言葉の意味も、猿夜叉丸が父から家督を奪う罪と引ひき替かえに捨てた己の夢の正体も──。

　わかった。そなたはこれより元服し、戦国大名『浅井長政』と名乗るがよい……と久政はつぶやき、猿夜叉丸を支持する家臣団に囚われて琵び琶わ湖この竹ちく生ぶ島しまへと流されていった──。

「野の良ら田だの合戦」において浅井長政が六角承禎率いる二万五千の大軍を寡か兵へいで撃げき破はし、浅井家を再び北近江の戦国大名として独立させたのはそれからまもなくのことだった。奇くしくも尾お張わりの織田信奈が同じく二万五千の今川軍を奇き襲しゆうで撃破した「桶おけ狭はざ間まの合戦」とほぼ同時期であった。この合戦での勝利により、浅井長政は天下盗りの野望に燃える若き戦国大名として織田信奈と並ならび称しようされることとなったのである──。

　しかし長政はこの時、父親から家督を奪う際、その上さらに父親の意向に逆らうことをためらった。長政はたしかに己のひとつの可能性を、戦国大名として生きる道とは異なる未来を、己個人の夢を「捨てた」のだ。

　にもかかわらず、同じ野望に燃える好敵手でありながら、織田信奈は天下を狙いつつ己のもうひとつの夢をも捨てようとはしていなかった。

　あの信奈も、いずれは「好いた男と結けつ婚こんしたい」などという小こ娘むすめじみた夢をあきらめて自分に屈するに違ちがいない。

　どうしたわけだろう。女などという生き物に心を動かされたことのない長政が、今はむしょうに夢破れた信奈の泣き顔を見てみたかった。

　織田信奈と相良良晴。身分違いのはずの二人がお互いに顔をつきあわせて怒ど鳴なり合っている姿を見ると、長政は暗あん鬱うつたる気持ちに陥おちいるのだ。それは、身分も主従関係も無視してただ互いにともにあることを楽しんでいる二人の純じゆん粋すいな姿が、長政がすでに捨ててきた夢の名残を否応なしに思い起こさせるためであろうか──。

　浅井長政は、ただの女たらしなどではない。

　だが、長政が遠き日に捨てた夢の正体は、誰だれにも知られてはならない。妻になるはずの信奈にすら知られては、ならなかった。

「いや、今宵こよいは実にめでたい。斎藤・浅井両家のために、乾かん杯ぱい」







　　　巻ノ四　墨すの俣また一夜城







　稲いな葉ば山やま城じようを奪回した斎さい藤とう義よし龍たつは、井いノの口くちの町のいたるところに良よし晴はると犬いぬ千ち代よの人相書きを張り出した。

　良晴の似顔絵はやたらに人相が悪く、犬千代の似顔絵は頭に虎とらの毛皮を載せている。

『この者たち、竹たけ中なか半はん兵べ衛えに内通し謀む反ほんを起こさせた尾お張わり方の間かん諜ちようにて云うん々ぬん』

　そんな御お触ふれ書がきで、良晴と犬千代は今回の騒そう動どうの首しゆ謀ぼう者しやとして賞金首に。

　これでは美濃にはいられない。

　引き続き安あん藤どう伊い賀がの守かみを捜そう索さくするため半兵衛に五ご右衛え門もんと川並衆をつけ、良晴と犬千代は急ぎ尾張の清きよ洲すへと舞い戻った。

　ところが──。

　清洲城に戻ってみると、侍さむらいたちの姿が消えていた。

　完全に、空き城である。

「どうなってるんだろう、犬千代？」

「……？？？」

　うこぎ長屋のみんなは無事か？　と心配して長屋へ急行した二人は、驚おどろくべき光景を目の当たりにした。

　肩かたの上にねねを乗せた柴しば田た勝かつ家いえが、配下の兵士たちと一いつ緒しよに松たい明まつを掲かかげて良晴の家に四方から火をかけているではないか。

「さっさと燃やしてしまうんだぞー！」

「合がつ点てん！」

「承しよう知ち！」

　めらめらめら。

　嗚あ呼あ！　良晴が見ている前で、狭せまいながらも楽しい我が家が紅ぐ蓮れんの炎ほのおに包まれた。

　良晴は、「なんであたしがこんな仕事を」とぶーぶー唇くちびるを尖とがらせている勝家の背後から怒いかりの相良さがらキックを敢かん行こう。

　あっぱれ、勝家のお尻しりにぽふっと命中。

「ななな何すんだよサルっ!?　あたしに恨うらみでもあるのかっ？」

「それはこっちの台詞せりふだ！　俺の留守中に、勝手に放火してんじゃねえ！　勝家、お前こそ俺にいったいどういう恨みが……！」

「あ、あたしには、戦のどさくさに紛まぎれて胸を触さわられたという立派な恨みがあるよっ！」

「桶狭間の時のことかっ!?　だからって、俺の家に火をつけることはないだろ？」

「……犬千代の家にも、燃え移った」

「かついえ～！　この恨み、はらさでおくべきか！　復ふく讐しゆうしてやる～」

「なっなんであたしの胸を触ろうと手を伸のばしてくるんだよっ？　やめろサルっ、ひゃあああああっ!?」

「元はと言えばお前が俺さまの家を焼くから……しかしそんなことよりもとにかく、このふくよかな二つのふくらみに無む性しように触りたいっ」

「きゃああああ、エロザルが火を見て発情してるぅっ!?」

　兄さま。これは姫のご命令ですぞ、と勝家の肩に乗ったねねが良晴を制止した。

「信のぶ奈なの？　そうか……あの女、ついに俺を焼き殺そうと決意したか！」

「違いますぞ！」

「あのなぁサル。お前らが留守しているうちに、信奈さまは居城をこの清洲から小こ牧まき山やまに移されたんだよ。家臣たちも強制的に小牧山へ引ひっ越こさせた。で、まだ小牧山に移ってこない家臣の家は焼いちゃえって仰おおせになられて」

　いつも一いつ騎き駆がけする信奈だが、引っ越さない家臣の家に放火だなんて気が短いにも程がある……と良晴は思った。

「勝家。それで、いの一番にまずは俺さまの家を焼き討ちしたわけだな、お前は」

「しょうがないだろ！　サルはまだなのサルはまだなのって姫さまが不ふ機き嫌げんなんだよっ！」

「俺は引っ越しを拒きよ否ひしてたんじゃなくて、留守してただけだぜ」

「兄さま。ねねの実家の爺じいさまたちも、すでに小牧山に移りましたぞ！　ねねたちもすぐに参りましょう！」

「……犬千代も小牧山に向かう」

　勝家を先頭に、一同は一路小牧山へ。

「ところで勝家。小牧山ってどこだっけ？」

「この清洲よりもずっと北にある城でさ。姫ひめさまはこれで美み濃のにぐっと近づいたってわけだな」

「なるほど。美濃へ出兵する際に、行軍距きよ離りを大おお幅はばに短縮できるわけだ」

「頭の固い老臣たちは『国盗りのために本城を移転するなど聞いたことがありません』『せめて一年はご猶ゆう予よを』と猛もう反はん対たいしたけど、姫さまは即そく断だん即そつ決けつでその日のうちに小牧山へ。引っ越しを渋しぶる家臣の家は焼いちゃえ、と仰せに」

　ほとんど放ほう火か魔まだな、と良晴は思った。

「で、勝家。そいつら反対派の家よりも先に、まず俺さまの家を焼いた正当な理由は？」

「しつこいな。別にお前を焼き殺そうとしていたわけじゃないんだから、もういいだろっ」

「よくねえ！　勝家、お前とは一度ゆっくり話をつけなきゃいけねえようだな」

「たかが侍大将に出世したくらいで、なんで織お田だ家筆頭家老のあたしにタメ口なんだよっ。ったく、失しつ敬けいなサルだなあ──」




　尾張の北の端はしにある小牧山は低い山で、それまで城などなかった僻へき地ちである。

　しかし、尾張のほぼ中央に位置する清洲城と比べれば、ぐっと稲葉山城へ近づいたことになる。

　何度も美濃勢の伏ふく兵へいに遭あった信奈は、城普ふ請しんを得意としている丹に羽わ長なが秀ひでに命じて小牧山全体を急ごしらえの城じよう塞さいとすることを決断。

　一度決断すると、信奈は電光石火の速さで行動する。

　まだ建物も完成していないうちに、清洲城下で暮らしていたすべての家臣に引っ越しを命じたのである。

　その小牧山に到とう着ちやくした勝家は、ねねを家臣に任せると、そのまま良晴と犬千代の二人を引きずるように信奈の部屋へと連行した。

　信奈の部屋もまだ完成していない急ごしらえの和室だが、お気に入りの地ち球きゆう儀ぎと虎皮の敷しき物もの、パンダ皮の敷物、そして壁かべには南なん蛮ばんから買い求めた大ぶりの世界地図があった。

　さらに、稲葉山城をにらむためなのか、大型の望ぼう遠えん鏡きようまで手元に置いていた。

「姫さま！　相良良晴と前田犬千代を連れて参りました！」

「デアルカ。六りく、ご苦労」

　なごやこーちんのてばさきを骨ごとほおばりながら、信奈が眉み間けんに皺しわを寄せてうなずいた。

　良晴がしばらく会わないうちに、いっそう不機嫌さが増してる。

「サル。犬千代。これはいったい何なの？」

　信奈が、井いノの口くちの町で配られまくっている「人相書き」を一枚、良晴の前へと突つきつけてきた。

「この性格悪そうなサル面、どう見てもあんたじゃない。半兵衛に謀反をそそのかした張本人……って書いてあるわね。しかも、尾張の人間だってバレてるし」

「いや、それは」

「いったいどういうことかしら。事と次第ではあんたの首をこの場ではねるわよ」

「……濡ぬれぎぬ。真相は、こういうこと」

　一言多い上に態度がでかい良晴に申し開きさせると、ますます信奈の怒りに火を注ぐ。気を回した犬千代が、言葉少なにこれまでの経緯いきさつを説明した。

　犬千代は口数が少ないが、その言葉は常に的確。

　信奈も妹分の犬千代には甘いので、「しょうがないわね、今度からはわたしに一言言ってから調略に向かいなさいよ」とあっさり折れた。

「姫さま！　侍大将の分をわきまえず無断で敵将調略に向かい、しかも失敗して逃にげ帰かえってきたサルに、お仕置きなさらないんですかっ!?」

　うちの姫さまはサルに甘い！　えこひいきしている！　とばかりに勝家が抗こう議ぎするが、信奈は太た刀ちを片手に立ち上がって、そしてカン高い声で言った。

「分かってるわよ六。サル、ちょっと顔貸しなさい」

　まるで女番長のような言いぐさだな……と良晴は思ったが、頭をかきながら信奈に従った。

「ちょっと姫さま!?　ほんとにサルにお仕置きなさるんですかっ？　二人きりで甘い密会などを始めるつもりではっ……？　あたしも参りますっ」

「……勝家。ここで待つ」

　犬千代が二人を追おうとする勝家を抱だき留とめて、「離はなせっ」と勝家が抵てい抗こう開始。

　期せずして、犬千代対勝家の相撲すもう対決に。

　体の大きさはひとまわり、胸のふくらみはふたまわりも違うが、意外と好勝負に。

「ぬぬぬぬぬ……犬千代っ、お前意外と腰こしが重いなっ……！」

「……勝家は、胸が重い。むかつく」

「ええええっ!?　なんで、あたしばっかりむかつかれるんだよっ!?」

「……自分の胸に手を当てて聞けば、わかる」

「わからないよー！　なんでっ？　あたしって性格にどこか問題あるっ？」

「……性格には問題ないが、胸に大問題がある」

「ええええっ、どおしてええっ!?」




「何を騒さわいでいるのかしら。あの子たち、うるさいわねぇ」

　縁えん側がわにしゃがみこんだ信奈は、小牧山の山頂からはるか北に広がる濃のう尾び平へい野やを見下ろしていた。いつものうつけ姿ではなく、涼すずやかな水色地の着物姿。このまま甲かつ冑ちゆうを着こめばすぐに戦に出られるし、部屋着としても申し分ない。衣装における機能性の追求をやめたわけではなかったが、急に女の子らしくなったようだ。

　隣となりに座った良晴は、妙みようにどきどきしてしまう。

（まさか、長なが政まさに求きゆう婚こんされて色気づいたとか……きぃ、悔くやしい）

「あんたも小うるさいわね、サル」

　そんな信奈の視線の先には、木き曽そ川がわの流れ、さらにその向こうには父・信のぶ秀ひで以来二代にわたる悲願となっている難なん攻こう不ふ落らくの稲葉山城。

　いらいらと足を揺ゆすりながら盛んに望遠鏡で稲葉山を覗のぞきこんでいる姿を見れば、信奈が内心焦あせりに焦っていることは丸わかりだった。

　清洲から小牧山へ本ほん拠きよ地ちを移したのも、一歩でも二歩でも稲葉山城へ近づきたいという信奈の心の表れなのだろう。

　急ごしらえの庭園も、よく見れば美濃の地形を再現した小さな立体地図として作られている。庭を走る小川は木曽川と長良川に、中央に盛られた土の丘おかは金きん華か山ざんに比しているのだろう。この箱庭を凝ぎよう視ししながら、信奈はずっと美濃を盗とる方策を考え続けていたらしい。

「手に届きそうなのに、届かないわ」

　で、俺にお仕置きするんじゃなかったのか？　と良晴が切りだした。

「策を出しなさい」

「柵さく……？　騎き馬ば隊とでも戦うのか」

「違ちがうわよ。策よ。稲葉山城を盗る策！　少しばかり本拠地を近づけたくらいじゃ、あの難攻不落の山城は落とせないわ！　わたしはこの小牧山に自分で城を建ててみて、山城の弱点を研究しようと思っていたんだけど……」

「行き詰まったのか？」

「ええ。小高い丘程度の小牧山と難攻不落の金華山じゃ、高さが違いすぎるもの。あまり参考にはならないわね」

　蝮まむしの斎藤道どう三さんがあちこちに手を入れて完成させた天下の名城・稲葉山城。

　竹中半兵衛がいなくても、かの城に籠こもりさえすれば義龍は容易に織田軍を追おい払はらえる。しかも、城下の井ノ口近辺に信奈が陣じんを張れば、道三仕込みの夜や襲しゆう戦法がある。

「一つだけ考えられるとすれば、稲葉山城の水の手が涸かれるのを待つ包囲戦だけど……」

「いくら東に元もと康やすが控ひかえてくれているとはいえ、何ヶ月も尾張を空にはできないよな」

「それ以前に、秋になれば田畑の刈かり取とりの仕事があるでしょう？　だから長期戦は無理なの。足軽兵って農作業のほうが本職なのよ。身分のある侍さむらいだって半はん士し半はん農のうの兼けん業ぎようが多いの。わたしは小牧山の城下町に家臣を集めて専業兵の数を増やそうとしたのだけど、一年中いつでも戦える常備軍を完成させるにはまだまだ時間と金がかかるわね」

　それにしても家臣の長屋を焼き討ちするのはやりすぎだぜ、と良晴がぼやいた。

「サル。わたしの壮そう大だいな軍制改革案を聞かせてあげたんだから、少しは驚おどろきなさいよ」

「お前は天下の織田信奈だろ。それくらいのことは考えついて、そして実行するさ」

「つまんないわね。六のように、何を仰おつしやっているのかさっぱりわかりません姫さまと涙目でうろたえられても困るけど。でも、ちょっとは感激しなさいよ」

「信奈。半兵衛が美濃方にいないというこの一事は、たぶんお前が考えているよりもずっと大きいぜ。今ならば稲葉山城を落とす策は──ないでもない」

　奥歯にものが挟はさまったような言い方ね。信奈は唇くちびるをむっとへの字に曲げた。

「あんた最近態度がはっきりしないのよ。もったいぶっていないで、言いなさいよ」

「恩賞自由の約束を忘れるなよ」

「……わ、忘れちゃいないわよ」

　なぜか信奈は頰ほおを赤らめて、あさっての方角を向いた。

　良晴は、そんな信奈の様子には気づかず、戦国ＳＬＧの最高傑けつ作さく『織田信長公の野望』で何度も見たことがある超ちよう有名イベントを思いおこした。

　戦国の歴史に名高い、木きの下した藤とう吉きち郎ろうの「墨すの俣また一いち夜や城じよう」。

　その歴史イベントの内容は、こうだった。

　美濃を盗るために織田信長は、西美濃の要地・墨俣に城を造ることを決意。しかし墨俣は敵地のまっただ中。並みいる重臣が築城に失敗するが、小物あがりの木下藤吉郎秀ひで吉よしが見事に一夜で城を建てることに成功。

　この墨俣城の出現によって美濃の国こく人じんたちは動どう揺ようし、続々と織田方に寝ね返がえる。孤こ立りつ無む援えんの裸城となった稲葉山城は、ついに織田軍によって落とされる──。

「サル。わたしは短気なの、早く策を言いなさい。〝墨俣に城を造る〟以外の策をね」

「げえっ!?　なんでお前が言っちゃうんだよ!?」

「戦略的要地の墨俣に織田の楔くさびを打ち込めれば、美濃の国人たちは色をなしてわたしに寝返ってくるわ。でも、義龍だってバカじゃないんだから兵を出して妨ぼう害がいしてくる。できないでしょ？」

「危険だが、できないわけではない。俺には戦国ゲーム仕込みの秘策がある」

「命がけだわ。ほとんど勝ち目のない賭かけよ」

「だが、それしかない。恩賞自由の約束のためだ、俺はやるぜ」

「あんたが？　あんたには家来も郎ろう党とうもいないじゃない。どうすんのよ」

「川並衆に協力させる。もし築城に成功したら、あいつらを召めし抱かかえてやってくれ」

「川賊なんかと付き合ってるの？　ほんとに、ヘンな奴やつね」

　でも、あまり多くの兵はつけられないわ。東には竹千代が構えているけど、今度は西の伊い勢せのほうといろいろ揉もめてるから、と信奈。

「甲賀侍の滝たき川がわ一かず益ますが今、伊勢の前線に張りついているの。いつ本隊の出動を要よう請せいされるかわからない情勢よ」

「俺がいない間にそんなことに？　お前は、すぐに揉め事を起こすなぁ。もしかしたらそろそろ結けつ婚こんするかもしれないんだぜ？　少しはしおらしくしてろよ」

「うるさいわね。家臣のくせに、生意気なのよ。だいいち、わたしはまだ結婚するつもりなんて無いわ。今は美み濃の盗とりに夢中だし、そもそも頭ず脳のう明めい晰せき容よう姿し端たん麗れい、虎こ視し眈たん々たんと天下統一を狙ねらうわたしほどの美少女ともなれば、釣つり合う男なんて天下にそうそう現れないもの」

「長政がいるだろ？」

　目をつり上げた信奈に、ごすっ、と向こうずねを蹴けり上げられた。

　思わず蹲うずくまる良晴。

「ふん。あいつがどうにか釣り合ってるのは、顔と身分だけよ。いい？　身分なんてものは生まれてきた家が偉えらいかどうかっていう偶ぐう然ぜんの運にすぎないし、顔も同じよ。平和な時代ならともかく今は乱世。男も女も、要は実力と、そして志よ。身分なんて……そんなものは関係ないの！」

　光の加減か、ぷりぷりと頰を膨ふくらませて怒おこっている信奈の目もとが、少し潤うるんでいるように見えた。

「わたしの旦だん那な様になる男は、わたしと一いつ緒しよに夢を見てくれる人じゃないとイヤなの！」

　こいつを月に喩たとえたのは間ま違ちがいだった。

　確かに、見ほれるほどに美しい。

　しかしいつだって情熱的に輝かがやいている瞳ひとみはまるで太陽のようで、その華きや奢しやな体にうっかり手を伸のばしたら大やけどしてしまいそうだ、と良晴は思った。

　この姫ひめについていくのは、ほんとうに、命がけだ。

「長政なんか、ただの女たらしの野心家じゃないの！　何が、戦国大名の結婚には愛なんてない、よ！　あんな安っぽい言葉で大人の男ぶってるつもり？　あれでわたしの心が揺れると思ったら大間違いだわ！　わたしは、尾お張わりのうつけ姫なのよ！　あんなのが大人だというなら、大人になんてなるもんですか」

「あ、ああ……」

「サルっ！　あんな奴に大きな顔させてていいの？　あんたの主君がなめられてるのよ!?　あんたはわたしの夢をかなえるためにこの世界に来たんでしょ？　だったら早く、美濃を奪うばいなさいよ！」

　なぜか良晴の耳には、信奈の苛いら立だった声が（長政にわたしを奪われたくないのなら、早くわたしを奪って）と懇こん願がんしているように聞こえてくる。

　良晴は（いかん妄もう想そうもいいところだ。俺はねねのおかげで女日照りが長く、精神的に参ってるんだ。この世界にはギャルゲーもエロ動画もないしな）と慌あわてて頭を振ふり、目を擦こすりながら、言い返した。

「み、美濃は俺が盗る。うん」

「なんでキョドってんのよ？　こっち見なさいよ」

　頰を紅潮させながら、顔を近づけてくる信奈。慌てて背を向ける良晴。

　やべえ。必死になってる信奈が、めちゃくちゃまぶしい。なんでだ。なんで、胸がこんなにバクバクいってるんだ……。

「み……身分なんか関係ないとか……お前一人がそういう先進的なことを言ってもさ。家臣団や領民は、そうは思わないぜ」

「……バカに何を言われようが、ほっとけばいいのよ」

「そこがお前の悪い癖くせだ。この世界にはこの世界なりの、古いしきたりや仕組みがいろいろある。多数派に根回し工作もせず独どく断だん専せん行こうで珍ちん奇きな改革を続ければ、いずれ家臣に討たれるぜ。道三だってそれで国を失ったようなものだ」

「ふん。あんたがそんなつまらないことを言う男だとは思わなかったわ」

「今のは一いつ般ぱん論さ。俺はいつだって、お前の味方だ。天下も恋こいも、どっちも盗らせてやる。お前を守りながら、お前を天下に輝かせてやらぁ」

「……え……？」

「どうだ、俺さまのガキっぽい言葉に少しは心が動いたか？」

「…………あ……」

　信奈は顔を伏ふせ、かちんと固まって押おし黙だまってしまった。

　一いつ瞬しゆん、気き恥はずかしい沈ちん黙もくが二人の間を流れた。

　ここは突つっ込こむところだろ！　なんでいつものように罵ば詈り雑ぞう言ごんで突っ込み返さないんだよ！　と良晴は内心慌てた。

　とにかく墨俣に城は建てる、と宣言しながら、良晴は立ち上がった。

「信奈。俺は必ず、稲いな葉ば山やま城じようを盗る。その時には──恩賞自由の約束、今度こそ果たしてもらうからな。言っておくが俺はねね一人育てるので手て一いつ杯ぱいだ、また妹だの弟だのを増やすような真ま似ねはするなよ」

「……え……う、うん……」

　こくり、と小さく信奈がうなずいた。

　妙みようにしおらしい信奈であったが、勝手に口から溢あふれ出てくる自分自身の言葉にテンパっている良晴はやっぱり気づいていない。

　そして空気を読めない良晴は、去り際に余計な一言を漏もらした。

「……なあ、信奈。もしも俺が美濃を盗り損ねたら、ほんとうに長政と結婚するのか？」

「ふ、ふん。どうせサルのお嫁よめさんをもらう予定のあんたなんかに関係ないでしょう」

「……ああそうかい。あーあ、半兵衛ちゃんは今いま頃ごろ元気にしてるかなあ……あの子は泣き虫だから、俺が守ってあげなきゃ心配なんだよな」

　ぷちん。

　今のは、信奈の頭の血管が切れた音。

「──そうよ。そうだったわ。すっかり忘れていたけれど……なんであんたごときが勝手に竹中半兵衛を家来にしてるわけ？」

「いきがかりと誤解が重なって騒さわぎになったが、あの子にはもともと謀む反ほんを起こす野心なんてなかったんだよ」

「しかも、わたしの元に半兵衛を連れてこないってどういうことよ。あんたの家来ってことはとどのつまりはわたしが飼っている家か畜ちくの家来ってことであって、要はわたしの家来じゃない。なんで半兵衛は出仕しないのよ、失敬じゃないのよ」

　やべえ。でも信奈と蝮まむしを怖こわがってる半兵衛ちゃんを、こんな不ふ機き嫌げんな魔ま王おうモードの信奈の前に出すわけには……良晴は「売り言葉に買い言葉、余計なことを言って藪やぶの蛇へびをつついた！」と後こう悔かいしたが後の祭り。

「は、半兵衛ちゃんは今、浅井長政にさらわれた叔お父じを捜そう索さく中なんだ。俺と犬千代は手配書を美濃中に撒まかれたので仕方なく撤てつ退たいしたが、代わりに五右衛門と川並衆が半兵衛ちゃんを守っている──」

「……そういえばあんた、犬千代の話によれば稲葉山城乗っ取りの時にも半兵衛と一緒だったんでしょ？　もしかして……半兵衛を謀反人の汚お名めいから救うために敢あえて稲葉山城を捨てたのね？　あんたのほうこそ恩賞自由の約束を忘れたの？」

　しまった、気づかれた！

「わ、悪いかよ。謀反人にはなりませんと毅き然ぜんと言い張る半兵衛ちゃんをこの手で斬きり捨てて城を盗とってくれば、お前は喜んだのか？」

「ううん。実にあんたらしいと思うわよ。でも、女の子のためにせっかく掌しよう中ちゆうに収めた一国一城を捨てるなんて、やっぱりバカね……」

「お、俺は、何もあきらめない性格なんだ！　長政みたいなのと一緒にするんじゃねえ！　あいつは自分を大人だとか言ってるが、要は何か大切なものを捨ててるんだよ、あきらめてんだよ！」

　しばらくの沈黙のあと。

　信奈は、こともなげにつぶやいた。

「……決めたわ。わたし、浅井長政と祝しゆう言げんを挙げる」

　……。

　……。

　ええっ？

　ちょ。どうしてっ？　なんでっ？

　×○▽××□○ｎｐｃふじこr××●￥￥！？！？！？

　良晴は、言葉にならない大声をあげていた。

　サル語、開かい陳ちんッ!?

「お前、犬千代の報告を聞いてなかったのかよっ？　あいつは半兵衛ちゃんを口説いて稲葉山城を奪おうとしたあげく、半兵衛ちゃんの叔父を誘ゆう拐かいした張本人！　目的のためなら女の子をどうとでも利用するような奴だぜっ？」

「天下統一のためだもの、それくらい割り切って非情になれる男と結婚したほうがいいわ。あんたは甘ちゃんだし、わたしより半兵衛を選ぶような奴だし」

「は、はあっ!?」

「べべべ別にあんたなんかをわたしの旦那様にするような想定なんてこれまで一度だってやったことないんだけど、仮によ。仮にあんたみたいな情に流されまくる男を婿むこにしたら、今後も城を捨てて女の子をとるような真似ばかりされちゃうじゃない！　それじゃ天下統一にどれだけ時間がかかるのよっ！　天下どころか美濃すら盗れないじゃない！」

「ちょ。まさかお前、俺が稲葉山城を盗らずに半兵衛ちゃんを助けたことを怒ってるのかっ？　器の小せえ女だなっ!?」

「違ちがうわよっ！　バカっ！」

　涙なみだ声ごえだった。

「わたしは……わたしは、蝮が元気なうちに美濃を取とり戻もどしてあげたいのっ！　稲葉山城を追われてから蝮はめっきり老け込んでしまって、きっと……もう、もう長くないわ！　人生のすべてを美濃盗りに捧ささげた蝮に、このまま亡命先の尾張でひっそりと死んでほしくないのよ！　わたしが……義龍ではなくて、わたしこそが蝮が夢を託たくすにふさわしい後こう継けい者しやだったと……蝮の選せん択たくは間違っていなかったと証明したいの！　安心させてあげたいのっ！」

　良晴は……返す言葉を、失っていた。

　だから。そうだったのだ。それで、信奈はそんなにも美濃盗りを焦あせっていたのか。

　ほんとうなら、浅井長政に求きゆう婚こんされた時に「わたしは自分が好きになった男を旦那様にしたいの」の一言で即そつ刻こく断る。それが信奈だったはずだ。

　それが、長政に断りの返事を入れることもせず、策もなしにしゃにむに美み濃のを攻せめてそのたびに半兵衛に追い返され、それでもあきらめずに清きよ洲すを捨てて小牧山に居城を移してまで美濃攻こう略りやくに執しゆう念ねんを燃やす。

　異変が起きていたのだ。いつもの信奈ではなくなっていたのだ。

　その異変も、異変の理由も──。

　わかってやれなかった……気づきもしなかった。

　ただ、すまなかった、と詫わびるしかできなかった。

「だいたい、あんたは稲葉山城よりも半兵衛のほうが大事なんでしょっ？　それって、わたしが美濃を攻めあぐねて長政に嫁いでも構わないってことじゃないのよ！　自分で半兵衛を選んでおきながら、今さら口出ししないでほしいわねっ」

「えっ？　俺が半兵衛ちゃんを選んだ？　何のことだよっ？」

「半兵衛に惚ほれたから助けたんでしょっ！　わたしより大切なんでしょっ！」

「おおおお前は何かすさまじい勘かん違ちがいをしているぞ！」

「勘違いしているのはそっちだわ、サル！　だいたいサルふぜいがどうしてわたしの縁えん談だんに口を挟はさめるのよ？　わたしを誰だれだと思ってるの、尾張の姫大名・織田信奈なのよ！」

「そんなこと知ってるよっ！」

「恩賞自由の約束を忘れたの？　これじゃ……わたしが……バカみたいじゃない！」

「え……？　信奈？」

　信奈が、右手の指を三本立てて宣言した。

　三日後よ。

「わたしは即そく断だん即そつ決けつの女なの！　決めたのよ！　三日後に近江おうみの長政の元へ嫁とつぐわ！」

「ちょ。三日ってお前っ!?　そんな、むちゃくちゃな……!?　ダメだダメだ、そんな一時の感情であんな野や郎ろうと結けつ婚こんなんて、いくらなんでも」

「うるさいわね！　城を盗らなかったあんたが全部悪いんでしょっ！　半兵衛にもわたしにもいい顔しようだなんて厚かましいのよ！　これからはあんたが守ってあげたいらしい愛しの半兵衛ちゃんを猫ねこみたいにかわいがってりゃいいじゃないの！」

「ちちち違ちがうっ、俺と半兵衛ちゃんはそういう関係じゃねえー！　根本的に誤解してるっ！　もしかして……ヤキモチっ!?」

　ばちーん！！！！！

　すっくと立ち上がって「だんっ！」と右足から踏ふみ込んできた信奈が、全体重をかけて良晴の頰ほおをビンタ！

「おぐぇええええっ!?　いってええええっ!?　ちくしょおお、うぬぼれるんじゃねえ！　俺はただお前の結婚を邪じや魔ましたかっただけなんだよっ！　俺に天下一の美少女をよこさなかった仕返しにお前の幸せを邪魔してやるんだよっ！　俺はまだあきらめねえ、絶対にこの結婚を阻そ止ししてやる！　ざま見ろ！」

「ああそう！　そんなにわたしの結婚を邪魔したいのなら、三日以内に稲葉山城を盗ってみなさいよ！」

「おう、正々堂々俺さまの実力で盗ってやらあ!!!!」




　良晴が飛び出し、二人がケンカ別れしたその直後。

　信奈のもとへ、勝家と、そして隠いん居きよの斎藤道三が入れ違いで飛び込んできた。どうやら、二人の話を立ち聞きしていたらしい。

「愚おろかな……愚かな！　なんぞ、美濃を盗る策もつきぬうちに浅井長政ふぜいの嫁になるとは！　たかが美濃一国のためにそのような愚かな選択を──」

　道三はそのままばったり脳のう溢いつ血けつで倒たおれそうなくらいに大だい激げき怒ど。

「信奈どの。ワシは、そのようなそなたの姿など見とうはなかった！」

　まさかさっき思わず良晴に漏らした言葉を聞かれていた？　信奈はかっと照れて、そして足をどんっと踏みならす。

「う、うるさいわね蝮。誰と結婚しようがわたしの勝手でしょう！」

「ならぬ！　義理とはいえワシはそなたの父、こたびばかりは口を挟ませてもらおう！　なるほど浅井長政はひとかどの戦国大名なれど、大局観を持たぬ小こ才ざい子しにすぎん！　同盟相手にはふさわしかれど、そなたの夫にはふさわしくないわ！　そもそも、そなたはあの男を好いておらぬであろう！」

「しょうがないじゃない！　この世にわたしの旦だん那な様にふさわしい男なんてどうせいないんだから、政略結婚するしかないでしょっ！」

「……この、痴しれものぉぉぉ!!!!」

　道三の大だい音おん声じように、信奈の足下がずっと数センチ下がっていた。

「そなたにふさわしい男なら、すでに現れておるではないか！　そなたの天命を助くべく、時を超こえて天より遣つかわされた者がおるではないか！　いいや知らぬとは言わせぬ！　それをそなたは、一時のくだらぬ嫉しつ妬とで台無しにしようというのか!?　織田信奈も、しょせんは小こ娘むすめであったかっ！」

「……うっ……うるさいうるさいうるさい！　くそ蝮！」

　道三は「もうワシは出仕せぬぞ」と首を振ふりながら大おお股またで立ち去ってしまった。

「……ふんっ……年寄りは気が短いからいやだわ」

　信奈は無言で立ち尽つくしたまま、庭に作らせた小さな稲いな葉ば山やま城じようをにらんでいる。

　がばっ、と勝家は信奈の足下に平へい伏ふくして、そしてうるうると涙なみだ目めを震ふるわせながら叫さけんでいた。

「義父の蝮どのに孝行するために操みさおを散らさねばならぬとは……その上、その蝮どのからもお[image: しか]しかりをうけ……くくうっ……おいたわしや姫ひめさまっ！　墨すの俣また築城の大仕事は、ぜひこの勝家にお命じくださいっ！」

「え、でも……その仕事は、サルが……」

「この柴田勝家が、必ずや三日で墨俣に城を建てて見せましょうっ！　姫さまを長政の魔ま手しゆからお守りいたしますっ！　それでは、ただちに墨俣へ向かいます、これにて御ご免めんッ」

「あ、ちょっと。六？」

　このままでは姫さまが、姫さまが浅井長政に奪うばわれる！

　主思いの猛将・柴田勝家、もはやいてもたってもいられず、信奈と長秀の制止も振り切って郎ろう党とうを集め、「俺の仕事を横取りすんのかよ」と抗こう議ぎに来た良晴をぶち殴なぐって失神させ、いっせいに墨俣へと繰くり出した。

　兵の数はほぼ三千人、城普ふ請しんに駆かり出された人足は五千人。

　半分以上は非ひ戦せん闘とう員いんとはいえ、総勢八千人の大軍である。

「みんな、気合いを入れろ───！　あたしたちが失敗すれば、麗うるわしの信奈さまを浅井長政に穢けがされる～！」

　勝家は、決死の覚かく悟ご。

　サルの墨俣築城を邪魔すれば、美濃は奪えず、姫さまは浅井長政の妻にされてしまう。

　しかし万が一サルが墨俣に城を造れば、美濃は盗れるが、姫さまは「恩賞自由」の約束によってサルの嫁よめに──!?

　どっちも、イヤだー！

（となれば、あたしが自力で墨俣に城を建てるしかない！　美濃を盗った暁あかつきには恩賞自由の約束を果たしていただき、姫さまは晴れてあたしのもの──って、あたしはいったい何を言っているんだあっ!?）

　勝家は、美濃勢が押し寄せてくればことごとくあたしの槍やりの餌え食じきにしてやる！　と怪かい気き炎えんをあげながら要地・墨俣へ乗り込んだ。

　だがしかし、墨俣は長良川をはじめとする複数の川の流れが交差する中州の地形。

　自然、築城部隊は背はい水すいの陣じんとなり、しかも泥でい濘ねいに足を取られて槍働きもままならないという絶対の死地なのであった。

　いかに尾お張わり一の武力を誇ほこる猛将勝家とはいえ、気合いと根性だけで城を建てられるような場所ではない。

　それでも、勝家はひるまなかった！

　怒ど濤とうのように押し寄せてくる美濃勢の大軍を前にしても、一歩も退かずに采さい配はいを振るい、全軍を[image: しつ]しつ咤たする。

「みんな、姫さまをお守りするんだ～！　死ねやぁ、死ねやぁ姫さまの操のために～！」

　柴田勝家。たぶん、忠義一筋の武将であった。




　勝家が泣きながら小牧山まで敗走してきたのは、二日後のことだった。

　信奈の前に平伏して、惨さん状じようを報告。

「しょ、初日は順調に城普請が進んでいたのですが……二日目の明け方に斎藤勢の奇き襲しゆうを受け、現場は大混乱。兵たちは果か敢かんに応戦したのですが──恐おそれをなした人足どもがみんな逃にげてしまいました！」

　憎にくき浅井長政との祝言は明日、あと一日しかありません！　この上は切腹して責を取りますと混乱した勝家が大おお騒さわぎするのを、長秀が「まぁまぁ」と笑顔で制止する。

「幸い、勝家どのの勇ゆう猛もう果か敢かんな陣じん頭とう指し揮きのおかげで全ぜん滅めつは免まぬかれました。しかし死ぬ思いをした人足たちは当分尾張に戻ってこないでしょう。四十点」

　上座であぐらをかいて「なごやこーちんのてばさき」をほおばっていた信奈が、はぁ、と憂ゆう鬱うつそうなため息をついた。

「……浅井長政から返事が来たわ。明日の夜、手勢を率いて尾張に来てわたしと祝言をあげる……って」

　信奈は売り言葉に買い言葉、こんな決断をしてしまったことを心から悔くいているらしい。めずらしいことに、ほとんど泣きそうになっていた。そんな信奈の姿を見た勝家の心中はいかばかりか。

「うああああ。あたし、やっぱり腹を切ります～！」

「……待ちなさい六。あんたが腹を切ったら、美濃攻略どころか尾張の防衛すらままならなくなるじゃない。今後は、切腹禁止」

「ははっ！　ひ、姫さま……なんと、お優しい……！　この勝家、生しよう涯がい姫ひめさまのためにご奉ほう公こうつかまつりますっ！」

「んもう。わかってるから、いちいちそれ言わなくていいの」

　勝家ってやっぱり脳筋だよな、と下座で良晴が犬千代にささやく。

　濃金って何？　新しい振り袖そで？　と犬千代。

　良晴は勝家に本気で殴られたダメージでこの二日間寝ね込んでいて、やっと起きあがったと思ったら美濃攻略の刻限まではあと一日。

　信奈は居並ぶ一同をじろりと見み渡わたしてみたが、誰もが顔を伏ふせてしまう。

　勝家ですらうまくいかなかった墨俣築城の任務を自分が受けたら大変だし、そもそも人足たちが逃げ散ちってしまった以上、築城部隊を繰り出すことすら不可能である。兵士だけでは城は建てられない。

「さてと。墨俣築城の件は当面延期ね……悔くやしいけど、長政と結婚するしかなくなったかしら」

「待てっこらっ！　信奈！　俺が墨俣に城を建てるって言ってるだろーがっ！」

　一番後ろの席に座っていた良晴が、立ち上がった。

　くそっまた姫さまとサルの夫婦漫まん才ざいが始まった、と勝家。

　信奈はしかし、そっけない。

「サル。悪いけど、人足を貸し出せなくなっちゃったんだから仕方がないでしょう」

「あきらめるんじゃねー！　俺にはもともと、人足を雇やとってもらう予定はねえ！　川並衆だけで城を建ててみせる！」

「でもね。三千の守備兵くらいならあんたに貸せるけど、たぶん誰だれも小物のあんたの言うことなんて聞かないと思うわよ」

「守備兵も要らねえ！」

「はぁ？　なんですって？　あんた、死ににいくつもりなの!?」

　違ちがう。大軍勢を率いて墨俣に乗り込むからいちいち敵に察知されるんだ、と良晴は大見得を切った。

「だから、俺と川並衆だけで十分だ」

「そんな小勢で、一夜で城を建てられると思う？」

「ああ。俺が、一夜で墨俣に城を建ててやる。そうなりゃ義龍は慌あわてて全軍で墨俣に押し寄せる、まさか織田の軍勢が墨俣には一兵もいないとは思うまい。その時こそ、お前はこの小牧山から一気に空城となった稲葉山城を攻め立てろ──美濃は一日で落ちる」

　一夜でっ？　兵士も人足も使わずにっ？　サルどのは自殺するつもりか？　騒そう然ぜんとなる家臣団。

　出過ぎにも程がある上にめちゃくちゃ言ってるぞサルぅ、と勝家が眉まゆをつりあげた。

「ひ、姫さま、無茶すぎます！　これじゃサルは死にに行くよーなものです！　いやっあたしとしてはサルが討ち死にしてくれたほうが姫さまの操が守られるので助かるのですがっ、これじゃあまりにも後味が悪いですっ！」

「わたしの操がどうしたのよ、六？　とにかく、そんなサルの法ほ螺ら話を信じるほどわたしはバカじゃないの。ここはやっぱり長政に援えん軍ぐんを頼たのむしか──」

「こら待て信奈っ！　俺とあの女たらしと、どっちを信じるんだよっ!?」

「はぁ？　女たらしはあんたじゃないの。もしかして自覚ないわけ？」

「こんな結けつ婚こん、お前にとって何の得もない！　長政はお前を利用するだけ利用して、尾張も美濃も自分のものにしちまうぞ！　それで蝮まむしが喜ぶと思ってんのか！」

「しょうがないじゃない！　あんたが墨俣で骸むくろになろうが屍しかばねをさらそうが全然ほんとにどうでもいいんだけどっ、これ以上貴重な兵や人足に逃げられたら困るものっ！」

「だから、兵も人足も俺は借りないと言ってるっ！　失敗したって、お前の元手は減らないだろう！」

　ああああ。あれだけ悲しげに落ち込まれていた信奈さまの頰ほおに朱しゆが戻もどった。やっぱりサルに長政との結婚を止めてほしがってるんだ……と勝家は涙目。

「だいいちお前は、俺をがんがん死地に投入してやるって言ってただろーがっ！」

「あ、あんたを死地に投入するのは望むところだけどっ、失敗するとわかってる作戦を家臣に実行させたらわたしの名に傷がつくじゃないっ」

「うるせえ！　とにかく俺に城を建てさせろ！」

「ああもうっ、どこまでバカなのよ！　わたしが長政と結婚しちゃうからって焦あせって何も見えなくなってるんじゃないのっ？　兵士も連れずに墨俣へ乗り込むだなんて、自分がどれだけ危険なこと言ってるかわかってんの？　失敗したら死んじゃうでしょっ！」

「どどどどどーして、俺が焦るんだよっ!?　おおおお前が誰と結婚しよーが知ったことかよ！　おおおお俺はああああ焦ってなんていないっ！」

「ほら見なさい顔が赤いわよまるで発情期のニホンザルだわ！」

「きぃ悔しい！　これは怒いかりだ！　バカ主君に対する怒りのあまり顔が紅こう潮ちようして……」

「うああああ。仲良しだっ……仲良し過ぎるっ……長政との結婚を決めて以来ため息ばかりついていた姫さまが、姫さまが水を得た魚のようにいきいきしておられるぅ～！」

　勝家、ますます涙目。

　これくらい流れるように掛かけ合いできないと上方でお笑いを極めるのは難しい……と犬千代がうなずき、信のぶ澄すみと長秀は「やあ姉上とサルくんの罵ば倒とう合戦がはじまってしまった。いったいいつまで続くんだろう」「これが姫さまにとって最後の安らげるひとときやもしれません。お二人の気が済むまでケンカさせてあげましょう」とうなずきあった。

「サルっ、そこまで言うのなら勝手に墨俣にでもどこにでも行きなさいよ！　でもね、たとえ一兵だって貸してあげないんだからっ！」

「おう、重ねて援軍無用だ！　たとえ俺が墨すの俣またで敵に包囲されようが、絶対に出しゆつ撃げきすんなよ！　長政からも兵を借りたりすんなよ！」

「はぁ？　うぬぼれないで！　なんでわたしがそこまでしてあんたなんか助けるのよ!?」

「忘れるなよ、恩賞自由だからな！」

「うるさいわね。恩賞は、稲いな葉ば山やま城じようを落としてからよ！」

「ふんっ」

「ふんっ」

　顔と顔をぎりぎりの距きよ離りまで近づけながら思う存分罵ののしりあった信奈と良晴。

　お互たがいに──これが、最後のケンカかもしれない、と思うといつまでも離はなれがたかった。

　それでも、あまりにも時間が惜おしい。

　最後は、互いに顔を背け合って、揃そろって鼻を鳴らしながら別れた。







　掘ほつ立たて小ご屋や同然の新たな家へ戻った良晴は五右衛門と川並衆の前野某たち荒あらくれ川かわ賊ぞくを招集し、一世一代の大ばくち「墨俣一夜城」の話に乗ってくれるかと切りだした。

　やっぱり実を全部落とさずに拾うのは無理でござったな、と五右衛門が皮肉を言う。

「五右衛門。安藤のおっさんは見つかったか？」

「川並衆の手勢をいくらか割いて、ただいまも捜そう索さく中でござる」

「まさかもう始末されちまったんじゃないだろうな……」

「始末などすれば浅井氏は生しよう涯がい竹中氏を敵にまわします故、それはないでごじゃろう」

「そっか……それもそうだな」

「それにしても信奈どのはお怒りのご様子。守備兵抜ぬきで、だいにょうぶでござにゅか」

　大だい丈じよう夫ぶでござるか、と言いたいらしい。

「勝家のように大軍勢で墨俣に入ればたちまち美み濃の勢に気取られる。俺たちだけで墨俣に入らなければ成功の目はない。だから信奈と大ゲンカしてでも、護衛の兵士はいっさい出さないという言質を引き出す必要があったのさ」

「しかし川並衆のもとにかくまっている竹中氏はいかがなちゃる。せっかくのぐんちをここで使わにゅとは」

「ああ。一度は義龍に仕えた半兵衛ちゃんを美濃攻ぜめに荷担させたくないんだ」

「竹中氏に甘いでちゅな」

「それに、俺とお前たちだけでやれる自信がある」

「ふむ。何か秘策があるのでござるな、相良氏」

「もちろんだ、五右衛門」

　五右衛門の片かた腕うで格、筋骨たくましい野伏せりの前野某が、墨俣の地図を前に腕うで組ぐみしながら良晴にガンを飛ばし、すごんでみせる。

「今度こそ俺たちを侍さむらいにしてくれるんだろうな、坊ぼう主ず」

　この仕事に信奈の夢がかかっていると意気込む良晴も、迫はく力りよくでは負けていない。

「おう。俺さまが、全員まとめて召めし抱かかえてやらぁ。命がけの仕事になるが、乗るか」

　前野某たち川並衆の野や郎ろうどもが、いっせいに歓かん声せいを上げた。

「乗るともさ。俺たちが親分をお守りせずに、誰が守るってんだ！」

「親分のすべすべのお肌はだには！」

「傷ひとつ！」

「おわせねえ！」

「だからお前ら、揃って極悪な人相していながら全員ロリコンかよっ!?」

　良晴は早口で手短に計画を説明した。

「これは藤吉郎のおっさんが考案した手だが、ツーバイフォー工法でいく」

「通つう？」

「杯はい？」

「ほう、でござるか？」

「俺が暮らしていた未来では当たり前になってる工法だ。この時代の城普ふ請しんのやり方では、現地で一から建物を建てるだろう。だから時間がかかる。ツーバイフォー工法ってのはな、あらかじめ建物の部品を別の場所で全部作っておいて、それを現地に運んで一気に組み立てちまうってやり方なんだ。これなら一夜で城に見せかけた砦とりでぐらいは作れる」

「それはまた奇き策さくの中の奇策でござるな、しかし」

　五右衛門が、首をかしげた。

「それだけの重量物をどうやって墨俣まで運ぶでござる」

「そこでお前たち川並衆の力が必要になる。木き曽そ川がわの上流にある森で木を切り出して部品を作り、それを筏いかだに乗せて木曽川から墨俣まで水上運うん搬ぱんするんだ──川賊ならお手の物だろう？」

　この時代の木曽川は現代とは少し違う場所を流れており、長良川と木曽川は中州の墨俣で近接していた。

　前野某たちが、いっせいに不平の声をあげる。

「坊主、無茶言うんじゃねえ。木曽川は名うての急流だぜ！」

「そうだ、そうだ！　命あっての物もの種だねだぜ！」

「手品じゃあるめえし、無茶言うんじゃねえや！」

　五右衛門が、ぽんと手をうつ。

「……うにゅう。流れが速い木曽川の上流から筏で運べば、たちまちちゅのまたでござる。これはまた妙みよう案あんでちゅな、ちゃがらうぢ」

　やったぜ親分がかんだ！　前野某たちが、いっせいに歓声をあげる。

「そうだ、これは天下の妙案だ！」

「坊主、お前はまったく天才だぜ！」

「俺たちゃ、迷うことなくてめえに命を預けるぜ！」

「だからお前ら、自分の意見とかないのかよっ!?」




　こうして──。

　天下に名高い「墨俣一夜城」の伝説が、幕を開けた。

　あらかじめ木曽川上流で柵さくや櫓やぐらといった部品を完成させ、夜や陰いんに乗じて一晩のうちにこれらすべてを墨俣へ水路で運び入れ、組み立ててしまうというスピード命の大作戦。

　木下藤吉郎は、この作戦を成功させたことで前代未聞の大出世人生をスタートさせたのである。

　だが、ほんとうにうまくいくのか。

　失敗すれば死。命を拾っても、信奈をむざむざとあの浅井長政に奪うばい取られる。

（それじゃ、俺がこの時代に来た意味がなくなっちまう……あいつの夢。俺が、かなえるんだ。そう、誓ちかったんだ）

　浅井長政は言った。女には、言葉で、口先で夢を見せてやればいいのだと。

　だが、良晴は思う。

　それは違ちがう。断じて違う。

　女の子がほんとうに求めているものは、甘いまやかしの言葉なんかじゃねえ。見たがってる夢をただ夢のままに見せていい気分に浸ひたらせるなど、ほんとうの男のやることじゃねえ。夢を、かなえてやるんだ。そのためになら、男は自分の命だって平然と捨てられる。

　だが良晴の計画は困難を極めた。斎藤軍の目が届かない山中でひそかに木を切り出し、建物の部品を組み立てる──いざはじめてみると、とても一日では終わりそうにない作業だった。

「しまった！　どれほど急いで突とつ貫かん工事しても、これじゃ部品を揃そろえるのに二週間はかかっちまう!?　もしかして、『一夜城』ってのは講談師がお話を盛り上げるために大げさに名付けたイベント名だったのか!?」

　間に合わない、信奈……！　と思わず天を仰あおいだ良晴の肩かたを、前野某がどんっと力任せに叩いた。

「問題ねえ、坊主！　一夜で木を切きり倒たおしてすべての部品を揃えるのは難しい。だがしかしここいらは、戦乱のうちに忘れ去られた廃はい寺じの敷しき地ちだった山だぜ！　荒あれてはいるが、伽が藍らんやらなにやらといった建物がいくつもある。俺ら川並衆にとっては格好のねぐらよ！」

「つまり？」

「廃寺の建物を解体して筏で運び、墨俣に砦とりでを組み立てる！　足りない分の部品だけを一から作ればいいんだぜ！」

　はじめからその予定でこの山を作業所に選んだでござる、と一いつ本ぽん杉すぎの枝からぶらさがりながら五右衛門がうなずく。

「ててて寺を解体？　それって罰ばちが当たったりしねえか？」

「未来人の坊主が仏ぶつ罰ばつを恐おそれるたあ、笑えるな。なあに、織田家のため、天下統一のため、乱世平定のためだと唱えれば神仏も許してくれるだろうよ」

「……男が一人のおにゃごに賭かけた夢のためでもある、前野氏」

「さすが親分、いいこと言うねえ！」

　いける。

　もっとも時間がかかる部品調達に、間に合った。

　あとは、墨俣に部品を運び込んで現地で組み上げるだけだ。

　夜の闇やみにまぎれ、五右衛門たちとともに筏に乗って墨俣へと向かった良晴の心臓の鼓こ動どうは、今にも爆ばく発はつしそうなほどに高鳴っていた。

　明日の夜にはもう、長政と信奈の祝言が小牧山で始まるのだという。時間が足りない。ほんとうにあと一日で稲葉山城落城まで持って行けるのか。気ばかりが焦る。

「くそっ、武む者しや震ぶるいが止まらねえ」

「ふふ。そういう時は、手に〝人〟と書いて飲めばよいでごじゃるよ」

「さっそく出たっ、親分の舌足らずがっ！」

「たまらねえやあ！」

「この一いつ瞬しゆんのために川賊やってるのよねえっ！」

「だからお前ら、テンプレート通りに騒さわぐんじゃないって！　静かに、静かにっ！」

　この時代の木曽川は恐おそるべき豪ごう流りゆうで、良晴は何度も筏の上から振ふり落とされそうになった。

　そのたびに五右衛門が「うにゅう」と顔を赤らめながら良晴を抱だき留とめ、そして川並衆どもが「死ね」「死んでしまえ、相良良晴」「親分のおててに抱き留められ……うおおお羨うらやましい」と怨えん嗟さの声をあげまくる。

「相良氏。墨俣にござる……朝が来る前に城を組み立ててちまいまちょう」

「そうだ坊主、一いつ気き呵か成せいに建てちまおうぜ！」

「……そうだな。ここからは、一刻を争う勝負になる」

　良晴はつぶやいた。

　俺は、何もあきらめねえ。

　始まった。

　墨俣一夜城。

　真っ先に柵を建てて囲いを作り、美濃勢の襲しゆう来らいに備えながら建物を次々と組み上げていく。

　手勢は、わずかばかりの川並衆のみ。

　作業は当初、予想外に順調に進んだ。

　だが、天運尽つきたか。

　明るい日が東の空に姿を見せると同時に、墨俣築城部隊の姿が稲葉山から丸見えになってしまったのである。

　たちまち、「すわ一大事」「墨俣に城を築かれては一巻の終わり」と慌あわてた美濃勢が西から東から怒ど濤とうの如ごとく押し寄せてきた。

　その数は、千、二千、すぐに八千近くに膨ふくらんだ。

　あれだけ来るなと念を押した以上、信奈からは一兵の援えん軍ぐんも来ない。

（藤吉郎のおっさんはただ城を建てるだけでよかったが、俺は今日中に稲葉山城の攻こう略りやくまでやらなきゃならねえ。そのためにはここで美濃勢を一手に引き受けて、信奈に稲葉山城を攻せめる機会をうかがわせるしかねえ）

　櫓やぐらに登って「ここが正念場だ」と歯がみする良晴の頰ほおをかすめるように、次々と矢が撃うちかけられてきた。

「どうする坊主、まだ完成まで小一時間はかかるぜ！」

「いくら柵で囲ってあるとはいえ、多勢に無勢。全力で襲おそわれたらひとたまりもねえ」

「あと少しだ。あと少し踏ふみとどまれば、城は完成する。その頃には、信奈が空き城となった稲葉山城を陥とす」

「しかしよ坊主。命あっての物種だぜ!?」

「そうだ、撤てつ退たいするべきだ！」

「撤退だ！」

　浅井長政がせせら笑う声が聞こえてきた。何もあきらめない……やはり、無理なのか。子供の言いぐさ、ガキの戯ざれ言ごとだったのか。

「相良氏。ここは拙せつ者しやが食い止めるでござる！　これにて御ご免めん！」

　五右衛門がすらりと背中から忍にん者じや刀を抜いて、櫓からぴょん、と飛び降りた。

　いっせいに柵へと迫せまってくる美濃勢へと、たどんを投げながら斬きり込んでいく。

「うわああ、親分っ!?　てめえら、親分を死なせるなあああ！」

「敵が幾いく万まんありとても、食い止めてみせるぜ坊主ぅぅぅう！」

「野郎ども！　ここが川賊から足を洗って侍になれるかどうかの大一番だぁ！」

「だからお前ら、自分の意思とかねえのかよっ!?」

　ゲリラ戦を得意とする川並衆だが、その数はわずか百名余り。

　しかもその半数は築城作業に徹てつさねばならず、いかに五右衛門と歴戦の強者たちといえども八千の美濃勢を相手にあまりにも無む謀ぼうな戦いであった。

「待て五右衛門、勝手に死ぬんじゃねえ！」

　良晴も槍やりを取って戦場に立ち、懸けん命めいに敵の槍を避けながら五右衛門を援えん護ごしようと暴れまわった。

　戦は嫌きらいだが、五右衛門を見殺しにするつもりは毛頭なかった。

「俺のわがままのために、お前を死なせねえ！」

　今の良晴は、全身から血と気力が噴ふき出そうになっている。

「五右衛門──！」

「あ、危ないでござる、相良氏！」

　種子島の発はつ砲ぽう音。

　さすがの「逃にげ上手」良晴も、鉄砲の弾たまは避けられない。

　喰くらった、と思って目を閉じたが、不思議と弾は喰らっていなかった。

「……うにゅう」

　五右衛門が、良晴を庇かばって弾を受けたのだ。

　目を回しながら、くたぁ、と五右衛門が良晴の腕うでの中に崩くずれ落ちてきた。

「ごっ……ごえも─────ん!?」

「……相良氏……ご無事で……ござるか……」

「五右衛門……！　死ぬなぁぁぁ！」

「……これでよいのでござる……やはり……すべての実を拾うのは、無理でござったな……」

「ちょ。五右衛門。マジかよっ？　噓うそだろ、おいっ!?」

「……おのこは、いずれ……選ばねばなりませぬ……選ぶ勇気を持たれよ、ちゃがらうぢ……」

「──五右衛門？」

　返事がない。

　静かに瞳ひとみを閉じた五右衛門の小さな身体からだを抱きながら、良晴は吼ほえた。

「これじゃ、話が違うじゃねえか……！」

　ゲームで覚えた歴史と違う。

　一夜城イベントを発生させたのに、成功してくれないなんて。

　自分を信じてくれた五右衛門に、こんな最期を迎むかえさせてしまうなんて。

「建てる方法をあらかじめ知っていながら、チートしていながら、俺には墨すの俣また一夜城も造れねえのか……！」

　五右衛門を、死なせてしまった。

　俺には、藤吉郎のおっさんの代わりは務まらなかったのか。

　俺は、信奈の夢をかなえてやれないのか。

　信奈の夢を守るために、五右衛門を失う──一つを拾うために、一つを失う。それが、動かしがたいこの世の定めだとでもいうのか。

　だがしかし、俺にはまだ、命が残っている！

　最後の最後まであきらめずに戦う、これは五右衛門の弔とむらい合がつ戦せんだ──！

　良晴は咆ほう吼こうしながら、五右衛門を抱いたまま、八千の美み濃の勢の中へと単たん騎き特とつ攻こうをかけようとした。

「くそおおおおおおっ！　てめえらああああああ！」

　何もあきらめないものは、結局はすべてをあきらめねばならなくなるのか。

　だが、その時だった。




「た、竹中半兵衛重しげ虎とら、義によって……いえっ、義よりも大切なもののために良晴さんに助すけ太だ刀ちいたします……！」

「こーん！　前鬼見参！」

「後鬼、見参」

「「「「「「「十二天将見参！　名乗りは長いので省略！」」」」」」」

「ににに西美濃三人衆筆頭、この安藤伊賀守も仕方なく相良の坊ぼう主ずにお味方いたす……あう、あうあうあう」

　川並衆から借りた手勢を引き連れた半兵衛がポニーのような子馬にまたがり、ふるふると震ふるえながら采さい配はいを振り下ろした。式神軍団に加えて、無事に救出された安藤伊賀守も一族郎ろう党とうの兵を引き連れていっせいに美濃勢の背後から墨俣の戦場へと割り込んできた。

「おうっ……半兵衛、やはりそなたは儂わしを裏切ったのだな！　この謀む反ほん人めが！」

　美濃勢本ほん陣じんに陣取る六尺五寸の大男、斎藤義龍が半兵衛を遠目ににらみながら大だい音おん声じようで叫さけぶ。

　しかし今の半兵衛は泣きもしなければ、怯おびえることもなかった。

　手足のごとく自由自在に八はつ卦けの陣立てを動かしながら、自らも美濃勢へと突とつ進しんする。

「殿とのにはご恩がありますが、わたしは──わたしは良晴さんに我が軍略と知ち謀ぼうを捧ささげることにいたしました！　たとえ謀反人と蔑さげすまれようとも──後こう悔かいはありません！」

　あの荒あら武む者しやを見ると怯えてばかりだった半兵衛が、戦場のただ中だというのにまるで別人のような自信と情熱に溢あふれていた。

　半兵衛の戦場における天才的な軍師ぶりと式神の群れを自在に召しよう還かんする陰おん陽みよう師じとしての実力の双そう方ほうをその瞼まぶたにイヤというほど焼きつけられてきた美濃勢の侍さむらいたちは、いっせいに腰こし砕くだけとなった。

　東海一の弓取り・今いま川がわ義よし元もとを桶おけ狭はざ間まで倒たおしたあの織田信奈を二度までも赤あか子ごの手をひねるように破り、わずか十数名の手勢だけで難なん攻こう不ふ落らくの稲いな葉ば山やま城じようを陥かん落らくさせた竹中半兵衛の武名は、美濃中に迅じん雷らいのごとく轟とどろいていた。

　しかも、奪うばい取った城をあっさりと義龍に返し自分は静かに立ち去るという野心のなさ、欲よくのなさ、まさに古こ今こん無む双そうの義将。

　その半兵衛が、謀反人と呼ばれる覚かく悟ごを背負ってまで、相良良晴という織田家の無名の侍大将に加勢した。

　美濃勢は、竹中半兵衛と安藤伊賀守の軍勢に背後をとられて大混乱。義龍が陣取る本陣にまで式神部隊が一気呵成に攻め込んできたとあって、次々と戦意喪そう失しつ。もはや陣形を守っていることもかなわない。

　まさか安藤伊賀守まで……義龍は床しよう几ぎの上で歯ぎしりする。

「安藤伊賀守！　親父おやじどのが取り上げた国人どもの権益を儂がことごとく返してやったというのに裏切るとは！」

「こここの安藤伊賀守、義龍殿に叛はん意いはない！　ないんですぞ殿っ！　し、しかし、半兵衛が、半兵衛が……」

　どうやら半兵衛と川並衆に救い出された安藤伊賀守、命を救われた弱みにくわえ、初めて目にする姪めいの毅き然ぜんとした態度に気圧されてしぶしぶ良晴側につかざるを得なかったようだ。

　西美濃三人衆の筆頭が織田方に降くだった！

　この衝しよう撃げきは、西美濃三人衆の残りの二人にも次々と伝でん播ぱした。

　後世、「頑がん固こ一いつ徹てつ」という言葉の語源になるほどの頑固親父・稲いな葉ば一いつ鉄てつ。

　こちらは語源になることはなかったが一鉄と気が合う筋肉親父・氏うじ家いえトぼく全ぜん。

　二人とも主君の義龍が形勢不利になったからといって損得勘かん定じようで寝ね返がえるような男ではなかったが、揃そろって竹中半兵衛の崇すう拝はい者だった。ロリコンという意味ではない。織田勢を二度も撃げき退たいした半兵衛の神算ぶり、奪った城を義龍へ返す欲のなさ。あとはふさわしい主君にさえ出会えれば戦国乱世を平定する「今いま孔こう明めい」となるべき娘むすめ、と高く評価していたのだ。

　しかし、残念ながら義龍は半兵衛を使いこなせるほどの器量人ではなかった──。

　このまま半兵衛が世から消えてしまえば、この乱世は永遠に続くのではなかろうか。二人はそう嘆なげきあっていたところだったのだ。

　そこに、この知らせである。「義ぎ理り堅がたい知将半兵衛が多勢に無勢を承知しつつこの窮きゆう地ちに駆かけつけお味方するとは、相良良晴なる者はよほどの器量人」「みよみよ半兵衛どののお顔がまるで別人のように輝かがやいておる。ついに臥龍は仕えるべき主と巡めぐり会あい、天へ昇のぼるか」と二人は口々に叫びながら、いっせいに軍勢を義龍側へと向けた。

「稲葉伊予守一鉄良よし通みちも、相良どのにお味方いたす！」

「氏家ト全直なお元もとも相良どのにお味方いたす！」

　これで、両軍の戦力はほぼ互ご角かく。

　いや、士気を喪失しつつある美濃の義龍側が圧あつ倒とう的てきに不利となった。

　それでもなお、義龍は「ここが死に場所」とばかりに鬼の形相で立ち上がり、六尺五寸の巨きよ体たいを駆って次々と足軽兵を薙なぎ払はらっていく。

　半兵衛は子馬で戦場のまっただ中を駆け抜ぬけると、完成しつつある墨俣城の中へと転がるように入ってきた。戦場で槍を振ふるっていた良晴も、半兵衛を守るように駆けてともに城へと舞まい戻もどった。

「み、皆みなさん！　この城を防衛拠きよ点てんとして八はつ卦けの陣じんを構築します！」

「半兵衛ちゃん、ほんとうにありがてえ！　でも、五右衛門が──」

「良晴さん。人はいずれ死にます。弔いは後です──今は、ご自分が生き延びることだけを考えて行動してください」

　青白い顔でそう叫ぶ半兵衛の横顔は、どこか、はっとするような凄すごみを帯びていた。

　しかし、その凄みの正体が何なのか、戦場で死力を尽つくして戦っている良晴には推し量る暇ひまもない。

　狭せまい墨俣の中州で両軍が押し合っているうちに時刻は昼過ぎとなる。

「儂は絶対に負けぬ！　この儂こそが美濃の国主！　親父どのよ、うつけ姫ひめよ、儂が生きてある限り美濃は奪えぬと思い知れい！」

　怪かい物ぶつじみた巨体を誇ほこる義龍の鬼の執しゆう念ねんが、一度は壊かい乱らんしかけていた美濃勢を立て直していた。

　いや、目の前の敵から逃げ出せば義龍に食われてしまう。そんな恐きよう怖ふが美濃勢の足軽たちを死地へと駆り立てていた。

「今の義龍さまは、人であることをやめた鬼です。理が、通じません」

　半兵衛にも打つ手はない。長時間の戦せん闘とうで細い体を疲ひ弊へいさせたのか、床几に腰こし掛かけたまま何度も「けほけほ」と咳せき込む。

「大だい丈じよう夫ぶか、半兵衛ちゃん。疲つかれたのなら、休んだほうがいい」

「……いいえ。ここがわたしと良晴さんの切せつ所しよです」

「確かにそうだが、無理はしないでくれよ」

　だがしかし。

　半兵衛の奮ふん闘とうにもかかわらず。

　墨俣城の良晴勢は、じわじわと押されはじめていた。

「わが主。十二神将どもはもはやもちませぬ。次々と消えつつあります」

　床几に腰こし掛かけた半兵衛の背後で、前鬼が「式神の数を揃えた分、それぞれの式神の気は弱まっている。奇襲のための虚こ仮け威おどしには役立ったが、戦が長引いたことでそれが裏目に出てしまったのだ」と良晴に教えた。

「くすん。あの時は偶ぐう然ぜんでしたが、稲葉山城内での不意打ちには十二神将の揃い踏ぶみは有効でした……ですが、白昼の戦場で用いられる策ではなかったですね」

「主の責任ではありません。この戦、斎藤義龍の粘ねばりが異様です。十二神将に驚おどろいて稲葉山城から逃にげだした時とは別人。稲葉と氏家がこちらに寝ね返がえった時点で敗走するかと思われたのですが」

　南なん蛮ばん渡と来らいの種子島が邪じや魔まだ、とみたらしだんごをほおばりながら狼おおかみ娘むすめの後鬼が漏らした。

「……あの弾たまを浴びると、われら式神はひとたまりもない。やはり今の世の合戦は厄やつ介かいだ」

「うむ。陰おん陽みよう道どう華はなやかなりし平安王朝の昔には、種子島などはなかったからな」

「……貴様の切り札を呼び出すか、前鬼」

「気がまるで足りぬぞ後鬼。この美濃では無理さ。平安王朝の頃ころとは違う。それに、呼び出せたところでもはやきゃつらには見えまい」

「……人間どもめ……天地神仏に感応する力を忘れおって」

　式神同士の会話は難解だ、と良晴は思った。

「前鬼さん。後鬼さん。ご苦労をおかけしますが、前線に出て今しばらく持ちこたえてください」

「承知。結界を用い、可能な限り斎藤勢の矢や弾だまを防ぎ止めて参ります。わが姿が消えるまで」

「消えたらもう会えないのか、前鬼？」

　良晴が思わず尋たずねていた。式神は死なないとは聞いていたが、「消える」という言葉に妙みような胸むな騒さわぎを覚えたのだ。

「主が俺を再召しよう還かんすればまた会える。だが、主の手持ちの護ご符ふが尽つきたのでな。こたびの戦ではもう会えまい。人の力だけで勝つのだ。よいか、主の志を無む駄だにするでないぞ相良良晴。わが主は、貴様の夢に賭けたのだ」

「おう！　任せてくれ！」

　われらが戦場に形を留めていられるのはあとわずかでありましょう、しかも護符は十二神将のために使い果たしてすでにありませぬぞ、ここより先は主ご自身が戦うのです──と前鬼はうなずき、後鬼を連れて跳とんだ。

「けほ、けほ。良晴さん。陰おん陽みよう師じとして打てる手はすべて打ちました。あとは軍師として采さい配はいを振ふるうばかりですが、今回はあらかじめ計略を立てて策を準備しておく猶ゆう予よがありませんでした。与あたえられた条件だけで陣じんを守り抜ぬくのも軍師の仕事なのですが……もう少しわたしが早く到とう着ちやくできていれば、五右衛門さんも……すみません、すみません」

「いいんだ半兵衛ちゃん。前鬼が言ったように、斎藤義龍の執しゆう念ねんがすさまじすぎるんだ。六尺五寸の野や郎ろう、半兵衛ちゃんと西美濃三人衆を失って開き直ったのか、どうやら大将として完全に化けやがった」

「わたしはこの合戦が人の世の戦であることを忘れていにしえの陰おん陽みよう道どうの術に頼たよりすぎたのでしょう。義龍さまに敗れるかもしれません……けほ、けほ」

「くれぐれも無理するなよ。顔色が青いぜ？」

　五右衛門、いざとなれば半兵衛ちゃんを守って血路を開いてくれ、と口にしようとして、良晴はふと気づいた。五右衛門はたしかに俺たちと一いつ緒しよにこの砦にいる。しかし、もう生きてはいない。亡なき骸がらとなってしまったのだと。

　こーん、と前鬼がいななく声が最前線から響ひびいてきた。前鬼と後鬼はぎりぎりまで戦ってくれたが、ついに持てる気を使い果たして消えたらしい。

「……良晴さん」

「半兵衛ちゃん」

　思わず、半兵衛の肩を抱だく腕うでに力がこもっていた。五右衛門に続いて半兵衛ちゃんまで俺の夢のために散らせたとなっては、もはやおめおめと生きていられるはずもない。何発弾を食らおうとも離はなれない。逃げない。俺が半兵衛ちゃんの盾たてになる──そう、覚かく悟ごを決めた。

　あと一いち撃げきで墨俣の城門へと義龍が到とう達たつすると思われたその時。

　良晴たちの背後から、聞き覚えのある声が──。

「墨俣城はあと少しで完成よ！　みんな、美濃勢を追い払うのよ！」

　南なん蛮ばん風の甲かつ冑ちゆうを着た信奈が、一いつ騎き駆がけで駆けてきた。

「あいつ……！　なんでここに？　稲葉山城へ行けよ、何をやってるんだよっ!?」

　そして、そんな信奈の背後から──。

「墨俣築城失敗の汚お名めいを挽ばん回かいすべく柴田勝家ただいま見参！　全軍、姫さまに続けぇえ～！」

「尾お張わりの貴公子、津つ田だ信のぶ澄すみ見参！　サルくん、ぼくを置いて行くなんて水みず臭くさいじゃないか！」

「われら尾張勢が全軍で押し寄せてきたのを見て、美濃勢は浮うき足あしだっています。九十三点」

「……良晴を虐いじめるものは許さない。わぁ、わぁ」

　信奈が総動員した尾張の全軍勢が、川を渡わたり、一いつ斉せいに墨俣へとなだれ込んできた。

　予期せぬ織田軍の破は竹ちくの進しん撃げき。

　美濃勢は、震え上がった。




　先頭で指揮を執とっていた斎藤義龍は、「まさか」と唸うなり声ごえをあげた。

「全軍で墨俣を救きゆう援えんだとっ？　稲葉山城へ手勢を割いて向かわせぬのかっ!?」

　用心深い義龍は、稲葉山城にもたっぷり守備兵を残しておいた。信奈は野戦には強いが、城しろ攻ぜめを苦手としている。その上、兵力が少ない。だから自軍を墨俣と稲葉山城とに分断しても織田勢を各個撃げき破はできる──そう踏ふんでの布ふ陣じんだった。

　しかしこのままでは、肝かん心じんの大将である自分がこの墨俣で撃破されてしまう。

　そうなれば稲葉山城の守備兵などはこぞって信奈に降くだるほかはない。

「お、お、お……策士、策にはまるとはこのことか……！」

　もはや背に腹は代えられぬ。

「墨俣攻めを断念して、稲葉山城の守りを固めるぞ！」

　断だん腸ちようの思いで、斎藤義龍は兵を退かせた。

　一夜のうちに城を建てるなど、速すぎる。あり得ない。織田は魔ま術じゆつでも使ったのか。尾張へ亡命した義理の父・道三の入いれ知ぢ恵えでもあったのか。

　義龍は、歯がみした。

「蝮まむしとうつけ姫の二人の知恵にかかっては、儂一人の知恵などたかが知れているということか……！」

　自分を「六尺五寸」「大男」と軽んじる父・道三に一ひと泡あわ吹ふかせ、自分が織田のうつけ姫などよりも遥はるかに優れた後こう継けい者しやであるとどうしても認めさせたかった。

　よそ者道三になかなかなびかなかった国人たちも、「土と岐き氏直系の正統後継者」という肩かた書がきと、道三が改めた国法を古いにしえのものに戻す政策とでうまく手懐けた。

　戦の駆け引きも、道三仕込みの理にかなったものであったはず。

　しかし、それでもやはり儂はうつけ姫にはかなわぬのか。

　道三の眼鏡めがねが、結局は正しかったということか。

　だがそれでは、自分はいったい何のために斎藤家の後継者として育てられてきたというのだろう。

　悪夢のような現実に打ちひしがれた義龍は、頰ほおがこける思いだった。




「相良良晴の墨すの俣また一夜城」は、伝説となった。

　戦勝に沸わく、墨俣城。

　血に塗まみれた良晴は、五右衛門を背負いながら馬上の信奈に平へい伏ふくした。

　半兵衛は奇き跡せき的な戦勝で気が抜けてしまったのか、「ののの信奈さまにあああ会うのは怖こわいです、きゃあぁ……」とがたがた震ふるえて櫓やぐらの中に隠かくれてしまった。

　どうやら完全に性格が変わってしまったわけではないらしい。戦では自分の動向を見守っていた稲葉一鉄・氏家ト全たちを良晴陣じん営えいに引き込むために、かなり無理をしていたのだろう。

　ともあれ、良晴は信奈に食ってかかった。

「なんでここにいるんだよ信奈？　稲葉山城を攻めろと言っただろうが！　長政とそんなに結けつ婚こんしてえのかよっ！」

「ふん。あんたを捨て殺しにする気まんまんだったんだけど……急に気が変わったのよ。運が良かったわね、サル」

「しかしなあ……」

「わたしもね、あんたと一いつ緒しよで欲が深いの。墨俣に城も建てたかったし稲葉山城も盗るつもりよ。何もあきらめない主義なんだから」

「まあ、義龍は城にも兵を残していたくさいけどな……思ったより寄せ手の兵数が少なかった」

　良晴は、からくも命を拾った。

　だが、良晴に背負われている五右衛門は──。

「……ともかく約束の墨俣城、完成させてやったぜ」

「デアルカ。──その乱波には、気の毒なことをしたわね」

「ああ。戦ってのは、どうやったって人が死ぬな。嫌いやなもんだ……」

「……約束する。わたしが、乱れた天下を平定するわ。戦のない国にしてみせる」

「お前が俺に約束するなんて、雨でも降らなきゃいいけどな」

「サル……あんたの罪じゃないわ。築城を命じたわたしの罪よ。元気、出しなさい」

「ああ。わかってらぁ。分かってるけど、目から水が……止まらねぇ」

「泣き虫ね。それでも、侍さむらいなのかしら」

　そんな憎にくまれ口ぐちを叩たたく信奈の目にも、うっすらと光るものが浮かんできた。

　しかし、その時。

　ぱちっ、と良晴の背中に伏ふせていた五右衛門が、瞼まぶたを開いて伸のびをした。

「……うにゅう……相良氏、はやく稲いな葉ば山やま城じようを囲むでござる。今こそみにょ盗とりの絶好のきかい」

「って、五右衛門ッ!?　お前、鉄てつ砲ぽうに撃うたれて死んだんじゃあ……!?」

「忍しのびは戦の折、素す肌はだに鎖くさり帷子かたびらを着こむのでござる。弾たまの一発くらいなら防げまちゅる」

「なんだよ、心配させんなよー！　俺はてっきり……！」

「ふふっ。欲よく深ふかな相良氏には、一度くらい『実』を失う思いをさせておかにぇばなりまちぇんからな。予行演習でござるにょ」

「わざと死んだふりしてたのかよっ!?　ああでも嬉うれしくてたまらねえ！　抱だっこさせてくれ、すりすり！」

「わ。わ。わ。ははは離はなすでござるっ、お、おにょこにだきちゅかれりゅと、ちぇっちゃ、ちぇっちゃ、うにゅううう～！」

「何言ってるのかさっぱりわかんねーが、五右衛門が生きていてくれてほんとうによかった！」

「うにゅうう～！　さがらうぢがヘンでごじゃる！　たちゅけて～！」

　テメエ親分を抱っこしてほおずりして何のつもりだこのど外道が！　と、前野某たち川並衆がいっせいに集まってきて大喜びしている良晴を袋ふくろだたきに。

「痛い痛い痛い！　やい信奈、笑って見ていないで恩賞をよこせー！」

　しかし信奈は、袂たもとから甘あま柿がきを一個取り出して、ぽいっと良晴の頭の上に投げつけてきた。

「はい、これ。サルの恩賞なんて、柿でじゅうぶんでしょ」

「うきいいいいいいっ！　こんな恩賞があるかあっ！　人をマジでサル扱あつかいしやがって、恩賞自由の約束はどーなったんだよっ!?」

「調子に乗らないの。恩賞自由は、稲葉山城を落とした時の約束よ！」

「お前がこっちに来ちまったから、もう時間がねえぞ！」

「ふんっ！　弱音を吐はくサルなんて見たくないわね！」

　信奈が、嬉しそうに目を細めて白い歯を見せた。

　久しぶりの、笑顔だった。

「行くわよサル！　わたしを長政に奪うばわれたくなかったら、日が落ちるまでに稲葉山城を落としなさい！」

「こらあっ！　少しは俸禄あげろっ！　この守しゆ銭せん奴ど姫ひめっ！　待ちやがれ！」

　一いつ気き呵か成せい。

　雷らい神じんのごとく。

　信奈は稲葉山城目指して一騎がけに走り、良晴が走ってその後を追う。

　恒こう例れいの戦勝祝いをはじめようとしていた勝家が大おお慌あわてで槍やりを持ち、「そうだった、長政との祝言まで時間がないんだあ！　ぜぜぜ全軍ッ、姫さまを追いかけろおおお！　祝しゆく宴えんは稲葉山城を落としてからだああああ！！！」と軍勢を[image: しつ]しつ咤たする。

　櫓の窓からこわごわ首を伸ばした半兵衛が、ふぅ、とため息をついた。

「……良晴さんって、ほんとに忙いそがしい人ですねえ」

　子馬の轡くつわをとって半兵衛を迎むかえに来た五右衛門がマスクの下でにんまりと微笑ほほえむ。

「その上、スケベと来ている。お仕えするのも大変でござるよ、たけにゃかうぢ」

　それでこそわたしも働きがいがあるものです、と半兵衛が笑った。




　長政と信奈が祝言を挙げる刻限は近い──。

「これが美み濃のとの最後の戦！　今日こそ稲葉山城を落とすのよ！」

　竹中半兵衛と西美濃三人衆が織田方へついた。敗色濃こい斎藤義龍は稲葉山城へと舞まい戻もどり防備を固めたが、織田家の猛将・柴田勝家が「今度こそ名めい誉よ返上、汚お名めい挽ばん回かいだっ」と相変わらず間ま違ちがった四字熟語をあれこれ唱えながら電光石火で金きん華か山ざんの南側にそびえる瑞ずい龍りよう寺じ山さんの砦とりでをあっという間に攻め落とす。

　周辺の砦を奪われただひとつ残った稲葉山城も信奈の軍勢に完全包囲され、山さん麓ろくに次々と火を放たれる。

　わずか半日のうちに、信奈は美濃の九割方を制していた。

　残るは、金華山に孤こ立りつした稲葉山城を落とすだけである。

　しかし、援えん軍ぐんの望みこそないとはいえ、やはり稲葉山城は今も変わらず難なん攻こう不ふ落らく。

　そして長政との約束の刻限はどんどん迫せまっている。

　信奈は口をへの字に曲げて家臣たちに切り出した。

「力押しでは刻限に間に合わないわ。でも、少数の手勢で城内へ潜せん入にゆうして内側から門を開ければ、もしかしたら……誰だれか志願する者はいる？」

「生せい還かんの可能性は三十点です。ここは私が」

「長政に姫ひめさまは絶対に渡さない！　あたしが突とつ撃げきするよっ！」

　丹羽長秀と柴田勝家がそれぞれ決死隊に志願するが、「あんたたちが死んだらこの後、わたしが困るでしょ」と信奈は一言で却きやつ下か。

「うあああ～姫さまはどうせサルに決死隊の仕事を任せるんだ～えこひいきだあぁ～そうに違ちがいないぃ～！」

「勝家どの、あきらめなされい。七点」

　ちなみにぶるぶる震えている津田信澄は、「ぼ、ぼくは貴公子。女装は得意ですが、山登りは大の苦手で」と呟つぶやき、「使えないわね」と不ふ機き嫌げんになった姉から視線を逸そらした。

　前田犬千代が「うー」と自ら手を挙げようとしたが、その手を隣に座っていた良晴が押さえ込む。

「さっきから何か言いたそうね、サル」

「今さら軍議を開くまでもねぇ。こういう時のために俺がいるんだろうが」

「ふん。墨俣では運良く生き延びたけれど。幸運は、二度はないわよ」

　ああぁ～やっぱりいいいぃ、と勝家が泣き声をあげる。

「俺の策じゃねえが、策ならある」

「ほんとうかしら。恩賞自由の約束に目がくらんでるんじゃないの？」

「ちぇっ。一言多いんだよ。ここは俺さまを信じて任せろって言ってるんだよ」

「……わかったわよ。あんたは、どうせ止めても行くんでしょうし」

「よくわかってるじゃねえか」

「ふーんだ。そんなに天下一の美少女といちゃいちゃしたいのかしら。つまり、このわたしと……とんでもないエロザルだわ」

「か、勘かん違ちがいするんじゃねえよ。俺はただ、近江おうみのニセザル野や郎ろうをギャフンと言わせたいだけさ！」

「めずらしいわね。わたしも、同意見だわ。雨でも降らなきゃいいけど」

　もう、日が西の空に傾かたむきはじめている。

　今回ばかりは、漫まん才ざいに興じている時間はなかった。

　良晴は「ついていく」とつぶやく犬千代を制して立ち上がり、「今すぐ潜入して門を開けてきてやる」と信奈に言い残すと、颯さつ爽そうと走りだした。

（ちくしょう。死地へ飛び込むっていうのにぜんぜん怖くねえ。俺もなかなかいっぱしの武将になってきたぜ）

　そんなことを考えてうっとりしている良晴の後頭部めがけて、ゴンッ、と信奈が腰こしにぶらさげていた愛用のひょうたんをぶん投げてきた。

　信奈、と自分の名前を書いている水すい筒とうがわりのひょうたんである。

「痛いじゃねえか！　何すんだよっ!?」

「……ふん。金華山には水の手がないわ。喉のどが渇かわいたら、その水でも飲んでなさい」

「覚えてろ。恩賞自由の約束、必ず果たせ」

「ええ。あんたが、生きてたらね」

　信奈が小生意気に目を細めて微笑む。

　良晴も、つられて思わず笑っていた。

　あああサルと姫さまが目と目で会話してるぅ？　なにっこのいい雰ふん囲い気き？　むきぃサルぅ～その姫さま愛用の千せん成なりびょうたんに口をつけたら殺す！　と嫉しつ妬とにうち震える勝家が涙なみだ目めで叫さけんでいた。




　すでに良晴、稲葉山城への行軍中に半兵衛からこっそりと裏道の存在を教えられていた。

『南の七曲口も西の百曲口も守備兵に固められています。でも、北の長良川側より崖がけを登れば丑うし寅とらの鬼き門もんから二ノ丸の内側へと忍べます──ただし切り通しの崖が幾いく重えにも連なり、獣けものも通れぬような死地ですが。それでも行きますか』

　私は墨すの俣またで護ご符ふを使い果たしてしまい、お役に立てません。十に七、八は命を落とします。それでも……。

「それでも俺は行く。そうわかっていて、教えてくれたんだろう？　サンキューな」

　良晴は半兵衛の頭をなでて、軍議に臨んだのだ。

　そしてただ一人で本ほん陣じんから飛び出した良晴は今、迷わず鬼門の道を上っている。

　数は少なければ少ないほどよい。ゆえにお供は五右衛門のみ。

　いずれにしても、賭かけである。

「悪いな五右衛門。いつもいつも」

「遠えん慮りよはご無用。拙せつ者しや、信奈どのを浅井長政に奪われてしょげかえるちゃがらうぢなど、みとうはごじゃらん」

「べべべ別に俺はだなっ、信奈なんて別に全然どうでもよくってだなっ！　ただ俺は女たらしの浅井長政がむかつくから邪じや魔ましてやりたいだけなんだっ！」

「……ふふ。行くでござるよ」

　良晴と五右衛門は、一つ目の崖をよじ登り終えると、互たがいに拳こぶしを付き合わせた。

　この防ぼう御ぎよが薄うすい鬼門の山道にも、いくばくかの見張り兵はいる。

　しかし、それらの兵は──。

「がお、がお～」

「わああ、虎とらだっ！　虎が出たっ！」

「虎とら娘むすめだっ！」

　……虎皮をかぶった陽動部隊の前田犬千代が、やる気のない声で吠ほえながら山野を駆かけ、注意を逸らしてくれるのだった。

　内心、（うー。一いつ緒しよに山登りしたかった）とちょっぴりすねているのかもしれない。




　刻限まで、あとわずかだった。

「まだ、サルからの合図はないの？」

　金華山を見上げながら、信奈はいらいらと足を揺ゆすっていた。

　内心では良晴が討ち死にしたらどうしようと不安で仕方がないが、口では「ほんとに頼たよりにならないサルなんだから」と言ってみる。

　勝家が、そんな信奈の傍かたわらに侍はべる。

「姫さま！　あれを！　あれは姫さまのひょうたんですっ！」

　山麓の二ノ丸に、きらり、と光るものが掲かかげられた。

　信奈が良晴に預けた、ひょうたんだった。

　ひょうたんを槍の穂ほ先さきに縛しばりつけて、良晴が振ふり上げているのだった。

　信奈は床しよう几ぎから立ち上がって、そして拳を天へと突つき上げていた。

「勝ったわよ、六！　今こそ、総そう攻ぜめよ！」

「うあああああ。サルめ、サルめぇ～！　なんで、あのひょうたん、きらきら光ってるんだよ？　きっとサルはあのひょうたんの口をぺろぺろなめて、姫さまの唾だ液えきの味を思う存分味わったに違いないっ！　あたしが殺すっ」

「六！　わたし、決めたわ！　あのひょうたんを、サルの旗印にするわよ！」

「ええええっ？　あれって姫さまの宝物なんじゃあ……そんなに、そんなにサルが大事なんですかぁ姫さまあああ～!?」




　万まん千ち代よこと丹羽長秀は、金華山の麓ふもとに布ふ陣じん。

　稲いな葉ば山やま城じようの城門周辺を手勢で包囲し、信奈の城攻めを静かに見守っていた。

「悲願の稲葉山城攻こう略りやくまで、あと一息。満点です」

　そんな長秀の前に、見知らぬ軍団が出現した。

　その旗印は、浅井の三つ盛り亀甲。

　先頭に立つ若武者は、長政であった。

「この浅井長政、夫として信奈どのの美み濃の攻めに加勢いたします。そのあと、この地にて約束の祝言をあげましょう」

　加勢するという知らせなどなかった。手勢も少なく、むしろ婚こん儀ぎのための荷物などを積んだ部隊ばかりが目立つ。尾お張わりへ婚儀に向かっていたところ、信奈が突とつ如じよとして美濃へ出しゆつ陣じんして独力で稲葉山城を攻略しつつあることを知り、「このままでは祝言の約束が反ほ故ごになる」と慌あわててやって来たのだろう。

　手て柄がら泥どろ棒ぼうとはまさにこのことだった。

　また、長政には、陰かげで義龍の稲葉山城奪だつ回かいを助けたという秘密がある。

　一刻も早く義龍をこの手で討たなければ、二枚舌の陰いん謀ぼうを信奈に暴かれかねない。

　それゆえ、いつも涼すずしい顔であるはずの浅井長政、この時ばかりはめずらしく焦あせっていた。

「どうなされた、丹羽どの。道を開けられよ！」

　思わず、女性に対して声を荒あららげてしまう。

　しかし長秀は笑顔のまま、長政の前に騎き馬ばで立ちはだかって先へ通そうとはしない。

「浅井どの。姫よりこの丹羽長秀、このように仰おおせつかっております」

「なんと？」

「『この戦は、相良良晴の戦。卑ひ劣れつにも割り込もうとする者は、誰であろうが問もん答どう無む用ように斬きり捨てよ。たとえ浅井長政であろうとも』──と」

　温厚な長秀が、静かなる殺気を滲にじませながら、腰の刀に手をかけていた。

「……わ、私を斬れば、浅井家は織田家の不ふ俱ぐ戴たい天てんの敵となるぞ！」

「仕方ありますまい。姫には、そのお覚かく悟ごがあるご様子。織田家がここまで来られたのも、相良どのの命を張った奉ほう公こうがあったからこそ。最後の最後になって手柄を横からかっさらわれては相良どのが無念であろうと、姫はそうお考えなのでしょう」

「……くっ。よもや私とは結けつ婚こんせぬと言い出すおつもりか」
















「しかしながら美濃を落とせば、その必要はなくなりましょう」

「そのような勝手が許されるとお思いか。浅井との同盟は。天下はいかがなさるおつもりか」

「さて。うちの姫ひめはまだ子供っぽいところがありまして、あの口の悪い飼いザルが可愛くて仕方がないご様子。サルどのに理り不ふ尽じんな危害を加えるものがあらば、癇かん癪しやくを起こして浅井家も天下も平気で投げ捨てるかもしれませんね」

　長秀は静かな笑顔を崩くずさないが、その凄すごみ、その殺気は浅井長政にも、そして彼の側近たちにも伝わっていた。

　もしもこれ以上先へ進めば、長秀は本気で長政を斬るつもりだった。

「……まさか、たった一日で墨俣に城を造り、稲葉山城を落とすとは……信じがたい……」

　あれこれと手は尽つくした。卑劣な手段も使った。しかし、捕とらえていた安藤伊賀守が川賊の手引きで逃にげ出したと聞いた時から、あるいはこうなるのではないかという予感はあった。自分は、ついに信奈とサルの二人に敗れたのだ。

　己の敗北を認めた浅井長政は、進軍をあきらめた。

　安藤伊賀守をさらった件についてはすでに墨俣に残した書き文字でうまく言い訳をしてある。信奈に糾きゆう弾だんされても言いい逃のがれられるだろう。

　だが、陰で手を握にぎっていた斎藤義龍の口だけは封ふうじなければならない。

　それに、まだ信奈との政略結婚の話が流れたわけではない。美み濃のを奪うばったからといって、婚こん約やくを一方的に破は棄きしてよいという大義名分はないのだ。

「ここは兵を退かせよ、長政どの」

「……承知。だがはるばる美濃まで来た以上、信奈どのの返事だけはいただいて帰る。私との結婚、浅井家との同盟、果たして是ぜか非ひか。今日こそ、決めていただく」

「よいでしょう。勝ちすぎれば恨うらみが残ります。まもなく戦は終わります。のちほど旗本だけを連れて本陣へ参られよ」

　長政は、（織田家を吸収して天下に打って出るという我が野心、まだあきらめてはいない）とつぶやきながら屈くつ辱じよくに耐たえ、うなずいた。




　良晴は、賭けに勝った。

　犬千代が虎千代に化けて山野を駆け回ったのが功を奏した。「虎が出たあ」と守備兵が逃げ出して放置されていた丑寅のけもの道を、傷だらけになりながらも「長政め、邪魔してやる邪魔してやる」と唱えながら奇き跡せき的に登りきり、夕暮れに乗じて二ノ丸へと潜せん入にゆう。

　一足先に突とつ入にゆうした五右衛門が「たどん」を投げまくって守備兵たちを混乱させている隙すきに、良晴は二ノ丸の城門を内側から開放した。そのまま煙えん幕まくの中を駆け抜ぬけ、後に「天てん狗ぐ岩」と呼ばれることになる高い頂に登ると、信奈から預かったひょうたんを長なが槍やりにくくりつけて高々と夕焼け空へ掲げていた。

　そこからは、あっという間だった。

　うぎぎにっくきサルめぇ～と涙目になっている柴田勝家が鬼き神じんの如ごとき槍働きを見せ、怒ど濤とうの勢いで城門から突入して二ノ丸をたちまち占せん領りよう。

　義龍は山の中腹にある本館に立て籠こもっていたが、二ノ丸そして山頂に織田軍の旗が次々と翻ひるがえるのを見て「すべて終わった」と驚おどろきあきらめ、ついに降こう伏ふくを決意した。

　信奈はここに、父・信のぶ秀ひでの代からの悲願であった美濃を、奪い取った。

　美濃の新たな国主となった信奈は真っ先に、尾張の屋や敷しきで隠いん居きよしている蝮まむしこと斎藤道三に「至急美濃へ」との早馬を飛ばした。

　西美濃三人衆がことごとく織田方についたために、井いノの口くちの町の混乱は最小限に留められた。もともと、美濃は長らく蝮の道三が統治していた国なのだ。ことに井ノ口は商人出身の蝮が手塩にかけて育てた城下町。三人の有力国人が蝮を擁ようする信奈を主君と仰あおいだことで、一周して元に戻もどっただけともいえる。いや、義龍が反故にした楽市・楽座政策を信奈が強力な実行力をもって断行すれば、しばらく停てい滞たいしていた町はさらに発展するだろう。

　それに、うつけ姫だ乱暴者だと噂うわさに聞いていたのとは大おお違ちがい。織田軍の統制の取れたこと。「町の人に無礼を働いた者は皆打ち首にするわよ」と信奈が布告したため、尾張兵は信奈を恐おそれて誰だれ一人ひとり乱らん取どりなど行わない。

「おそがい姫やと聞いとったが、意外に名君やがね」

「馬で通りかかった信奈さまは、ええ香かざがしよったわ」

　井ノ口の町の人々は信奈を歓かん迎げいした。

　新しい主を迎むかえた稲葉山城と井ノ口の町に、夜のとばりが下りはじめていた。







　　　巻ノ五　岐ぎ阜ふ







「あれ。お前は前ぜん鬼きじゃないか。半はん兵べ衛えちゃんはどこだ」

「主は荒くれ武者どもがお嫌きらいな様子。俺が竹たけ中なか半兵衛として信のぶ奈などのに目通りいたそう」

　美濃一国を信奈が手に入れたその夜。

　信奈から逃げ回っていた半兵衛をやっと稲いな葉ば山やま城じようまで連れてきたと思ったら、狐顔の前鬼にすり替かわっていた。

　しかしもう評ひよう定じようが始まってしまう刻限だったので、良よし晴はると犬いぬ千ち代よは仕方なく前鬼を評定の間へ連れて行き、上座で地ち球きゆう儀ぎをごろごろ回している信奈に報告した。

「竹中半兵衛重しげ虎とら、連れてきたぜ」

「……この者、間ま違ちがいなく半兵衛」

「デアルカ」

　すでに織お田だ家の主立った面々が居並ぶ中、前鬼は涼しい顔でニタリといかにも狐めいた笑みを浮うかべている。

「この俺が竹中半兵衛重虎にござる。このたびはお見事な戦ぶりで稲葉山城を落とされ祝しゆう着ちやく至し極ごく」

「ああそう。で、仕し官かんの条件は？」

　信奈はむすっと不ふ機き嫌げん顔。

　前鬼はといえば、ますます妖よう怪かいじみた笑顔で、言い放った。

「俺は相良さがらどのにいろいろと世話になった身。織田信奈がどのような御ご仁じんなのかは知らぬが、相良良晴どのの与よ力りきとしてなら仕官してやってもよい」

　無礼な奴やつだなぁ～と下しも座ざの面々がひそひそ話。

「分かったわよ」

　信奈は、言うが早いか小こ姓しようが掲かかげていた種たね子が島しまを手に取ると、無造作に前鬼の額めがけて「ばんっ」と一発、弾たまを撃うった。

「「「えええええっ!?」」」

　家臣一同、あまりの早業に止める隙も突つっ込こみを入れる余よ裕ゆうもなかった。

　こーん、と前鬼が一声鳴いて、煙けむりとともに姿を消した。

「おわっ。信奈!?　お前っ、無茶苦茶するなぁ!?」

「サル、そいつは替え玉の敷しき紙がみとかいう奴でしょ」

「式神、な」

「あんた、わかってて連れてきたんでしょう？」

「お前、この手の怪かい異いは信じないって言ってなかった？」

「あーあー、信じない信じないー。わたしたちは幻まぼろしを見せられていただけよ。本物の竹中半兵衛、さっさと出てきなさいよ！　出てこないと今度は本物を撃つわよ！」

　ばん、ばん、ばぎゅーん。

　天てん井じよう、柱、所構わず信奈が種子島をぶっ放ちはじめた。

「姫さま、こんなところにそれらしい子供が！」

「はううぅううぅううぅぅ」

　がちがちがちがちがちがち、と歯を小刻みに鳴らしながら、涙なみだ目めになった半兵衛が勝かつ家いえに首根っこを摑つかまれて良晴の隣となりにつれてこられた。

「あわ、あわ、あわあわあわ……い、い、い、いぢめられ、いぢめられ……」

「どうしたんだ半兵衛ちゃん!?　戦場での凜り々りしい軍師姿はどこへっ!?」

　ささっ、と良晴の背後に回って隠かくれてしまう。

　良晴は、「大だい丈じよう夫ぶ大丈夫」と半兵衛の背中をぽんぽん叩たたいてやった。

　半兵衛は、一度式神を使っていじめっ子かどうか試した相手でないと、恐くてまともに応対できないらしい。

　まして信奈は前鬼がニセモノだと一目で見破り、あまつさえいきなり前鬼を種子島で撃つという無茶苦茶な相手である。

「よよよ良晴さん。たたた助けてくださいなななななんとかして、ひぐぅ」

　ダメな子ほどかわいいとはよく言ったもので、頼たよられている良晴は「俺が守ってやらなきゃー」とつい思ってしまう。

「わかったわかった。おい信奈、人様に向けて種子島の銃じゆう口こうを向けるんじゃねー！　繊せん細さいな半兵衛ちゃんがびびってるだろうが」

「はぁ？　何が繊細な半兵衛ちゃんよ。わたしはてっきり金きん華か山ざんに繁はん殖しよくしている子栗り鼠すかと思っちゃった」

「お前こそ、しょっちゅう猿さる回まわしみたいなかぶいた格好で町を練り歩いているじゃねーか」

「なによサル。そんな金華山の野生動物みたいな小こ娘むすめにやけに優しいじゃない。もしかしてわたしにケンカでも売ってるのかしら？」

「とにかく、仕官すると決まった家臣に銃口を向けるな！　暴発したらどーすんだよっ！」

「知ってるでしょう？　わたし、陰おん陽みよう師じとかそーゆーあやかしのたぐいが大だい嫌きらいなの。ふん。動物は動物同士、気が合うらしいわね……」

　しぶしぶ種子島を小姓に返してから、信奈は上座に座り直した。

「ほら半兵衛、誰だれに仕えるのか自分の口でさっさと言いなさい。わたしが直接小姓として雇やとってあげて、息絶えるまで鍛きたえ抜いてやってもいいわよ」

「え、え、遠えん慮りよします、の、の、信奈さまは、こ、恐こわいです。い、いぢめ、いぢめられます」

「あらそう。それじゃ、勝家の下で槍働きってのは？」

「そんな気弱なことじゃ戦場で生き延びられないぞっ！　あたしが地じ獄ごくの修行でとことん鍛え直してやろう、きえええええーっ！」

　庭に飛び出した勝家が、長槍をぶんぶんと振ふり回して松の木の幹をすぱっと一いつ閃せん、ずどどどどどんと松の大木が池の中へと滑すべり落ちていく。

「ぜぜぜぜ絶対に嫌いやですっ、あう、あうあうあうああう……」

「ふっふっふっ。知ち恵え者といえばこのワシ。我が悪あく逆ぎやくの謀ぼう略りやく、そのすべてを半兵衛どのに教えてさしあげてもよいぞ、よいぞ。じゃが謀略にまず必要なものは気合いっ！　ふんぬっ！」

　ようやく現れた斎さい藤とう道どう三さんが、諸もろ肌はだ脱ぬいで庭の巨きよ石せきを軽々と担ぎ上げ、ぶんっと池へと放り込む。

「ひいいいいい……えぐっ、ぐすっ、ぐすぐすっ」

「ああこら、お前ら半兵衛ちゃんを脅かすなよ！　泣き出しちゃったじゃないか！」

　半兵衛の肩かたを抱だきながら、良晴は無む駄だに体力気力が有り余っている道三と勝家を[image: しか]しかりつけて着席させた。

「要はいじめられっ子ってわけね。道理で、絶対に蝮に仕えなかったはずだわ。やっぱり、ここはわたしがじきじきに死の調練で鍛え直して」

「ぐすんぐすん。良晴さんと一いつ緒しよじゃなきゃわたしは隠いん遁とんします。良晴さん、織田家のひとたちはみんないぢめっ子です……！」

「あーあー、しょうがねえな。そういうわけで、俺に与力として半兵衛ちゃんをつけてくれないか？」

「……むかつくわね。まあ、いいわ。これからはサルの軍師として努めなさい。ただし」

「ひぅっ!?　……ぶるぶるぶるぶる」

「……あんまりサルとべたべたするんじゃないわよ！　あたしからそのおもちゃを奪うばい取ったら、眉み間けんを撃つわよ」

「……（がくがくぶるぶるがくがく）」

「こらっ信奈、いいから種子島を下ろせ──っ！」




　かくして、半兵衛は良晴の与力として正式に織田家に仕官することが決まった。

　いよいよ信奈は、家臣一同を座らせたまま本格的な評定に入った。

　信奈の隣には、まだ婚こん約やく者のそぶりを続ける浅あざ井い長なが政まさが素知らぬ顔で着座している。だが、信奈は長政を無視して、てきぱきと戦後処理を進めた。

　まずは、降こう伏ふくした斎藤義龍の始末である。

　噂うわさにたがわぬ六尺五寸の巨きよ漢かん・義龍は、すでに死を覚かく悟ごして白装束で信奈の前に現れ、きりりと眉まゆを引き締しめて正座をした。

　しかし、まんがのらくがきみたいな顔の作りなので、真ま面じ目めになればなるほど勝家たちが「ぷっ」「笑ってはなりません十二点」とささやき合う。

「六りく、笑っちゃダメでしょ」

「はいっ、すみませんっ！」

　ごめんなさい義龍さま……と半兵衛がぺこぺこと頭を下げるが、「よい。そなたを使えなかったのは儂わしのほうだ」と義龍は破は顔がんして半兵衛を許した。

　信奈が、鋭するどい視線で義龍に尋たずねる。

「で、斎藤義龍。何か言うことは？」

「──儂はそなたと蝮まむしに敗れた。家臣領民の命を助けてもらえるのであれば、何も言うことはない」

「あらそう。命いのち乞ごいはしないのかしら？　出家して武家から足を洗えば、命だけは助けてやってもいいわよ」

「儂にも土と岐き家け嫡ちやく流りゆうとしての意地がある、かくなる上は潔いさぎよく腹を切るばかり。だが、しかし──」

「しかし？」

「信奈どのの隣に座っているその浅井長政なるもの、実は陰かげで儂に味方し──」

　黙だまらぬか下郎！　われらに離り間かんの策を施ほどこすつもりだ早く斬きってしまいましょう！　と長政が義龍を怒ど鳴なりつけた。

「儂はすでに死を覚悟しておる、何ぞ噓うそをつく必要があろうや。浅井長政、離反常無きは戦国の習いとはいえ、見苦しいぞ」

「うるさい。信奈どの、斬れ、斬ってしまえ」

　信奈は、興味なさそうに長政を無視して、目立たぬよう広間の隅すみに着座していた斎藤道三に声をかけた。

「蝮は、何か意見がある？　あんたは隠いん居きよ、わたしの政策には口出し不要だけど、義龍はあんたの息子むすこでしょう。意見があれば聞くわ」

　道三は、苦々しげな表情で扇子せんすを開いたり閉じたりしながら、一言、声を振り絞しぼった。

「……そやつは顔に似合わぬ知恵者。放ほう逐ちくすれば後々、信奈どのの天下盗とりの障害になろう。始末せよ」

　義龍は、道三をにらみつけていた。

「……義龍よ。そなたには知恵こそあるが、美み濃の守護土岐家の嫡流という血筋を重んじる古さと気位の高さが災いし、こたびの結末となったのじゃ。時代は今、古きから新しきに流れておる。時の流れに逆らったそなたの没ぼつ落らくは、自業自得」

「信奈どのこそ、親父おやじどのの夢を継ついでくれる者。それは分かっていた。だが、儂にも──道三の跡あと取とり、親父どのの嫡ちやく男なんとしての誇ほこりがあった。同じ血のつながらぬ跡取り同士であれば、実力に勝るものこそが親父どのの跡を継ぐべきであると、そう思った」

「そなたを跡取りにすれば我が悪逆の数々も帳消しになるであろうと、甘い夢を信じていた頃ころもあった。わが不覚悟こそ、最大の過ちじゃった。許せ、義龍」

　二人の間で、しばらく鋭い視線だけの会話が続いた。

「……これまで世話になった、親父どの」

　義龍が道三に深々と頭を下げると、

「斬れ。わが息子を、斬ってくれ。信奈どの」

　道三は、うめくように小声で言った。

　浅井長政も、声を発することができなかった。

（我が策さく謀ぼうが明るみに出ず、よかった）

　と無む邪じや気きに喜ぶ気分にも、今はひたれない。

　浅井長政もまた、父を強引に隠居させて家か督とくを奪ったという業を背負う戦国大名なのだった。

「美濃の斎藤家。わが浅井家。甲か斐いの武たけ田だ家に越えち後ごの上うえ杉すぎ家。親子きょうだいが互たがいに争い合うこの戦国の世は、いつまで続くのだろうか──」

　我知らず、そのような言葉を思わずつぶやいていた。

　しかし、信奈はむっとした表情のまま、首を横に振った。

「義龍は斬らないわ」

「なんと。何を言いだすのじゃ、信奈どの。今こやつを斬らねば、必ず勢力を盛り返してまた信奈どのに立ち向かってくる──」

「蝮、義龍を買いかぶりすぎよ。こいつはわたしの敵じゃないもの」

「甘い。甘いぞ、信奈どの！　ワシに遠慮をしておるのであれば、かような情けはご無用！」

「遠慮なんてしてないわよ。小こ姓しようども！　義龍を、放逐しなさい」

「ええい！　天下盗りのためには、情を捨てねばならぬ時がある！　信奈どの、その甘さがいずれそなたの命取りとなろうぞ！」

「黙りなさいよ蝮！　あんたはもう隠居の身でしょう。一応意見は聞いたけど、決めるのはわたしよ！」

「じゃが、しかし……！　義龍の目を見よ。まるで屈くつ服ぷくしておらん！　今逃にがせば、虎こ視し眈たん々たんとそなたを狙ねらうであろう！」

「いいから、放逐しなさい」

　義龍は「親父どのの言うとおりだ。必ず後こう悔かいするぞ」とつぶやき、信奈に礼を言うこともなく、堂々と広間から立ち去っていった。

　この成り行きを呆ぼう然ぜんと見守っていた道三は、「むむむ」と体を震ふるわせながら、「これにて御ご免めん」と言い捨てると信奈たちの前から姿を消した。

　険悪な空気が一いつ瞬しゆん、広間全体を覆おおう。

　しかし、信奈はけろりとして、

「んもう、ほんとに年寄りって気が短いんだから。みんな、待たせたわね！　ここからはお待ちかねの論功行賞よ」

　手をぽんぽんと叩たたくと、まずは丹に羽わ長なが秀ひでと柴田勝家を呼びつけた。

　小こ牧まき山やま城じようの普ふ請しんから東美濃勢の調ちよう略りやくまで地味ながら勲くん功こうを重ねた長秀には「ういろう一年分」などの破は格かく（？）の恩賞を与あたえ、稲いな葉ば山やま城じよう攻ぜめで一いち番ばん槍やりの勝家にも「茶器」だの「みそ煮に込こみうどんの店を城下町に出店する権利」などを与えた。

「はあ、姫ひめさま。この茶器とやら、まるで土の塊ですが……」

「六。それはねぇ、唐から国くにから渡わたってきたと～っても立派な茶器なのよ。それひとつで、美濃一国ぶんの値打ちがあるのよ」

「ええっ、ほんとうですか!?　ありがとうございますっ、姫さまああっ！　この柴田勝家、こたびの御ご恩おんに報いるべくいっそう奮ふん闘とういたしますっ！」

　良晴さん。あれは二束三文の安物ですよ……と半兵衛。

　勝家って単純で騙だまされやすいよなあ、と良晴。

「次。稲いな葉ば一いつ鉄てつと氏うじ家いえ卜ぼく全ぜん」

「「ははっ！」」

「あんたたちの領地は安あん堵ど。ただしわたしはこれから本格的に楽市楽座政策を進めたいから、座や市の特権だけは取り上げるわ。今後は、美濃衆を率いてわたしの天下盗りのために戦いなさい」

「「合がつ点てん承しよう知ちにござる!!」」

　いや尾お張わりの姫はおっかないと聞いておったがこの首がつながってよかったわい、と親父武将二人組が暑苦しい笑顔で語らう。

「それから、安藤なんとか。入って来なさい」

「おのれ浅井長政！　信奈どの、わっちは昨日まで長政の手の者に囚とらわれておりましたのじゃ！」

　現れた安藤伊賀守は「おのれおのれ」と激げつ高こうしている。

　再び、長政の顔色が変わった。

「どういうことかしら」

「長政は陰では斎藤義龍と通じ、わっちを人質として半兵衛をおびき寄せ、稲葉山城を義龍に再奪だつ取しゆさせようと……むむむ、なぜ長政が信奈どのの隣となりに!?　もう気分は信奈どのの夫だというのか、おのれおのれ」

　しかし追おい詰つめられた浅井長政も、負けてはいない。

　これほど安藤伊賀守が激げき怒どしている以上、墨すの俣またの書き文字だけでは一同を納得させられない……そこで咄とつ嗟さに頭を働かせ、口を開いて弁明する。

「私は西美濃三人衆筆頭の安藤伊賀守を匿かくまいつつ、〝斎藤義龍が目め障ざわりな安藤ら三人衆を始末しはじめた〟と美濃中に噂を流したのです。その結果、三人衆の残り二人、稲葉と氏家は織田方に寝ね返がえらざるを得なくなり、信奈どのの手に美濃が落ちてきたというわけです」

　詭き弁べんめいてますが理り屈くつだけは通っています七十三点、と長秀。

　きぃ悔くやしいなんて悪わる賢がしこい奴やつなんだ、と歯がみしながら畳たたみをがりがり爪つめでひっかく良晴。

　へえーそうなんだー稲葉と氏家の寝返りは別にサルの手て柄がらじゃなかったんだーと勝家。

「なるほどね。ほら安藤なんとか、今後はわたしのために美濃衆を束ねて働くこと。姪めいの半兵衛も来ているわよ」

　信奈は興味なさげに長政の弁明をあっさり聞き入れた。

　おいおい長政は不問に付すのかよ、きぃい、と良晴。

「おおお、半兵衛。さんざん苦労をさせたのう。そなたを斎藤家に無理矢理仕官させようとしたわっちが悪かった……！」

「いいんです。叔お父じさまのおかげで、半兵衛はよき主君と出会えました」

「そうか、そうか。強うなったのう、半兵衛や」

　これで精強をもって知られる西美濃三人衆は全員、信奈直属の家臣となった。

　互いの再出発を歓よろこび、抱だき合う叔父と姪。




　かくして、評定は大おお詰づめとなった。

　義龍の処置と主立った家臣の論功行賞が終わり、残るは浅井長政との婚こん儀ぎの件、そして「恩賞自由」の件のみとなった。

　そう。

「稲葉山城を盗った者はどんな恩賞でも自由自在」

　と半兵衛に苦しめられて悔し紛まぎれに言ったあの約束を、今こそ信奈は果たさねばならないのだ。

「わたしの公正な見立てによれば、恩賞自由の功労者は一番槍をつけた勝家ね」

「そうですよね、姫さま！　あたしが勲功一番だあ！　やったあああー！」

「姫。それでは筋が通らないです二十点。墨俣築城、三人衆と半兵衛の調略、そして決死隊としての城内潜せん入にゆう。恩賞自由の褒ほう美びは、これらの大功を立てた相良良晴どのにお与えなされませ。それでこそ公平な論功行賞というもの」

　笑顔の長秀が、信奈が自分に期待していると思われる通りの満点進言。

　信奈は「ちっ。仕方ないわね」と眉まゆをひそめ、ぺっとつばを吐はきながら良晴に向き直った。

「ちょ、ちょっと姫さまぁあああぁ～!?」

　へたれる勝家をスルーして、信奈はずいっと身を乗りだし、良晴の面前へ顔を近づける。

　良晴は、緊きん張ちようで動けなくなった。

　久々に間近で見る信奈の美しさに、我知らずごくりと生なま唾つばを飲み込んでいた。

「ほら。サル、何が欲しいの。さ、さっさと言いなさいよ」

「……あ、あんまり顔を近づけるなよ。言いづらいだろうが」

「いいから、さっさと言いなさいってば」

　互いに、緊張しながら無言で見つめ合った。

　わずかな時間だったのか、それとも長い長い沈ちん黙もくだったのか。

　信奈は頰ほおを紅潮させ、今にも泣き出しそうな表情で良晴を見つめ続けていた。

（サル！　今ここで言わないと、わたしは長政に奪うばわれるのよ。早く。恩賞はこのわたしと、早く言いなさい）

　そんなふうに信奈が言いたがっているような錯さつ覚かくを覚えつつ、良晴は、いったいどうすればいいのか迷った。迷い続けた。

（へ、へへへ。恩賞はお前だ、俺の嫁よめになれ！　なんて言ったら、きっと信奈は錯さく乱らんして暴れるだろうな。お、俺はこんな凶きよう暴ぼうなうつけ姫を嫁にするなんて冗じよう談だんじゃねえ趣しゆ味みじゃねえ、でも、こ、ここは一世一代の恩賞を要求して信奈を思いきり困らせてやるか……！）

　その時。

　なぜか額から冷ひや汗あせを流している信奈の背後に、ちらり、と浅井長政そして丹羽長秀の二人の姿が見えた。

　浅井長政は、

（足軽あがりのサルふぜいが、織田家の姫に懸け想そうするなど笑止）

　とばかりにどぎまぎしている良晴を冷笑している。

　うるせーてめえが悔しがる顔を見てやるぜ、と良晴はいよいよ途と方ほうもない恩賞を要求する決意を固める。

　しかし。

　丹羽長秀は温厚な笑顔を絶やさなかったが、

（相良どの。ここは姫のために、分をわきまえなされよ）

　と、良晴を優しく諭さとしているように見えたのだった。

（姫を長政から守りつつ、姫の天下盗とりの夢も守る、そのような恩賞を要求なされませ）

　そんな恩賞って、あるのか……。

　あるにはあるが、俺の本当の望みは……！

　しかし──半兵衛が、背後から自分をじっと見ていることに気づいた。

　そうだ。半兵衛ちゃんにも約束したんだ。半兵衛ちゃんの前で、大見得切ったんだ。ここで信奈を没ぼつ落らくさせるような要求など、足軽あがりの家臣の嫁になれなどという要求など、今の俺にできるわけがない。百貫取りの部将格に出世を果たせたとはいえ、まだまだ尾張家の姫ひめ君ぎみと並び立つには遠い。程遠い。

　天下も、信奈も、今の良晴の立場から見れば、天空にまぶしく輝かがやく太陽の如ごとく遠かった。

　良晴は、焦あせる。

「ねえ、サル。早く、言ってよ」

　信奈のか細い鼻息が、良晴の鼻先にふわっとかかった。

　こんな生意気で凶暴な女、俺は好きでもなんでもねえ。

　それなのに。

　思わず、この場で信奈の唇くちびるを奪いたいという激しい衝しよう動どうに駆かられた。

（こいつが天下一の美少女かどうかは、知らねえ。知らねえが、こいつは、俺にとっては──）

　その燃え上がるような衝動を抑おさえ込んで、良晴は口を開いていた。

「──信奈、浅井長政と結けつ婚こんするな！　そいつは、お前のこと好きでもなんでもねえんだ！」

「って、サルっ!?　な、な、何を言いだすのよっ!?　そうじゃなくって……」

「恩賞自由、だろうが！　いいなっ、この場でお前の縁えん談だんを破談にするのが俺の恩賞だっ！　ざまみろ！」

「わ、わ、わたしは、そのっ、あのっ、そうじゃなくって……！」

「やったぜ、サルうぅううう！　でかしたぁああ！　あたしも大賛成だああっ！」

　姫さまの操みさおは守られた、と勝家が狂きよう喜きしながら思わず立ち上がり、

「……お二人のお気持ちを思えば手放しでは喜べませんが、これで織田家崩ほう壊かいは免まぬかれました。八十点」

　長秀は、信奈と良晴のかなわぬ想いをおもんぱかり、複雑な笑顔でうなずいている。

　完全に面目を失った浅井長政が、色をなして良晴と信奈の前へと歩み出てきた。

「これはいったいどういうことですか、信奈どの!?」

「長政。わたしは稲葉山城を盗ったものには恩賞自由、と約束していたの。どうやらサルはよっぽどわたしの幸せを妬ねたんでいたみたいで、わたしとあんたの縁談を破談にすることを恩賞に要求してきたってわけ。うふふっ」

　姫、露ろ骨こつに嬉うれしそうです、もっと腹はら芸げいを使ってください三十二点と長秀。

　ざまあみろ～サルっでかしたっお前は実は信奈さま想いのいい家臣だったんだなぁ、と勝家は嫌いやがる良晴の首に腕うでを巻き付けてぎしぎしと力を込めている。

「そんなわけだから、もう近江おうみに帰って良いわよ長政。遠えん路ろはるばるご苦労」

「いったい何ですか、それは!?　信奈どの、まさかそんな馬ば鹿か馬ば鹿かしい恩賞をお認めになるつもりではありますまいな!?」

「認めるわよ。もう約束しちゃったんだし、サルが勲くん功こう一番なのは誰だれの目にも明らかだしぃ。そういうわけで長政、あんたとの縁談はなかったことに──恨うらむなら、サルを恨んでね♪」

　長政は思った。

　負けた。またしても、この二人のあうんの呼吸に負けた。はじめに尾張に乗り込んで信奈に求きゆう婚こんしたときから、自分は負けていたのだ。

　天下という大きな夢のため、個人としての夢を捨てたこの猿さる夜や叉しや丸まるが。

　何もあきらめないと子供じみた戯ざれ言ごとを繰くり返かえしていたサルと、そしておそらくはサルと同じ気持ちで戦っていた信奈に。

　しかし、長政の胸中には今、不思議なことに爽さわやかな風が吹ふいていた。

　だが──それは、浅井長政、いや猿夜叉丸という個人の感情である。

　戦国大名・浅井長政は、このままでは引き下がれない。

　だから、なおも食い下がった。

「それでは浅井家と織田家は同盟できない！　近江から天下に打って出るという私の野望も潰える！」

「そんなに同盟したいのなら、この場でわたしに頭を下げればいいじゃない」

「いいえ。血けつ縁えん同盟でなければ、わが父、久ひさ政まさを説得できないのです！　そして、私にはきょうだいはいない！　織田家から姫ひめをもらい受うけるしか道がないのです！」

　長政がけんめいにまくしたてるが、信奈は涼すずしい顔。

「あらそう。北近江なんて上じよう洛らく途と中ちゆうで踏ふみ潰つぶしていってもいいんだけど、そこまで言うのなら同盟してあげてもいいわ。同盟の証として、織田家の姫君をあんたのところによこしてあげる。それで手打ちにしましょう」

「む……姫君？　そ、それならば異存はないが……」

「じゃあ、同盟成立ね。すぐに輿こしに入れて送り届けるから、あんたはさっさと帰っていいわ。義龍とつるんで安藤なんとかを誘ゆう拐かいした件は不問に付してあげる」

　長政は渋しぶ々しぶうなずくしかなかった。姫君を妻として迎むかえられるのであれば、織田家から人質を取るも同じ。織田家との同盟をしぶる父・浅井久政もどうにか納得させられるだろう。

「わかった。今度こそ、その約束を違えぬように……父は私から説得しておく」

「また、父親が出てくる。あんた、自分で強引に隠いん居きよさせた父親に気をつかいすぎてるんじゃないの？」

「子として、当然だ」

「あらそう。父親も天下もどっちも大事だなんて、あんたも子供ね。あと、敵国武将の妻女をたぶらかして調略するというやり口はもうやめなさい。わが織田家から妻を迎えるつもりならね」

「……承知」

　浅井長政は、戦国大名としても信奈に完敗した。

　あなたをわが妻にしようなど、無む謀ぼうでありました。今後は良き弟分として織田家の天下盗りのために尽つくしましょう。

　そう語りたかった、が、長政の心の中の何かが邪じや魔まをした。

　長政にも、猿夜叉丸としての夢を捨ててここまで来たという自負がある。その代だい償しようは──失ったものはあまりにも大きすぎた。まだだ。まだ、信奈には屈くつ服ぷくしきれない。今は頭を下げ、軍門に降くだる。だが──いつか捲けん土ど重ちよう来らいし、必ずや信奈の上に立ってみせる──そんな野望の炎ほのおが長政の胸中に燃え上がっていた。

　切り捨てた夢は、失った夢は、誰とも共有できなかった想いは──いつしかその者の心の中で形を変えて、紅ぐ蓮れんに燃える野望となるのだ。




　長政が去った後、広間は歓かん呼この声で満ちあふれた。

「あたしの姫さまが守られたぁ～！　サルぅ、でかした～！」

「いいから俺から離はなれろ、胸が邪魔で息ができねえ！」

「……めでたい」

「……わたし、疲つかれました……皆みなさん、声が大きくて怖こわいです……くすん、くすん」

「お見事な処置でした、姫。しかし」

「万まん千ち代よ。何か言いたいことが？」

「織田家には、信奈姫ひめ以外に──姫はおりません。一点」

「あら、気づいてたの」

　ああああそうだった！　と勝家が悲鳴をあげた。

「どどどどうするんですか姫さまっ？　やっぱり浅井を叩たたき潰しますかっ？」

「ダメよ。長政の前では威い勢せいのいいこと言ったけど、稲いな葉ば山やま城じように匹ひつ敵てきする要害、浅井氏が守る小お谷だに城じようを落とそうと思ったら膨ぼう大だいな時間と手間がかかるわ。それじゃ上じよう洛らくが遅おくれちゃう。武田信しん玄げんに先を越こされるわ」

　武田信玄が越えち後ごの上杉謙けん信しんと川中島で争っている今のうちに両りよう雄ゆうの間かん隙げきを衝ついて急いで上洛しなければ、わたしたちには二度と天下盗りの機会は巡めぐってこないのよ、と信奈が腕うで組ぐみ。

「万千代。こういう場合、定石ではどうやってごまかすの？」

「そのあたりのみめ麗うるわしい娘むすめを織田家の養女として育成し、礼れい儀ぎ作法を覚えさせてから浅井家へ嫁とつがせます」

「それも時間がかかるわよ。だいいち、織田家が人並み外れた美男美女の一族だということは天下に知しれ渡わたっているわけだし……長政はわたしの顔も見ているしね。中ちゆう途と半はん端ぱな美人じゃあ、すぐに替かえ玉だまだとばれちゃうわ」

「ですね」

「尾お張わりは美人の産地。美少女は多いけれど、このわたしに匹敵するほどの天下無敵の美少女がもう一人存在するとは到とう底てい考えられないわね……」

　犬千代が無言で挙手してその手を「ふるふる」と振ふっているが、信奈は気づかないふり。

　確かに犬千代は美少女だが、信奈の一族にはぜんぜん似ていない。特に胸のあたり。

「ああああたしがいいいい行きましょうかっ!?　ひひ姫さまのためならこの勝家、たとえ火の中水の中っ……お、お、男に、み、み、身を捧ささげる覚かく悟ごだってっ……ぐすっ、ぐすぐすっ……！」

「だから六、あんたが軍から抜ぬけたら困るって言ってるでしょう。だいいち、織田家の姫はあんたみたいなデカ乳じゃないわよ」

「がーんっ!?　で、デカ乳っ……!?」

　私は垂れた目元が姫に似ておりませんから零れい点てんです、と長秀。うまく逃にげた。

「困ったわね。半兵衛を姫に仕立ててとっとと放ほう逐ちくしたいところだけど、小心者すぎるわ。五右衛門は素顔を見せない上にかみかみだし、ねねは幼女……」

「なあ。言いにくいんだけどさ……お市がいるんじゃないのか？」

　良晴が、頭を抱かかえている一同におそるおそる声をかける。

　良晴の戦国ゲーム知識では、織田家と浅井家の同盟は、長政に織田家のお市姫を嫁がせることで成立するのだ。

　もっとも、その後この同盟は破れ、お市は夫・浅井長政の裏切りと切腹という悲劇に見み舞まわれることになる。

　それで今まで言いだせなかったのだが、誰も「お市」という名前を出さないので良晴もだんだん不安になってきた。

「は……はぁ？　だ、誰よ、お市って？」

「お前の妹じゃねーかよ」

「わ、わたしに妹？　万千代、何のことかしら」

「さて。さっぱりわかりません」

「そ、そうだそうだ。ひ、姫さまに妹君はいらっしゃらない！」

　と、なぜか額から大おお汗あせをたらたら流す勝家。

「サル、わたしには弟しかいないわよ……ほら、そこで花魁おいらんに扮ふんして踊おどっている、真のうつけ者・勘かん十じゆう郎ろう」

　信奈が呆あきれ顔がおで指差す先には、庭で親衛隊を引き連れて「あらめでたや」と花魁踊りに興じているバカ殿・津つ田だ勘十郎信のぶ澄すみのあで姿が。

　桶おけ狭はざ間までは女装芸で姉を助けたが、今回ばかりは何の働きもしていない。

「姉上、おめでとうございます！　この勘十郎、本日は花魁となりまして姉上のご機き嫌げんを伺うかがいましょう！　いやぁ、ぼくってどうしてこんなに美しいんだろう！　ははははは！」

　信奈は主立った者を周りに集めて、ニヤリと黒い笑みを浮うかべた。

「……サル、万千代、犬千代、六りく……どう思う？」

「……おいおい、信奈。まさか……ゴクリ」

「……愉ゆ快かいですが、バレたら長政どのは烈れつ火かの如ごとく怒いかりましょう。危険な賭かけです、五十点」

「……男なのに犬千代より美人。くやしい……さんせい」

「なに？　ねえ、みんな、なんの話？　あ、あたしだけ、のけ者っ!?　うああああ……!?」

　勘十郎どのを浅井家に嫁がせましょう、と柱の陰かげに隠かくれていた半兵衛が涙なみだ目めで震ふるえながらおそるおそる献けん策さくしてきた。

「ふ、ふたりは、あ、あ、あいしょう、ぴ、ぴったり……です……」

　えっそれってどういう意味だよと良晴が首を捻ひねるが、信奈は即そく断だん即そつ決けつ。

「知ち恵え者の半兵衛が太たい鼓こ判ばんを捺すなら問題なさそうね！　それっ、みんな！　勘十郎を引ひっ捕とらえなさい！」

「やあ姉上、これはいったい何の遊びですか、ははははは。あれっどうしてぼくは縄なわで縛しばられているのだろう……？」

　煙けむりとともに庭先に出現した五右衛門が、見事に信澄を捕ほ縛ばく。

「お市さま、お覚悟なされるでござるよ」

「やあやあ乱波くん。お市さまとは、誰のことだい？」

「あなたでござる」

「えっ？　ぼくの名は勘十郎信澄……」

「本日ただ今より、浅井長政どのの奥方、お市姫でござりまちゅ！」

「あ～れ～!?」

　哀あわれ信澄はそのまま籠かごに押し込められて「えっさ、ほいさ」と近江路への旅に出されてしまったのであった。




　浅井家との同盟問題を見事に片付けた（？）信奈は長引いた評定の最後に、「美み濃のの人心を一新するわ。まずは城と町の名前を変えるの。何かいい名前、ない？」と物知りの長秀に尋たずねた。

「唐国では『周しゆうの文ぶん王おう、岐き山ざんより起り、天下を定さだむ』と言います。古いにしえの周王朝は岐山より出でて天下を平定したという言い伝えですね。ここは姫の天下平定の志を人々に示すため、稲葉山城を『岐山城』、金華山を『岐山』と改名してはいかがでしょう」

「いい名前ね、万千代！　でも井いノの口くちの町を『岐山町』と呼ぶのはヘンだわ。井ノ口は、平地だもの」

「岐山には、岐ぎ陽よう、岐ぎ阜ふといった呼び名もございます」

「じゃあ『岐阜』にしましょう！　今から、この城は〝岐阜の城〟！　井ノ口は〝岐阜の町〟よ！」

「金華山、の名はいかがします」

「それは風流だから、そのままにしておきましょう」

　信奈は、さっそく城と町の名前を「岐阜」に改名するというお触ふれ書きを右ゆう筆ひつにしたためさせると、新しく作ったばかりの印章を自らの手でその書類に押した。

　その印章に彫ほられた文字とは──。




　天下布武。




　乱れた天下を、自らの武力によって統一する。

　ついに悲願の美濃を手中に収めた信奈による、堂々たる天下盗とり宣言だった。

「いよいよ、上洛だわ！　京の都に上り、天下に号令をかけるのよ！」

　やれやれこれでまた敵が増えますねと嘆たん息そくする長秀、「なんて読むの、このハンコ？」と涙目の勝家、そして「とうとう、この時が来やがった……！　そろそろ流る浪ろうの室町将軍・足あし利かが義よし昭あきが信奈のもとへと転がり込んでくる頃ころ合あいだぜ」と内心で燃えている良晴。

　しかし、転がり込んできたのは、もっと大変な知らせだったのである。




「拙せつ者しや、美濃の出身、土と岐き源氏の支流に連なる明あけ智ち十じゆう兵べ衛え光みつ秀ひでと申すもの。道三どのが美濃を追われた折に浪ろう人にんし、以後、足利幕府再興のために働いておりました」

　飛び込んできた侍さむらいの名は、明智光秀。

　長い黒くろ髪かみを後ろで一つに束ねた、目つきの鋭するどい爽さわやかな美少女剣けん士しといった第一印象だった。いちいち、動作のひとつひとつに無む駄だがなく、洗練されている。剣の達人であることはもちろん、京の都で必要とされる古式ゆかしい礼儀作法にも詳くわしいようだった。

　その清せい楚そかつ高貴な美少女侍ぶりに、おおーと一同が声をあげた。

　揃そろいも揃って八丁みそばかり食べている尾張の侍にはいない、得難い人材である。

　生き真ま面じ目めな口調には、後年「本ほん能のう寺じの変」を起こす謀む反ほん人になる気配はみじんもない。

　信奈が「どこかで見たわね」と首をひねる。

「あら？　あんた正しよう徳とく寺じの会見で、蝮まむしの小こ姓しようをやってなかった？」

「はっ。拙者、道三どのの小姓でありました」

「ああ、やっぱり。蝮ならうちで隠いん居きよしてるわ。あんたも浪人してるのなら織田家で雇やとってあげていいわよ！　美濃一国を版図に加えて人手が足りなくなってるの」

「はっ──しかし、今日は拙者の仕官の話ではなく、もっと重大な知らせを持って参りました。これは織田家の運命にとってもおそらくは分ぶん岐き点」

「もったいぶってるわね。早く言いなさいよ」

　良晴が、思わず声をあげる。

　これは、これは織田家上洛につながる重大イベントだ！

「京で、松まつ永なが久ひさ秀ひでと三み好よし一党が将軍足利義よし輝てる公を暗殺！　明智光秀は、義輝の弟・足利義昭公を担いで新将軍とし、幕府の権けん威いを再興したい！　しかし京の松永・三好を討つ兵力はない。だから織田家に上洛を要よう請せいしに来た──ってところだな！」

　良晴のゲーム知識によれば、松永久秀とは戦国一の大悪党。主君を暗殺し、将軍を殺し、奈良の大仏を焼きはらったという。もっとも、こちらの世界ではまだどこまで悪事を働いてるのかはわからない。

　さすがに松永久秀が女の子だったら嫌だなぁ、と良晴は思った。

　へぇそうなの。さすがサル、千里眼ね、と信奈がめずらしく感心する。

　しかし十兵衛光秀は信奈に平へい伏ふくしたまま、

「あのぅ……申し訳ありませんが、ぜんぜん違ちがいます」

　と良晴の発言を申し訳なさそうに否定。

「えええっ？　違うわけないだろっ!?　俺が覚えたゲーム知識では……」

「何よハズレじゃないのよ。サルの芸無知識も、当てにならないわねぇ」

「そんなはずは……」

「当たらずとも遠からずですが、我が者顔で畿き内ないを支配する松永久秀と三好一党が時の将軍足利義輝公を暗殺しようとしたところまではその通りでございます。だがしかし、賢けん明めいなる義輝公は勝ち目なしと見て『他た日じつを期す』と言い残し、義昭姫ら妹君たちを引き連れ敦つる賀がの港から大明国へと逃げてしまいました」




　今は一刻を争う事態だった。信奈たちにすべてを語る余よ裕ゆうも時間もなかったが、光秀は必要最低限の言葉を連ねながら、運命の転てん換かんとなったあの日の事件を回想していた。

　京の都は、荒れに荒れていた。

　天下人であるはずの足利将軍家が「応仁の乱」によって没ぼつ落らくし、さらには幕府の実権を握にぎっていた管領の細川家さえも没落。四国から畿き内ないへと進出してきた三好一党が畿内の覇は者しやとなったからである。

　三好一党はもともと細川家の家臣だったが、下げ克こく上じようによって細川家と足利将軍家から畿内の支配権を奪うばい、一時は文字通りの天下人一族として繁はん栄えいを謳おう歌かしていた──。

　ところがこの三好一党も、有力な一族が次々と不ふ穏おんな死を遂とげるという不幸が相次ぎ、当主の三好長なが慶よしが早世すると、広大な所領と畿内各国の支配権を巡めぐって分ぶん裂れつ寸前となっていた。

　長慶亡き後の三好家の実権は三好一族内の実力者連合である「三好三人衆」と、三好長慶の宰さい相しようを務めていた出自不明の謎なぞの武将・松永弾だん正じよう久秀が握っていた。

　松永久秀は堺さかいの商人あがりだとも、斎藤道三と知己の仲だとも言われるが、「毒」を用いることで知られており、出世のために三好一族を次々と毒殺したのではないか、主の三好長慶もまた松永久秀に殺されたのではないか、と黒い噂うわさが絶えない。

　だから、三好三人衆と松永久秀は互たがいの存在を疎うとましく思う政敵同士であったが、共通の敵を持っていた。

　足利幕府の実権を回復しようと戦う剣けん豪ごう将軍・足利義輝である。

　若き足利義輝は剛ごう直ちよくな男で、将軍でありながら塚つか原はら卜ぼく伝でんや上かみ泉いずみ信のぶ綱つなから剣けんの技を伝授され、無む双そうの強つわ者ものに育っていた。

　三好一党に追われて京の都から隣りん国ごく近江おうみへ逃げ、山中に隠かくれ住すまなければならなかった少年時代を過ごした義輝は、剣と武の力によって幕府を再興するという野心に燃えていたのだ。「武」を信じる者同士で意気投合したらしく、越えち後ごの軍神・長なが尾お景かげ虎とら（上杉謙信）を都へ招いて三好一党を粛しゆく清せいしようとしたこともある。将軍はさらに近江おうみの六ろつ角かく家、越えち前ぜんの朝あさ倉くら家など、幕府に味方する諸大名を糾きゆう合ごうして三好一党に猛もう然ぜんと対たい抗こうしていた。三好長慶の死は、剣豪将軍にとって足利幕府再興のための絶好の機会だったのだ。

　斎藤道三が美濃を追われて以後、放ほう浪ろうを重ねて越前朝倉家の客将となったばかりの明智十兵衛光秀が、将軍家と朝倉家との交こう渉しようを進めるべく京の都に逗とう留りゆうしていた際にこの足利将軍と三好一党との抗こう争そうに巻き込まれたのは、偶然か、あるいは必然か。

　要の長慶を失い畿内の実権を将軍に奪われそうになっていた三好三人衆と松永久秀が、一万もの兵を率いて二条御ご所しよの将軍義輝を襲しゆう撃げきしたのである。それだけ三好側は追おい詰つめられていたと言っていい。窮きゆう鼠そかえって、というやつだ。

　まさしく下克上もここに極まった、と京の人々は火災や狼ろう藉ぜきに巻き込まれまいと御所周辺からいっせいに避ひ難なんしていく。

　一万の軍勢に包囲された二条御所も、上を下への大おお騒さわぎとなっていた。

　女人たちや老人が我先にと逃げ惑まどう中、明智光秀はそれらの人の流れに逆行して将軍の寝しん室しつへと急いだ。

「たいへんなことになりやがったですう！　みみみ三好のやつばら、いくら下克上の世とはいえ将軍さまを襲撃するとは、焼きが回りやがったですね！　梟雄・松永久秀だけにやらせておけばいいものを、松永と一緒になってこんな真ま似ねをしでかした三好一党はもう終わりです！」

　それにしてもわれながら十兵衛は運がないです、と光秀は嘆なげきたくなった。土と岐き源氏の末まつ裔えいという高貴な家いえ柄がらの出にもかかわらず、すでに明智家は見る影かげもなく没落していた。斎藤道三に見出されて小こ姓しようとして抜ばつ擢てきされて次代の美濃を担う未来を約束されたはずが、その斎藤道三は息子むすこ・義龍に追われて美濃を去った。

　この騒そう動どうで、道三に仕えてきた明智家はあえなく断絶。

　素す浪ろう人にんとなった光秀は、母・お牧まきの方を連れて美濃を脱だつ出しゆつし、空腹に耐たえながら見聞を広めるために京、近江、堺、越前を放浪。貧びん乏ぼうのあまりおでこが広くなったと言われるくらいだった。明智家再興を娘むすめに託たくした光秀の母が、娘の才能を「斎藤道三の後こう継けい者しやに相応ふさわしい秀しゆう才さい」と高く買っていて仕官の安売りを認めなかったこともあった。この流る浪ろう生活のうちに、光秀の母は病をこじらせて衰すい弱じやくしてしまった。それでも「十兵衛。己の才を安売りしてはなりません」と繰くり返かえした。

　母の病状を案じ窮きゆうした光秀は、正徳寺での会見以来織田信奈に憧あこがれて惚ほれ込んでいたこともあり、道三が亡命した尾お張わりへ向かおうと何度も迷った。だが、あの長良川の合戦の際に道三から参戦を拒きよ絶ぜつされ、その上で「そなたは信奈どのに仕えたいと言うが、すぐに織田家に仕えてはならぬ。尾張は田舎者ばかりじゃ。教養あるそなたは、京や堺を見聞して広い人脈を築き、いずれわが義娘信奈どのを補ほ佐さするためにもろもろの技能を身につけてもらいたい」と言い渡わたされていたために、律りち儀ぎにも苦難に満ちた放浪生活を続けていたのだった。

　そんな光秀にようやく運が回ってきた。足利将軍家に仕える文武両道の才人・細ほそ川かわ藤ふじ孝たかの目に留まって「朝倉家との繫つなぎ役を頼たのみます」と依い頼らいされ、朝倉家の客将に取り立てられた。正式に仕官せず客将の立場にこだわったのは、織田信奈をこそ生しよう涯がいの主と定めていたからだった。京で将軍と朝倉家との繫ぎ役の仕事を果たし、順調に実績を詰んだ暁あかつきには一人前の武将として堂々と織田信奈さまの前へ──これでやっと母上に孝行できるですうと思いきや、この二条御所襲しゆう撃げきである。

　御所に火が放たれ、次々と三好一党の足軽たちが攻せめ込んできていた。

　燃えさかる炎ほのおの中、長身を誇ほこる剣豪将軍・足利義輝は畳たたみの上に足利家所有の古今の名刀を片かたっ端ぱしから突つき立てて、己の首を狙ねらって攻め寄よせてくる敵兵たちを斬きって斬って斬り続けていた。

「うわはははは！　この剣鬼・義輝を殺せる者があるか！　下郎ども、推参なり！　義満公もご覧あれ！　余は決して逃げぬ！　剣が尽きるまで戦うぞ！」

　文字通りの剛ごう剣けんだった。鋼のように鍛きたえ上げられた巨きよ体たいを軽々と操り、一いち撃げきで敵を仕留めていく。岩山のような巨体ではあるが太ってはおらず、全身に無駄肉がない。剣を振るうための筋肉のみによって五体を覆おおっている、まるで二本足で駆かける唐から獅じ子しのような男だった。が、古式ゆかしい教養人の光秀にしてみれば、嘆かわしい事態だった。仮にも天下の将軍が寝ね込みを襲おそわれて足軽働きをしなければならないとは、下克上にも程があるだろう、と泣きたくなった。

「将軍さまともあろうものが、これでは端武者ですう！」

「おお、十兵衛光秀であったな！　そなたは姫ひめだ、侍さむらいであろうともこの場から逃にげることを許す！　余の我が儘ままと見栄に、若く美しい姫武将を巻き込んでは足利将軍家永遠の恥はじだからな！」

「失敬な。道三どのに続いて将軍さままで、この十兵衛を小こ娘むすめ扱あつかいですかっ!?　もう逃げませんっ、将軍さまが逃げないのでしたら十兵衛もここで討ち死にです！」

「わははは！　気の強い娘だ！　そこまで斬り死にしたいというのなら、止めんぞ！　光秀！　そなたは娘である前に、武将であったか！　天晴れだ！」

　いや将軍さまが逃げてくれればつきあう必要もなくなるのですが、と光秀は義輝を睨にらんだが、もはや義輝は天下の名刀で敵を斬って斬って斬り続けることしか頭にないらしい。武門の棟とう梁りようである将軍は最強の武人でなければならないという信念に殉じゆんじるつもりらしい。明快で豪ごう快かいなお方です、しかしその正義感と勇気ゆえに今の下克上の世では疎まれたのですね、と光秀は義輝に同情した。一人くらい、この孤こ高こうの将軍の道連れになる者がいてもいいはずです、とも。足利家の家臣ではないが、天下平定という夢を道三から託されてその夢の後継者を任じていた光秀は、この二条御所で炎に包まれて死ぬという過か酷こくな運命を選んでいた。

「母上。どうやら十兵衛の運は尽つきました……尾張の信奈さまにお仕えしたかったですが、生涯に二度も、主を見捨てて戦場から逃げるわけにはいきません。そもそも都に乱入し、おのれの主を、天下人を包囲して討ち取ろうとするなど、三好松永の連中の非道ぶりは絶対に許せません！　こんな悪逆を前に逃げてしまっては、光秀はもはや武士ではなくなります！　明智家を再興できず、申し訳ないです……」

　しかし、光秀は死ななかった。まだ、死ぬべき時ではなかったらしい。

　足利家の忠臣、文武両道の才人。天下に名高い男前の風流武将としても知られる細川藤孝が、素手で敵兵たちの腕を摑つかんでは投げ飛ばし、摑んでは投げ飛ばし、悠ゆう々ゆうと火に包まれた渡り廊ろう下かを進んできたのだった。細川家の人間ではあるが、実は足利将軍家のご落らく胤いんであり義輝とは腹違いの兄弟という、謎めいた男だ。

「やれやれ。殿とのも十兵衛も、潔すぎます。殿にはこのまま都で討ち死にしていただくのもいいかと思っていましたが、事態が変わりました。これより敦つる賀がの港へと逃げていただきます」

　細川藤孝の身体からだは細く、貴族のような色白の優男で、そのつややかな黒くろ髪かみを優ゆう雅がに垂らした姿はまるで女にしか見えない。そんな彼の五体のどこにこれほどの人にん間げん離ばなれした力があるのか、光秀にはわからない。

　そして藤孝は、その背中に幼い姫を一人、背負っていた。

　げっ、と義輝は悲鳴のような妙みような声をあげていた。

「藤孝？　その娘は!?」

「殿の実の妹ぎみ、義よし昭あきさまです。興福寺よりお連れしました」

「兄上～！　死んではならぬ！　生きてたもれ～！」

「おお、義昭!?　藤孝、貴様ッ！　この余を無理矢理逃がすために、妹をこのような修しゆ羅ら場ばに連れ込んでくるとは!?」

「そうですね。義昭さまを無事にこの都から逃がすためには、殿の剛剣が必要でしょうね。殿には御所で斬り死にするのではなく、生きて義昭さまの血路を開いていただきます」

「ええい。なんという真似を！　なぜ京へ妹を連れてきた？　朝倉家へ義昭を連れていって、余が討ち死にした後の新将軍にすればいいことではないか！」

「それがまずいのです。尾張の織田信奈、今川義元を桶おけ狭はざ間まで撃げき破は。ここまではわたくしの予想通りの展開でしたが、どういうわけか織田家は義元を殺さずに捕ほ虜りよとして留め置いております──この異様な事態の持つ意味、今後予想される歴史の展開。十兵衛ならわかりますね」

　妖人松永久秀は主・三好長慶を失って惑っております、このままでは都は灰かい燼じんと帰します。急ぎ三好長慶の次の天下人を上じよう洛らくさせねばなりません。そして、将軍候補は二人も要りません。殿と義昭さまには敦賀より明まで逃げていただきます。異国まで逃のがれればいかに淡あわ路じ水軍を擁ようする三好も松永も追つい撃げきしてはこられますまい、と細川藤孝は笑った。

　義輝は「言葉の意味がわからん。貴様はいつもそうだ」と顔をしかめたが、利発な光秀には細川藤孝の戦略がたちどころに理解できた。

　が、この時。

　槍やりを構えた三好三人衆がついに、将軍の寝しん所じよまで乗り込んできた。

　それぞれ歴戦の勇士、一いつ騎き当とう千せんの男たちである。

「いやっ、そうは行かぬ！　将軍家の兄妹きようだいともにここで死んでいただく！　三好三人衆、ただいま参上！　わが名は三人衆筆頭、三好長なが逸ゆき！」

「三好三人衆の一人、三好清せい海かい入にゆう道どう！」

「同じく、三好伊い三さ！」

「同じく、岩いわ成なり友とも通みち！」

　繰り出されてくる槍を華か麗れいにさばきながら、光秀が思わず突つっ込んだ。

「三人衆なのになんで四人いるですか！　しかも三好じゃないやつが交じっているです！」

「なんだと？　われらの中に一人、偽にせ者ものが!?　偽者を探せ、清海！」

「わわわわしではないぞ、長逸！　『三好じゃないやつ』とは誰だれのことだ？」

「むろん俺でもないぞ兄者！　俺の名はちゃんと『三好』伊三だ！」

「はて。それがしでもござらぬ。岩成です」

　細川藤孝が「ふふ」と女のような笑みを浮うかべた。

「三人衆が四人いるはずがありません。この四人のうちの一人は疑いなく、弾正が送り込んだ間者でしょうね」

　細川藤孝の一声で、三人衆はわっと互たがいに槍を突きつけあった。三好一党の結束は、「毒蠍さそり」とも呼ばれる妖人・松永弾正久秀の暗あん躍やくと暴走によって完全に寸断されていた。なにしろ次々に一族の要人が怪かい死しを遂とげている。誰が誰の味方で敵なのかすらわからない。「四人の」三人衆は、この謀む反ほん劇を決行する前から疑ぎ心しん暗あん鬼きになっていた。

　細川藤孝が「今です」と目配せすると同時に、義輝が「妹よ案ずるな。こうなっては仕方がない。余は将軍位を捨て、兄としてお前を守る」と泣きべそをかいている義昭を片かた腕うでで抱だきかかえ、燃える廊下を走りだした。

　殿を務める光秀は、畳に突き立てられた天下の名刀を次々と抜ぬき放はなって鞘さやに収めていく。

「しまった、将軍を逃がすな！　われらが四人でありながら三人衆を名乗っているのは単に言葉の響ひびきが良いからであった！　討ち取れ！」

「そうであった！　おのれ、逃さぬぞ！　潔く斬り死にを選ばぬか義輝め！」

「しかしよくよく考えると岩成ってのはなんなんだよ兄者」

「そもそもわれらはなぜ敢あえて天下の謀反人になって将軍を襲しゆう撃げきしているのでしょうな。はて、なにやら茶会の席で松永久秀に惑まどわされたような記き憶おくが……京を焼け、将軍を殺せ殺せと耳元で囁ささやかれたような……」

「うむ、そんなこともあったような……だが、われらが久秀の術にたばかられていたのだとしても、もはや手て遅おくれよ！　いいから将軍一味を討て、討て討て！」

　光秀はすばやく脱出ルートを確保する策を閃ひらめき、実行していた。

　三人衆のうち、もっとも武勇に優れる切り込み隊長の三好清海入道は、生なま臭ぐさな総そう髪はつ姿であることからもわかるように入道とは名ばかりの物ぶつ欲よくに塗まみれた男で、女も好きだがそれ以上に剣けんに目がない。

　義輝が刃はこぼれ対策として足利家秘蔵の天下の名めい剣けんを総ざらいで繰り出していたことが、幸いしたのだ。

「清海どの！　ほらほらほら！　二度と手に入らない天下の名剣ばかりです！　一本ずつ投げてやるですう！」

「愚おろかな娘っ子め！　この清海入道がそのような餌えさに引っかかるとでも？」

「無視して将軍を追いかけるなら、すべての名剣は投げ捨てられたまま燃えて永遠に失われてしまうですよ？　ほーら、まずは一本。『童どう子じ切ぎり安やす綱つな』ですよ～。ぽいっ」

「ぎゃああああ！　それは、かの源みなもとの頼より光みつが酒しゆ吞てん童どう子じを斬ったという伝説の剣！　やめい！　なんということをするのだ悪女め、名剣を炎の中に投げてはならーん！　弟よ、足利の名剣をすべて救い出すのだ！」

「えっしかし急がないと将軍が」

「貴様は、人間と剣とどっちが大事なのだ！」

　さすがは十兵衛、小ずるい、と細川藤孝が光秀の背後で笑っていた。

　三好清海入道が常じよう軌きを逸いつした名剣愛好家であることが、奇き跡せきに繫がったのだった。

　かくして、光秀たちは燃え落ちていく二条御ご所しよを脱だつ出しゆつした。

　足利義輝は妹の義昭と、そして細川藤孝たち家臣団を連れ、敦賀の港から大船に乗って明へと旅だったのだった──。

「未熟であった。敵に背中を見せた以上、将軍位は捨てた。余は他日を期す。われ、明にてさらなる修行を積み、世界最強の剣けん豪ごうとならん」と誓ちかいながら。

　細川藤孝は十兵衛の活かつ躍やくを眺ながめながら、目を細めていた。

「よくぞ血路を開いてくれました十兵衛。すばらしい度胸と頭脳です。やはりあなたは、天下人の器を持つ姫のようですね。いずれ、あなたには古今伝授──わが細川家に伝わる『古今和歌集』解かい釈しやくの秘伝を教授してあげねばなりますまい」

「古今伝授？　それって日ノ本の歴史の根幹にかかわる一子相伝の秘事ではないのですか、藤孝どの」

「はい、そうです。門外不出の秘事です。だからこそ、あなたに伝授せねばならぬのですよ」

「？？？」

　嫌いやじゃ明は嫌じゃわらわは京に残って将軍になるのじゃ～！　と騒さわぐ義昭を光秀は無理矢理に船に押し込んだ。そう。この混乱のさなかに将軍候補が二人いては、世はますます乱れるばかりである。戦国日ノ本は今、義昭が国内にいてはまずい方向へと進んでいたのだ。

　ついに、船が出航する。

　別れ際。甲かん板ぱんに立っていた細川藤孝は、光秀とうなずきあった。お互いの策は、一いつ致ちしていた。

　都での将軍襲撃など、前代未聞です。これ以上日ノ本がもたない時が来ています。今、将軍候補は一人でいい。両りよう雄ゆう並ならび立たたず、と言います。二人の将軍が並べば天下はいよいよ大乱となり取り返しがつかなくなるでしょう。だから今はお互いにお互いの将軍候補を掲かかげて、乱世の統一のために己の道を進めばよいのです。遠回りに見えてもそれが近道なのです。いずれそれぞれの将軍を補ほ佐さする立場で再会し、戦うこともありましょう。その戦こそが、天下統一のための最後の決戦です。わたくしと、あなたとで、です。

　細川藤孝は、物もの憂うげな視線だけでそう語っていた。

「わたくしが戻もどるまでは死なないでください。古今伝授の約束を忘れてはなりませんよ。明智十兵衛光秀」

　天下の才人は、明へと、去った。

　……。

　……。

　……。




　えええええええっ!?

　良晴、大混乱。

「現役の将軍が、次の将軍になるはずの義昭を連れて、外国に亡命っ!?　なんだよそれ、聞いてねえよっ!?　それじゃ織田家には上じよう洛らくする大義名分が──いや、それ以前に歴史が俺の知らない方向へルート分岐しちまったら、この俺さまの存在価値が──」

「落ち着きなさいよサル。それで十兵衛、話を続けて」

「御ぎよ意い。このため、室町幕府の将軍職を代々務めてきた足利宗家は事実上断絶。関かん東とう公く方ぼうを務める足利分家の一族も北条氏の台頭ですっかり落らく剝はくしていまして、もはや将軍のなり手が見つかりません──このままでは、この日ノ本の戦乱は未み来らい永えい劫ごう続きます」

「十兵衛。何か策を持って、わたしのところへ来たわね」

「御意。ただし、危険な策でございますが」

　光秀が身を乗りだし、信奈に耳打ち。

　信奈は一いつ瞬しゆん、迷ったように眉まゆをひそめたが、すぐに決断を下した。

「なるほど──その策に乗ったわ、十兵衛！　犬千代、蹴け鞠まりで遊んでいるあのお歯は黒ぐろ姫ひめを呼んできなさい」

「……御意」

　こうして、「おーほほほほ。いよいよ、わたくしの出番ですわね」とカン高い笑い声を立てながら、久々に今いま川がわ義よし元もとが姿を現した。

　実際には「歯は白いほうが綺き麗れいですのよ」との見識からお歯黒はつけていないが、相変わらずのお姫さま気分。織田に降参して人質生活をしているというのに出家もせず、豪ごう華かな十二単を着て毎日毎晩お茶に蹴鞠に連歌にと遊興三ざん昧まいの暮らしを続けている「駿する河がの金食い虫姫」であった。

「わが今川家は、由ゆい緒しよ正ただしき足利の分家。『御ご所しよが絶えれば吉き良らが継つぎ、吉良が絶えれば今川が継ぐ』と申しますわ。足利宗家が途と絶だえ、次の将軍位継けい承しよう権を持つ吉良家もすでにこのわ・た・く・しが滅ほろぼしました。残るはわが今川家のみ！　ここは当然、この〝海道一の弓取り〟今川義元！　今川義元が京に上って将軍位を継ぐしかありませんわね！　おーっほほほほほ！」

　そう。

　このような格式ごとに詳しい十兵衛光秀は、「足利宗家が絶えた今、正統な将軍継承権は今川の姫にあります」と信奈に教えに来たのだった。

　信奈はそんなバカ臭くさい話はぜんぜん知らなかったが、「とりあえずこいつを将軍として担ぎ出せば、上洛の大義名分が手に入るわね」と不承不承うなずいたのである。

「ムカつく女だけど、今川義元新将軍を擁よう立りつして京を荒あらす不忠の松永と三好一党を成せい敗ばいするという名目で上洛すれば、武田信玄も上杉謙信もうかつには手出しできないわね」

「御意。このような軽率なお方ですが、血筋だけは高貴。実害はありますまい」

「おーほほほほ。わたくしが新将軍になった暁あかつきには、信奈さん？　あなたには管かん領れいでも副将軍でも、好きな位を差し上げますわよ？　わたくし、寛かん大だいな女ですの。おーほっほっほ」

「うっさいわね。ほら義元、この『五ご箇か条じようの条書』に花か押おうを書き入れなさい！　それで将軍にしてあげるわ」

　義元は「これは何かしら」と微笑ほほえみながら、信奈が投げつけてきた紙切れを手にした。

　そこには──。





第一条　あんたの将軍職なんてただのお飾りなんだから、御内書にはいちいちこの信奈さまの副状を付けること。

第二条　天下人はこの信奈さまよ、わたしの一任で誰だれかれなく成敗するからね。あんたも逆らったら成敗よ。

第三条　あんたは多た忙ぼうなわたしに代わり、京の姫ひ巫み女こさまに下働きの心がけで奉ほう公こうするのよ。

第四条　そのカン高い笑い声はやめてよね、しゃくに障るわ。

第五条　今後はこの慈じ悲ひ深ぶかい信奈さまを母とも姉とも思い、日々敬い、決してわたしがいる方角に足を向けて眠ねむらないこと。






　信奈自身の乱暴な筆で、傍ぼう若じやく無ぶ人じんな五箇条が記されてあった。

「なっなんですのこれはっ!?　明日の将軍様に向かって、なんと無礼な……」

「だから、あんたはお飾りなの。当たり前じゃない。わたしに降参した人質の分際で権力に色気を出したら、即そつ刻こくさらし首よ。だいたい、なんであんた出家してないのよ？」

「ひいぃいぃ……も、元もと康やすさん、元康さ～ん！」

「はい～」

　美み濃の攻こう略りやくのお祝いということで三河から出張していた松まつ平だいらたぬ耳元康が、今川義元の悲鳴を聞きつけてぴょこんと飛び出してきた。

「わたくし、このような魂たましいを売る契けい約やく書しよには断じて花押を書きたくありませんわ！　ああでも、このままでは一生を人質として過ごし、こんな田舎町で蹴鞠の日々……京にのぼって将軍になれば、きっと贅ぜい沢たく三ざん昧まいですわ！　元康さんっ！　今すぐ、ここで、今川家再興の妙みよう案あんをお出しなさい！」

「とりあえず花押を書いて、将軍になってしまいましょう～。将軍様になってしまえば、五箇条なんてあとでどうとでもできますよ～。え、へ、へ」

「まあまあ。さすがは元康さん！　腹黒いですわね！　おーほほほほ！」

　かくして今川義元、信奈に魂を売るような悪あく魔まの五箇条に嬉き々きとして自分のサインを入れてしまった。
















　よくやったわ竹千代、と信奈が視線で元康に合図。

　気位が富ふ士じ山さんより高いぶん扱あつかいやすい人ですから～、と竹千代。

「十兵衛。京ではあんたの古めかしい教養が必要になりそうだわ。これからはわたしの家臣として働きなさい！」

「御意。有り難き幸せ」

　光秀が生真面目に平伏するが、良晴はまだ混乱していた。

（こんなおバカな姫を騙だまして奴ど隷れい契けい約やく書しよにサインさせるなんて、悪い二人組だなぁ──いやちょっと待てよ。桶おけ狭はざ間まで死ぬはずだった今川義元が将軍様だって!?　この子は足利義昭よりも遥はるかに厄やつ介かいな性格だぜ!?　滅め茶ちや苦く茶ちやにならなきゃいいけど……）

　それ以前に、これからますます大きなルート分岐が起きそうな気配がするのが恐こわかった。

（半兵衛ちゃんに忠告されていたことだが……今後俺のゲーム知識がまるで役に立たなくなったら、どうすりゃいい？）

　そこを、さっそく信奈に突つっ込こまれる。

「サル！　あんたの芸無知識も、外れることあるのね！　十兵衛に追い抜ぬかれちゃうかもね！」

「う・る・せ・え！」

　その時。

　光秀が良晴の顔をちらりと見て、そしてなぜか白い頰ほおをぽっと染めた。

「……ふむ。そなたは、正徳寺で〝世界〟を語っておられた御ご仁じんですね」

「おう。相良良晴だ、よろしく」

「なんと。よもやあなたが、噂うわさの相良良晴どのでしたか!?」

　光秀が良晴のほうに向き直って、「なにとぞよろしくお願いします、相良先せん輩ぱい」と深々、頭を下げてきた。

　そこまで平伏しなくても、というくらいに下げてきた。

「あ、いやいや。先輩だなんて、そんな！　歳もあまり変わらないし、そんなしゃちほこばらなくていいって！　いいって！」

「いえっ、先輩は先輩ですから！　相良先輩が成し遂とげた『墨すの俣また一いち夜や城じよう』の噂は、一日にして畿内にまで鳴なり響ひびいております！　先輩こそは三国一の知ち恵え者と評判になっておりまする。どうかこの十兵衛光秀にもいろいろとご教示ください！」

　生真面目な光秀は頰を紅こう潮ちようさせ、ぎゅっと良晴の手を握にぎったが、相手が若い男だと気づくと「きゃっ。こ、これは失礼しました！」と慌あわてて照れてその手を外してしまった。

「ももも申し訳ありませんっ、思わずはしたないまねを！」

「いやぁ、俺さまってそんなに評判いいのかぁ。京の都じゃきっとモテモテなんだろうなぁ、困ったなぁ～」

「ええっ、都へのぼれば先輩はきっとおもてになられます！」

　思わずおのこの手を取ってしまって照れる十兵衛も、素直に目を輝かがやかせながら先輩を立てる十兵衛も、うぶでかわいい。

　この生き真ま面じ目めで純情な十兵衛ちゃんに限って、謀む反ほんなんて絶対にやらないだろうな、と良晴は少しだけ安心した。

　戦国ＳＬＧの最さい高こう峰ほう『織田信長公の野望』で二番目に有名なイベントは、すでに発生済みの「桶狭間の合戦」だ。

　しかし、なんといっても一番有名なイベントは、織田信長が明智光秀に殺される「本能寺の変」。

（織田信長は家臣の明智光秀に謀反され、天下統一を目前にして京の本能寺で炎ほのおに包まれ切腹。その波乱の生しよう涯がいをいきなり閉じてしまう──木きの下した藤とう吉きち郎ろうこと羽は柴しば秀ひで吉よしはその時、中国地方で毛もう利りの大軍と戦っているまっ最中。柴田勝家や丹羽長秀も自前の部隊を率いて各地方で天下統一の大事業を目指し、しゃにむに敵国と交戦中。だから、救きゆう援えんは、間に合わない……）

　魔ま王おうの信長ならともかく、この口は悪いが愛らしい信奈が夢の途と中ちゆうでそんな無残な最期を遂げるなんて、良晴は絶対に嫌いやだった。認めたくなかった。

　自分は信奈の人生から「本能寺の変」を回かい避ひさせるためにこの世界に来ているのだ、と良晴は心のどこかで思い定めていたが、これまでは本能寺イベントのことなど考えたくもなかったのだ。

　なぜなら、天下統一に手をかけた信奈が紅ぐ蓮れんの炎に焼き尽つくされ、「髪かみの毛の一本もこの世に残さなかった」と後世語られるような凄せい惨さんな死を遂げるなど、想像したくもない。

　しかも、その場に自分がいないなんて。

　救援が間に合わないなんて。

　ちらりと考えただけで、あまりのつらさにはらわたをかきむしりたくなる。

　だが、運命の武将・明智十兵衛光秀が現れたとあっては、これからは本能寺イベントを回避する努力も陰かげではじめなければいけねえ、と良晴は思っている。

（……でもまあ、この素直で真面目でかわいい十兵衛ちゃんが、謀反なんてやるわけねえ。杞き憂ゆうだろうな）

　だが、上座の信奈はしれっとした顔で、そんな良晴と光秀をにらみつけていた。

「ちょっと。何いちゃいちゃしてんのよ。十兵衛、そのサルはわたしの飼いザルなんだからね。勝手に餌えさをやったりしたら、お仕置きよ」

「──御ぎよ意い」

　この時、それまで和わ気き藹あい々あいとしていた信奈と光秀の間にわずかながら不ふ穏おんな空気が流れだしたことに、良晴は気づいていない。

　当の信奈も、そして十兵衛光秀も。

　まだ誰も、自分たちの未来に待ち受ける運命を予想だにしていなかった。

「それじゃあ宴えん会かいにしましょう！　今夜は、無ぶ礼れい講こうよ！」




　論功行賞に続いて唐とう突とつに訪れた「今川義元始末」の件も（不安な要素を多分に残しながら）かたがつき、夜も深まった。

　義龍始末の件で信奈とまたもや仲なか違たがいした斎藤道三は、一人で金きん華か山ざんの山頂に佇たたずんでいた。

　茶をたしなむために山頂に建てさせた草そう庵あんの縁えん側がわに久方ぶりに腰こしを下ろし、夜の井いノの口くちの町を眺ながめている。

　道三が半生を賭かけた夢、美み濃のを奪うばって京へのぼり、そして天下を統一。

　一度は灰かい燼じんに帰した夢を、義娘の信奈が今、再び現実のものにしようとしている。

　浅井長政との縁えん談だんもお流れになり、信奈の──少女としての夢もかろうじて守られた。

　しかし──義龍を逃にがしてしまうなど、甘い。甘すぎる。

（優しすぎるあの子には、これから次々と苦難が襲おそい来るであろう。じゃが、ワシの役目はもう終わったのかもしれん……このままどこか遠くの国へ消えるか）

　自分があの場にいなければ、信奈は義龍の首を取れたはずだった。

　自分の存在が、あの子にとっては弱点になってしまっているのかもしれぬ。

　それに、近ちか頃ごろ、妙みような咳せきが出る。

　あと何年生きられるであろうか、と道三は思った。

「こんなところで腐くさってるのかよ、爺じいさん。早く宴会に顔を出せよ」

「そうですぞ！　皆みな様さま、美濃の先代国主をお待ちかねですぞ！」

　肩の上に妹のねねを乗せた良晴が、ひぃひぃぜえぜえ言いながら山を登ってきて、道三の隣となりに腰こし掛かけた。

「いや。ワシはここでいいのじゃ」

「爺、まさかすねてんのか？　柄がらじゃねえな」

　信奈どのの甘さが苛いら立だたしいのよ、と道三は思わず本音を漏もらした。

　相良良晴。正体不明の奇き妙みような男だが、信奈を託たくせるのはこの男しかいない、と道三は踏ふんでいる。

「爺さん。信奈はあんたに、息子むすことして育ててきた義龍を斬きらせたくなかったのさ。天下盗とりのために追い出した主君の嫡ちやく男なんである義龍に、いずれ天下を統一した暁あかつきには美濃を返す。それもあんたの偽いつわらざるもう一つの夢だったんだ。だから、斬るには忍しのびなかったんだ」

「それが甘いと言っておる」

　本格的にもうろくするのはまだ早いぜ爺さん、と良晴が笑った。

「もちろん無条件に義龍を助けようとするほど、信奈は甘くねえ。爺さんが『義龍を斬るな』と言ってりゃ、信奈は迷わず義龍を斬っただろうよ。それなら、あんたに息子殺しの罪を背負わせずに済んだからな」

　ワシがそんな悪名をあの子に負わせるはずがない、それはあの子にも分かっておろう、つまりははじめから信奈どのには義龍を斬るつもりがなかったのだ、と道三は思った。

「愚おろかな。ワシは死に損ないの老いぼれ、それも〝蝮まむしの道三〟じゃ。今さらどのような悪名を背負っても何とも思わぬ。甘すぎるわ」

「もう蝮じゃねえよ。爺さんだって、義龍を斬ろうと思えばいつでも斬れたのに、家か督とくを信奈に譲ってくれと義龍を説得し続けていたんだろう？」

「……む……」

　確かに、その通りだった。なぜだったのだろう。義龍を騙し討うちするなど、思いもしなかった。信奈どのに我が夢を託したいと、どうか許してくれと、義龍に頭を下げて説得することしか頭になかった。

　蝮の道三ともあろうものが、なんという甘さなのだ。

　良晴は、「おしっこしたくなってきましたぞ」と肩の上でもじもじしているねねを「我が慢まんしろもうちょっと我慢しろ！」とあやしながら、山道を再び下りはじめた。

「鏡で自分の顔をみねえのか？　爺さんは正徳寺で信奈と会って以来、すっかり〝仏の道三〟になっちまってるぜ。だから信奈は、これ以上あんたに悪名を作らせたくないんだ」

「ワシは主君を追い、稲いな葉ば山やまの城と井ノ口の町を奪った。何を今さら……信奈どのも、こんな悪名まみれのワシを内心では嫌きろうておるのやもしれぬ」

「はぁ？　アホ言ってるんじゃねえ、爺さん。マジでもうろくしちまったか？　この城と町の新しい名前を、声に出して読んでみろ」

　良晴がそう言い残して姿を消した後、道三は再び麓ふもとの井ノ口の町に視線を下ろした。

　闇やみの中、無数の松たい明まつが町のあちこちで灯りはじめた。

　はじめはばらばらに灯っていたその松明の群れが、ゆっくりと、ひとつの形を作り始める。

　それは、蛇へびだった。

　恐おそろしげな蝮ではなく、『鳥ちよう獣じゆう戯ぎ画が』に登場しそうな、滑こつ稽けいな顔をしたかわいい蛇だった。

　信奈に命じられたのだろう。町の人々が、松明で蛇の絵を描いていたのだ。

　金華山の山頂にでも佇まなければ、この大きな松明の蛇を見ることはできないだろう。

　道三は、腹の底からこみ上げてくる感情にうろたえながら、新しい城と町のその名前を、思わず、喉のど元もとから漏らしていた。




「ぎふのしろ、ぎふのまち」




　──義父の城、義父の町。




　彼の他には誰だれもいない、山頂の草庵で。

　道三は震ふるえる手で懐ふところから扇子せんすを取り出すと、己の顔を伏ふせて隠かくした。

　月が、見ていたのだ。

























　　　あとがき




　作者です。この２巻は「美み濃の攻こう略りやく編」で、「信のぶ奈な」の序章といえる「尾お張わり・美濃編」の後編にあたります。美濃の天才軍師・竹たけ中なか半はん兵べ衛えが初登場する巻として思い出深いです。

　織お田だ軍が上じよう洛らくを果たして一気に「信奈」の世界が広がる三巻以後のど派手な展開と比べますと、全編が尾張と美濃の二国間で展開するので地味めですが、半兵衛と良よし晴はるが月夜で対話するシーンと、ラストの斎さい藤とう道どう三さんのシーンによって「信奈」のテーマと路線が定まったので、そういう意味でもとても思い入れのある一冊です。

　竹中半兵衛を陰おん陽みよう師じにしたのは、いにしえの大河ドラマ「信長 KING OF ZIPANGU」が、新世界を切り開く近世人の代表＝信長と、滅ほろび行く中世人の代表＝謎なぞの霊能力者・加か納のう随ずい天てんというキャラ対比を行ったことへのオマージュです。が、この加納随天というキャラクターは史実に存在しない架か空くうの人物だったので、信長が辿たどる戦国史の本筋と随天の存在とがうまく嚙かみ合っていないような気がしていたんですね。

　しかし、合理主義者で近代人の魁さきがけである信奈との対比としての中世的要素（呪じゆ術じゆつ的要素）は、乱世の統一を夢見る信奈が克こく服ふくするべき「見えない敵」として、どうしても「信奈」の世界に隠かくし味あじ的に入れたかったのです。

　で、調べてみますと信長が台頭する以前……戦国時代中期頃ごろまでの古いタイプの軍師は、陰陽師や呪術師的性格を強く持っていましたので、竹中半兵衛が「陰陽師軍師」になったというわけです。この中世型軍師を代表する竹中半兵衛と対ついの存在となり、近世型軍師としてこの後登場することになるのが、「黒くろ官かん一いち流りゆう」こと黒くろ田だ官かん兵べ衛えというわけです。

　実は、どういう意図だったのか思い出せないのですが初期構想では半兵衛と官兵衛の性格を入いれ替かえる予定で、元気な日焼けっ子の半兵衛を書いたりしたんですが、「せっかく史実の人物の名前を用いているのに、わざわざ性格を入れ替えたら意味がない」と途と中ちゆうで気づいて、オーソドックスに病弱で引きこもりの半兵衛に戻もどしたのです。

　ただ、序じよ盤ばんから陰陽道の蘊うん蓄ちくが増えてしまうと「信奈」の世界観が壊こわれてしまいそうだったので、陰陽道の理り屈くつや設定については当時はあまり書かずに最小限で済ませたのですが、どうにも書き足らなかったので陰陽道をテーマにした後日「姫ひめ狐ぎつねの召使いサーバント」という別作品を書いたわけです。

　ですが、今回「全国版」の改かい稿こうをするにあたって、陰陽道周辺の設定を補完することにしました。「信奈」も巻を重ねましたし、世界観もおおむね固まったと思いますので、少々陰陽道の話が増えてももう世界観が揺ゆらぐことはないだろうという思いもあります。

　もう一つ、２巻の大きな改稿点としては、畿き内ないで暴れ回っていた三み好よし三人衆と足あし利かが義よし輝てるたち足利幕府の面々が二に条じよう御ご所しよで合戦するエピソードを追加しています。三好家は、家長だった三好長なが慶よしの没ぼつ後ごは内ない紛ふんによって衰すい退たいしてしまいましたが、織田軍の上洛以前は畿内を支配する文字通りの天下人であった時期もありますので、けっこう重要なのです。この三好家を「信奈」に出せなかったために、これ以後いろいろと困ることになったので、「全国版」では当初の構想どおり登場してもらうことになったわけです。なんで三人衆が四人いるんだと突つっ込こまれそうですが、まあ、四天王が五人いたりするのが戦国時代のお約束ですから。

　対する足利義輝と細ほそ川かわ藤ふじ孝たかは、現在執しつ筆ぴつ進行中の本編にいずれ登場させる予定でしたが、せっかく改稿するということで２巻に特別出演してもらうことにしました。足利義輝は説明不要の剣けん豪ごう将軍です。その義輝に付き従う細川藤孝は明あけ智ち光みつ秀ひでとも縁えんが深く、非常に重要な武将です。「信奈」では「藤孝＝足利家のご落らく胤いん説」を採用していますが、当人は自分の出生に関してはあまり頓とん着ちやくしていなさそうなキャラクターです。

　また、三好対足利のエピソードを追加したことによって、これまで書く機会がなかった流る浪ろう時代の明智光秀を描えがけたのは、思わぬ副産物でした。

　ともあれ、新しくなった「全国版」２巻を、ぜひ読んでみてください。





春日かすがみかげ









[image: 特別短編　潜入！　姫武将だらけの長良川温泉]




「ねえねえ、六りく？　下げ呂ろ温泉はどうかしら。日本三大温泉のひとつでしょ？　きっと、戦続きでちょっとばかり乾かん燥そうしちゃったお肌はだがもちもちになるわよ♪」

「そうですね、姫さま！　せっかく美み濃のを領地に加えたんですから、温泉に行かなくちゃ話にならないですよね！」

「お待ちあれ。姫、そして勝かつ家いえどの。下呂温泉は敵国・飛ひ驒だの領地です。美濃の領地ではありません。十三点です」

「ええー、そうなの万まん千ち代よ？　それじゃ、今から飛驒に攻せめ込んで下呂温泉を奪うばっちゃいましょうよ！」

「今はそんな無む駄だな戦をしている場合ではありませんよ、姫。一点です」

「つまんなーい。ほかにいい温泉、ないかしら？」

「そうだよ長なが秀ひで！　点数ばかりつけてないで、たまには自分から献けん策さくしろよっ！」

「ふーむ。そうですねえ……長なが良ら川がわ温泉などはどうでしょう。この岐ぎ阜ふ城からほど近く、北に流れる長良川沿いにひなびた温泉町がございます。近場なので日帰りが可能ですし、七十五点というところ」

「旅行って感じはしないけど、お城のすぐそばに温泉があるの？　いいわね♪」

「それだ長秀！　ではでは、さっそく朝あさ風ぶ呂ろと参りましょう、姫さまっ！」

　話は、織お田だ信のぶ奈なとそのゆかいな仲間たちが美濃を攻こう略りやくした直後にはじまる。

　美濃の本城・稲いな葉ば山やま城じようを「岐阜城」、井いノの口くちの町を「岐阜の町」と改めた信奈は、「天下布武」を掲かかげ、尾お張わりにいた家臣団の主な面々を岐阜城へと引ひっ越こさせた。いよいよ美濃から京へと打って出るためらしい。

　とはいえ、今しばらくは奪い取った美濃の統治に専念する必要がある。

　だが、そーゆー仕事は義父の斎さい藤とう道どう三さんに預けて、信奈は家老の柴しば田た勝家と丹に羽わ長秀とともに今朝から数日間の休みを取っていた。

　で、さっそく、その二人を呼んで「女の子だけで温泉に行きましょうよ」と旅行の計画を立てているところなのだ。

　しかし織田家随ずい一いちの巨きよ乳にゆう娘むすめ、六こと柴田勝家はいったいなにを焦あせっているのだろう？

「なんで朝風呂なの？　夜でいいじゃないの、六？」

「ダメです姫さま。あまりぐずぐずしていると、必ずやあのエロザルが温泉の噂うわさを聞きつけて悪わる巧だくみに走るに違ちがいないですからっ！」

「サルが？　悪巧みって？　どういうこと！」

「おそれおおくも、姫さまのあられもない入浴姿を覗のぞこうと企くわだてるに違いないですっ！」

　いくら相良さがらどのが女好きでも、まさか……と長秀が首をひねるが、織田家でいちばんおっぱいが大きな姫武将の勝家は誰よりもよく知っていた。

　相良良よし晴はる──未来の日本から来たと言い張っているわけのわからないあのご陽気な男が、どれだけ女体に激しく執しゆう着ちやくしているエロ小こ僧ぞうかを。

　ことに、女の子のおっぱいに関しては、相良良晴の執しゆう念ねんは他の追つい随ずいを許さない。

　この戦国時代の日本では、女の子のおっぱいは多くの男にとってさほどの興味の対象ではなく、「ほどほどの大きさ」が好まれる。勝家のような大きすぎるおっぱい（推定Ｇカップ）はむしろ「牛みたい」「でかすぎ」「肩かたが凝こりませんか？」と敬遠されがちなのだ。

　なのに相良良晴だけは、「頼たのむ、そのゆやーんゆよーんと震える巨乳を一度でいいから揉もませてくれ！」と勝家に会うたびに鼻血を流さんばかりの勢いで目を血走らせて訴うつたえてくるのだから、勝家は「なんだよ、こいつのおっぱいへの飽あくなき妄もう執しゆうは？」とおそろしくて仕方がない。

「あたしはあのサルが、自分のことを『おっぱい星人』だと呼んでいたのを聞いたことがありますっ！　サルは実は未来の日ノ本から来たのではなくて、おっぱい星から来た魔ま物もののたぐいかもしれませんよっ」

「おっぱい星、ねえ……そんな星あったかしら、万千代？」

「はて。とんと聞いたことがありません」

「デアルカ。六、おっぱい星ってのはサルの軽口でしょ？　あいつのサル語なんていちいち気にすることないわ。それに、仮にサルに覗かれるとしても最大の犠ぎ牲せい者しやはおっぱいの大きな六なんだし」

「うあああああ。ひっ、姫さまあああっ!?」

「それでは半刻のちに大手門前へ集合しまして、温泉へと参りましょう」

「せっかく近場なんだから、大勢で行きましょう。犬いぬ千ち代よや半はん兵べ衛えたちも呼んであげなきゃね♪」

「姫さま。人数を増やすと、必ずやサルに情報が漏もれますよっ！」

「いいではないですか勝家どの。そう簡単に良晴どのに覗かせはしません、うふ」

　長秀が笑顔で一礼し、早朝からの温泉行きが決定した。




「そう来たか！　この岐阜城下に温泉町が……俺にもやっと運が回ってきたぜ！　ふふふ」

　子供忍にん者じやの蜂はち須す賀か五ご右衛え門もんに命じて信奈の部屋を探らせていた良晴は、自室で「にやり」とほくそ笑んでいた。

「なにしろせっかく美濃盗とりの大功を立ててゲットできるはずだった『恩賞自由』のご褒ほう美びを、俺は『信奈、浅あざ井い長なが政まさと結けつ婚こんするな！』の一言で無む駄だ遣づかいしちまった。ここは一発、勝家のおっぱいぐらい覗かないとな！　それくらいは当然の権利！　の、信奈の中ちゆう途と半はん端ぱなサイズのおっぱいなんか、俺はほんとにぜんぜん見たくもなんともないんだからな！」

「なんともいい具合に悪人面でござるな、相良氏うじ」

　天てん井じよう裏うらからぶらさがって報告を終えた五右衛門が、「今朝はまたとんでもなく頭が悪そうなサル顔になってまちゅよ」と溜ため息いきをついた。

　現代日本の高校生から戦国武将にジョブチェンジした相良良晴。ここいちばん、やる時にはやる男だが、どうでもいい暇ひまができるとすぐにエロ男子高校生の素顔に戻もどるのが玉に瑕きずであった。

「美濃といえば海がない山がちの国。当然、温泉がある。となれば、美容にうるさい信奈たち女の子軍団は必ず温泉へ行く！　俺の推理がおそろしいほどに的中しているぜ。五右衛門に探らせておいてよかった……！」

「竹たけ中なか氏やねねどのも一いつ緒しよに温泉へ行くらしいですぞ」

「半兵衛ちゃんやねねは別にいいんだよ。おっぱい小さいからな。俺が目指すは、Ｇカップ！　俺をエロザル呼ばわりするあの暴力女の勝家、あいつの巨乳をたっぷりとこの瞼まぶたの裏に焼き付けて明日の糧かてにしてやる！　うへ、うへへへ……」

「やれやれ。それでは、拙せつ者しやはお風呂場でもさらしを巻いて入ることにいたちまちゅ」

「いやいや。お前のつるっ！　ぺたっ！　な裸はだかは見ないから心配しなくていいぜ五右衛門」

「む。それはそれで、なんとなくイラッと来るでござるな、ちゃがらうぢ」

「え、なんで？」

「んにゅ……さあ……よくわからないでござる」

「きっと信奈たちは、忍しのびのお前に『相良良晴に温泉を覗かせるな』と命令を下すはずだ。だが、そこを適当にさぼっておめこぼししてくれ、いいな」

「なるほど。さすがの千里眼でござるな」

「むろん、礼ははずむ」

「やれやれ。拙者も、相良氏から禄ろくをいただく家臣の身となりまちた。いやとは言えまちぇぬな」

　五右衛門の姿が、音もなく消えた。

　俺も五右衛門に弟子入りして忍者の術を身に付ければ、女湯を覗きほうだいかな……などと妄もう想そうしながら、良晴はいそいそと覗き支度。

　木の壁かべに覗き穴あなを開けるための工具とか、万一発見された時に煙えん幕まくを張るためのたどんとか。

　その支度品だけ見ると、すでに立派な忍者そのものである。

「ほ、ほんとに信奈なんてどーでもいいんだからな！　俺は勝家のおっぱいが目的で……！」

　そんな独り言をしゃべりながら手荷物を巾きん着ちやく袋ぶくろに入れると、良晴は鼻歌まじりで廊ろう下かへと飛び出した。

　だが、その廊下では。

「うわあああ！　すっかり遅おそくなっちゃった！　姫さま、今すぐ参りますからああ！」

　この浴衣がいいかな、それともこっちかな……いやいや朝から浴衣はないよな、でもまさか甲かつ冑ちゆう姿で出かけるわけにもいかないしぃ、とのんびり支度をしているうちにすっかり約束の刻限に遅おくれた勝家が、どたどたどた！　と全速力で駆かけていた。

「か、勝家えええっ？」

「うわあ、どけっサルッ!?」

　間に合わない！

　正面衝しよう突とつッ！

　ごちいいいいいん……っ！

　勝家と良晴のおでことおでこが、猛もうスピードでぶつかった。

　二人の目から、眩まぶしい火花がちかちかっと散った。

　ばたんっ！

　ばたん！

　仰あお向むけに倒たおれていく、二人の体。

　しばらく、どちらもそのまま動かない。

　まるで、息絶えてしまったかのようだ。

　……。

　……。

　……。

　ぴくり。

　先に息を吹ふき返したのは、勝家のほうだった。

「……いてええええ……！　死ぬかと思ったぜ！　直進しかできないのかよ、勝家の猪いのしし野や郎ろう……いや、女の子だから、野や郎ろうって呼ぶのは間ま違ちがいか？　猪っ子？　ウリボー？　やべえちょっと萌もえる」

　ずきずきと痛む首筋を押さえながら、勝家はぶつぶつ悪態をつきつつ廊下から立ち去った。

「ぐへへへへ。待っていやがれ勝家！　そして信奈！　覗いてやる、穢けがれなき乙女おとめのおっぱいを覗いてやるぞおおおお！」

　しばらくしてから、「あああ、生きてる！　死んだかと思っちゃった」と叫さけびながら良晴が「ぴょんっ！」とジャンプして起き上がった。

「あいてててて。おでこがいたああい……！　ん……？　なんだか、体が軽くなった気がする。肩こりが消えたような？　まさか、サルと衝突したことで肩こりのツボが刺し激げきされたのかなあ？」

　急に軽くなった自分の肩をさすりながら、良晴は目をぱちくり。

（なんだか妙みような感じだ……？　自分の体じゃないような……？　ってか、倒れている間にサルが『おっぱいを覗いてやる』って叫ぶ声を聞いたような……）

　と、そこに、天才陰おん陽みよう師じ軍師の竹中半兵衛とかぶき者の前まえ田だ犬千代、織田家を代表する幼女コンビがやってきた。二人とも温泉へ行く気まんまんの浴衣姿だ。

「なにをしているんですか、良晴さん？　まさかとは思いますが温泉を覗こうとしているんじゃないでしょうね？　くすん、くすん」

「……今日の温泉日帰り旅行は、女の子限定。男は入れない」

「って、なにを言ってるのさ二人とも。あたしはサルじゃないよ、勝家だよ？」

　と、良晴。

　いや……。

　当人は、自分が良晴だとは思っていない。

　そう。

　なにをかくそう。

　勝家の魂たましいが、良晴の体に入ってしまっているのだ！

「良晴さん。頭でも打ったんですか？　そういえば額に大きなこぶが。良晴さんが壊こわれてしまいました……くすん、くすん」

「……勝家のふりをしても、温泉へは入れない」

「なにを言ってるんだよ、二人ともっ？　あたしだよ、勝家だよっ!?　ほら、この大きな胸を……」

　良晴は、自分の胸元を触さわってみた。

　つる。

　ぺた。

　っていうか、意外にたくましい大胸筋っ!?

　むきっ!?

「……あ、あれえっ!?　あ、あ、あたしの自じ慢まんのおっぱいがっ!?　無いっ？　なんでっ？」

「たいへんです。壊れてしまった良晴さんをどうすれば治せるんでしょう。くすんくすん」

「……とりあえず縛しばって部屋に寝ねかせておく」

　もしかして、まさか、さっきぶつかった時にあたしとサルの魂が入いれ替かわった？　とやっと気づいた良晴（の体に入っている勝家）が真っ青になった。

「ちょっと待って！　やばいよ！　サルを捕つかまえないと！　あいつ、あたしの体に入ったのをこれ幸い、姫ひめさまのおっぱいやお尻しりを覗のぞきまくるに違ちがいない！　っていうか、今のサルはあたしになっちゃってるんだから……ひ、ひ、ひ、姫さまと一緒に入浴ッ!?　姫さまの玉のようなお肌はだに……さ、さ、さ、触りほうだいっ!?」

　どかーん！

　たいへんだあああ！　と慌あわてふためく良晴（中身は勝家）を、半兵衛と犬千代は「よほどおっぱいを見たかったのか、完全に壊れてしまいました……」「……縛って井い戸どにでも放り込めば目を覚ます」とささやきながら引ひっ捕とらえて、縄なわで縛りはじめた。

「うあああああっ！　ほんとにあたしは勝家なんだってばー！　信じてええええっ！」




　一方、その頃ころ。

　なにかの間違いで勝家の体に入ってしまった良晴は、神が自分にとびっきりの恩賞を与あたえてくれたことに気づいていた。

「あれ……走ると胸が揺ゆれて痛い……？」

　妙だ、と思いながら大手門で待っていた信奈と長秀に「おーい」と手を振ふると、二人が「遅いじゃないの、六」「勝家どの、ほかの女の子たちは少し遅れそうです。われら三人で先に参りましょう」と出で迎むかえてくれた。

　この時、良晴（体は勝家）はあわてて自分の胸に手をあてて、そして、「むにっ」とふくよかなおっぱいの感かん触しよくを確かめながら、やっと気づいたのだ。

　天がッ！

　この戦国の世をすべる神が、けちけちした信奈にかわって、俺に最高の恩賞をくださったのだッ！　と！

　すなわちぃぃぃ！

（今、俺の魂はどういうわけか勝家の体に入っている！　信奈も長秀さんも、俺の正体にぜんぜん気づいていねえっ！　俺さまの天下、キタ────！）

　女湯に入りほうだいっ！

　勝家のおっぱい、自分で触りほうだい！

　それどころか、信奈……いやいや長秀さんたちと一緒に入浴……！

　仲良く一緒に洗いっこ、とか……！

　ぶばっ。

　鼻血を噴ふきだしながら、良晴（体は勝家）は「や、やあ。それじゃあ行こうか、はははは」と冷静を装って信奈たちに微笑ほほえみかけた。

「どうしちゃったの、六。なんだか様子が妙よ？」

「い、いや。なんでもねえぜ信奈……じゃなかった。なんでもありませんよ、姫さまっ♪　あまりにも温泉が楽しみで、ちょっとばかり興奮しちゃっただけですからっ♪」

「ふうん。まあ、あんたっていつも肩かたこりで悩なやんでるもんね。今日は温泉で体をゆっくりほぐしなさい。おっぱい大きすぎるってたいへんよねえ～」

「くくく。だが、それがいい！」

「……え？」

「あ。いえ。なんでもありませぬ、姫さま……ぷ、ぷ、ぷ♪」

　やべえ……マジで気づいてねえ……信奈め、ざまみろ、ざまみろ！

　良晴（体は勝家）は、もうニヤニヤ笑いが止まらない。

（きっとあれだな。俺がいくら手て柄がらを立ててもけちけち魔ま王おうの信奈がぜんぜん恩賞をよこさなかったから、天の神さまが俺を哀あわれんで奇き跡せきを起こしてくれたんだな。今まで神なんて信じちゃいなかったが、今日ばかりはその存在を信じちまうじゃねーかっ♪）

　勝家どのがちょっと妙ですねえ……と長秀が笑顔でつぶやいているが、真相に気づいている様子はない。

（いつもお世話になっている長秀さんの裸はだかまで見てしまうのはちと申し訳ねーが、長秀さんってすっげぇプロポーションがいいからな……幼いおにゃのこが多い織田家の中では、いちばん色気があるよなあ……はあはあはあ）

　ダメだ。温泉に行き着く前に、脳の血管が切れて倒れそうだ。

　良晴（体は勝家）は「メンタルコントロール、メンタルコントロール」と小声で繰くり返かえしながら、すーはーすーはーと深呼吸しつつ、浴衣姿もあいらしい信奈のあとについて温泉へと向かった。




「……俺は……いや、あたしは今のこの感動と興奮をどう表現していいかわからないっ！　生きててよかった……！　ううっ……涙なみだが……目から、熱い涙が止まらない……！」

　長良川温泉。

　信奈と長秀はもちろんのこと。

　あとから信奈組に合流した半兵衛と犬千代、これは良晴的にはどーでもいいけど幼い妹のねね、そして新規召めし抱かかえとなった目元涼すずやかな美少女・明あけ智ち十じゆう兵べ衛え光みつ秀ひでまでが、脱だつ衣い所に集結していた。

　しかも……しかも！

　みんな、いそいそと浴衣を脱ぬぎはじめているではないか！

　誰も、勝家の中身が良晴にすり替わっていることに気づくものは、いない。

「半兵衛ってもっとおっぱい小さいと思ってたけど、意外に膨ふくらんでるのね」

「きゃうっ。ののの信奈さま、あんまりぺたぺた触らないでください。くすん、くすん」

「……勝家はあいかわらず、おっぱいがでかい。むー」

「勝家どのはちと大きすぎるといたしまして。姫のあいらしい胸も捨てがたいですが……大きさ的には、私の胸がいちばん均整が取れていると思います。自己採点ながら、九十点をあげたいところ」

「この十兵衛もなかなかの美乳を誇ほこりますです。なにしろこの十兵衛光秀、名門・土と岐き氏の出身。肌の白さときめの細かさに関しては少しばかり自信がありますです」

「ほんとね～。十兵衛って、脱いでもきれーい！　ちょっとだけ触らせてっ♪」

「ああ……信奈さまが、信奈さまが私の胸をさわさわと……愛されています、寵ちよう愛あいされていますですっ♡」

「……むっ。光秀ばかり……うらやましい…」

「なに、妬やいてるの？　かわいい～。犬千代にもさわさわしてあげるぅ♪」

「……ぽっ……」

「姫。すっかり触り魔ま、撫なで魔になっています。三十点」

「男の目がないと、女という生き物はとたんにはっちゃけますな。兄さまに見せてあげたい光景ですな！」

「やめてよ、ねね。もしもこんなところをサルに覗かれたりしたら……殺しても飽あき足たらないわよ！」

「信奈さま。もしも相良先せん輩ぱいが覗いてきましたら、この十兵衛光秀が種子島で殺処分しますのでご安心を♡」

「まーた十兵衛ったら、冗じよう談だんばっかりぃ♪　あはははっ」

「くすくすくす、です」

　脱衣所のついたての向こうから、ひょこっ、と五右衛門が首を覗かせてきた。

「ご安心あれ。このはちちゅかぎょえもんが、さがらうぢが入ってこぬようばっちり見張っておきまちゅる」

　首から下はさらしとふんどしという忍にん者じやの入浴スタイル。あとから自分もゆっくり温泉に入ろう、と決めているらしい。

「悪いわね、五右衛門。まさかサルもそこまで命知らずじゃないとは思うんだけど、なにしろ六がうるさいから」

「この光秀は相良先輩を信しん頼らいしていますが、万が一ということもありますですからね。よろしくお願いしますです」

「明智氏、御ぎよ意いでござる」

「……覗き魔を見つけたら、問答無用で斬きっちゃっていいですよ（ニヤリ）」

「うむ。斬りまちょう」

　脱衣所の隅すみっこに隠かくれるように身を潜ひそめた良晴（体は勝家）が、光秀相手に安やす請うけ合あいしている五右衛門を「ちょいちょい」と指を曲げて呼び出した。

「うにゅ？　柴田氏、なんでござるか？」

「……おい五右衛門。俺が覗きにきたら適当におめこぼししろ、って命令は止めだ！」

「……はあ？」

「もしも俺の姿をした勝家が怒ど鳴なり込んできても、絶対に温泉に入れるんじゃねーぞ。あいつは必ず俺の野望を阻そ止しするためにやってくるはずだ」

「うにゅー？　柴田氏、なにをいっているのかわからないでござるよ？」

「だから、相良良晴が来たら捕まえろ、絶対に信奈たちの前に出すんじゃない、って言ってるんだよ。いいな、頼たのむぞ」

「……？？？？」

　五右衛門は首を傾かしげながら、ふっ……と姿を消した。

　勝家（良晴）がそんなことをしているうちに。

　長秀から順番に、浴衣を完全に脱いで各自、一糸まとわぬ姿になっていた。

　残るは、信奈と、勝家（中身は良晴）だけ。

　ぐらり。ぐらぐら。

　勝家（中身は良晴）は、もはやこの凄すごすぎる光景を正視できない。

（や、やべえ。ついたての向こうからこっそり覗くくらいがちょうどいい……こんな至し近きん距きよ離りで女の子全員の裸を眺ながめほうだいなんて、純情少年の俺には刺し激げきが強すぎるっ！　死ぬ、死んでしまう！　ああでも、こんなに幸せなら別にこのまま死んでもかまわねえっ！　神さまありがとう！）

「って、さっきからなに一人で呻うめいているのよ、六？　はやく脱ぎなさいよ」

　浴衣の肩がずれて、形のいい胸が半分あらわになっている信奈が、にこにこにこにこと笑顔で接近してきて勝家（中身は良晴）の浴衣の袖そでを引っ張った。

「それにしても、六のおっぱいってほんとにでかいわねー。なんだか、握にぎりつぶしてやりたくなっちゃうわね。えいっ♪」

　むぎゅうう。

「は、は、はうぉいうぃいいっ！！！！！？？？！！！？！！」

「なにを言っているのかわかりません勝家どの。三十五点です」

「あはははは、今日の六はいつもよりかわいいじゃない？　女の子同士なのに、なに本気で照れてるのよ？」

　やべえ……信奈に触ふれられた瞬しゆん間かん、体が痺しびれた……！　このままでは俺は、もしかしたら禁断の世界の扉とびらを開いてしまうのではっ？

　焦あせりながらも勝家（中身は良晴）は、（このままじゃ正体がバレる）とばかりに浴衣を脱ぎ脱ぎ。

　だが、姿見に映った自分（というか勝家）の一糸まとわぬ裸ら体たいを思わず視界に入れてしまい、鼻の奥から煮にえ立たつマグマのごとき血が湧わき上がってきた。

（で……でけええええええっ!?　しかも、若さゆえの特権つーか、こんなにでかいのに垂れてないっ!?　し、し、しかし、勝家って、い、い、意外っつーか、ぬ、ぬ、脱いだら、お、お、女の子らしいっつーか……）

　ああ、神さま。

　俺、そろそろ限界だと思うんです。

　あまりにも強きよう烈れつすぎる快楽って、ほとんど拷ごう問もんみたいなものだったんだなあ、なんて。

　もうこのまま全員を俺さまのハーレム奴ど隷れいに！　と完全に興奮しきった良晴が思わずエロゲーの悪役みたいな台詞せりふを口にしそうになるが、すぐに自分のお腹の下あたりをちらりと覗のぞき、「あ……今の俺って……勝家なんだ……」と気づいて諦あきらめる。

（すすすす寸止めじゃねーか！　ここここの燃えたぎるマグマのごとき俺のエロリビドーをどうしてくれるっ!?　どうにも発散しようがねえっ！　やっぱこれって拷問だ！）

　ずっと一生この勝家の体のままだったら、それはそれですっげえ困る！

「なに踊おどってるのよ、六？　さてと。わたしも脱いじゃおうっと」

　はらり。

　浴衣を脱いだ信奈が、生まれたままの姿に──。

　……。

（見てやる…このけちけち姫ひめめええええ！　覚かく悟ごしやがれ!!!!）

　……。

　……。

「……うっ……」

　勝家（中身は良晴）は、思わず、目を閉じてしまった。

　眩まぶしい。

　これはいったい、どういうことだ。

　はだかんぼうの信奈をちらり、と覗こうとしただけで、勝家（良晴）の目はまるで太陽を遠とお眼鏡めがねで直接覗き込んでしまったかのように眩しくくらみ、思わず目を閉じてしまった。

　どういうわけだろう。

　ほかの女の子の裸を見た時と、違ちがう……。

　なぜか、いやらしい気持ちになれない……。

　むしろ……。

　むしろ、神々しいものを目の当たりにしてしまって、「彼女の裸をこんな形で見てはならない」と天の声が俺を[image: しか]しかりつけてきたかのような……？

　なんだろう、この湧き上がってくる感情は……ええと……あう、あう……!?

　わかった。きっと、信奈の裸なんか見たってぜんぜん興ざめに違いないから、見る必要なし！　と神さまが俺に教えてくれているんだあ！　そそそ、そうに決まっているっ！

「どうしたの六。ほら、温泉に入りましょう。風か邪ぜひいちゃうわよ」

「……お、おうっ！」

　どぼん！

　勝家（中身は良晴）は、目をつぶったまま、温泉の中に飛び込んでいた。

　すぐ隣となりに、信奈が首の下までお湯に浸つかってくる気配。

「……ふい～」

　やっと目を開くと、問題の信奈は隣で「ほわ～」とお湯に浸かっているとはいえ、ねねと半兵衛と犬千代ははだかんぼうのまま温泉のふちの岩にお尻しりを降ろして「足湯」に興じているし、長秀と光秀は腰こしから下までしか浸かってないし、このハーレムにもほどがある光景はもはや勝家（中身は良晴）が許容できるレベルをはるかに超こえていた。

「う……うおおおおお……わが青春に、一片の悔くいなし……！」

「なに叫さけんでるのよ六。あんた、今日はなんだか浮うかれすぎよ？」

「あ、いえいえ。信奈さまっ……あああたしはもう、以前から温泉に入りたくて入りたくてっ」

「ま、あんたっておっぱい大きすぎるもんね。うわすごい、お湯に浮かんでるじゃん！　こんなにでかくて重いのに、お湯に浮くなんて……まさに、おっぱいの神秘だわ」

「え、えええっ？」

「むくむくと好こう奇き心しんがわいてきたわ。ちょっと触さわらせなさいよ！」

「あ、あれえええっ!?　ののの信奈さま、ご無体な～！」

　今だ！　今こそ、「えいっ」とやりかえすふりをしてクソ生意気な信奈のおっぱいを揉もむ大チャンスッ！

　勝家（中身は良晴）の頭の中でデビル良晴がそうささやくが、なぜか天使良晴が「ダメだダメだ、信奈の胸を触りたいのなら正々堂々と相良良晴の姿で触らなくちゃ後こう悔かいするぜ！」と反論開始。

　触りたい。

　ちくしょう。

　触りたいどころか、しゃぶりつきたいっつーか、くそっこの薄うすい桃もも色いろをした唇くちびるにキスしてえ……って、なんで俺は信奈なんかにどきどきしてんだうわああああー!?

　どうすればいい……俺はどうすれば……！

　おお、神よ……！

「あははっ。どうしたの、六？　わたしの唇ばっかり見つめて？」

「……ゴクリ……の、信奈さま……！」

「って、ちょっと、六？　なに、その真ま面じ目めになった時のサルみたいな眼差し？　なんの冗談？　あはははっ♪」

　ぷつん。

　勝家（中身は良晴）の頭の中で、なにかが決けつ壊かいした！

　がばっ！　と信奈の小さな肩かたに手をかけ、ぎゅっと指で握りしめて、

「ああっ、俺はもうっ!!!!　信奈……俺は、お前が……す……」

「え？」

　その時だった。

「あぶないいいいっ！　姫さまああああああっ！」

　どば────んっ!!!!

　ついたてを素手で破って、良晴（中身は勝家）が温泉へと飛び込んできた！

「って、サルっ!?　あんたいったい……!?」

「姫さま、あたしは勝家です！　そいつがサルですっ！　おのれこのエロザルめが、ついに姫さまに毒どく牙がを……！」

「ごごごご五右衛門っ!?　俺が来ても通すなって言ったじゃないかあああああ！」

「今日の柴田氏はよくわからないことばかり言っているでござる。拙せつ者しや、もしもおんちぇんにちゃがらうぢが来ても、おめこぼちちろ、とあるじに命じられていまちたからな」

　壊こわれたついたての向こうから、五右衛門がひょい、と首を出してきた。

「いやまさか、相良氏が温泉という名の死地に飛び込むとはおどろいた男気でござるにょ。おっぱい好きもここまで来ればあっぱれでちゅぞ、ちゃがらうぢ」

「そんなあああああ……って勝家、直進するなっ！　また当たるっ！」

「あああああ！　ど、どけよサルッ！　あぶな……」

　ごちいいいいいいいんっ！！！！！

　いったいなにごと……と女の子たちがあわてて自分の胸を隠かくしながら騒そう然ぜんとする中。

　良晴と勝家は、再びおでことおでこを衝しよう突とつさせていた。

　そして。




「……あれ……俺はいったいこんなところでなにをしているのだろうか……って、なんでみんな裸はだかあああああっ!?」

　ぷかーり。

　温泉の底から浮かび上がってきた良晴（中身も良晴）は、衝突のショックで勝家と入いれ替かわっていた時の記き憶おくを失い、目覚めると同時に「な、なんでみんな裸なんだっ？　きゃあ恥はずかしいっ」とあわてて自分の目を塞ふさいだ。

　勝家も、ぷかーりと浮きながら、「あれ……あたし、なにをしてたんだっけ……」と目をしばたたく。

　ああ、哀あわれ。

　相良良晴、せっかくいろいろと楽しんだ記憶をすっかり忘れ、そして自分がなにをしたのかもわからぬままに「この、エロザルううううう！」「うえええん。先せん輩ぱい酷ひどいですう、簀す巻まきにして長良川に流すですう！」「兄さま！　そんなに見たいのなら、ねねが見せてあげますのに！　なんと命知らずな！」「……無理。弁護できない」「なんてことするんですか、良晴さん！　くすんくすん」「全会一いつ致ちで、零れい点てんです」と激げき怒どした織田家オールスター美少女（美幼女を含ふくむ）軍団によって縄なわでぐるぐる巻きにされ、そしてそのまま、長良川へと放り込まれてしまったのだった。

　ざぶんっ！

　ぷかーり。

「あ～れ～。俺がいったいなにをしたっていうんだああああ～？　誰だれか、誰か助けてくれえええええ～」

　ちなみに当時の長良川は、急流です。

　そんな事件が起きてから信奈が上じよう洛らくの兵を起こすまでには、まだ一ヶ月ほどの時間がありましたとさ。
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